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(57)【要約】
　化合物、構造要素が明細書中で示された意味を有する
、有害動物、（節足動物、特には昆虫およびダニが後者
の中で挙げられる。）を防除する上で好適な、式（Ｉ）
の化合物が開示される。
　　【化１】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式（Ｉ）の化合物。
【化１】

　［式中、
　Ｗは水素またはハロゲンを表し；
　ｎは数字０、１または２を表し；
　Ｙは水素、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシまたはアミノを表し；
または
　ＮＲ″′Ｒ″″を表し、
　　Ｒ″′およびＲ″″は互いに独立に、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルまたはハロ－
（Ｃ２－Ｃ６）－アルキルを表し；
　Ｘは、水素、ハロゲン、シアノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキルまたは（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシを表し；
　Ｖ１およびＶ２は互いに独立に、酸素または硫黄を表し；
　Ｒ１およびＲ２は互いに独立に
　　水素、ハロゲン、ヒドロキシ、シアノまたはニトロを表し；または
　　アルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシ、アルキルスルファニル、アルキル
スルフィニル、アルキルスルホニル、ハロアルキルカルボニル、アルキルカルボニルまた
はアルコキシカルボニルを表し、上記で言及の基はハロゲン、アルキル、シクロアルキル
、シアノ、ニトロ、アルコキシ、ハロアルキルまたはハロアルコキシ、特にフッ素、塩素
、（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、シクロプロピル、シア
ノ、（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ３）－ハロアルキルまたは（Ｃ１－Ｃ３）
－ハロアルコキシによって置換されていても良く；
　またはＲ１およびＲ２が飽和もしくは不飽和の３から６員の環を形成しており、それは
、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、シアノ、ニトロ、アルコキシ、ハロアルキルま
たはハロアルコキシ、特にフッ素、塩素、（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－
シクロアルキル、シクロプロピル、シアノ、（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ３

）－ハロアルキルまたは（Ｃ１－Ｃ３）－ハロアルコキシによって置換されていても良く
、Ｏ、ＳおよびＮからなる群から独立に選択される１以上のヘテロ原子によって中断させ
ていても良く、ただし２個の酸素原子が互いに直接隣接していることはなく；
　Ｒ３は、アルキル、ハロアルキル、アルコキシアルキル、ハロアルコキシアルキル、ア
ルケニル、ハロアルケニル、アルキニル、ハロアルキニル、アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－アル
キル、ハロアルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－アルキル、Ｎ－アルキルアミノカルボニルアルキルま
たはＮ，Ｎ－ジアルキルアミノカルボニルアルキルを表し、または
　シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、シクロアルケニルまたはシクロアルケニル
アルキルを表し［それは、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、（Ｃ１－Ｃ

４）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ、ハロ
－（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシおよびシクロプロピルからなる群からの同一もしくは異な
る置換基によってモノ置換もしくはジ置換されていても良い。］、または
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　複素環、複素環アルキル、アリール、アリールアルキル、ヘタリールまたはヘタリール
アルキルを表し［それは、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、（Ｃ１－Ｃ

４）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ、ハロ
－（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシおよびシクロプロピルからなる群からの同一もしくは異な
る置換基によってモノ置換もしくはジ置換されていても良い。］；
　Ｒ４は、水素、アルキル、ハロアルキル、アルコキシアルキル、ハロアルコキシアルキ
ル、アルケニル、ハロアルケニル、アルキニル、ハロアルキニル、アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ

－アルキル、ハロアルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－アルキル、Ｎ－アルキルアミノカルボニルアル
キルまたはＮ，Ｎ－ジアルキルアミノカルボニルアルキルを表し、または
　シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、シクロアルケニルまたはシクロアルケニル
アルキルを表し［それは、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、（Ｃ１－Ｃ

４）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ、ハロ
－（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシおよびシクロプロピルからなる群からの同一もしくは異な
る置換基によってモノ置換もしくはジ置換されていても良い。］、または
　複素環、複素環アルキル、アリール、アリールアルキル、ヘタリールまたはヘタリール
アルキルを表し［それは、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、（Ｃ１－Ｃ

４）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ、ハロ
－（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシおよびシクロプロピルからなる群からの同一もしくは異な
る置換基によってモノ置換もしくはジ置換されていても良い。］；
　またはＲ３およびＲ４がそれらが結合している窒素原子とともに、飽和からトリ不飽和
３から６員の環を形成しており、それはハロゲン、シアノ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、
ハロ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ４）
－アルコキシまたは（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキルによって置換されていても良く；
　ｍは、数字０、１または２を表す。］
【請求項２】
　構造要素が下記のように定義され；
　Ｗが水素またはハロゲンを表し；
　ｎが数字０または１を表し；
　Ｙが水素、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）－ハロアルキル、（
Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ３）－ハロアルコキシまたはアミノを表し；また
は
　ＮＲ″′Ｒ″″を表し、
　　Ｒ″′およびＲ″″が互いに独立に、水素、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルまたは（Ｃ２

－Ｃ４）－ハロアルキルを表し；
　Ｘが、水素、ハロゲン、シアノ、（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）－ハロア
ルキルまたは（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシを表し；
　Ｖ１およびＶ２が互いに独立に、酸素または硫黄を表し；
　Ｒ１およびＲ２が互いに独立に、水素または（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルを表し；
　またはＲ１およびＲ２がそれらが結合している炭素原子とともに、（Ｃ３－Ｃ６）－シ
クロアルキル環を表し；
　Ｒ３が、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３

）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ－（Ｃ

１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルケニル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルケニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキニル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキニル、（Ｃ１－Ｃ３）
－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル
－Ｓ（Ｏ）ｍ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、Ｎ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルアミノカルボ
ニル－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルまたはＮ，Ｎ－ジ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルアミノカ
ルボニル－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルを表し、または
　（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ３）
－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルケニルまたは（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルケニ
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ル－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルを表し［それは、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ
、アミノ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３

）－アルコキシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシおよびシクロプロピルからなる群か
らの同一もしくは異なる置換基によってモノ置換もしくはジ置換されていても良い。］、
または
　複素環、複素環－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、アリール、アリール－（Ｃ１－Ｃ３）－
アルキル、ヘタリールまたはヘタリール－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルを表し［それは、ハ
ロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、ハロ－（Ｃ

１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキ
シおよびシクロプロピルからなる群からの同一もしくは異なる置換基によってモノ置換も
しくはジ置換されていても良い。］；
　Ｒ４が、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルまたは（
Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルを表し、または
　（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ３）
－アルキル、フェニル、フェニル－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、ピリジルまたはピリジル
－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルを表し［それは、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、
アミノ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）
－アルコキシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシおよびシクロプロピルからなる群から
の同一もしくは異なる置換基によってモノ置換もしくはジ置換されていても良い。］；
　またはＲ３およびＲ４がそれらが結合している窒素原子とともに、アジリジニル、アジ
レニル、ジアジリジニル、ジアジレニル、アゼチジニル、ジヒドロアゼチル、ジアゼチジ
ニル、ジヒドロジアゼチル、オキサゼチジニル、オキサゼチル、チアゼチジニル、チアゼ
チル、ピロリジニル、ジヒドロピロリル、ピラゾリジニル、ジヒドロピラゾリル、イミダ
ゾリジニル、ジヒドロイミダゾリル、オキサゾリジニル、ジヒドロオキサゾリル、チアゾ
リジニル、ジヒドロチアゾリル、ピペリジニル、ピペラジニル、ヘキサヒドロピリダジニ
ル、ヘキサヒドロピリミジニル、モルホリン、ジオキサジナニル、チオモルホリン、ジチ
アジナン、ジオキソチアジナン、ピロリル、ピラゾリル、イミダゾリル、トリアゾリルお
よびテトラゾリルからなる群から選択される飽和からトリ不飽和３から６員の環を形成し
ており、それはハロゲン、シアノ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ４）－
アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、（Ｃ３－
Ｃ６）－シクロアルキルによって置換されていても良く；
　ｍが、数字０、１または２を表す、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　構造要素が下記のように定義され；
　Ｗが水素またはフッ素を表し；
　ｎが数字０または１を表し；
　Ｙがフッ素、塩素、臭素、メチル、トリフルオロメチルまたはメトキシを表し；
　Ｘが水素、塩素、フッ素またはメチルを表し；
　特に、ＸおよびＹが次の組み合わせ（Ｙ，Ｘ）：（Ｍｅ、Ｆ）、（Ｍｅ，Ｈ）、（Ｍｅ
，Ｃｌ）、（Ｍｅ，Ｍｅ）、（Ｃｌ，Ｃｌ）、（Ｃｌ，Ｆ）、（ＭｅＯ，Ｆ）、（ＭｅＯ
，Ｈ）、（Ｃｌ，Ｈ）、（Ｂｒ，Ｈ）、（Ｂｒ，Ｆ）、（Ｆ，Ｆ）、（ＣＦ３，Ｈ）、（
ＣＦ３，Ｆ）、特に好ましくは（Ｍｅ、Ｆ）、（Ｍｅ，Ｃｌ）、（Ｍｅ，Ｍｅ）、（Ｃｌ
，Ｃｌ）を表し；
　Ｖ１およびＶ２が互いに独立に、酸素または硫黄を表し；
　Ｒ１およびＲ２が互いに独立に、水素、メチルまたはエチルを表し；
　またはＲ１およびＲ２がシクロプロピルまたはシクロブチル環を形成しており；
　Ｒ３が、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓ
ｅｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、１，１－ジメチルプロピル、２，２，２－トリフルオ
ロエチル、２，２－ジフルオロエチル、２，２－ジフルオロ－ｎ－プロピル、２－メトキ
シエチル、２－エトキシエチル、３－メトキシプロピル、３－エトキシプロピル、ジメチ
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ルアミノカルボニルメチル、ジエチルアミノカルボニルメチル、Ｎ－エチル－Ｎ－メチル
アミノカルボニルメチル、Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチルアミノカルボニルメチル、ジメ
チルアミノカルボニルエチル、ジエチルアミノカルボニルエチル、Ｎ－エチル－Ｎ－メチ
ルアミノカルボニルエチル、Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチルアミノカルボニルエチル、Ｎ
－シクロプロピル－Ｎ－メチルアミノカルボニルメチルまたはＮ－シクロプロピル－Ｎ－
メチルアミノカルボニルエチルを表し、または
　シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル、シクロヘキシル、２－テトラヒドロ
フリルメチル、３－テトラヒドロフリルメチル、２－テトラヒドロフリルエチルまたは３
－テトラヒドロフリルエチルを表し、または
　フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、イソプ
ロピル、ｔｅｒｔ－ブチル、シクロプロピル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、
メトキシ、トリフルオロメトキシまたはジフルオロメトキシからなる群からの同一もしく
は異なる置換基によってモノ置換もしくはジ置換されていても良いフェニルを表し、また
は
　フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、イソプ
ロピル、ｔｅｒｔ－ブチル、シクロプロピル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、
メトキシ、トリフルオロメトキシまたはジフルオロメトキシからなる群からの同一もしく
は異なる置換基によってモノ置換もしくはジ置換されていても良いピリジルを表し、また
は
　フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、イソプ
ロピル、ｔｅｒｔ－ブチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、メトキシ、トリフ
ルオロメトキシまたはジフルオロメトキシからなる群からの同一もしくは異なる置換基に
よってモノ置換もしくはジ置換されていても良いピリジルメチルまたはベンジルを表し；
　Ｒ４が、水素、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチ
ル、ｔｅｒｔ－ブチル、ｓｅｃ－ブチル、２，２，２－トリフルオロエチル、２，２－ジ
フルオロエチル、２－メトキシエチル、２－エトキシエチル、シクロプロピル、シクロブ
チル、シクロプロピルメチル、フェニルまたはベンジルを表し；
　またはＲ３およびＲ４がそれらが結合している窒素原子とともに、アゼチジン、オキセ
タン、チエタン、モルホリン、チオモルホリン、ジオキソチアジナン、ピペリジンまたは
Ｎ－メチル置換されたピペラジン環を形成している、請求項１または２に記載の化合物。
【請求項４】
　構造要素が下記のように定義され；
　Ｗがフッ素を表し；
　ｎが数字０または１を表し；
　Ｙが塩素またはメチルを表し；
　Ｘが水素、フッ素、塩素またはメチルを表し；
　特に、ＸおよびＹが、次の組み合わせ（Ｙ，Ｘ）：（Ｍｅ，Ｃｌ）、（Ｍｅ、Ｆ）、（
Ｍｅ，Ｍｅ）、（Ｃｌ，Ｃｌ）を表し；
　Ｖ１およびＶ２が互いに独立に、酸素または硫黄を表し；
　Ｒ１およびＲ２が互いに独立に、水素またはメチルを表し；
　Ｒ３が、メチル、エチル、イソプロピル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブ
チル、１，１－ジメチルプロピル、２，２，２－トリフルオロエチル、２－メトキシエチ
ルを表し、または
　シクロプロピルまたは２－テトラヒドロフリルメチルを表し、または
　フェニル、３－フルオロフェニル、４－フルオロフェニル、３－クロロフェニル、３－
トリフルオロメチルフェニル、２－ピリジル、３－ピリジルまたはベンジルを表し；
　Ｒ４が、水素またはメチルを表し；
　またはＲ３およびＲ４が一体となって、次の環：１－モルホリン、１－（４－メチルピ
ペラジン）、１－（１，１－ジオキソ－１，４－チアジナン）または１－（４，４－ジフ
ルオロピペリジン）のうちの一つを形成している、請求項１から３のいずれか１項の記載
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の化合物。
【請求項５】
　下記式（Ｉ－Ａ）による構造を有する請求項１から４のいずれか１項に記載の化合物。
【化２】

　［式中、Ｗ、ｎ、ｍ、Ｙ、Ｘ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、請求項１で定義の意味
または請求項２で定義の意味または請求項３で定義の意味または請求項４で定義の意味を
有する。］
【請求項６】
　下記式（ＩＩ）の化合物。

【化３】

　［式中、ｎ、Ｗ、Ｙ、Ｘ、Ｖ１、Ｒ１およびＲ２は、請求項１で定義の意味または請求
項２で定義の意味または請求項３で定義の意味または請求項４で定義の意味を有する。］
【請求項７】
　下記式（ＩＩＩ）の化合物。
【化４】

　［式中、ｎ、Ｗ、Ｙ、Ｘ、Ｖ１、Ｒ１およびＲ２は、請求項１で定義の意味または請求
項２で定義の意味または請求項３で定義の意味または請求項４で定義の意味を有し、Ｒは
水素またはアルキル基、好ましくはメチルまたはエチルを表す。］
【請求項８】
　下記式（ＶＩ）の化合物。
【化５】
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　［式中、ｎ、Ｗ、Ｙ、Ｘ、Ｖ１、Ｖ２、Ｒ１およびＲ２は、請求項１で定義の意味また
は請求項２で定義の意味または請求項３で定義の意味または請求項４で定義の意味を有す
る。］
【請求項９】
　少なくとも一つの請求項１から５のいずれか１項に記載の式（Ｉ）の化合物を含む製剤
、特には農薬製剤。
【請求項１０】
　少なくとも一つの増量剤および／または少なくとも一つの界面活性物質をさらに含む請
求項９に記載の製剤。
【請求項１１】
　式（Ｉ）の化合物が、少なくとも一つのさらなる活性化合物との混合物の状態である請
求項９または１０に記載の製剤。
【請求項１２】
　請求項１から５のいずれか１項に記載の式（Ｉ）の化合物または請求項９から１１のい
ずれか１項に記載の製剤を、有害生物および／またはその生物の生育環境に作用させる、
有害生物、特には有害動物の防除方法。
【請求項１３】
　前記有害生物が有害動物であって昆虫、ダニもしくは線虫を含む、または前記有害生物
が昆虫、ダニもしくは線虫である請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　有害動物防除のための、請求項１から５のいずれか１項に記載の式（Ｉ）の化合物また
は請求項９から１１のいずれか１項に記載の製剤の使用。．
【請求項１５】
　前記有害動物が昆虫、ダニもしくは線虫を含む、または前記有害動物が昆虫、ダニもし
くは線虫である請求項１４に記載の使用。
【請求項１６】
　作物保護での請求項１４または１５に記載の使用。
【請求項１７】
　動物の健康の分野での請求項１４または１５に記載の使用。
【請求項１８】
　有害生物、特には有害動物から種子もしくは発芽植物を保護する方法であって、前記種
子を請求項１から５のいずれか１項に記載の式（Ｉ）の化合物または請求項９から１１の
いずれか１項に記載の製剤と接触させる方法段階を含む方法。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の方法によって得られる種子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、新規な複素環化合物、それの製造方法、および節足動物および特には昆虫を含
む有害動物防除のためのそれの使用に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　アリールスルフィドおよびアリールスルホキシド誘導体ならびにそれらの殺虫作用およ
び殺ダニ作用が、例えばＷＯ１９９９／０５５６６８Ａ１からすでに知られている。
【０００３】
　イミダゾリジン－２，４－ジオン類（ヒダントイン類とも称される）およびそれらの２
－チオもしくは４－チオ類縁体が、、作物保護剤または医薬として知られている。１－（
アルコキシカルボニル）－および１－カルバモイル－３－アリールヒダントイン類ならび
にそれらの２－チオヒダントイン類縁体も、例えばＤＥ２１４４９２３およびＦＲ２１４
８８６８から殺菌剤として、そしてＤＥ２４２３２７３から植物成長調節剤としてすでに
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知られている。イプロジオン（３－（３，５－ジクロロフェニル）－２，４－ジオキソ－
Ｎ－イソプロピルイミダゾリジン－１－カルボキサミド）が、ＷＯ２００６／０６３８４
８から、線虫防除での使用に好適であることが知られている。１－アルキル－３－アリー
ルヒダントイン類が、例えば、ＦＲ２８４５３８５からカンナビノイド阻害剤として、そ
してＷＯ２００８／０４６２１６からキナーゼ阻害剤として知られている。１－アルキル
－３－アリールヒダントイン類の除草剤用途が、例えば、ＤＥ２２１２５５８およびＥＰ
３００８８２から知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】ＷＯ１９９９／０５５６６８Ａ１
【特許文献２】ＤＥ２１４４９２３
【特許文献３】ＦＲ２１４８８６８
【特許文献４】ＤＥ２４２３２７３
【特許文献５】ＷＯ２００６／０６３８４８
【特許文献６】ＦＲ２８４５３８５
【特許文献７】ＷＯ２００８／０４６２１６
【特許文献８】ＤＥ２２１２５５８
【特許文献９】ＥＰ３００８８２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　農薬も含めた作物保護剤は、例えば、効力、残留性、ならびに作用のスペクトラムおよ
び可能な用途に関して多くの要求を満足しなければならない。毒性ならびに他の活性化合
物もしくは製剤補助剤との適合性についての問題が、活性化合物の合成に必要な費用の問
題と同様に影響する。さらに、抵抗性が生じ得る。これら全ての理由のため、新規な作物
保護剤の研究が完全であると考えることはできず、既知の化合物と比較して、少なくとも
個々の側面に関して改善された特性を有する新規な化合物が常に必要とされている。
【０００６】
　本発明の目的は、多様な点で農薬のスペクトラムを拡大または改善することにあった。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この目的、ならびに明瞭には記載されていないが本明細書で記述の関連事項から認識ま
たは誘導可能であるさらなる目的は、新規な下記式（Ｉ）の化合物によって達成される。
【化１】

【０００８】
　式中（実施形態１－１）、
　Ｗは水素またはハロゲンを表し；
　ｎは数字０、１または２を表し；
　Ｙは水素、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシまたはアミノを表し；
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または
　ＮＲ″′Ｒ″″を表し、
　　Ｒ″′およびＲ″″は互いに独立に、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルまたはハロ－
（Ｃ２－Ｃ６）－アルキルを表し；
　Ｘは、水素、ハロゲン、シアノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキルまたは（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシを表し；
　Ｖ１およびＶ２は互いに独立に、酸素または硫黄を表し；
　Ｒ１およびＲ２は互いに独立に
　　水素、ハロゲン、ヒドロキシ、シアノまたはニトロを表し；または
　　アルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシ、アルキルスルファニル、アルキル
スルフィニル、アルキルスルホニル、ハロアルキルカルボニル、アルキルカルボニルまた
はアルコキシカルボニルを表し、上記で言及の基はハロゲン、アルキル、シクロアルキル
、シアノ、ニトロ、アルコキシ、ハロアルキルまたはハロアルコキシ、特にフッ素、塩素
、（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、シクロプロピル、シア
ノ、（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ３）－ハロアルキルまたは（Ｃ１－Ｃ３）
－ハロアルコキシによって置換されていても良く；
　またはＲ１およびＲ２が飽和もしくは不飽和の３から６員の環を形成しており、それは
、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、シアノ、ニトロ、アルコキシ、ハロアルキルま
たはハロアルコキシ、特にフッ素、塩素、（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－
シクロアルキル、シクロプロピル、シアノ、（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ３

）－ハロアルキルまたは（Ｃ１－Ｃ３）－ハロアルコキシによって置換されていても良く
、Ｏ、ＳおよびＮからなる群から独立に選択される１以上のヘテロ原子によって中断させ
ていても良く、ただし２個の酸素原子が互いに直接隣接していることはなく；
　Ｒ３は、アルキル、ハロアルキル、アルコキシアルキル、ハロアルコキシアルキル、ア
ルケニル、ハロアルケニル、アルキニル、ハロアルキニル、アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－アル
キル、ハロアルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－アルキル、Ｎ－アルキルアミノカルボニルアルキルま
たはＮ，Ｎ－ジアルキルアミノカルボニルアルキルを表し、または
　シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、シクロアルケニルまたはシクロアルケニル
アルキルを表し［それは、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、（Ｃ１－Ｃ

４）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ、ハロ
－（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシおよびシクロプロピルからなる群からの同一もしくは異な
る置換基によってモノ置換もしくはジ置換されていても良い。］、または
　複素環、複素環アルキル、アリール、アリールアルキル、ヘタリールまたはヘタリール
アルキルを表し［それは、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、（Ｃ１－Ｃ

４）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ、ハロ
－（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシおよびシクロプロピルからなる群からの同一もしくは異な
る置換基によってモノ置換もしくはジ置換されていても良い。］；
　Ｒ４は、水素、アルキル、ハロアルキル、アルコキシアルキル、ハロアルコキシアルキ
ル、アルケニル、ハロアルケニル、アルキニル、ハロアルキニル、アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ

－アルキル、ハロアルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－アルキル、Ｎ－アルキルアミノカルボニルアル
キルまたはＮ，Ｎ－ジアルキルアミノカルボニルアルキルを表し、または
　シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、シクロアルケニルまたはシクロアルケニル
アルキルを表し［それは、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、（Ｃ１－Ｃ

４）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ、ハロ
－（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシおよびシクロプロピルからなる群からの同一もしくは異な
る置換基によってモノ置換もしくはジ置換されていても良い。］、または
　複素環、複素環アルキル、アリール、アリールアルキル、ヘタリールまたはヘタリール
アルキルを表し［それは、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、（Ｃ１－Ｃ

４）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ、ハロ
－（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシおよびシクロプロピルからなる群からの同一もしくは異な
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る置換基によってモノ置換もしくはジ置換されていても良い。］；
　またはＲ３およびＲ４がそれらが結合している窒素原子とともに、飽和からトリ不飽和
３から６員の環を形成しており、それはハロゲン、シアノ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、
ハロ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ４）
－アルコキシまたは（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキルによって置換されていても良く；
　ｍは、数字０、１または２を表す。
【０００９】
　さらに、新規な式（Ｉ）の化合物が、例えば節足動物および特には昆虫、線虫およびダ
ニに対する農薬として良好な効力を有し、さらに、植物、特には作物植物と非常に良好な
適合性を有し、および／または好ましい毒物学的特性および／または環境的に妥当な特性
を有することが認められている。
【００１０】
　式（Ｉ）の化合物において示された好ましい置換基または基の範囲を、下記に示してお
り（実施形態２－１）：
　Ｗが水素またはハロゲンを表し；
　ｎが数字０または１を表し；
　Ｙが水素、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）－ハロアルキル、（
Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ３）－ハロアルコキシまたはアミノを表し；また
は
　ＮＲ″′Ｒ″″を表し、
　　Ｒ″′およびＲ″″が互いに独立に、水素、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルまたは（Ｃ２

－Ｃ４）－ハロアルキルを表し；
　Ｘが、水素、ハロゲン、シアノ、（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）－ハロア
ルキルまたは（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシを表し；
　Ｖ１およびＶ２が互いに独立に、酸素または硫黄を表し；
　Ｒ１およびＲ２が互いに独立に、水素または（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルを表し；
　またはＲ１およびＲ２がそれらが結合している炭素原子とともに、（Ｃ３－Ｃ６）－シ
クロアルキル環を表し；
　Ｒ３が、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３

）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ－（Ｃ

１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルケニル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルケニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキニル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキニル、（Ｃ１－Ｃ３）
－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル
－Ｓ（Ｏ）ｍ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、Ｎ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルアミノカルボ
ニル－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルまたはＮ，Ｎ－ジ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルアミノカ
ルボニル－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルを表し、または
　（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ３）
－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルケニルまたは（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルケニ
ル－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルを表し［それは、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ
、アミノ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３

）－アルコキシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシおよびシクロプロピルからなる群か
らの同一もしくは異なる置換基によってモノ置換もしくはジ置換されていても良い。］、
または
　複素環、複素環－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、アリール、アリール－（Ｃ１－Ｃ３）－
アルキル、ヘタリールまたはヘタリール－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルを表し［それは、ハ
ロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、ハロ－（Ｃ

１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキ
シおよびシクロプロピルからなる群からの同一もしくは異なる置換基によってモノ置換も
しくはジ置換されていても良い。］；
　Ｒ４が、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルまたは（
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Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルを表し、または
　（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ３）
－アルキル、フェニル、フェニル－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、ピリジルまたはピリジル
－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルを表し［それは、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、
アミノ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）
－アルコキシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシおよびシクロプロピルからなる群から
の同一もしくは異なる置換基によってモノ置換もしくはジ置換されていても良い。］；
　またはＲ３およびＲ４がそれらが結合している窒素原子とともに、アジリジニル、アジ
レニル、ジアジリジニル、ジアジレニル、アゼチジニル、ジヒドロアゼチル、ジアゼチジ
ニル、ジヒドロジアゼチル、オキサゼチジニル、オキサゼチル、チアゼチジニル、チアゼ
チル、ピロリジニル、ジヒドロピロリル、ピラゾリジニル、ジヒドロピラゾリル、イミダ
ゾリジニル、ジヒドロイミダゾリル、オキサゾリジニル、ジヒドロオキサゾリル、チアゾ
リジニル、ジヒドロチアゾリル（ｔｈｙａｚｏｌｙｌ）、ピペリジニル、ピペラジニル、
ヘキサヒドロピリダジニル、ヘキサヒドロピリミジニル、モルホリン、ジオキサジナニル
、チオモルホリン、ジチアジナン、ピロリル、ピラゾリル、イミダゾリル、トリアゾリル
およびテトラゾリルからなる群から選択される飽和からトリ不飽和３から６員の環を形成
しており、それはハロゲン、シアノ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ４）
－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、（Ｃ３

－Ｃ６）－シクロアルキルによって置換されていても良く；
　ｍが、数字０、１または２を表す。
【００１１】
　さらなる実施形態において、式（Ｉ）の化合物で提供の好ましい置換基または基の範囲
は次の通りであり（実施形態２－２）：
　Ｗが、水素またはハロゲンを表し；
　ｎが数字０または１を表し；
　Ｙが水素、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）－ハロアルキル、（
Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ３）－ハロアルコキシまたはアミノを表し；また
は
　がＮＲ″′Ｒ″″を表し、
　　Ｒ″′およびＲ″″が互いに独立に、水素、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルまたは（Ｃ２

－Ｃ４）－ハロアルキルを表し；
　Ｘが、水素、ハロゲン、シアノ、（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）－ハロア
ルキルまたは（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシを表し；
　Ｖ１およびＶ２が互いに独立に、酸素または硫黄を表し；
　Ｒ１およびＲ２が互いに独立に、水素または（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルを表し；
　またはＲ１およびＲ２がそれらが結合している炭素原子とともに、（Ｃ３－Ｃ６）－シ
クロアルキル環を表し；
　Ｒ３が、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３

）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ－（Ｃ

１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルケニル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルケニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキニル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキニル、（Ｃ１－Ｃ３）
－アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル
－Ｓ（Ｏ）ｍ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、Ｎ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルアミノカルボ
ニル－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルまたはＮ，Ｎ－ジ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルアミノカ
ルボニル－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルを表し、または
　（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ３）
－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルケニルまたは（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルケニ
ル－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルを表し［それは、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ
、アミノ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３

）－アルコキシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシおよびシクロプロピルからなる群か
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らの同一もしくは異なる置換基によってモノ置換もしくはジ置換されていても良い。］、
または
　複素環、複素環－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、アリール、アリール－（Ｃ１－Ｃ３）－
アルキル、ヘタリールまたはヘタリール－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルを表し［それは、ハ
ロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、ハロ－（Ｃ

１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキ
シおよびシクロプロピルからなる群からの同一もしくは異なる置換基によってモノ置換も
しくはジ置換されていても良い。］；
　Ｒ４が、水素、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルまたは（
Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルを表し、または
　（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ１－Ｃ３）
－アルキル、フェニル、フェニル－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、ピリジルまたはピリジル
－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキルを表し［それは、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、
アミノ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ３）
－アルコキシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシおよびシクロプロピルからなる群から
の同一もしくは異なる置換基によってモノ置換もしくはジ置換されていても良い。］；
　またはＲ３およびＲ４がそれらが結合している窒素原子とともに、アジリジニル、アジ
レニル、ジアジリジニル、ジアジレニル、アゼチジニル、ジヒドロアゼチル、ジアゼチジ
ニル、ジヒドロジアゼチル、オキサゼチジニル、オキサゼチル、チアゼチジニル、チアゼ
チル、ピロリジニル、ジヒドロピロリル、ピラゾリジニル、ジヒドロピラゾリル、イミダ
ゾリジニル、ジヒドロイミダゾリル、オキサゾリジニル、ジヒドロオキサゾリル、チアゾ
リジニル、ジヒドロチアゾリル（ｔｈｙａｚｏｌｙｌ）、ピペリジニル、ピペラジニル、
ヘキサヒドロピリダジニル、ヘキサヒドロピリミジニル、モルホリン、ジオキサジナニル
、チオモルホリン、ジチアジナン、ジオキソチアジナン、ピロリル、ピラゾリル、イミダ
ゾリル、トリアゾリルおよびテトラゾリルからなる群から選択される飽和からトリ不飽和
３から６員の環を形成しており、それは、ハロゲン、シアノ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル
、ハロ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、ハロ－（Ｃ１－Ｃ４

）－アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキルによって置換されていても良く；
　ｍが、数字０、１または２を表す。
【００１２】
　式（Ｉ）の化合物で示した特に好ましい置換基または基の範囲を下記に示しており（実
施形態３－１）：
　Ｗが水素またはフッ素を表し；
　ｎが数字０または１を表し；
　Ｙがフッ素、塩素、臭素、メチル、トリフルオロメチルまたはメトキシを表し；
　Ｘが水素、塩素、フッ素またはメチルを表し；
　特に、ＸおよびＹが次の組み合わせ（Ｙ，Ｘ）：（Ｍｅ、Ｆ）、（Ｍｅ，Ｈ）、（Ｍｅ
，Ｃｌ）、（Ｍｅ，Ｍｅ）、（Ｃｌ，Ｃｌ）、（Ｃｌ，Ｆ）、（ＭｅＯ，Ｆ）、（ＭｅＯ
，Ｈ）、（Ｃｌ，Ｈ）、（Ｂｒ，Ｈ）、（Ｂｒ，Ｆ）、（Ｆ，Ｆ）、（ＣＦ３，Ｈ）、（
ＣＦ３，Ｆ）、特に好ましくは（Ｍｅ、Ｆ）、（Ｍｅ，Ｃｌ）、（Ｍｅ，Ｍｅ）、（Ｃｌ
，Ｃｌ）を表し；
　Ｖ１およびＶ２が互いに独立に、酸素または硫黄を表し；
　Ｒ１およびＲ２が互いに独立に、水素、メチルまたはエチルを表し；
　またはＲ１およびＲ２がシクロプロピルまたはシクロブチル環を形成しており；
　Ｒ３が、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓ
ｅｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、１，１－ジメチルプロピル、２，２，２－トリフルオ
ロエチル、２，２－ジフルオロエチル、２，２－ジフルオロ－ｎ－プロピル、２－メトキ
シエチル、２－エトキシエチル、３－メトキシプロピル、３－エトキシプロピル、ジメチ
ルアミノカルボニルメチル、ジエチルアミノカルボニルメチル、Ｎ－エチル－Ｎ－メチル
アミノカルボニルメチル、Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチルアミノカルボニルメチル、ジメ
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チルアミノカルボニルエチル、ジエチルアミノカルボニルエチル、Ｎ－エチル－Ｎ－メチ
ルアミノカルボニルエチル、Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチルアミノカルボニルエチル、Ｎ
－シクロプロピル－Ｎ－メチルアミノカルボニルメチルまたはＮ－シクロプロピル－Ｎ－
メチルアミノカルボニルエチルを表し、または
　シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル、シクロヘキシル、２－テトラヒドロ
フリルメチル、３－テトラヒドロフリルメチル、２－テトラヒドロフリルエチルまたは３
－テトラヒドロフリルエチルを表し、または
　フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、イソプ
ロピル、ｔｅｒｔ－ブチル、シクロプロピル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、
メトキシ、トリフルオロメトキシまたはジフルオロメトキシからなる群からの同一もしく
は異なる置換基によってモノ置換もしくはジ置換されていても良いフェニルを表し、また
は
　フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、イソプ
ロピル、ｔｅｒｔ－ブチル、シクロプロピル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、
メトキシ、トリフルオロメトキシまたはジフルオロメトキシからなる群からの同一もしく
は異なる置換基によってモノ置換もしくはジ置換されていても良いピリジルを表し、また
は
　フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、イソプ
ロピル、ｔｅｒｔ－ブチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、メトキシ、トリフ
ルオロメトキシまたはジフルオロメトキシからなる群からの同一もしくは異なる置換基に
よってモノ置換もしくはジ置換されていても良いピリジルメチルまたはベンジルを表し；
　Ｒ４が、水素、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチ
ル、ｔｅｒｔ－ブチル、ｓｅｃ－ブチル、２，２，２－トリフルオロエチル、２，２－ジ
フルオロエチル、２－メトキシエチル、２－エトキシエチル、シクロプロピル、シクロブ
チル、シクロプロピルメチル、フェニルまたはベンジルを表し；
　またはＲ３およびＲ４がそれらが結合している窒素原子とともに、アゼチジン、オキセ
タン、チエタン、モルホリン、チオモルホリンまたはＮ－メチル置換されたピペラジン環
を形成している。
【００１３】
　さらなる実施形態において、式（Ｉ）の化合物で提供される特に好ましい置換基または
基の範囲は次の通りであり（実施形態３－２）：
　Ｗが水素またはフッ素を表し；
　ｎが数字０または１を表し；
　Ｙがフッ素、塩素、臭素、メチル、トリフルオロメチルまたはメトキシを表し；
　Ｘが水素、塩素、フッ素またはメチルを表し；
　特に、ＸおよびＹが次の組み合わせ（Ｙ，Ｘ）：（Ｍｅ、Ｆ）、（Ｍｅ，Ｈ）、（Ｍｅ
，Ｃｌ）、（Ｍｅ，Ｍｅ）、（Ｃｌ，Ｃｌ）、（Ｃｌ，Ｆ）、（ＭｅＯ，Ｆ）、（ＭｅＯ
，Ｈ）、（Ｃｌ，Ｈ）、（Ｂｒ，Ｈ）、（Ｂｒ，Ｆ）、（Ｆ，Ｆ）、（ＣＦ３，Ｈ）、（
ＣＦ３，Ｆ）、特に好ましくは（Ｍｅ、Ｆ）、（Ｍｅ，Ｃｌ）、（Ｍｅ，Ｍｅ）、（Ｃｌ
，Ｃｌ）を表し；
　Ｖ１およびＶ２が互いに独立に、酸素または硫黄を表し；
　Ｒ１およびＲ２が互いに独立に、水素、メチルまたはエチルを表し；
　またはＲ１およびＲ２がシクロプロピルまたはシクロブチル環を形成しており；
　Ｒ３が、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓ
ｅｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、１，１－ジメチルプロピル、２，２，２－トリフルオ
ロエチル、２，２－ジフルオロエチル、２，２－ジフルオロ－ｎ－プロピル、２－メトキ
シエチル、２－エトキシエチル、３－メトキシプロピル、３－エトキシプロピル、ジメチ
ルアミノカルボニルメチル、ジエチルアミノカルボニルメチル、Ｎ－エチル－Ｎ－メチル
アミノカルボニルメチル、Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチルアミノカルボニルメチル、ジメ
チルアミノカルボニルエチル、ジエチルアミノカルボニルエチル、Ｎ－エチル－Ｎ－メチ
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ルアミノカルボニルエチル、Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチルアミノカルボニルエチル、Ｎ
－シクロプロピル－Ｎ－メチルアミノカルボニルメチルまたはＮ－シクロプロピル－Ｎ－
メチルアミノカルボニルエチルを表し、または
　シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル、シクロヘキシル、２－テトラヒドロ
フリルメチル、３－テトラヒドロフリルメチル、２－テトラヒドロフリルエチルまたは３
－テトラヒドロフリルエチルを表し、または
　フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、イソプ
ロピル、ｔｅｒｔ－ブチル、シクロプロピル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、
メトキシ、トリフルオロメトキシまたはジフルオロメトキシからなる群からの同一もしく
は異なる置換基によってモノ置換もしくはジ置換されていても良いフェニルを表し、また
は
　フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、イソプ
ロピル、ｔｅｒｔ－ブチル、シクロプロピル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、
メトキシ、トリフルオロメトキシまたはジフルオロメトキシからなる群からの同一もしく
は異なる置換基によってモノ置換もしくはジ置換されていても良いピリジルを表し、また
は
　フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、イソプ
ロピル、ｔｅｒｔ－ブチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、メトキシ、トリフ
ルオロメトキシまたはジフルオロメトキシからなる群からの同一もしくは異なる置換基に
よってモノ置換もしくはジ置換されていても良いピリジルメチルまたはベンジルを表し；
　Ｒ４が、水素、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチ
ル、ｔｅｒｔ－ブチル、ｓｅｃ－ブチル、２，２，２－トリフルオロエチル、２，２－ジ
フルオロエチル、２－メトキシエチル、２－エトキシエチル、シクロプロピル、シクロブ
チル、シクロプロピルメチル、フェニルまたはベンジルを表し；
　またはＲ３およびＲ４がそれらが結合している窒素原子とともに、アゼチジン、オキセ
タン、チエタン、モルホリン、チオモルホリン、ジオキソチアジナン、ピペリジンまたは
Ｎ－メチル置換されたピペラジン環を形成している。
【００１４】
　式（Ｉ）の化合物で示した非常に特に好ましい置換基または基の範囲を、下記に示して
おり（実施形態４－１）：
　Ｗがフッ素を表し；
　ｎが数字０または１を表し；
　Ｙが塩素またはメチルを表し；
　Ｘが水素、フッ素、塩素またはメチルを表し；
　特に、ＸおよびＹが、次の組み合わせ（Ｙ，Ｘ）：（Ｍｅ，Ｃｌ）、（Ｍｅ、Ｆ）、（
Ｍｅ，Ｍｅ）、（Ｃｌ，Ｃｌ）を表し；
　Ｖ１およびＶ２が互いに独立に、酸素または硫黄を表し；
　Ｒ１およびＲ２が互いに独立に、水素またはメチルを表し；
　Ｒ３が、エチル、イソプロピル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、１
，１－ジメチルプロピル、２，２，２－トリフルオロエチル、２－メトキシエチルを表し
、または
　シクロプロピルまたは２－テトラヒドロフリルメチルを表し、または
　フェニル、３－フルオロフェニル、４－フルオロフェニル、３－クロロフェニル、３－
トリフルオロメチルフェニル、２－ピリジル、３－ピリジルまたはベンジルを表し；
　Ｒ４が水素を表す。
【００１５】
　さらなる実施形態において、式（Ｉ）の化合物で提供の非常に特に好ましい置換基およ
び基の範囲は次の通りであり（実施形態４－２）：
　Ｗがフッ素を表し；
　ｎが数字０または１を表し；
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　Ｙが塩素またはメチルを表し；
　Ｘが水素、フッ素、塩素またはメチルを表し；
　特に、ＸおよびＹが、次の組み合わせ（Ｙ，Ｘ）：（Ｍｅ，Ｃｌ）、（Ｍｅ、Ｆ）、（
Ｍｅ，Ｍｅ）、（Ｃｌ，Ｃｌ）を表し；
　Ｖ１およびＶ２が互いに独立に、酸素または硫黄を表し；
　Ｒ１およびＲ２が互いに独立に、水素またはメチルを表し；
　Ｒ３が、メチル、エチル、イソプロピル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブ
チル、１，１－ジメチルプロピル、２，２，２－トリフルオロエチル、２－メトキシエチ
ルを表し、または
　シクロプロピルまたは２－テトラヒドロフリルメチルを表し、または
　フェニル、３－フルオロフェニル、４－フルオロフェニル、３－クロロフェニル、３－
トリフルオロメチルフェニル、２－ピリジル、３－ピリジルまたはベンジルを表し；
　Ｒ４が、水素またはメチルを表し；
　またはＲ３およびＲ４が一体となって、次の環：１－モルホリン、１－（４－メチルピ
ペラジン）、１－（１，１－ジオキソ－１，４－チアジナン）または１－（４，４－ジフ
ルオロピペリジン）のうちの一つを形成している。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　上記定義において、例えば「環が硫黄、酸素（酸素原子が直接隣接してはならない）お
よび窒素の群からの少なくとも一つのヘテロ原子を含んでいても良い」または「１個もし
くは２個の環員が硫黄、酸素（酸素原子が直接隣接してはならない）および窒素の群から
のヘテロ原子によってそれぞれ置き換わっていても良い」などの表現において、環中に硫
黄および／または窒素がある場合、別段の断りがない限り、その硫黄は、ＳＯまたはＳＯ

２の形態で存在していても良く；窒素（－Ｎ＝の形態でない場合）ならびにＮＨは、Ｎ－
アルキル（特にはＮ－Ｃ１－Ｃ６－アルキル）の形態で存在していることもできる。
【００１７】
　定義において、別段の断りがない限り、
　ハロゲンは、フッ素、塩素、臭素およびヨウ素からなる群から選択され、好ましくは次
に、フッ素、塩素および臭素からなる群から選択され、
　アリール（より大きい単位、例えばアリールアルキルの一部としてを含む）は、フェニ
ル、ナフチル、アントリルおよびフェナントレニル、好ましくはフェニルからなる群から
選択され、
　ヘタリール（ヘテロアリールと同義、より大きい単位、例えばヘタリールアルキルの一
部としてを含む）は、フリル、チエニル、ピロリル、ピラゾリル、イミダゾリル、１，２
，３－トリアゾリル、１，２，４－トリアゾリル、オキサゾリル、イソオキサゾリル、チ
アゾリル、イソチアゾリル、１，２，３－オキサジアゾリル、１，２，４－オキサジアゾ
リル、１，３，４－オキサジアゾリル、１，２，５－オキサジアゾリル、１，２，３－チ
アジアゾリル、１，２，４－チアジアゾリル、１，３，４－チアジアゾリル、１，２，５
－チアジアゾリル、ピリジル、ピリミジニル、ピリダジニル、ピラジニル、１，２，３－
トリアジニル、１，２，４－トリアジニル、１，３，５－トリアジニル、ベンゾフリル、
ベンゾイソフリル、ベンゾチエニル、ベンゾイソチエニル、インドリル、イソインドリル
、インダゾリル、ベンゾチアゾリル、ベンゾイソチアゾリル、ベンゾオキサゾリル、ベン
ゾイソオキサゾリル、ベンゾイミダゾリル、２，１，３－ベンゾオキサジアゾール、キノ
リニル、イソキノリニル、シンノリニル、フタラジニル、キナゾリニル、キノキサリニル
、ナフチリジニル、ベンゾトリアジニル、プリニル、プテリジニルおよびインドリジニル
からなる群から選択され、次に好ましくはピラゾリル、イミダゾリル、１，２，３－トリ
アゾリル、１，２，４－トリアゾリル、オキサゾリル、イソオキサゾリル、チアゾリル、
イソチアゾリル、ピリジル、ピリミジニル、ピリダジニル、ピラジニル、１，２，３－ト
リアジニル、１，２，４－トリアジニルおよび１，３，５－トリアジニルからなる群から
選択され、特に好ましくはピリジルであり、
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　複素環は、１個もしくは２個の窒素原子および／または１個の酸素原子および／または
１個の硫黄原子を含む飽和４員、５員もしくは６員の環を表し、好ましくはアゼチジニル
、アゾリジニル、アジナニル、オキセタニル、オキソラニル、オキサニル、ジオキサニル
、チエタニル、チオラニル、チアニル、テトラヒドロフリル、ピペラジニルまたはモルホ
リニルである。
【００１８】
　ハロゲン置換された基、例えばハロアルキルは、モノハロゲン化または最大可能数以下
の置換基で多ハロゲン化されている。多ハロゲン化の場合、ハロゲン原子は同一であって
も異なっていても良い。ここで、ハロゲンはそれに関する限りは、フッ素、塩素、臭素お
よびヨウ素、特にはフッ素、塩素および臭素を表す。
【００１９】
　飽和または不飽和炭化水素基、例えばアルキルまたはアルケニルはそれぞれ、例えばア
ルコキシでのようにヘテロ原子と組み合わせた場合を含めて、直鎖または可能であれば分
岐していても良い。
【００２０】
　置換されていても良い基は、モノ置換または多置換されていても良く、多置換の場合の
置換基は同一であっても異なっていても良い。置換基が意図されているか意図されていて
も良い場合、置換基は、別段の断りがない限り、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、
シアノ、ニトロ、アルコキシ、ハロアルキルまたはハロアルコキシ、特にフッ素、塩素、
（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル（特別にはシクロプロピル
）、シアノ、（Ｃ１－Ｃ３）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ３）－ハロアルキルまたは（Ｃ１

－Ｃ３）－ハロアルコキシである。
【００２１】
　一般用語でのまたは好ましい範囲内での上記で提供の基の定義または説明は、最終生成
物（後述する下位構造（Ｉ－Ａ）を有する式（Ｉ）の化合物を含む）、ならびに原料およ
び中間体に同様に適用される。これらの基の定義は、所望に応じて互いに組み合わせるこ
とができ、すなわち個々の好ましい範囲間での組み合わせなどがある。
【００２２】
　本発明によれば、好ましいものとして上記で提供の定義の組み合わせが存在し、好まし
いものと上記で記載のあらゆる実施形態が独立の組み合わせ、特には実施形態２－１もし
くは実施形態２－２に記載の組み合わせを構成している式（Ｉ）の化合物が好ましい。
【００２３】
　本発明によれば、特に好ましいものとして上記で提供の定義の組み合わせが存在し、特
に好ましいものと上記で記載のあらゆる実施形態が独立の組み合わせ、特には実施形態３
－１もしくは実施形態３－２に記載の組み合わせを構成している式（Ｉ）の化合物が特に
好ましい。
【００２４】
　本発明によれば、非常に特に好ましいものとして上記で提供の定義の組み合わせが存在
し、非常に特に好ましいものと上記で記載のあらゆる実施形態が独立の組み合わせ、特に
は実施形態４－１もしくは実施形態４－２に記載の組み合わせを構成している式（Ｉ）の
化合物が非常に特に好ましい。
【００２５】
　さらに好ましい実施形態において、本発明は、Ｖ１およびＶ２がＯを表す式（Ｉ）の化
合物に関するものである。これにより、下記式（Ｉ－Ａ）の化合物となる。



(17) JP 2018-505855 A 2018.3.1

10

20

30

40

50

【化２】

【００２６】
　構造（Ｉ－Ａ）によって定義される式（Ｉ）の化合物において、基または構造要素Ｗ、
ｎ、ｍ、Ｙ、Ｘ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、上記の、特には実施形態１－１（実施
形態Ｉ－Ａ－１－１）に記載の意味を有する。
【００２７】
　構造（Ｉ－Ａ）によって定義される式（Ｉ）の化合物の中から好ましいものは、好まし
いものとして上記で提供の意味の組み合わせが存在し、好ましいものと上記で記載のあら
ゆる実施形態が独立の組み合わせ、特には実施形態２－１（実施形態Ｉ－Ａ－２－１）も
しくは実施形態２－２（実施形態Ｉ－Ａ－２－２）に記載の組み合わせを構成している化
合物である。
【００２８】
　構造（Ｉ－Ａ）によって定義される式（Ｉ）の化合物の中から特に好ましいものは、特
に好ましいものとして上記で提供の意味の組み合わせが存在し、特に好ましいものと上記
で記載のあらゆる実施形態が独立の組み合わせ、特には実施形態３－１（実施形態Ｉ－Ａ
－３－１）もしくは実施形態３－２（実施形態Ｉ－Ａ－３－２）に記載の組み合わせを構
成している化合物である。
【００２９】
　構造（Ｉ－Ａ）によって定義される式（Ｉ）の化合物の中から非常に特に好ましいもの
は、非常に特に好ましいものとして上記で提供の意味の組み合わせが存在し、非常に特に
好ましいものと上記で記載のあらゆる実施形態が独立の組み合わせ、特には実施形態４－
１（実施形態Ｉ－Ａ－４－１）もしくは実施形態４－２（実施形態Ｉ－Ａ－４－２）に記
載の組み合わせを構成している化合物である。
【００３０】
　式（Ｉ－Ａ）の化合物のさらなる好ましい実施形態において、特に実施形態Ｉ－Ａ－１
－１、Ｉ－Ａ－２－１、Ｉ－Ａ－２－２、Ｉ－Ａ－３－１、Ｉ－Ａ－３－２、Ｉ－Ａ－４
－１およびＩ－Ａ－４－２において、ＸおよびＹは、次の組み合わせ（Ｙ，Ｘ）：（Ｍｅ
、Ｆ）、（Ｍｅ，Ｈ）、（Ｍｅ，Ｃｌ）、（Ｍｅ，Ｍｅ）、（Ｃｌ，Ｃｌ）、（Ｃｌ，Ｆ
）、（ＭｅＯ，Ｆ）、（ＭｅＯ，Ｈ）、（Ｃｌ，Ｈ）、（Ｂｒ，Ｈ）、（Ｂｒ，Ｆ）、（
Ｆ，Ｆ）、（ＣＦ３，Ｈ）、（ＣＦ３，Ｆ）を表し、次の組み合わせ（Ｙ，Ｘ）：（Ｍｅ
、Ｆ）、（Ｍｅ，Ｃｌ）、（Ｍｅ，Ｍｅ）、（Ｃｌ，Ｃｌ）が特に好ましい。
【００３１】
　さらなる好ましい実施形態において、本発明は、式（Ｉａ）の化合物と称されるｎが０
である式（Ｉ）の化合物に関するものである。そのような式（Ｉａ）の化合物において、
基または構造要素Ｗ、ｍ、Ｙ、Ｘ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｖ１およびＶ２は、上記で
記載の、特には実施形態１－１（実施形態Ｉａ－１－１）で記載の意味を有する。
【００３２】
　好ましい式（Ｉａ）の化合物は、好ましいものとして上記で提供の意味の組み合わせが
存在し、好ましいものと上記で記載のあらゆる実施形態が独立の組み合わせ、特には実施
形態２－１（実施形態Ｉａ－２－１）もしくは実施形態２－２（実施形態Ｉａ－２－２）
に記載の組み合わせを構成している化合物である。
【００３３】
　特に好ましい式（Ｉａ）の化合物は、特に好ましいものとして上記で提供の意味の組み
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合わせが存在し、特に好ましいものと上記で記載のあらゆる実施形態が独立の組み合わせ
、特には実施形態３－１（実施形態Ｉａ－３－１）もしくは実施形態３－２（実施形態Ｉ
ａ－３－２）に記載の組み合わせを構成している化合物である。
【００３４】
　非常に特に好ましい式（Ｉａ）の化合物は、非常に特に好ましいものとして上記で提供
の意味の組み合わせが存在し、非常に特に好ましいものと上記で記載のあらゆる実施形態
が独立の組み合わせ、特には実施形態４－１（実施形態Ｉａ－４－１）もしくは実施形態
４－２（実施形態Ｉａ－４－２）に記載の組み合わせを構成している化合物である。
【００３５】
　式（Ｉａ）の化合物のさらなる好ましい実施形態において、特に実施形態Ｉａ－１－１
、Ｉａ－２－１、Ｉａ－２－２、Ｉａ－３－１、Ｉａ－３－２、Ｉａ－４－１およびＩａ
－４－２において、ＸおよびＹは、次の組み合わせ（Ｙ，Ｘ）：（Ｍｅ、Ｆ）、（Ｍｅ，
Ｈ）、（Ｍｅ，Ｃｌ）、（Ｍｅ，Ｍｅ）、（Ｃｌ，Ｃｌ）、（Ｃｌ，Ｆ）、（ＭｅＯ，Ｆ
）、（ＭｅＯ，Ｈ）、（Ｃｌ，Ｈ）、（Ｂｒ，Ｈ）、（Ｂｒ，Ｆ）、（Ｆ，Ｆ）、（ＣＦ

３，Ｈ）、（ＣＦ３，Ｆ）を表し、次の組み合わせ（Ｙ，Ｘ）：（Ｍｅ、Ｆ）、（Ｍｅ，
Ｃｌ）、（Ｍｅ，Ｍｅ）、（Ｃｌ，Ｃｌ）が特に好ましい。
【００３６】
　さらなる好ましい実施形態において、本発明は、式（Ｉｂ）の化合物と称されるｎが１
である式（Ｉ）の化合物に関するものである。そのような式（Ｉｂ）の化合物において、
基または構造要素Ｗ、ｍ、Ｙ、Ｘ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｖ１およびＶ２は、上記で
記載の、特には実施形態１－１（実施形態Ｉｂ－１－１）で記載の意味を有する。
【００３７】
　好ましい式（Ｉｂ）の化合物は、好ましいものとして上記で提供の意味の組み合わせが
存在し、好ましいものと上記で記載のあらゆる実施形態が独立の組み合わせ、特には実施
形態２－１（実施形態Ｉｂ－２－１）もしくは実施形態２－２（実施形態Ｉｂ－２－２）
に記載の組み合わせを構成している化合物である。
【００３８】
　特に好ましい式（Ｉｂ）の化合物は、特に好ましいものとして上記で提供の意味の組み
合わせが存在し、特に好ましいものと上記で記載のあらゆる実施形態が独立の組み合わせ
、特には実施形態３－１（実施形態Ｉｂ－３－１）もしくは実施形態３－２（実施形態Ｉ
ｂ－３－２）に記載の組み合わせを構成している化合物である。
【００３９】
　非常に特に好ましい式（Ｉｂ）の化合物は、非常に特に好ましいものとして上記で提供
の意味の組み合わせが存在し、非常に特に好ましいものと上記で記載のあらゆる実施形態
が独立の組み合わせ、特には実施形態４－１（実施形態Ｉｂ－４－１）もしくは実施形態
４－２（実施形態Ｉｂ－４－２）に記載の組み合わせを構成している化合物である。
【００４０】
　式（Ｉｂ）の化合物のさらなる好ましい実施形態において、特に実施形態Ｉｂ－１－１
、Ｉｂ－２－１、Ｉｂ－２－２、Ｉｂ－３－１、Ｉｂ－３－２、Ｉｂ－４－１およびＩｂ
－４－２において、ＸおよびＹは、次の組み合わせ（Ｙ，Ｘ）：（Ｍｅ、Ｆ）、（Ｍｅ，
Ｈ）、（Ｍｅ，Ｃｌ）、（Ｍｅ，Ｍｅ）、（Ｃｌ，Ｃｌ）、（Ｃｌ，Ｆ）、（ＭｅＯ，Ｆ
）、（ＭｅＯ，Ｈ）、（Ｃｌ，Ｈ）、（Ｂｒ，Ｈ）、（Ｂｒ，Ｆ）、（Ｆ，Ｆ）、（ＣＦ

３，Ｈ）、（ＣＦ３，Ｆ）を表し、次の組み合わせ（Ｙ，Ｘ）：（Ｍｅ、Ｆ）、（Ｍｅ，
Ｃｌ）、（Ｍｅ，Ｍｅ）、（Ｃｌ，Ｃｌ）が特に好ましい。
【００４１】
　さらなる実施形態において、本発明は、式（Ｉｃ）の化合物と称されるｎが２である式
（Ｉ）の化合物に関するものである。そのような式（Ｉｃ）の化合物において、基または
構造要素Ｗ、ｍ、Ｙ、Ｘ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｖ１およびＶ２は、上記で記載の、
特には実施形態１－１（実施形態Ｉｃ－１－１）で記載の意味を有する。
【００４２】
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　好ましい式（Ｉｃ）の化合物は、好ましいものとして上記で提供の意味の組み合わせが
存在し、好ましいものと上記で記載のあらゆる実施形態が独立の組み合わせ、特には実施
形態２－１（実施形態Ｉｃ－２－１）もしくは実施形態２－２（実施形態Ｉｃ－２－２）
に記載の組み合わせを構成している化合物である。
【００４３】
　特に好ましい式（Ｉｃ）の化合物は、特に好ましいものとして上記で提供の意味の組み
合わせが存在し、特に好ましいものと上記で記載のあらゆる実施形態が独立の組み合わせ
、特には実施形態３－１（実施形態Ｉｃ－３－１）もしくは実施形態３－２（実施形態Ｉ
ｃ－３－２）に記載の組み合わせを構成している化合物である。
【００４４】
　非常に特に好ましい式（Ｉｃ）の化合物は、非常に特に好ましいものとして上記で提供
の意味の組み合わせが存在し、非常に特に好ましいものと上記で記載のあらゆる実施形態
が独立の組み合わせ、特には実施形態４－１（実施形態Ｉｃ－４－１）もしくは実施形態
４－２（実施形態Ｉｃ－４－２）に記載の組み合わせを構成している化合物である。
【００４５】
　式（Ｉｃ）の化合物のさらなる好ましい実施形態において、特に実施形態Ｉｃ－１－１
、Ｉｃ－２－１、Ｉｃ－２－２、Ｉｃ－３－１、Ｉｃ－３－２、Ｉｃ－４－１およびＩｃ
－４－２において、ＸおよびＹは、次の組み合わせ（Ｙ，Ｘ）：（Ｍｅ、Ｆ）、（Ｍｅ，
Ｈ）、（Ｍｅ，Ｃｌ）、（Ｍｅ，Ｍｅ）、（Ｃｌ，Ｃｌ）、（Ｃｌ，Ｆ）、（ＭｅＯ，Ｆ
）、（ＭｅＯ，Ｈ）、（Ｃｌ，Ｈ）、（Ｂｒ，Ｈ）、（Ｂｒ，Ｆ）、（Ｆ，Ｆ）、（ＣＦ

３，Ｈ）、（ＣＦ３，Ｆ）を表し、次の組み合わせ（Ｙ，Ｘ）：（Ｍｅ、Ｆ）、（Ｍｅ，
Ｃｌ）、（Ｍｅ，Ｍｅ）、（Ｃｌ，Ｃｌ）が特に好ましい。
【００４６】
　式（Ｉｃ）の化合物に関して、好ましいものは、式（Ｉａ）の化合物および式（Ｉｂ）
の化合物である。
【００４７】
　さらなる好ましい本発明の実施形態は、式（Ｉ－Ａ）および式（Ｉａ）の化合物の構造
要素の意味の組み合わせ、例えば実施形態Ｉ－Ａ－１－１およびＩａ－１－１、Ｉ－Ａ－
２－１およびＩａ－２－１、Ｉ－Ａ－３－１およびＩａ－３－１、Ｉ－Ａ－４－１および
Ｉａ－４－１、Ｉ－Ａ－２－２およびＩａ－２－２、Ｉ－Ａ－３－２およびＩａ－３－２
またはＩ－Ａ－４－２およびＩａ－４－２の組み合わせを含む式（Ｉ）の化合物である。
【００４８】
　さらなる好ましい本発明の実施形態は、式（Ｉ－Ａ）および式（Ｉｂ）の化合物の構造
要素の意味の組み合わせ、例えば実施形態Ｉ－Ａ－１－１およびＩｂ－１－１、Ｉ－Ａ－
２－１およびＩｂ－２－１、Ｉ－Ａ－３－１およびＩｂ－３－１、Ｉ－Ａ－４－１および
Ｉｂ－４－１、Ｉ－Ａ－２－２およびＩｂ－２－２、Ｉ－Ａ－３－２およびＩｂ－３－２
またはＩ－Ａ－４－２およびＩｂ－４－２の組み合わせを含む式（Ｉ）の化合物である。
【００４９】
　さらなる本発明の実施形態は、式（Ｉ－Ａ）および式（Ｉｃ）の化合物の構造要素の意
味の組み合わせ、例えば実施形態Ｉ－Ａ－１－１およびＩｃ－１－１、Ｉ－Ａ－２－１お
よびＩｃ－２－１、Ｉ－Ａ－３－１およびＩｃ－３－１、Ｉ－Ａ－４－１およびＩｃ－４
－１、Ｉ－Ａ－２－２およびＩｃ－２－２、Ｉ－Ａ－３－２およびＩｃ－３－２またはＩ
－Ａ－４－２およびＩｃ－４－２の組み合わせを含む式（Ｉ）の化合物である。
【００５０】
　式（Ｉ）の化合物は、塩として、特に酸付加塩および金属塩錯体として存在することも
できる。式（Ｉ）の化合物ならびにそれの酸付加塩および金属塩錯体は、特には節足動物
および特に昆虫およびダニを含む有害動物を防除するのに良好な効力を有する。
【００５１】
　一般式（Ｉ）の化合物の好適な塩には、一般的な無毒性塩、すなわち適切な塩基との塩
および加えた酸との塩などがある。好ましいものは、無機塩基との塩、例えばアルカリ金



(20) JP 2018-505855 A 2018.3.1

10

20

30

40

属塩、例えばナトリウム、カリウムもしくはセシウム塩、アルカリ土類金属塩、例えばカ
ルシウムまたはマグネシウム塩、アンモニウム塩、有機塩基および無機アミンとの塩、例
えばトリエチルアンモニウム、ジシクロヘキシルアンモニウム、Ｎ，Ｎ′－ジベンジルエ
チレンジアンモニウム、ピリジニウム、ピコリニウムもしくはエタノールアンモニウム塩
、無機酸との塩、例えば塩酸塩、臭化水素酸塩、ジヒドロ硫酸塩、トリヒドロ硫酸塩、ま
たはリン酸塩、有機カルボン酸もしくは有機スルホン酸との塩、例えばギ酸塩、酢酸塩、
トリフルオロ酢酸塩、マレイン酸塩、酒石酸塩、メタンスルホン酸塩、ベンゼンスルホン
酸塩もしくはパラ－トルエンスルホン酸塩、塩基性アミノ酸との塩、例えばアルギン酸塩
（ａｒｇｉｎａｔｅｓ）、アスパラギン酸塩もしくはグルタミン酸塩などである。
【００５２】
　式（Ｉ）の化合物は、置換基の性質に応じて、立体異性体の形態で、すなわち幾何およ
び／または光学異性体または多様な組成の異性体混合物の形態であることも可能である。
本発明は、本明細書で記載の式（Ｉ）の化合物のみであったとしても、純粋な立体異性体
およびこれら異性体のいずれか望ましい混合物の両方を提供するものである。
【００５３】
　しかしながら、本発明によれば、好ましくは、式（Ｉ）の化合物の光学活性な立体異性
体型およびそれの塩を用いる。
【００５４】
　従って、本発明は、節足動物および特には昆虫およびダニなどの有害動物を防除するた
めの純粋なエナンチオマーおよびジアステレオマーならびにそれらの混合物の両方に関す
るものである。従って、本発明の個々の構成は、Ｒエナンチオマーの存在、または大半の
Ｒエナンチオマーを含む混合物に関するものであり、好ましくはＲ：Ｓエナンチオマーの
比率は少なくとも６０：４０であり、さらに好ましくは、少なくとも７０：３０、７５：
２５、８０：２０、８５：１５および９０：１０である。従って、本発明のさらなる個々
の構成は、Ｓエナンチオマーの存在、または大半のＳエナンチオマーを含む混合物に関す
るものであり、好ましくはＳ：Ｒエナンチオマーの比率は少なくとも６０：４０であり、
さらに好ましくは、少なくとも７０：３０、７５：２５、８０：２０、８５：１５および
９０：１０である。
【００５５】
　式（Ｉ）の化合物は、各種多形体で、または異なる多形体の混合物として存在し得る。
純粋な多形体および多形体混合物の両方が本発明によって提供され、本発明に従って使用
可能である。
【００５６】
　本発明による化合物は、全ての可能な回転異性体およびそれらの混合物を含む式（Ｉ）
によって一般用語で定義される。
【００５７】
　本発明による式（Ｉ）の化合物は、当業者に公知の一般的方法によって製造することが
できる。本発明の主題の一部も形成する各種製造方法について下記で記載する。
【００５８】
　製造方法
　一般式（Ｉ）の化合物は、ｎ＝０（Ｉａ）、ｎ＝１（Ｉｂ）およびｎ＝２（Ｉｃ）であ
る化合物に分けることができ、例えば、方法Ａ、ＢまたはＣに従って製造することができ
る。
【００５９】
　方法Ａ
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【化３】

【００６０】
　文献から公知の方法により、式（ＩＶ）のアニリン類は、適宜に溶媒および希釈剤の存
在下に、適宜に触媒量もしくは化学量論量もしくは過剰量での、または溶媒もしくは希釈
剤に代えての有機もしくは無機塩基（例えば３級アミン、好ましくはトリエチルアミン、
トリメチルアミン、ジイソ－プロピルエチルアミン）の存在下に、式（Ｖ）のイソシアネ
ート（Ｖ１＝Ｏの場合）またはイソチオシアネート（Ｖ１＝Ｓの場合）［Ｒは、水素また
は小さいアルキル基（好ましくはメチル、エチル）を表す。］の作用によって、式（ＩＩ
Ｉ）の尿素（Ｖ１＝Ｏ）またはチオ尿素（Ｖ１＝Ｓ）に変換することができる。これらの
反応条件の例は、ＤＥ２６５８２２０およびＪＰ５３０１５３７３である。
【００６１】
　式（ＩＩＩ）の尿素（Ｖ１＝Ｏ）およびチオ尿素（Ｖ１＝Ｓ）は、例えば脱水剤の存在
下に水系媒体もしくは有機媒体中で環化することで、式（ＩＩ）の３－アリールヒダント
インに変換することができる。
【００６２】
　この２段階方法は、Ｊ．　Ｍｅｄ．　Ｃｈｅｍ．　２００６，　４９，　４１７－４２
５に記載されており、式（Ｖ）のエチルイソシアナトカルボキシレート（Ｖ１＝Ｏ、Ｒ＝
エチル）およびイソチオシアナトカルボキシレート（Ｖ１＝Ｓ、Ｒ＝エチル）とのアミン
の反応について記載されている。第１段階は、クロロホルム中還流下で行い、次に、その
反応から単離された３－置換されたエチルウレイドアセテートを、エタノールおよび塩酸
の混合物中で反応させて、それぞれ３－置換されたイミダゾリジン－２，４－ジオン類お
よび－２－チオ－４－オン類を得る。
【００６３】
　式（Ｖ）のイソシアネート類（Ｖ１＝Ｏ）またはイソチオシアネート類（Ｖ１＝Ｓ）は
、市販されているか、相当するアミン類から文献から公知の方法によって製造することが
できる。エチルイソシアナトアセテート（Ｖ１＝Ｏ、Ｒ１＝Ｒ２＝Ｈ）、エチルイソチオ
シアナトアセテート（Ｖ１＝Ｓ、Ｒ１＝Ｒ２＝Ｈ）、エチル２－イソシアナトプロピオネ
ート（Ｖ１＝Ｏ、Ｒ１＝メチル、Ｒ２＝Ｈ）およびエチル２－イソシアナトプロピオネー
ト（Ｖ１＝Ｏ、Ｒ１＝メチル、Ｒ２＝メチル）は市販されている。
【００６４】
　式（ＩＩ）の３－アリールヒダントイン類は、文献から公知の方法に従ってホスゲン処
理（Ｖ２＝Ｏの場合）またはチオホスゲン処理（Ｖ２＝Ｓの場合）することで式（ＶＩ）
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のカルバモイルヒダントイン類に変換することができ、これらは、ＥＰ４１４６５に記載
の方法に従って、適宜に溶媒および希釈剤の存在下に、適宜に塩基（好ましくはトリエチ
ルアミン、トリメチルアミン、ジイソ－プロピルエチルアミン）の存在下にアミン類で処
理することで、式（Ｉ）の化合物に変換することができる。
【００６５】
　式（ＩＩ）の３－アリールヒダントイン類は、式（ＩＩ－Ｈ）の部分置換されたヒダン
トイン類［Ｒ２は水素を表す。］から製造することもでき、それらに関する限りそれらは
、下記図式に示した方法に従って、式（ＩＩ－Ｈ）の置換されていないヒダントイン類［
Ｒ１およびＲ２は水素を表す。］から製造することができる。
【化４】

【００６６】
　Ｒ１＝カルボニルアルコキシについてのこれらの反応の例がＳｃｉｅｎｃｅ　ｏｆ　Ｓ
ｙｎｔｈｅｓｉｓ　２００４，　７，　６４５－６５９にあり、Ｒ１＝ベンジルまたはピ
リジルメチルについてはＢｕｌｌ．　Ｃｈｅｍ．　Ｓｏｃ．　Ｊａｐａｎ　２００１，　
７４（１０），　１９１７－１９２５およびＷＯ９８３９３０３にあり、Ｒ１＝アルキル
についてはＣｈｉｒａｌｉｔｙ　２００２，　１４（２／３），　１４４－１５０にある
。
【００６７】
　必要な場合、式（ＩＩ－ＨＨ）または（ＩＩ－Ｈ）のヒダントイン類は、これらの反応
の前に窒素原子で保護することができ、その後、脱保護して、それぞれ（ＩＩ－Ｈ）およ
び（ＩＩ）とすることができる。好適な保護基は、例えば、アセチル、アリル、ベンジル
またはｔｅｒｔ－ブチルカルボキシレートであり、それらは文献から公知の方法によって
導入および除去することができる。
【００６８】
　別法として、Ｒ４が水素を表す本発明による式（Ｉ）の化合物は、文献から公知の方法
に従ってイソシアネート類（Ｖ２＝Ｏの場合）またはイソチオシアネート類（Ｖ２＝Ｓの
場合）と反応させることによって、式（ＩＩ）の３－アリールヒダントイン類から製造す
ることができる。これは、溶媒および希釈剤の存在下に、適宜に、触媒量もしくは化学量
論量または過剰量で、または溶媒もしくは希釈剤に代えて無機もしくは有機塩基（例えば
３級アミン、好ましくはトリエチルアミン、トリメチルアミン、ジイソ－プロピルエチル
アミン）の存在下に行っても良い。例えば好適なアルキル化剤もしくはアリール化剤との
さらなる反応または方法によって、Ｒ４が水素を表さない本発明による式（Ｉ）の化合物
を得ることができる。
【００６９】
　上記で記載の方法は、ｎ＝０（ＩＶａ）、（ＩＩＩａ）、（ＩＩａ）または（ＩＶａ）
であるハロアルキルスルファニルアリール誘導体を用いて製造することができ、一般式（
Ｉａ）の化合物が得られる。文献から公知の方法に従って酸化することで、ｎ＝１である
ハロアルキルスルフィニルアリール誘導体（Ｉｂ）およびｎ＝２であるハロアルキルスル
ホニルアリール誘導体（Ｉｃ）を製造することができる。
【００７０】
　別法として、一般式（Ｉｂ）および（Ｉｃ）の化合物は、異なる順序で行われる本明細
書で言及の方法と同様の方法によって、例えば式（ＩＶａ）のアニリンの酸化による式（
ＩＶｂ）のスルホキシドの取得と、方法Ａ下で記載の経路のうちの一つによるさらなる変
換によって製造することができる。
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【００７１】
　方法Ｂ
【化５】

【００７２】
　金属介在もしくは金属触媒の反応条件下での式（ＶＩＩ）のハライド（好ましくはＨａ
ｌ＝Ｂｒ、Ｃｌ）の式（ＩＸ）のヒダントインとの反応により、式（Ｉ）の化合物の別途
製造が提供される。文献に多くの方法が開示されており、例えばＷＯ２０１０／０２１０
６９９およびＪ．　Ｍｅｄ．　Ｃｈｅｍ．　２０１２，　５５（１９），　８２３６－８
２４７（使用される金属源が高温（例えば、ジメチルアセトアミド中１５０から１６０℃
）の酸化銅である。）にあり、またはＷＯ２０１１／１３６２９２（使用される金属源が
塩基および配位子の存在下での高温（例えばトルエン中１１０℃）のヨウ化銅である。）
にある。
【００７３】
　方法Ｃ

【化６】

【００７４】
　金属介在もしくは触媒反応による式（ＶＩＩＩ）のボロン酸類［Ｒは水素もしくはアル
キル基（好ましくはメチル、エチル）または両方を表し、またはそれらの基がそれらが結
合している酸素原子およびホウ素原子とともに複素環（好ましくはピナコール）を表す。
］と式（ＩＸ）のヒダントイン類の反応によって式（Ｉ）の化合物を製造できることも認
められている。そのような反応の総覧が、Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　２０１１，　６，　８２
９－８５６にある。好適な金属源は、ヒダントイン類についてＷＯ２００９／０９７９９
７に記載の、室温でのピリジンのジクロロメタン中混合物中の酢酸銅（ＩＩ）である。
【００７５】
　文献から公知の方法による、例えば過ヨウ素酸ナトリウムによる式（ＶＩＩＩａ）のボ
ロン酸またはそれのボロン酸エステルの酸化により、式（ＶＩＩＩｂ）のスルホキシドが
得られ、それを同様に金属介在もしくは触媒反応条件下に式（ＩＸ）の化合物と反応させ
ることで、標的化合物（Ｉｂ）を得ることができる。
【００７６】
　マイクロ波装置での反応
　本発明による方法を行う場合、これらの反応に好適な市販のマイクロ波装置を用いても
良い（例えば、Ａｎｔｏｎ　Ｐａａｒ　Ｍｏｎｏｗａｖｅ　３００，　ＣＥＭ　Ｄｉｓｃ
ｏｖｅｒ　Ｓ，　Ｂｉｏｔａｇｅ　Ｉｎｉｔｉａｔｏｒ　６０）。
【００７７】
　チオ化



(24) JP 2018-505855 A 2018.3.1

10

20

30

40

　Ｖ１および／またはＶ２が硫黄を表す本発明による一般式（Ｉａ）または（Ｉｂ）の化
合物のさらなる一般的製造方法では、好適な溶媒、例えばピリジン、キシレンもしくはク
メン中、好適なチオ化試薬、例えば五硫化リンまたはローソン試薬の助けを得て、カルボ
ニル基をチオカルボニル基に対する相当する前駆体に変換する。この変形形態は、多くの
刊行物、例えばヒダントイン類についてのＢｉｏｌ．　Ｍｅｄ．　Ｃｈｅｍ．　２０１２
，　２０（１７），　５２６９－５２７６、ＵＳ３００７９２７、ＤＥ２５５４８６６ま
たはＷＯ２００００２６１９４に記載されている。
【００７８】
　チオエーテル類の酸化によるスルホキシド類の一般的製造方法
　一般式（Ｉｂ）および（Ｉｃ）の化合物は、一般式（Ｉａ）の化合物から文献から公知
の方法による、例えば好適な溶媒および希釈剤中での酸化剤による酸化で製造することが
できる。好適な酸化剤は、例えば、希硝酸、過酸化水素および過カルボン酸類、例えばメ
タ－クロロ過安息香酸である。好適な溶媒は不活性有機溶媒であり、代表的にはアセトニ
トリルおよびハロゲン化溶媒、例えばジクロロメタン、クロロホルムまたはジクロロエタ
ンである。
【００７９】
　非常に多くの異なる方法が、Ａ．　Ｒ．　Ｍａｇｕｉｒｅ　ｉｎ　ＡＲＫＩＶＯＣ，　
２０１１（ｉ），　１－１１０：例えば、キラル配位子および酸化剤、例えばｔｅｒｔ－
ブチルヒドロペルオキシド（ＴＢＨＰ）、２－フェニルプロパン－２－イルヒドロペルオ
キシド（ＣＨＰ）または過酸化水素とともに、Ｔｉ（ＯｉＰｒ４）またはＶＯ（ａｃａｃ
）２の形での最も高頻度で使用される触媒源としてのチタンもしくはバナジウムを用いる
チオエーテル類の金属触媒不斉酸化；キラル酸化剤もしくはキラル触媒を用いる非金属触
媒不斉酸化；電気化学的もしくは生物的不斉酸化、ならびにスルホキシド類の速度論的分
割および求核シフト（ｎｕｃｌｅｏｐｈｉｌｉｃ　ｓｈｉｆｔ）（アンダーソンの方法に
よる）に記載のエナンチオマー豊富スルホキシドを生成するのに好適である。
【００８０】
　そのエナンチオマーは、ラセミ体から、例えば、キラルＨＰＬＣによって分取規模でそ
れらを分離することによっても得ることができる。
【００８１】
　原料および中間体の説明
　式（ＩＶ）のアニリン類、式（ＶＩＩ）のハライド類、式（ＶＩＩＩ）のボロン酸類お
よび式（ＩＸ）のヒダントイン類は、式（Ｉ）の化合物を製造するための中心的な構成単
位である。
【００８２】
　一般式（ＩＶ）のアニリン類は、ｎ＝０（ＩＶａ）およびｎ＝１（ＩＶｂ）である化合
物に分類することができる。
【化７】

【００８３】
　式（ＩＶａ）のアニリン類は、文献から、例えばＪＰ２００７／２８４３５６から公知
であるか、それらは文献から公知の方法によって合成することができる。文献から公知の
方法による酸化によって、例えばＷＯ２０１３／０９２３５０に記載の方法に従って式（
ＩＶｂ）のアニリン類を生成することができる。
【００８４】
　一般式（ＶＩＩ）のハライド類：
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【化８】

【００８５】
［ｎ、Ｗ、ＹおよびＸは上記の意味を有し、Ｈａｌは塩素、臭素またはヨウ素を表す。］
は、文献から、ＷＯ２００７／０３４７５５、ＪＰ２００７／０８１０１９、ＪＰ２００
７／２８４３８５、ＪＰ２００８／２６０７０６、ＪＰ２００８／３０８４４８、ＪＰ２
００９／０２３９１０またはＷＯ２０１２／１７６８５６から公知であるか、適宜に若干
の変更を加えることができる文献から公知の方法によって合成することができる。
【００８６】
　一般式（ＶＩＩａ）のヨウ化物の合成に好適な原料は、例えば、適切な場合は金属触媒
を用いる文献から公知の方法によるハロゲン交換反応での同じ式を有する臭化物である（
Ｈ．　Ｓｕｚｕｋｉ，　Ｃｈｅｍ．　Ｌｅｔ．　１９８５，　３，　４１１－４１２；Ｓ
．　Ｌ．　Ｂｕｃｈｗａｌｄ，　Ｊ．　Ａｍｅｒ．　Ｃｈｅｍ．　Ｓｏｃ．　２００２，
　１２４（５０），　１４８４４－１４８４５参照）。合成は、同様に、Ｅ．　Ｂ．　Ｍ
ｅｒｋｕｓｈｅｖ　ｉｎ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　１９８８，　１２，　９２３－９３７に
よって記載の方法に従って、サンドマイヤー反応条件下に式（ＩＶａ）のアニリン類から
進めることができる。
【００８７】
　一般式（ＶＩＩＩ）のボロン酸類：

【化９】

【００８８】
［ｎ、Ｗ、ＹおよびＸは上記で提供の意味を有し、Ｒは水素もしくはアルキル基（好まし
くはメチル、エチル）またはその両方を表し、または基がそれらが結合している酸素原子
およびホウ素原子とともに複素環（好ましくはピナコール）を表す。］は、文献から、例
えばＷＯ２００７／０３４７５５、ＪＰ２００７／２８４３８５、ＪＰ２００９／０２３
９１０およびＷＯ２０１２／１７６８５６から公知であり、または文献から公知の方法に
よって合成することができる。
【００８９】
　一般式（ＩＸ）のヒダントイン類：
【化１０】

【００９０】
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［Ｖ１、Ｖ２、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は上記で提供の意味を有する。］は、市販さ
れているか、文献から公知であるか、適宜に若干の変更を加えることができる文献から公
知の方法によって合成することができる。
【００９１】
　一般式（ＩＸ）のヒダントイン類の合成に好適な原料は、ＷＯ２００８／１２２３５２
におけるような一般式（Ｘ）の置換されていないヒダントイン類である。これらは、カル
バモイルクロライド（方法ａ）で、またはホスゲン／チオホスゲンまたはクロルギ酸トリ
クロロメチル、炭酸ビストリクロロメチルまたはクロルギ酸４－ニトロフェニルなどの等
価物との反応およびその後のアミン類との反応（方法ｂ）によって２段階でアシル化する
ことができる。式（Ｘ）のヒダントイン類を適切なイソ（チオ）シアネート類と反応させ
ることも可能である（方法ｃ）。次に、文献から公知の方法によるヒダントイン類（ＩＸ
）（Ｒ４は水素を表す。）のアルキル化、アリール化などによって、基Ｒ４（水素ではな
い）を導入することもできる。
【００９２】
　Ｖ１＝Ｏである式（Ｘ）のヒダントイン類は市販されているか、文献から公知であるか
、文献から公知の方法によって製造することができる。このためには、非常に多くの場合
、ほとんどの場合、アルコール含有溶媒もしくは溶媒混合物中高温で炭酸アンモニウムお
よびシアン化カリウムとの縮合を介して進行するブヘラ・ベルクス改変ストレッカー合成
での原料として、一般式（ＩＸ）のケトン類を用いる。
【００９３】
　Ｖ１＝Ｓである式（Ｘ）のヒダントイン類を製造するのに好適なものは、例えばＪ．　
Ｍｅｄ．　Ｃｈｅｍ．　２０１２，　５５（１９），　８２３６－８２４７での文献から
公知の方法によるチオ化反応における原料としての、Ｖ１＝Ｏの式（Ｘ）のヒダントイン
類である。
【００９４】
　本発明の文脈で特に興味深いものは、さらに、記載の工程および方法で示した中間体で
ある。これらの中間体も、本発明の主題の一部を形成する。上記の中間体に加えて、さら
なる中間体について下記で説明する。
【００９５】
　本発明はさらに、式（ＩＩ）の化合物を提供する。
【化１１】

【００９６】
　式中、ｎ、Ｗ、Ｙ、Ｘ、Ｖ１、Ｒ１およびＲ２は上記で提供の意味、特に実施形態１－
１またはＩ－Ａ－１－１に記載の意味を有する。
【００９７】
　式（ＩＩ）の化合物のさらなる好ましい実施形態は、ｎがゼロであるものである。これ
によって、式（ＩＩａ）の化合物が得られる。
【００９８】
　式（ＩＩ）の化合物のさらなる好ましい実施形態は、ｎが１であるものである。これに
よって、式（ＩＩｂ）の化合物が得られる。
【００９９】
　式（ＩＩ）の化合物のさらなる実施形態は、ｎが２であるものである。これによって、
式（ＩＩｃ）の化合物が得られる。
【０１００】
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　好ましい式（ＩＩ）、（ＩＩａ）、（ＩＩｂ）および（ＩＩｃ）の化合物は、各場合で
、好ましいものとして上記で提供の意味の組み合わせが存在し、好ましいものと上記で記
載のあらゆる実施形態が独立の組み合わせ、特に実施形態２－１、２－２、Ｉ－Ａ－２－
１またはＩ－Ａ－２－２に記載の組み合わせを構成しているものである。
【０１０１】
　特に好ましい式（ＩＩ）、（ＩＩａ）、（ＩＩｂ）および（ＩＩｃ）の化合物は、特に
好ましいものとして上記で提供の意味の組み合わせが存在し、特に好ましいものと上記で
記載のあらゆる実施形態が独立の組み合わせ、特に実施形態３－１、３－２、Ｉ－Ａ－３
－１またはＩ－Ａ－３－２に記載の組み合わせを構成しているものである。
【０１０２】
　非常に特に好ましい式（ＩＩ）、（ＩＩａ）、（ＩＩｂ）および（ＩＩｃ）の化合物は
、非常に特に好ましいものとして上記で提供の意味の組み合わせが存在し、非常に特に好
ましいものと上記で記載のあらゆる実施形態が独立の組み合わせ、特に実施形態４－１、
４－２、Ｉ－Ａ－４－１またはＩ－Ａ－４－２に記載の組み合わせを構成しているもので
ある。
【０１０３】
　式（ＩＩ）、（ＩＩａ）、（ＩＩｂ）および（ＩＩｃ）の化合物は、各種互変異体型で
存在することができる。従って、例え明瞭に示されていなくとも、これらの形態も包含さ
れる。
【０１０４】
　本発明はさらに、式（ＩＩＩ）の化合物を提供する。

【化１２】

【０１０５】
　式中、ｎ、Ｗ、Ｙ、Ｘ、Ｖ１、Ｒ１およびＲ２は上記で提供の意味、特には実施形態１
－１またはＩ－Ａ－１－１に記載の意味を有し、Ｒは水素またはアルキル基（好ましくは
メチルまたはエチル）を表す。
【０１０６】
　式（ＩＩＩ）の化合物のさらなる好ましい実施形態は、ｎがゼロであるものである。こ
れによって、式（ＩＩＩａ）の化合物が得られる。
【０１０７】
　式（ＩＩＩ）の化合物のさらなる好ましい実施形態は、ｎが１であるものである。これ
によって、式（ＩＩＩｂ）の化合物が得られる。
【０１０８】
　式（ＩＩＩ）の化合物のさらなる実施形態は、ｎが２であるものである。これによって
、式（ＩＩＩｃ）の化合物が得られる。
【０１０９】
　好ましい式（ＩＩＩ）、（ＩＩＩａ）、（ＩＩＩｂ）および（ＩＩＩｃ）の化合物は、
各場合で、好ましいものとして上記で提供の意味の組み合わせが存在し、好ましいものと
上記で記載のあらゆる実施形態が独立の組み合わせ、特に実施形態２－１、２－２、Ｉ－
Ａ－２－１またはＩ－Ａ－２－２に記載の組み合わせを構成しているものである。
【０１１０】
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　特に好ましい式（ＩＩＩ）、（ＩＩＩａ）、（ＩＩＩｂ）および（ＩＩＩｃ）の化合物
は、特に好ましいものとして上記で提供の意味の組み合わせが存在し、特に好ましいもの
と上記で記載のあらゆる実施形態が独立の組み合わせ、特に実施形態３－１、３－２、Ｉ
－Ａ－３－１またはＩ－Ａ－３－２に記載の組み合わせを構成しているものである。
【０１１１】
　非常に特に好ましい式（ＩＩＩ）、（ＩＩＩａ）、（ＩＩＩｂ）および（ＩＩＩｃ）の
化合物は、非常に特に好ましいものとして上記で提供の意味の組み合わせが存在し、非常
に特に好ましいものと上記で記載のあらゆる実施形態が独立の組み合わせ、特に実施形態
４－１、４－２、Ｉ－Ａ－４－１またはＩ－Ａ－４－２に記載の組み合わせを構成してい
るものである。
【０１１２】
　式（ＩＩＩ）、（ＩＩＩａ）、（ＩＩＩｂ）および（ＩＩＩｃ）の化合物は、各種互変
異体型で存在することができる。従って、例え明瞭に示されていなくとも、これらの形態
も包含される。
【０１１３】
　本発明はさらに、式（ＶＩ）の化合物を提供する。
【化１３】

【０１１４】
　式中、ｎ、Ｗ、Ｙ、Ｘ、Ｖ１、Ｖ２、Ｒ１およびＲ２は上記で提供の意味、特には実施
形態１－１またはＩ－Ａ－１－１に記載の意味を有する。
【０１１５】
　式（ＶＩ）の化合物のさらなる好ましい実施形態は、ｎがゼロであるものである。これ
によって、式（ＶＩａ）の化合物が得られる。
【０１１６】
　式（ＶＩ）の化合物のさらなる好ましい実施形態は、ｎが１であるものである。これに
よって、式（ＶＩｂ）の化合物が得られる。
【０１１７】
　式（ＶＩ）の化合物のさらなる実施形態は、ｎが２であるものである。これによって、
式（ＶＩｃ）の化合物が得られる。
【０１１８】
　好ましい式（ＶＩ）、（ＶＩａ）、（ＶＩｂ）および（ＶＩｃ）の化合物は、各場合で
、好ましいものとして上記で提供の意味の組み合わせが存在し、好ましいものと上記で記
載のあらゆる実施形態が独立の組み合わせ、特に実施形態２－１、２－２、Ｉ－Ａ－２－
１またはＩ－Ａ－２－２に記載の組み合わせを構成しているものである。
【０１１９】
　特に好ましい式（ＶＩ）、（ＶＩａ）、（ＶＩｂ）および（ＶＩｃ）の化合物は、特に
好ましいものとして上記で提供の意味の組み合わせが存在し、特に好ましいものと上記で
記載のあらゆる実施形態が独立の組み合わせ、特に実施形態３－１、３－２、Ｉ－Ａ－３
－１またはＩ－Ａ－３－２に記載の組み合わせを構成しているものである。
【０１２０】
　非常に特に好ましい式（ＶＩ）、（ＶＩａ）、（ＶＩｂ）および（ＶＩｃ）の化合物は
、非常に特に好ましいものとして上記で提供の意味の組み合わせが存在し、非常に特に好
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ましいものと上記で記載のあらゆる実施形態が独立の組み合わせ、特に実施形態４－１、
４－２、Ｉ－Ａ－４－１またはＩ－Ａ－４－２に記載の組み合わせを構成しているもので
ある。
【０１２１】
　式（ＶＩ）、（ＶＩａ）、（ＶＩｂ）および（ＶＩｃ）の化合物は、各種互変異体型で
存在することができる。従って、例え明瞭に示されていなくとも、これらの形態も包含さ
れる。
【０１２２】
　異性体
　置換基の性質に応じて、式（Ｉ）の化合物は、幾何異性体および／または光学活性異性
体または各種組成での相当する異性体混合物の形態であることができる。これらの立体異
性体は、例えば、エナンチオマー、ジアステレオマー、アトロプ異性体または幾何異性体
である。従って、本発明は、純粋な立体異性体およびこれらの異性体のいずれかの混合物
の両方を包含する。
【０１２３】
　方法および使用
　本発明は、さらに、式（Ｉ）の化合物を害虫および／またはそれらの生息環境に作用さ
せる、害虫を防除する方法に関するものでもある。その害虫防除は、好ましくは、農業お
よび林業において、ならびに、材料保護において実施される。好ましくは、その方法から
、ヒトまたは動物の身体の外科的なまたは治療的な処置方法およびヒトまたは動物の身体
に対して実施される診断方法は除外される。
【０１２４】
　本発明は、さらに、農薬としての、特に、作物保護剤としての、式（Ｉ）の化合物の使
用にも関する。
【０１２５】
　本願に関連して、「農薬（ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ）」という用語は、常に、「作物保護剤
」という用語も包含する。
【０１２６】
　式（Ｉ）の化合物は、植物が良好な耐性を示し、温血動物に対する毒性が望ましい程度
であり、および、良好な環境適合性を示す場合、生物的ストレス因子および非生物的スト
レス因子に対して植物および植物の器官を保護するのに適しており、収穫高を増大させる
のに適しており、収穫物の質を向上させるのに適しており、また、農業において、園芸に
おいて、畜産業において、水性栽培において、森林で、庭園やレジャー施設で、貯蔵生産
物や材料の保護において、および、衛生学の分野において遭遇する害虫、特に、昆虫類、
クモ形類動物、蠕虫類、線虫類および軟体動物を防除するのに適している。それらは、好
ましくは、農薬として使用することができる。それらは、通常の感受性種および抵抗性種
に対して活性であり、全ての発育段階または一部の発育段階に対しても活性を示す。上記
害虫としては、以下のものを挙げることができる：
　節足動物門の害虫、特に、クモ綱（Ａｒａｃｈｎｉｄａ）の、例えば、アカルス属種（
Ａｃａｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アカルス・シロ（Ａｃａｒｕｓ　ｓｉｒｏ）、アケ
リア・クコ（Ａｃｅｒｉａ　ｋｕｋｏ）、アケリア・シェルドニ（Ａｃｅｒｉａ　ｓｈｅ
ｌｄｏｎｉ）、アクロプス属種（Ａｃｕｌｏｐｓ　ｓｐｐ．）、アクルス属種（Ａｃｕｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アクルス・フォクケウイ（Ａｃｕｌｕｓ　ｆｏｃｋｅｕｉ）
、アクルス・シュレクテンダリ（Ａｃｕｌｕｓ　ｓｃｈｌｅｃｈｔｅｎｄａｌｉ）、アン
ブリオンマ属種（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、アムフィテトラニクス・ビエネンシ
ス（Ａｍｐｈｉｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｖｉｅｎｎｅｎｓｉｓ）、アルガス属種（Ａｒ
ｇａｓ　ｓｐｐ．）、ボオフィルス属種（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ブレビパル
プス属種（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ブレビパルプス・ホエニシス
（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｐｈｏｅｎｉｃｉｓ）、ブリオビア・グラミヌム（Ｂｒｙｏ
ｂｉａ　ｇｒａｍｉｎｕｍ）、ブリオビア・プラエチオサ（Ｂｒｙｏｂｉａ　ｐｒａｅｔ
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ｉｏｓａ）、セントルロイデス属種（Ｃｅｎｔｒｕｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、コリオプ
テス属種（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、デルマニスス・ガリナエ（Ｄｅｒｍａｎ
ｙｓｓｕｓ　ｇａｌｌｉｎａｅ）、デルマトファゴイデス・プテロニシヌス（Ｄｅｒｍａ
ｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｐｔｅｒｏｎｙｓｓｉｎｕｓ）、デルマトファゴイデス・ファ
リナエ（Ｄｅｒｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｆａｒｉｎａｅ）、デルマセントル属種（
Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｓｐｐ．）、エオテトラニクス属種（Ｅｏｔｅｔｒａｎｙｃｈ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、エオテトラニクス・ヒコリアエ（Ｅｏｔｅｔｒａｎｙｃｈｕ
ｓ　ｈｉｃｏｒｉａｅ）、エピトリメルス・ピリ（Ｅｐｉｔｒｉｍｅｒｕｓ　ｐｙｒｉ）
、エウテトラニクス属種（Ｅｕｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、エウテト
ラニクス・バンクシ（Ｅｕｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｂａｎｋｓｉ）、エリオフィエス属
種（Ｅｒｉｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、エリオフィエス・ピリ（Ｅｒｉｏｐｈｙ
ｅｓ　ｐｙｒｉ）、グリシファグス・ドメスチクス（Ｇｌｙｃｙｐｈａｇｕｓ　ｄｏｍｅ
ｓｔｉｃｕｓ）、ハロチデウス・デストルクトル（Ｈａｌｏｔｙｄｅｕｓ　ｄｅｓｔｒｕ
ｃｔｏｒ）、ヘミタロソネムス属種（Ｈｅｍｉｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、例え
ば、ヘミタロソネムス・ラツス（Ｈｅｍｉｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｌａｔｕｓ）（＝ポリ
ファゴタルソネムス・ラツス（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｌａｔｕｓ）
）、ヒアロンマ属種（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、イキソデス属種（Ｉｘｏｄｅｓ　
ｓｐｐ．）、ラトロデクツス属種（Ｌａｔｒｏｄｅｃｔｕｓ　ｓｐｐ．）、ロキソスケレ
ス属種（Ｌｏｘｏｓｃｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）、ネウトロムビクラ・アウツムナリス（Ｎｅ
ｕｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ａｕｔｕｍｎａｌｉｓ）、ヌフェルサ属種（Ｎｕｐｈｅｒｓａ
　ｓｐｐ．）、オリゴニクス属種（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、オリ
ゴニクス・コニフェラルム（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｃｏｎｉｆｅｒａｒｕｍ）、オリ
ゴニクス・イリシス（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｉｌｉｃｉｓ）、オリゴニクス・インジ
クス（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｉｎｄｉｃｕｓ）、オリゴニクス・マンギフェルス（Ｏ
ｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｍａｎｇｉｆｅｒｕｓ）、オリゴニクス・プラテンシス（Ｏｌｉ
ｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）、オリゴニクス・プニカエ（Ｏｌｉｇｏｎｙｃ
ｈｕｓ　ｐｕｎｉｃａｅ）、オリゴニクス・イオテルシ（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｙｏ
ｔｈｅｒｓｉ）、オルニトドルス属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、オルニ
トニスス属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、パノニクス属種（Ｐａｎｏｎ
ｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、パノニクス・シトリ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｃｉｔ
ｒｉ）（＝メタテトラニクス・シトリ（Ｍｅｔａｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｃｉｔｒｉ）
）、パノニクス・ウルミ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｕｌｍｉ）（＝メタテトラニクス・ウ
ルミ（Ｍｅｔａｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｌｍｉ））、フィロコプトルタ・オレイボラ
（Ｐｈｙｌｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ　ｏｌｅｉｖｏｒａ）、プラチテトラニクス・ムルチジ
ギツリ（Ｐｌａｔｙｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｍｕｌｔｉｄｉｇｉｔｕｌｉ）、ポリファ
ゴタルソネムス・ラツス（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｌａｔｕｓ）、プ
ソロプテス属種（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、リピセファルス属種（Ｒｈｉｐｉｃ
ｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、リゾグリフス属種（Ｒｈｉｚｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ．
）、サルコプテス属種（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、スコルピオ・マウルス（Ｓｃ
ｏｒｐｉｏ　ｍａｕｒｕｓ）、ステネオタルソネムス属種（Ｓｔｅｎｅｏｔａｒｓｏｎｅ
ｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ステネオタルソネムス・スピンキ（Ｓｔｅｎｅｏｔａｒｓｏｎｅｍ
ｕｓ　ｓｐｉｎｋｉ）、タルソネムス属種（Ｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば
、タルソネムス・コンフスス（Ｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｃｏｎｆｕｓｕｓ）、タルソネム
ス・パリズス（Ｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｐａｌｌｉｄｕｓ）、テトラニクス属種（Ｔｅｔ
ｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、テトラニクス・カナデンシス（Ｔｅｔｒａｎｙ
ｃｈｕｓ　ｃａｎａｄｅｎｓｉｓ）、テトラニクス・シンナバリヌス（Ｔｅｔｒａｎｙｃ
ｈｕｓ　ｃｉｎｎａｂａｒｉｎｕｓ）、テトラニクス・ツルケスタニ（Ｔｅｔｒａｎｙｃ
ｈｕｓ　ｔｕｒｋｅｓｔａｎｉ）、テトラニクス・ウルチカエ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ
　ｕｒｔｉｃａｅ）、トロムビクラ・アルフレズゲシ（Ｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ａｌｆｒ
ｅｄｄｕｇｅｓｉ）、バエジョビス属種（Ｖａｅｊｏｖｉｓ　ｓｐｐ．）、バサテス・リ
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コペルシシ（Ｖａｓａｔｅｓ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｉ）；
　ムカデ綱（Ｃｈｉｌｏｐｏｄａ）の、例えば、ゲオフィルス属種（Ｇｅｏｐｈｉｌｕｓ
　ｓｐｐ．）、スクチゲラ属種（Ｓｃｕｔｉｇｅｒａ　ｓｐｐ．）；
　トビムシ目（Ｃｏｌｌｅｍｂｏｌａ）またはトビムシ綱の、例えば、例えば、オニキウ
ルス・アルマツス（Ｏｎｙｃｈｉｕｒｕｓ　ａｒｍａｔｕｓ）；　スミンツルス・ビリジ
ス（Ｓｍｉｎｔｈｕｒｕｓ　ｖｉｒｉｄｉｓ）；
　ヤスデ綱（Ｄｉｐｌｏｐｏｄａ）の、例えば、ブラニウルス・グツラツス（Ｂｌａｎｉ
ｕｌｕｓ　ｇｕｔｔｕｌａｔｕｓ）；
　昆虫綱（Ｉｎｓｅｃｔａ）の、例えば、ゴキブリ目（Ｂｌａｔｔｏｄｅａ）の、例えば
、ブラッタ・オリエンタリス（Ｂｌａｔｔａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ）、ブラッテラ・ア
サヒナイ（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ａｓａｈｉｎａｉ）、ブラッテラ・ゲルマニカ（Ｂｌａ
ｔｔｅｌｌａ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ）、レウコファエア・マデラエ（Ｌｅｕｃｏｐｈａｅ
ａ　ｍａｄｅｒａｅ）、パンクロラ属種（Ｐａｎｃｈｌｏｒａ　ｓｐｐ．）、パルコブラ
ッタ属種（Ｐａｒｃｏｂｌａｔｔａ　ｓｐｐ．）、ペリプラネタ属種（Ｐｅｒｉｐｌａｎ
ｅｔａ　ｓｐｐ．）、例えば、ペリプラネタ・アメリカナ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａ
ｍｅｒｉｃａｎａ）、ペリプラネタ・アウストララシアエ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａ
ｕｓｔｒａｌａｓｉａｅ）、スペラ・ロンギパルパ（Ｓｕｐｅｌｌａ　ｌｏｎｇｉｐａｌ
ｐａ）；
　コウチュウ目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アカリンマ・ビタツム（Ａｃａｌ
ｙｍｍａ　ｖｉｔｔａｔｕｍ）、アカントセリデス・オブテクツス（Ａｃａｎｔｈｏｓｃ
ｅｌｉｄｅｓ　ｏｂｔｅｃｔｕｓ）、アドレツス属種（Ａｄｏｒｅｔｕｓ　ｓｐｐ．）、
アゲラスチカ・アルニ（Ａｇｅｌａｓｔｉｃａ　ａｌｎｉ）、アグリオテス属種（Ａｇｒ
ｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アグリオテス・リンネアツス（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｌ
ｉｎｎｅａｔｕｓ）、アグリオテス・マンクス（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｍａｎｃｕｓ）、ア
ルフィトビウス・ジアペリヌス（Ａｌｐｈｉｔｏｂｉｕｓ　ｄｉａｐｅｒｉｎｕｓ）、ア
ムフィマロン・ソルスチチアリス（Ａｍｐｈｉｍａｌｌｏｎ　ｓｏｌｓｔｉｔｉａｌｉｓ
）、アノビウム・プンクタツム（Ａｎｏｂｉｕｍ　ｐｕｎｃｔａｔｕｍ）、アノプロホラ
属種（Ａｎｏｐｌｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、アントノムス属種（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ
　ｓｐｐ．）、例えば、アントノムス・グランジス（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｇｒａｎｄ
ｉｓ）、アントレヌス属種（Ａｎｔｈｒｅｎｕｓ　ｓｐｐ．）、アピオン属種（Ａｐｉｏ
ｎ　ｓｐｐ．）、アポゴニア属種（Ａｐｏｇｏｎｉａ　ｓｐｐ．）、アトマリア属種（Ａ
ｔｏｍａｒｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、アトマリア・リネアル（Ａｔｏｍａｒｉａ　ｌｉ
ｎｅａｒｉｓ）、アタゲヌス属種（Ａｔｔａｇｅｎｕｓ　ｓｐｐ．）、バリス・カエルレ
センス（Ｂａｒｉｓ　ｃａｅｒｕｌｅｓｃｅｎｓ）、ブルキジウス・オブテクツス（Ｂｒ
ｕｃｈｉｄｉｕｓ　ｏｂｔｅｃｔｕｓ）、ブルクス属種（Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、
例えば、ブルクス・ピソルム（Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｐｉｓｏｒｕｍ）、ブルクス・ルフィマ
ヌス（Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｒｕｆｉｍａｎｕｓ）、カッシダ属種（Ｃａｓｓｉｄａ　ｓｐｐ
．）、セロトマ・トリフルカタ（Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｔｒｉｆｕｒｃａｔａ）、セウトリ
ンクス属種（Ｃｅｕｔｏｒｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、セウトリンクス・ア
シミリス（Ｃｅｕｔｏｒｒｈｙｎｃｈｕｓ　ａｓｓｉｍｉｌｉｓ）、セウトリンクス・ク
アドリデンス（Ｃｅｕｔｏｒｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｑｕａｄｒｉｄｅｎｓ）、セウトリンク
ス・ラパエ（Ｃｅｕｔｏｒｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｒａｐａｅ）、カエトクネマ属種（Ｃｈａ
ｅｔｏｃｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、例えば、カエトクネマ・コンフィニス（Ｃｈａｅｔｏｃ
ｎｅｍａ　ｃｏｎｆｉｎｉｓ）、カエトクネマ・デンチクラタ（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ
　ｄｅｎｔｉｃｕｌａｔａ）、カエトクネマ・エクチパ（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｅｃ
ｔｙｐａ）、クレオヌス・メンジクス（Ｃｌｅｏｎｕｓ　ｍｅｎｄｉｃｕｓ）、コノデル
ス属種（Ｃｏｎｏｄｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、コスモポリテス属種（Ｃｏｓｍｏｐｏｌｉｔ
ｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、コスモポリテス・ソルジズス（Ｃｏｓｍｏｐｏｌｉｔｅｓ　
ｓｏｒｄｉｄｕｓ）、コステリトラ・ゼアランジカ（Ｃｏｓｔｅｌｙｔｒａ　ｚｅａｌａ
ｎｄｉｃａ）、クテニセラ属種（Ｃｔｅｎｉｃｅｒａ　ｓｐｐ．）、クルクリオ属種（Ｃ
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ｕｒｃｕｌｉｏ　ｓｐｐ．）、例えば、クルクリオ・カリアエ（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｃａ
ｒｙａｅ）、クルクリオ・カリアトリペス（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｃａｒｙａｔｒｙｐｅｓ
）、クルクリオ・オブツスス（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｏｂｔｕｓｕｓ）、クルクリオ・サイ
イ（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｓａｙｉ）、クリプトレステス・フェルギネウス（Ｃｒｙｐｔｏ
ｌｅｓｔｅｓ　ｆｅｒｒｕｇｉｎｅｕｓ）、クリプトレステス・プシルス（Ｃｒｙｐｔｏ
ｌｅｓｔｅｓ　ｐｕｓｉｌｌｕｓ）、クリプトリンクス・ラパチ（Ｃｒｙｐｔｏｒｈｙｎ
ｃｈｕｓ　ｌａｐａｔｈｉ）、クリプトリンクス・マンギフェラエ（Ｃｒｙｐｔｏｒｈｙ
ｎｃｈｕｓ　ｍａｎｇｉｆｅｒａｅ）、シリンドロコプツルス属種（Ｃｙｌｉｎｄｒｏｃ
ｏｐｔｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、シリンドロコプツルス・アドスペルスス（Ｃｙｌｉｎｄｒ
ｏｃｏｐｔｕｒｕｓ　ａｄｓｐｅｒｓｕｓ）、シリンドロコプツルス・フルニシ（Ｃｙｌ
ｉｎｄｒｏｃｏｐｔｕｒｕｓ　ｆｕｒｎｉｓｓｉ）、デルメステス属種（Ｄｅｒｍｅｓｔ
ｅｓ　ｓｐｐ．）、ジアブロチカ属種（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｐ．）、例えば、ジ
アブロチカ・バルテアタ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｂａｌｔｅａｔａ）、ジアブロチカ・
バルベリ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｂａｒｂｅｒｉ）、ジアブロチカ・ウンデシムプンク
タタ・ホワルジ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｕｎｄｅｃｉｍｐｕｎｃｔａｔａ　ｈｏｗａｒ
ｄｉ）、ジアブロチカ・ウンデシムプンクタタ・ウンデシムプンクタタ（Ｄｉａｂｒｏｔ
ｉｃａ　ｕｎｄｅｃｉｍｐｕｎｃｔａｔａ　ｕｎｄｅｃｉｍｐｕｎｃｔａｔａ）、ジアブ
ロチカ・ビルギフェラ・ビルギフェラ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｖｉｒｇｉｆｅｒａ　ｖ
ｉｒｇｉｆｅｒａ）、ジアブロチカ・ビルギフェラ・ゼアエ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｖ
ｉｒｇｉｆｅｒａ　ｚｅａｅ）、ジコクロシス属種（Ｄｉｃｈｏｃｒｏｃｉｓ　ｓｐｐ．
）、ジクラジスパ・アルミゲラ（Ｄｉｃｌａｄｉｓｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ）、ジロボデ
ルス属種（Ｄｉｌｏｂｏｄｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、エピラクナ属種（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ
　ｓｐｐ．）、例えば、エピラクナ・ボレアリス（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｂｏｒｅａｌｉ
ｓ）、エピラクナ・バリベスチス（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｖａｒｉｖｅｓｔｉｓ）、エピ
トリキス属種（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｓｐｐ．）、例えば、エピトリキス・ククメリス（Ｅｐ
ｉｔｒｉｘ　ｃｕｃｕｍｅｒｉｓ）、エピトリキス・フスクラ（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｆｕｓ
ｃｕｌａ）、エピトリキス・ヒルチペンニス（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｈｉｒｔｉｐｅｎｎｉｓ
）、エピトリキス・スブクリニタ（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｓｕｂｃｒｉｎｉｔａ）、エピトリ
キス・ツベリス（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｔｕｂｅｒｉｓ）、ファウスチヌス属種（Ｆａｕｓｔ
ｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ギビウム・プシロイデス（Ｇｉｂｂｉｕｍ　ｐｓｙｌｌｏｉｄｅ
ｓ）、グナトセルス・コルヌツス（Ｇｎａｔｈｏｃｅｒｕｓ　ｃｏｒｎｕｔｕｓ）、ヘル
ラ・ウンダリス（Ｈｅｌｌｕｌａ　ｕｎｄａｌｉｓ）、ヘテロニクス・アラトル（Ｈｅｔ
ｅｒｏｎｙｃｈｕｓ　ａｒａｔｏｒ）、ヘテロニキス属種（Ｈｅｔｅｒｏｎｙｘ　ｓｐｐ
．）、ヒラモルファ・エレガンス（Ｈｙｌａｍｏｒｐｈａ　ｅｌｅｇａｎｓ）、ヒロトル
ペス・バジュルス（Ｈｙｌｏｔｒｕｐｅｓ　ｂａｊｕｌｕｓ）、ヒペラ・ポスチカ（Ｈｙ
ｐｅｒａ　ｐｏｓｔｉｃａ）、ヒポメセス・スクアモスス（Ｈｙｐｏｍｅｃｅｓ　ｓｑｕ
ａｍｏｓｕｓ）、ヒポテネムス属種（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、
ヒポテネムス・ハムペイ（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｈａｍｐｅｉ）、ヒポテネムス・
オブスクルス（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｏｂｓｃｕｒｕｓ）、ヒポテネムス・プベセ
ンス（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｐｕｂｅｓｃｅｎｓ）、ラクノステルナ・コンサング
イネア（Ｌａｃｈｎｏｓｔｅｒｎａ　ｃｏｎｓａｎｇｕｉｎｅａ）、ラシドデルマ・セリ
コルネ（Ｌａｓｉｏｄｅｒｍａ　ｓｅｒｒｉｃｏｒｎｅ）、ラテチクス・オリザエ（Ｌａ
ｔｈｅｔｉｃｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）、ラトリジウス属種（Ｌａｔｈｒｉｄｉｕｓ　ｓｐｐ
．）、レマ属種（Ｌｅｍａ　ｓｐｐ．）、レプチノタルサ・デセムリネアタ（Ｌｅｐｔｉ
ｎｏｔａｒｓａ　ｄｅｃｅｍｌｉｎｅａｔａ）、レウコプテラ属種（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒ
ａ　ｓｐｐ．）、例えば、レウコプテラ・コフェエラ（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｃｏｆｆ
ｅｅｌｌａ）、リッソロプトルス・オリゾフィルス（Ｌｉｓｓｏｒｈｏｐｔｒｕｓ　ｏｒ
ｙｚｏｐｈｉｌｕｓ）、リキスス属種（Ｌｉｘｕｓ　ｓｐｐ．）、ルペロモルファ・キサ
ントデラ（Ｌｕｐｅｒｏｍｏｒｐｈａ　ｘａｎｔｈｏｄｅｒａ）、ルペロデス属種（Ｌｕ
ｐｅｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、リクツス属種（Ｌｙｃｔｕｓ　ｓｐｐ．）、メガセリス属
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種（Ｍｅｇａｓｃｅｌｉｓ　ｓｐｐ．）、メラノツス属種（Ｍｅｌａｎｏｔｕｓ　ｓｐｐ
．）、例えば、メラノツス・ロングルス・オレゴネンシス（Ｍｅｌａｎｏｔｕｓ　ｌｏｎ
ｇｕｌｕｓ　ｏｒｅｇｏｎｅｎｓｉｓ）、メリゲテス・アエネウス（Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅ
ｓ　ａｅｎｅｕｓ）、メロロンタ属種（Ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ　ｓｐｐ．）、例えば、メ
ロロンタ・メロロンタ（Ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ　ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ）、ミグドルス属
種（Ｍｉｇｄｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、モノカムス属種（Ｍｏｎｏｃｈａｍｕｓ　ｓｐｐ．
）、ナウパクツス・キサントグラフス（Ｎａｕｐａｃｔｕｓ　ｘａｎｔｈｏｇｒａｐｈｕ
ｓ）、ネクロビア属種（Ｎｅｃｒｏｂｉａ　ｓｐｐ．）、ニプツス・ホロレウクス（Ｎｉ
ｐｔｕｓ　ｈｏｌｏｌｅｕｃｕｓ）、オリクテス・リノセロス（Ｏｒｙｃｔｅｓ　ｒｈｉ
ｎｏｃｅｒｏｓ）、オリザエフィルス・スリナメンシス（Ｏｒｙｚａｅｐｈｉｌｕｓ　ｓ
ｕｒｉｎａｍｅｎｓｉｓ）、オリザファグス・オリザエ（Ｏｒｙｚａｐｈａｇｕｓ　ｏｒ
ｙｚａｅ）、オチオリンクス属種（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、オ
チオリンクス・クリブリコリス（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｃｒｉｂｒｉｃｏｌｌｉｓ
）、オチオリンクス・リグスチシ（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｌｉｇｕｓｔｉｃｉ）、
オチオリンクス・オバツス（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｏｖａｔｕｓ）、オチオリンク
ス・ルゴソストリアルス（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｒｕｇｏｓｏｓｔｒｉａｒｕｓ）
、オチオリンクス・スルカツス（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｕｌｃａｔｕｓ）、オキ
シセトニア・ジュンクンダ（Ｏｘｙｃｅｔｏｎｉａ　ｊｕｃｕｎｄａ）、ファエドン・コ
クレアリアエ（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉａｅ）、フィロファガ属種（Ｐｈｙ
ｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、フィロファガ・ヘレリ（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｈｅ
ｌｌｅｒｉ）、フィロトレタ属種（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｓｐｐ．）、例えば、フィ
ロトレタ・アルモラシアエ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ａｒｍｏｒａｃｉａｅ）、フィロ
トレタ・プシラ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｐｕｓｉｌｌａ）、フィロトレタ・ラモサ（
Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｒａｍｏｓａ）、フィロトレタ・ストリオラタ（Ｐｈｙｌｌｏ
ｔｒｅｔａ　ｓｔｒｉｏｌａｔａ）、ポピリア・ジャポニカ（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｊａｐ
ｏｎｉｃａ）、プレムノトリペス属種（Ｐｒｅｍｎｏｔｒｙｐｅｓ　ｓｐｐ．）、プロス
テファヌス・トルンカツス（Ｐｒｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ　ｔｒｕｎｃａｔｕｓ）、プシリ
オデス属種（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、プシリオデス・アフィニス（
Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ａｆｆｉｎｉｓ）、プシリオデス・クリソセファラ（Ｐｓｙｌｌ
ｉｏｄｅｓ　ｃｈｒｙｓｏｃｅｐｈａｌａ）、プシリオデス・プンクツラタ（Ｐｓｙｌｌ
ｉｏｄｅｓ　ｐｕｎｃｔｕｌａｔａ）、プチヌス属種（Ｐｔｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、リゾ
ビウス・ベントラリス（Ｒｈｉｚｏｂｉｕｓ　ｖｅｎｔｒａｌｉｓ）、リゾペルタ・ドミ
ニカ（Ｒｈｉｚｏｐｅｒｔｈａ　ｄｏｍｉｎｉｃａ）、シトフィルス属種（Ｓｉｔｏｐｈ
ｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、シトフィルス・グラナリウス（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　
ｇｒａｎａｒｉｕｓ）、シトフィルス・リネアリス（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｌｉｎｅａ
ｒｉｓ）、シトフィルス・オリザエ（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）、シトフィ
ルス・ゼアマイス（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｚｅａｍａｉｓ）、スフェノホルス属種（Ｓ
ｐｈｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ステゴビウム・パニセウム（Ｓｔｅｇｏｂｉｕｍ
　ｐａｎｉｃｅｕｍ）、ステルネクス属種（Ｓｔｅｒｎｅｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば
、ステルネクス・パルダツス（Ｓｔｅｒｎｅｃｈｕｓ　ｐａｌｕｄａｔｕｓ）、シムフィ
レテス属種（Ｓｙｍｐｈｙｌｅｔｅｓ　ｓｐｐ．）、タニメクス属種（Ｔａｎｙｍｅｃｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、例えば、タニメクス・ジラチコリス（Ｔａｎｙｍｅｃｕｓ　ｄｉｌａｔ
ｉｃｏｌｌｉｓ）、タニメクス・インジクス（Ｔａｎｙｍｅｃｕｓ　ｉｎｄｉｃｕｓ）、
タニメクス・パリアツス（Ｔａｎｙｍｅｃｕｓ　ｐａｌｌｉａｔｕｓ）、テネブリオ・モ
リトル（Ｔｅｎｅｂｒｉｏ　ｍｏｌｉｔｏｒ）、テネブリオイデス・マウレタニクス（Ｔ
ｅｎｅｂｒｉｏｉｄｅｓ　ｍａｕｒｅｔａｎｉｃｕｓ）、トリボリウム属種（Ｔｒｉｂｏ
ｌ

ｉｕｍ　ｓｐｐ．）、例えば、トリボリウム・アウダキス（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ａｕｄ
ａｘ）、トリボリウム・カスタネウム（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｃａｓｔａｎｅｕｍ）、ト



(34) JP 2018-505855 A 2018.3.1

10

20

30

40

50

リボリウム・コンフスム（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｃｏｎｆｕｓｕｍ）、トロゴデルマ属種
（Ｔｒｏｇｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、チキウス属種（Ｔｙｃｈｉｕｓ　ｓｐｐ．）、キ
シロトレクス属種（Ｘｙｌｏｔｒｅｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ザブルス属種（Ｚａｂｒｕｓ
　ｓｐｐ．）、例えば、ザブルス・テネブリオイデス（Ｚａｂｒｕｓ　ｔｅｎｅｂｒｉｏ
ｉｄｅｓ）；
　ハエ目（Ｄｉｐｔｅｒａ）の、例えば、アエデス属種（Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．）、例え
ば、アエデス・アエギプチ（Ａｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ）、アエデス・アルボピクツス
（Ａｅｄｅｓ　ａｌｂｏｐｉｃｔｕｓ）、アエデス・スチクチクス（Ａｅｄｅｓ　ｓｔｉ
ｃｔｉｃｕｓ）、アエデス・ベキサンス（Ａｅｄｅｓ　ｖｅｘａｎｓ）、アグロミザ属種
（Ａｇｒｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、例えば、アグロミザ・フロンテラ（Ａｇｒｏｍｙｚａ
　ｆｒｏｎｔｅｌｌａ）、アグロミザ・パルビコルニス（Ａｇｒｏｍｙｚａ　ｐａｒｖｉ
ｃｏｒｎｉｓ）、アナストレファ属種（Ａｎａｓｔｒｅｐｈａ　ｓｐｐ．）、アノフェレ
ス属種（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アノフェレス・クアドリマクラツス
（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｑｕａｄｒｉｍａｃｕｌａｔｕｓ）、アノフェレス・ガムビアエ
（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｇａｍｂｉａｅ）、アスホンジリア属種（Ａｓｐｈｏｎｄｙｌｉ
ａ　ｓｐｐ．）、バクトロセラ属種（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、バク
トロセラ・ククルビタエ（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｃｕｃｕｒｂｉｔａｅ）、バクトロセ
ラ・ドルサリス（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｄｏｒｓａｌｉｓ）、バクトロセラ・オレアエ
（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｏｌｅａｅ）、ビビオ・ホルツラヌス（Ｂｉｂｉｏ　ｈｏｒｔ
ｕｌａｎｕｓ）、カリホラ・エリトロセファラ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｅｒｙｔｈｒｏ
ｃｅｐｈａｌａ）、カリホラ・ビシナ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｖｉｃｉｎａ）、セラチ
チス・カピタタ（Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　ｃａｐｉｔａｔａ）、キロノムス属種（Ｃｈｉｒ
ｏｎｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、クリソミア属種（Ｃｈｒｙｓｏｍｙａ　ｓｐｐ．）、クリソ
プス属種（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ｓｐｐ．）、クリソゾナ・プルビアリス（Ｃｈｒｙｓｏｚ
ｏｎａ　ｐｌｕｖｉａｌｉｓ）、コクリオミア属種（Ｃｏｃｈｌｉｏｍｙａ　ｓｐｐ．）
、コンタリニア属種（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、コンタリニア・ジョ
ンソニ（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｊｏｈｎｓｏｎｉ）、コンタリニア・ナスツルチイ（Ｃ
ｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｎａｓｔｕｒｔｉｉ）、コンタリニア・ピリボラ（Ｃｏｎｔａｒｉ
ｎｉａ　ｐｙｒｉｖｏｒａ）、コンタリニア・スクルジ（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｓｃｈ
ｕｌｚｉ）、コンタリニア・ソルギコラ（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｓｏｒｇｈｉｃｏｌａ
）、コンタリニア・トリチシ（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、コルジロビア
・アントロポファガ（Ｃｏｒｄｙｌｏｂｉａ　ａｎｔｈｒｏｐｏｐｈａｇａ）、クリコト
プス・シルベストリス（Ｃｒｉｃｏｔｏｐｕｓ　ｓｙｌｖｅｓｔｒｉｓ）、クレキス属種
（Ｃｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）、例えば、クレキス・ピピエンス（Ｃｕｌｅｘ　ｐｉｐｉｅｎ
ｓ）、クレキス・クインクエファシアツス（Ｃｕｌｅｘ　ｑｕｉｎｑｕｅｆａｓｃｉａｔ
ｕｓ）、クリコイデス属種（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、クリセタ属種（Ｃｕｌ
ｉｓｅｔａ　ｓｐｐ．）、クテレブラ属種（Ｃｕｔｅｒｅｂｒａ　ｓｐｐ．）、ダクス・
オレアエ（Ｄａｃｕｓ　ｏｌｅａｅ）、ダシネウラ属種（Ｄａｓｉｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．
）、例えば、ダシネウラ・ブラシカエ（Ｄａｓｉｎｅｕｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、デ
リア属種（Ｄｅｌｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、デリア・アントクア（Ｄｅｌｉａ　ａｎｔ
ｉｑｕａ）、デリア・コアルクタタ（Ｄｅｌｉａ　ｃｏａｒｃｔａｔａ）、デリア・フロ
リレガ（Ｄｅｌｉａ　ｆｌｏｒｉｌｅｇａ）、デリア・プラツラ（Ｄｅｌｉａ　ｐｌａｔ
ｕｒａ）、デリア・ラジクム（Ｄｅｌｉａ　ｒａｄｉｃｕｍ）、デルマトビア・ホミニス
（Ｄｅｒｍａｔｏｂｉａ　ｈｏｍｉｎｉｓ）、ドロソフィラ属種（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ
　ｓｐｐ．）、例えば、ドロソフィラ・メラノガステル（Ｄｒｏｓｐｈｉｌａ　ｍｅｌａ
ｎｏｇａｓｔｅｒ）、ドロソフィラ・スズキイ（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ　ｓｕｚｕｋｉｉ
）、エキノクネムス属種（Ｅｃｈｉｎｏｃｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ファンニア属種（Ｆ
ａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）、ガステロフィルス属種（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ
．）、グロッシナ属種（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｐｐ．）、ハエマトポタ属種（Ｈａｅｍａ
ｔｏｐｏｔａ　ｓｐｐ．）、ヒドレリア属種（Ｈｙｄｒｅｌｌｉａ　ｓｐｐ．）、ヒドレ



(35) JP 2018-505855 A 2018.3.1

10

20

30

40

50

リア・グリセオラ（Ｈｙｄｒｅｌｌｉａ　ｇｒｉｓｅｏｌａ）、ヒレミア属種（Ｈｙｌｅ
ｍｙａ　ｓｐｐ．）、ヒッポドスカ属種（Ｈｉｐｐｏｂｏｓｃａ　ｓｐｐ．）、ヒポデル
マ属種（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、リリオミザ属種（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓｐ
ｐ．）、例えば、リリオミザ・ブラシカエ（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）
、リリオミザ・フイドブレンシス（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｈｕｉｄｏｂｒｅｎｓｉｓ）、
リリオミザ・サチバエ（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓａｔｉｖａｅ）、ルシリア属種（Ｌｕｃ
ｉｌｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、ルシリア・クプリナ（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｃｕｐｒｉｎａ
）、ルトゾミイア属種（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、マンソニア属種（Ｍａｎｓｏ
ｎｉａ　ｓｐｐ．）、ムスカ属種（Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．）、例えば、ムスカ・ドメスチ
カ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ）、ムスカ・ドメスチカ・ビシナ（Ｍｕｓｃａ　ｄ
ｏｍｅｓｔｉｃａ　ｖｉｃｉｎａ）、オエストルス属種（Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、
オシネラ・フリト（Ｏｓｃｉｎｅｌｌａ　ｆｒｉｔ）、パラタニタルスス属種（Ｐａｒａ
ｔａｎｙｔａｒｓｕｓ　ｓｐｐ．）、パララウテルボルニエラ・スブシンクタ（Ｐａｒａ
ｌａｕｔｅｒｂｏｒｎｉｅｌｌａ　ｓｕｂｃｉｎｃｔａ）、ペゴミイア属種（Ｐｅｇｏｍ
ｙａ　ｓｐｐ．）、例えば、ペゴミイア・ベタエ（Ｐｅｇｏｍｙａ　ｂｅｔａｅ）、ペゴ
ミイア・ヒオシアミ（Ｐｅｇｏｍｙａ　ｈｙｏｓｃｙａｍｉ）、ペゴミア・ルビボラ（Ｐ
ｅｇｏｍｙａ　ｒｕｂｉｖｏｒａ）、フレボトムス属種（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、ホルビア属種（Ｐｈｏｒｂｉａ　ｓｐｐ．）、ホルミア属種（Ｐｈｏｒｍｉａ　
ｓｐｐ．）、ピオフィラ・カセイ（Ｐｉｏｐｈｉｌａ　ｃａｓｅｉ）、プロジプロシス属
種（Ｐｒｏｄｉｐｌｏｓｉｓ　ｓｐｐ．）、プシラ・ロサエ（Ｐｓｉｌａ　ｒｏｓａｅ）
、ラゴレチス属種（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ラゴレチス・シングラ
タ（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｃｉｎｇｕｌａｔａ）、ラゴレチス・コムプレタ（Ｒｈａｇ
ｏｌｅｔｉｓ　ｃｏｍｐｌｅｔａ）、ラゴレチス・ファウスタ（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　
ｆａｕｓｔａ）、ラゴレチス・インジフェレンス（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｉｎｄｉｆｆ
ｅｒｅｎｓ）、ラゴレチス・メンダキス（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｍｅｎｄａｘ）、ラゴ
レチス・ポモネラ（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）、サルコファガ属種（
Ｓａｒｃｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、シムリウム属種（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、
例えば、シムリウム・メリジオナレ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｍｅｒｉｄｉｏｎａｌｅ）、ス
トモキス属種（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｓｐｐ．）、タバヌス属種（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｐｐ
．）、テタノポプス属種（Ｔｅｔａｎｏｐｓ　ｓｐｐ．）、チプラ属種（Ｔｉｐｕｌａ　
ｓｐｐ．）、例えば、チプラ・パルドサ（Ｔｉｐｕｌａ　ｐａｌｕｄｏｓａ）、チプラ・
シムプレキス（Ｔｉｐｕｌａ　ｓｉｍｐｌｅｘ）；
　カメムシ目（Ｈｅｍｉｐｔｅｒａ）の、例えば、アシジア・アカシアエバイレイアナエ
（Ａｃｉｚｚｉａ　ａｃａｃｉａｅｂａｉｌｅｙａｎａｅ）、アシジア・ドドナエアエ（
Ａｃｉｚｚｉａ　ｄｏｄｏｎａｅａｅ）、アシジア・ウンカトイデス（Ａｃｉｚｚｉａ　
ｕｎｃａｔｏｉｄｅｓ）、アクリダ・ツリタ（Ａｃｒｉｄａ　ｔｕｒｒｉｔａ）、アシル
トシポン属種（Ａｃｙｒｔｈｏｓｉｐｏｎ　ｓｐｐ．）、例えば、アシルトシポン・ピス
ム（Ａｃｙｒｔｈｏｓｉｐｈｏｎ　ｐｉｓｕｍ）、アクロゴニア属種（Ａｃｒｏｇｏｎｉ
ａ　ｓｐｐ．）、アエネオラミア属種（Ａｅｎｅｏｌａｍｉａ　ｓｐｐ．）、アゴノセナ
属種（Ａｇｏｎｏｓｃｅｎａ　ｓｐｐ．）、アレイロデス・プロレテラ（Ａｌｅｙｒｏｄ
ｅｓ　ｐｒｏｌｅｔｅｌｌａ）、アレウロロブス・バロデンシス（Ａｌｅｕｒｏｌｏｂｕ
ｓ　ｂａｒｏｄｅｎｓｉｓ）、アレウロトリクス・フロコスス（Ａｌｅｕｒｏｔｈｒｉｘ
ｕｓ　ｆｌｏｃｃｏｓｕｓ）、アロカリダラ・マライエンシス（Ａｌｌｏｃａｒｉｄａｒ
ａ　ｍａｌａｙｅｎｓｉｓ）、アムラスカ属種（Ａｍｒａｓｃａ　ｓｐｐ．）、例えば、
アムラスカ・ビグツラ（Ａｍｒａｓｃａ　ｂｉｇｕｔｕｌｌａ）、アムラスカ・デバスタ
ンス（Ａｍｒａｓｃａ　ｄｅｖａｓｔａｎｓ）、アヌラフィス・カルズイ（Ａｎｕｒａｐ
ｈｉｓ　ｃａｒｄｕｉ）、アオニジエラ属種（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、例え
ば、（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ａｕｒａｎｔｉｉ）、（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｃｉｔｒ
ｉｎａ）、アオニジエラ・イノルナタ（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｉｎｏｒｎａｔａ）、ア
ファノスチグマ・ピリ（Ａｐｈａｎｏｓｔｉｇｍａ　ｐｉｒｉ）、アフィス属種（Ａｐｈ
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ｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アフィス・シトリコラ（Ａｐｈｉｓ　ｃｉｔｒｉｃｏｌａ）
、アフィス・クラシボラ（Ａｐｈｉｓ　ｃｒａｃｃｉｖｏｒａ）、アフィス・ファバエ（
Ａｐｈｉｓ　ｆａｂａｅ）、アフィス・ホルベシ（Ａｐｈｉｓ　ｆｏｒｂｅｓｉ）、アフ
ィス・グリシネス（Ａｐｈｉｓ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、アフィス・ゴシピイ（Ａｐｈｉｓ
　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）、アフィス・ヘデラエ（Ａｐｈｉｓ　ｈｅｄｅｒａｅ）、アフィス
・イリノイセンシス（Ａｐｈｉｓ　ｉｌｌｉｎｏｉｓｅｎｓｉｓ）、アフィス・ミドレト
ニ（Ａｐｈｉｓ　ｍｉｄｄｌｅｔｏｎｉ）、アフィス・ナスツルチイ（Ａｐｈｉｓ　ｎａ
ｓｔｕｒｔｉｉ）、アフィス・ネリイ（Ａｐｈｉｓ　ｎｅｒｉｉ）、アフィス・ポミ（Ａ
ｐｈｉｓ　ｐｏｍｉ）、アフィス・スピラエコラ（Ａｐｈｉｓ　ｓｐｉｒａｅｃｏｌａ）
、アフィス・ビブルニフィラ（Ａｐｈｉｓ　ｖｉｂｕｒｎｉｐｈｉｌａ）、アルボリジア
・アピカリス（Ａｒｂｏｒｉｄｉａ　ａｐｉｃａｌｉｓ）、アリタイニラ属種（Ａｒｙｔ
ａｉｎｉｌｌａ　ｓｐｐ．）、アスピジエラ属種（Ａｓｐｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、
アスピジオツス属種（Ａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アスピジオツス・ネ
リイ（Ａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｎｅｒｉｉ）、アタヌス属種（Ａｔａｎｕｓ　ｓｐｐ．）
、アウラコルツム・ソラニ（Ａｕｌａｃｏｒｔｈｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）、ベミシア・タバ
シ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）、ブラストプシラ・オッシデンタリス（Ｂｌａｓｔ
ｏｐｓｙｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）、ボレイオグリカスピス・メラレウカエ（
Ｂｏｒｅｉｏｇｌｙｃａｓｐｉｓ　ｍｅｌａｌｅｕｃａｅ）、ブラキカウズス・ヘリクリ
シ（Ｂｒａｃｈｙｃａｕｄｕｓ　ｈｅｌｉｃｈｒｙｓｉ）、ブラキコルス属種（Ｂｒａｃ
ｈｙｃｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ブレビコリネ・ブラシカエ（Ｂｒｅｖｉｃｏｒｙｎｅ　ｂ
ｒａｓｓｉｃａｅ）、カコプシラ属種（Ｃａｃｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、例えば、カ
コプシラ・ピリコラ（Ｃａｃｏｐｓｙｌｌａ　ｐｙｒｉｃｏｌａ）、カリギポナ・マルギ
ナタ（Ｃａｌｌｉｇｙｐｏｎａ　ｍａｒｇｉｎａｔａ）、カルネオセファラ・フルギダ（
Ｃａｒｎｅｏｃｅｐｈａｌａ　ｆｕｌｇｉｄａ）、セラトバクナ・ラニゲラ（Ｃｅｒａｔ
ｏｖａｃｕｎａ　ｌａｎｉｇｅｒａ）、セルコピダエ（Ｃｅｒｃｏｐｉｄａｅ）、セロプ
ラステス属種（Ｃｅｒｏｐｌａｓｔｅｓ　ｓｐｐ．）、カエトシホン・フラガエホリイ（
Ｃｈａｅｔｏｓｉｐｈｏｎ　ｆｒａｇａｅｆｏｌｉｉ）、キオナスピス・テガレンシス（
Ｃｈｉｏｎａｓｐｉｓ　ｔｅｇａｌｅｎｓｉｓ）、クロリタ・オヌキイ（Ｃｈｌｏｒｉｔ
ａ　ｏｎｕｋｉｉ）、コンドラクリス・ロセア（Ｃｈｏｎｄｒａｃｒｉｓ　ｒｏｓｅａ）
、クロマフィス・ジュグランジコラ（Ｃｈｒｏｍａｐｈｉｓ　ｊｕｇｌａｎｄｉｃｏｌａ
）、クリソムファルス・フィクス（Ｃｈｒｙｓｏｍｐｈａｌｕｓ　ｆｉｃｕｓ）、シカズ
リナ・ムビラ（Ｃｉｃａｄｕｌｉｎａ　ｍｂｉｌａ）、コッコミチルス・ハリイ（Ｃｏｃ
ｃｏｍｙｔｉｌｕｓ　ｈａｌｌｉ）、コックス属種（Ｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば
、コックス・ヘスペリズム（Ｃｏｃｃｕｓ　ｈｅｓｐｅｒｉｄｕｍ）、コックス・ロング
ルス（Ｃｏｃｃｕｓ　ｌｏｎｇｕｌｕｓ）、コックス・プセウドマグノリアルム（Ｃｏｃ
ｃｕｓ　ｐｓｅｕｄｏｍａｇｎｏｌｉａｒｕｍ）、コックス・ビリジス（Ｃｏｃｃｕｓ　
ｖｉｒｉｄｉｓ）、クリプトミズス・リビス（Ｃｒｙｐｔｏｍｙｚｕｓ　ｒｉｂｉｓ）、
クリプトネオサ属種（Ｃｒｙｐｔｏｎｅｏｓｓａ　ｓｐｐ．）、クテナリタイナ属種（Ｃ
ｔｅｎａｒｙｔａｉｎａ　ｓｐｐ．）、ダルブルス属種（Ｄａｌｂｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）
、ジアレウロデス・シトリ（Ｄｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｃｉｔｒｉ）、ジアホリナ・シト
リ（Ｄｉａｐｈｏｒｉｎａ　ｃｉｔｒｉ）、ジアスピス属種（Ｄｉａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．
）、ドロシカ属種（Ｄｒｏｓｉｃｈａ　ｓｐｐ．）、ジサフィス属種（Ｄｙｓａｐｈｉｓ
　ｓｐｐ．）、例えば、ジサフィス・アピイホリア（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ａｐｉｉｆｏｌ
ｉａ）、ジサフィス・プランタギネア（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｐｌａｎｔａｇｉｎｅａ）、
ジサフィス・ツリパエ（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｔｕｌｉｐａｅ）、ジスミコックス属種（Ｄ
ｙｓｍｉｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、エムポアスカ属種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）
、例えば、エムポアスカ・アブルプタ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ａｂｒｕｐｔａ）、エムポア
スカ・ファバエ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｆａｂａｅ）、エムポアスカ・マリグナ（Ｅｍｐｏ
ａｓｃａ　ｍａｌｉｇｎａ）、エムポアスカ・ソラナ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｏｌａｎａ
）、エムポアスカ・ステベンシ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｔｅｖｅｎｓｉ）、エリオソマ属
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種（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、例えば、エリオソマ・アメリカヌム（Ｅｒｉｏｓｏ
ｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、エリオソマ・ラニゲルム（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｌａｎｉ
ｇｅｒｕｍ）、エリオソマ・ピリコラ（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｐｙｒｉｃｏｌａ）、エリト
ロネウラ属種（Ｅｒｙｔｈｒｏｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．）、エウカリプトリマ属種（Ｅｕｃ
ａｌｙｐｔｏｌｙｍａ　ｓｐｐ．）、エウフィルラ属種（Ｅｕｐｈｙｌｌｕｒａ　ｓｐｐ
．）、エウセリス・ビロバツス（Ｅｕｓｃｅｌｉｓ　ｂｉｌｏｂａｔｕｓ）、フェリシア
属種（Ｆｅｒｒｉｓｉａ　ｓｐｐ．）、ゲオコックス・コフェアエ（Ｇｅｏｃｏｃｃｕｓ
　ｃｏｆｆｅａｅ）、グリカスピス属種（Ｇｌｙｃａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ヘテロプシ
ラ・クバナ（Ｈｅｔｅｒｏｐｓｙｌｌａ　ｃｕｂａｎａ）、ヘテロプシラ・スピヌロサ（
Ｈｅｔｅｒｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｉｎｕｌｏｓａ）、ホマロジスカ・コアグラタ（Ｈｏｍ
ａｌｏｄｉｓｃａ　ｃｏａｇｕｌａｔａ）、ヒアロプテルス・アルンジニス（Ｈｙａｌｏ
ｐｔｅｒｕｓ　ａｒｕｎｄｉｎｉｓ）、ヒアロプテルス・プルニ（Ｈｙａｌｏｐｔｅｒｕ
ｓ　ｐｒｕｎｉ）、イセリア属種（Ｉｃｅｒｙａ　ｓｐｐ．）、例えば、イセリア・プル
カシ（Ｉｃｅｒｙａ　ｐｕｒｃｈａｓｉ）、イジオセルス属種（Ｉｄｉｏｃｅｒｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、イジオスコプス属種（Ｉｄｉｏｓｃｏｐｕｓ　ｓｐｐ．）、ラオデルファキス
・ストリアテルス（Ｌａｏｄｅｌｐｈａｘ　ｓｔｒｉａｔｅｌｌｕｓ）、レカニウム属種
（Ｌｅｃａｎｉｕｍ　ｓｐｐ．）、例えば、レカニウム・コルニ（Ｌｅｃａｎｉｕｍ　ｃ
ｏｒｎｉ）（＝パルテノレカニウム・コルニ（Ｐａｒｔｈｅｎｏｌｅｃａｎｉｕｍ　ｃｏ
ｒｎｉ））、レピドサフェス属種（Ｌｅｐｉｄｏｓａｐｈｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、レ
ピドサフェス・ウルミ（Ｌｅｐｉｄｏｓａｐｈｅｓ　ｕｌｍｉ）、リパフィス・エリシミ
（Ｌｉｐａｐｈｉｓ　ｅｒｙｓｉｍｉ）、リコルマ・デリカツラ（Ｌｙｃｏｒｍａ　ｄｅ
ｌｉｃａｔｕｌａ）、マクロシフム属種（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）、例えば
、マクロシフム・エウホルビアエ（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｅｕｐｈｏｒｂｉａｅ）、
マクロシフム・リリイ（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｌｉｌｉｉ）、マクロシフム・ロサエ
（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｒｏｓａｅ）、マクロステレス・ファシフロンス（Ｍａｃｒ
ｏｓｔｅｌｅｓ　ｆａｃｉｆｒｏｎｓ）、マハナルバ属種（Ｍａｈａｎａｒｖａ　ｓｐｐ
．）、メラナフィス・サッカリ（Ｍｅｌａｎａｐｈｉｓ　ｓａｃｃｈａｒｉ）、メトカル
フィエラ属種（Ｍｅｔｃａｌｆｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、メトカルファ・プルイノサ（Ｍ
ｅｔｃａｌｆａ　ｐｒｕｉｎｏｓａ）、メトポロフィウム・ジロズム（Ｍｅｔｏｐｏｌｏ
ｐｈｉｕｍ　ｄｉｒｈｏｄｕｍ）、モネリア・コスタリス（Ｍｏｎｅｌｌｉａ　ｃｏｓｔ
ａｌｉｓ）、モネリオプシス・ペカニス（Ｍｏｎｅｌｌｉｏｐｓｉｓ　ｐｅｃａｎｉｓ）
、ミズス属種（Ｍｙｚｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ミズス・アスカロニクス（Ｍｙｚｕｓ
　ａｓｃａｌｏｎｉｃｕｓ）、ミズス・セラシ（Ｍｙｚｕｓ　ｃｅｒａｓｉ）、ミズス・
リグストリ（Ｍｙｚｕｓ　ｌｉｇｕｓｔｒｉ）、ミズス・オルナツス（Ｍｙｚｕｓ　ｏｒ
ｎａｔｕｓ）、ミズス・ペルシカエ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）、ミズス・ニコチ
アナエ（Ｍｙｚｕｓ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ）、ナソノビア・リビスニグリ（Ｎａｓｏｎ
ｏｖｉａ　ｒｉｂｉｓｎｉｇｒｉ）、ネホテッチキス属種（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｓ
ｐｐ．）、例えば、ネホテッチキス・シンクチセプス（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｃｉｎ
ｃｔｉｃｅｐｓ）、ネホテッチキス・ニグロピクツス（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｎｉｇ
ｒｏｐｉｃｔｕｓ）、ニラパルバタ・ルゲンス（Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ
）、オンコメトピア属種（Ｏｎｃｏｍｅｔｏｐｉａ　ｓｐｐ．）、オルテジア・プラエロ
ンガ（Ｏｒｔｈｅｚｉａ　ｐｒａｅｌｏｎｇａ）、オキシヤ・キネンシス（Ｏｘｙａ　ｃ
ｈｉｎｅｎｓｉｓ）、パキプシラ属種（Ｐａｃｈｙｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、パラベミ
シア・ミリカエ（Ｐａｒａｂｅｍｉｓｉａ　ｍｙｒｉｃａｅ）、パラトリオザ属種（Ｐａ
ｒａｔｒｉｏｚａ　ｓｐｐ．）、例えば、パラトリオザ・コクケレリ（Ｐａｒａｔｒｉｏ
ｚａ　ｃｏｃｋｅｒｅｌｌｉ）、パルラトリア属種（Ｐａｒｌａｔｏｒｉａ　ｓｐｐ．）
、ペムフィグス属種（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ペムフィグス・ブルサ
リウス（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｂｕｒｓａｒｉｕｓ）、ペムフィグス・ポプリベナエ（Ｐ
ｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｐｏｐｕｌｉｖｅｎａｅ）、ペレグリヌス・マイジス（Ｐｅｒｅｇｒ
ｉｎｕｓ　ｍａｉｄｉｓ）、フェナコックス属種（Ｐｈｅｎａｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）
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、例えば、フェナコックス・マデイレンシス（Ｐｈｅｎａｃｏｃｃｕｓ　ｍａｄｅｉｒｅ
ｎｓｉｓ）、プロエオミズス・パッセリニイ（Ｐｈｌｏｅｏｍｙｚｕｓ　ｐａｓｓｅｒｉ
ｎｉｉ）、ホロドン・フムリ（Ｐｈｏｒｏｄｏｎ　ｈｕｍｕｌｉ）、フィロキセラ属種（
Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、フィロキセラ・デバストラトリキス（Ｐｈ
ｙｌｌｏｘｅｒａ　ｄｅｖａｓｔａｔｒｉｘ）、フィロキセラ・ノタビリス（Ｐｈｙｌｌ
ｏｘｅｒａ　ｎｏｔａｂｉｌｉｓ）、ピンナスピス・アスピジストラエ（Ｐｉｎｎａｓｐ
ｉｓ　ａｓｐｉｄｉｓｔｒａｅ）、プラノコックス属種（Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、例えば、プラノコックス・シトリ（Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｃｉｔｒｉ）、プ
ロソピドプシラ・フラバ（Ｐｒｏｓｏｐｉｄｏｐｓｙｌｌａ　ｆｌａｖａ）、プロトプル
ビナリア・ピリホルミス（Ｐｒｏｔｏｐｕｌｖｉｎａｒｉａ　ｐｙｒｉｆｏｒｍｉｓ）、
プ
セウダウラカスピス・ペンタゴナ（Ｐｓｅｕｄａｕｌａｃａｓｐｉｓ　ｐｅｎｔａｇｏｎ
ａ）、プセウドコックス属種（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、プセウ
ドコックス・カルセオラリアエ（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｃａｌｃｅｏｌａｒｉａｅ
）、プセウドコックス・コムストッキ（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｃｏｍｓｔｏｃｋｉ
）、プセウドコックス・ロンギスピヌス（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｌｏｎｇｉｓｐｉ
ｎｕｓ）、プセウドコックス・マリチムス（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｍａｒｉｔｉｍ
ｕｓ）、プセウドコックス・ビブルニ（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｖｉｂｕｒｎｉ）、
プシロプシス属種（Ｐｓｙｌｌｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）、プシラ属種（Ｐｓｙｌｌａ　ｓ
ｐｐ．）、例えば、プシラ・ブキシ（Ｐｓｙｌｌａ　ｂｕｘｉ）、プシラ・マリ（Ｐｓｙ
ｌｌａ　ｍａｌｉ）、プシラ・ピリ（Ｐｓｙｌｌａ　ｐｙｒｉ）、プテロマルス属種（Ｐ
ｔｅｒｏｍａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ピリラ属種（Ｐｙｒｉｌｌａ　ｓｐｐ．）、クアドラ
スピジオツス属種（Ｑｕａｄｒａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、クアドラス
ピジオツス・ジュグランスレギアエ（Ｑｕａｄｒａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｊｕｇｌａｎｓ
ｒｅｇｉａｅ）、クアドラスピジオツス・オストレアエホルミス（Ｑｕａｄｒａｓｐｉｄ
ｉｏｔｕｓ　ｏｓｔｒｅａｅｆｏｒｍｉｓ）、クアドラスピジオツス・ペルニシオスス（
Ｑｕａｄｒａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｐｅｒｎｉｃｉｏｓｕｓ）、クエサダ・ギガス（Ｑｕ
ｅｓａｄａ　ｇｉｇａｓ）、ラストロコックス属種（Ｒａｓｔｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ
．）、ロパロシフム属種（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）、例えば、ロパロシ
フム・マイジス（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｍａｉｄｉｓ）、ロパロシフム・オキシ
アカンタエ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｏｘｙａｃａｎｔｈａｅ）、ロパロシフム・
・パジ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｐａｄｉ）、ロパロシフム・ルフィアブドミナレ
（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｒｕｆｉａｂｄｏｍｉｎａｌｅ）、サイセチア属種（Ｓ
ａｉｓｓｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、サイセチア・コフェアエ（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ
　ｃｏｆｆｅａｅ）、サイセチア・ミランダ（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｍｉｒａｎｄａ）、
サイセチア・ネグレクタ（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｎｅｇｌｅｃｔａ）、サイセチア・オレ
アエ（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｏｌｅａｅ）、スカホイデウス・チタヌス（Ｓｃａｐｈｏｉ
ｄｅｕｓ　ｔｉｔａｎｕｓ）、スキザフィス・グラミヌム（Ｓｃｈｉｚａｐｈｉｓ　ｇｒ
ａｍｉｎｕｍ）、セレナスピズス・アルチクラツス（Ｓｅｌｅｎａｓｐｉｄｕｓ　ａｒｔ
ｉｃｕｌａｔｕｓ）、シトビオン・アベナエ（Ｓｉｔｏｂｉｏｎ　ａｖｅｎａｅ）、ソガ
タ属種（Ｓｏｇａｔａ　ｓｐｐ．）、ソガテラ・フルシフェラ（Ｓｏｇａｔｅｌｌａ　ｆ
ｕｒｃｉｆｅｒａ）、ソガトデス属種（Ｓｏｇａｔｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、スチクトセフ
ァラ・フェスチナ（Ｓｔｉｃｔｏｃｅｐｈａｌａ　ｆｅｓｔｉｎａ）、シホニヌス・フィ
リレアエ（Ｓｉｐｈｏｎｉｎｕｓ　ｐｈｉｌｌｙｒｅａｅ）、テナラファラ・マライエン
シス（Ｔｅｎａｌａｐｈａｒａ　ｍａｌａｙｅｎｓｉｓ）、テトラゴノセフェラ属種（Ｔ
ｅｔｒａｇｏｎｏｃｅｐｈｅｌａ　ｓｐｐ．）、チノカリス・カリアエホリアエ（Ｔｉｎ
ｏｃａｌｌｉｓ　ｃａｒｙａｅｆｏｌｉａｅ）、トマスピス属種（Ｔｏｍａｓｐｉｓ　ｓ
ｐｐ．）、トキソプテラ属種（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、トキソプテラ
・アウランチイ（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ａｕｒａｎｔｉｉ）、トキソプテラ・シトリシズ
ス（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｃｉｔｒｉｃｉｄｕｓ）、トリアレウロデス・バポラリオルム
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（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｖａｐｏｒａｒｉｏｒｕｍ）、トリオザ属種（Ｔｒｉｏｚ
ａ　ｓｐｐ．）、例えば、トリオザ・ジオスピリ（Ｔｒｉｏｚａ　ｄｉｏｓｐｙｒｉ）、
チフロシバ属種（Ｔｙｐｈｌｏｃｙｂａ　ｓｐｐ．）、ウナスピス属種（Ｕｎａｓｐｉｓ
　ｓｐｐ．）、ビテウス・ビチホリイ（Ｖｉｔｅｕｓ　ｖｉｔｉｆｏｌｉｉ）、ジギナ属
種（Ｚｙｇｉｎａ　ｓｐｐ．）；
　カメムシ亜目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アナサ・トリスチス（Ａｎａｓ
ａ　ｔｒｉｓｔｉｓ）、アンテスチオプシス属種（Ａｎｔｅｓｔｉｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．
）、ボイセア属種（Ｂｏｉｓｅａ　ｓｐｐ．）、ブリスス属種（Ｂｌｉｓｓｕｓ　ｓｐｐ
．）、カロコリス属種（Ｃａｌｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．）、カムピロンマ・リビダ（Ｃａ
ｍｐｙｌｏｍｍａ　ｌｉｖｉｄａ）、カベレリウス属種（Ｃａｖｅｌｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ
．）、シメキス属種（Ｃｉｍｅｘ　ｓｐｐ．）、例えば、シメキス・アドジュンクツス（
Ｃｉｍｅｘ　ａｄｊｕｎｃｔｕｓ）、シメキス・ヘミプテルス（Ｃｉｍｅｘ　ｈｅｍｉｐ
ｔｅｒｕｓ）、シメキス・レクツラリウス（Ｃｉｍｅｘ　ｌｅｃｔｕｌａｒｉｕｓ）、シ
メキス・ピロセルス（Ｃｉｍｅｘ　ｐｉｌｏｓｅｌｌｕｓ）、コラリア属種（Ｃｏｌｌａ
ｒｉａ　ｓｐｐ．）、クレオンチアデス・ジルツス（Ｃｒｅｏｎｔｉａｄｅｓ　ｄｉｌｕ
ｔｕｓ）、ダシヌス・ピペリス（Ｄａｓｙｎｕｓ　ｐｉｐｅｒｉｓ）、ジケロプス・フル
カツス（Ｄｉｃｈｅｌｏｐｓ　ｆｕｒｃａｔｕｓ）、ジコノコリス・ヘウェッチ（Ｄｉｃ
ｏｎｏｃｏｒｉｓ　ｈｅｗｅｔｔｉ）、ジスデルクス属種（Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ　ｓｐｐ
．）、エウスキスツス属種（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、エウスキスツ
ス・ヘロス（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓ）、エウスキスツス・セルブス（Ｅｕｓ
ｃｈｉｓｔｕｓ　ｓｅｒｖｕｓ）、エウスキスツス・トリスチグムス（Ｅｕｓｃｈｉｓｔ
ｕｓ　ｔｒｉｓｔｉｇｍｕｓ）、エウスキスツス・バリオラリウス（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕ
ｓ　ｖａｒｉｏｌａｒｉｕｓ）、エウリガステル属種（Ｅｕｒｙｇａｓｔｅｒ　ｓｐｐ．
）、ハリオモルファ・ハリス（Ｈａｌｙｏｍｏｒｐｈａ　ｈａｌｙｓ）、ヘリオパルチス
属種（Ｈｅｌｉｏｐｅｌｔｉｓ　ｓｐｐ．）、ホルシアス・ノビレルス（Ｈｏｒｃｉａｓ
　ｎｏｂｉｌｅｌｌｕｓ）、レプトコリサ属種（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｓｐｐ．）、
レプトコリサ・バリコルニス（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｖａｒｉｃｏｒｎｉｓ）、レプ
トグロスス・オッシデンタリス（Ｌｅｐｔｏｇｌｏｓｓｕｓ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ
）、レプトグロスス・フィロプス（Ｌｅｐｔｏｇｌｏｓｓｕｓ　ｐｈｙｌｌｏｐｕｓ）、
リゴコリス属種（Ｌｙｇｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、リゴコリス・パブリヌス（
Ｌｙｇｏｃｏｒｉｓ　ｐａｂｕｌｉｎｕｓ）、リグス属種（Ｌｙｇｕｓ　ｓｐｐ．）、例
えば、リグス・エリスス（Ｌｙｇｕｓ　ｅｌｉｓｕｓ）、リグス・ヘスペルス（Ｌｙｇｕ
ｓ　ｈｅｓｐｅｒｕｓ）、リグス・リネオラリス（Ｌｙｇｕｓ　ｌｉｎｅｏｌａｒｉｓ）
、マクロペス・エキスカバツス（Ｍａｃｒｏｐｅｓ　ｅｘｃａｖａｔｕｓ）、モナロニオ
ン・アトラツム（Ｍｏｎａｌｏｎｉｏｎ　ａｔｒａｔｕｍ）、ネザラ属種（Ｎｅｚａｒａ
　ｓｐｐ．）、例えば、ネザラ・ビリズラ（Ｎｅｚａｒａ　ｖｉｒｉｄｕｌａ）、オエバ
ルス属種（Ｏｅｂａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ピエスマ・クアドラタ（Ｐｉｅｓｍａ　ｑｕａ
ｄｒａｔａ）、ピエゾドルス属種（Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ピエゾ
ドルス・グイルジニイ（Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ　ｇｕｉｌｄｉｎｉｉ）、プサルス属種（
Ｐｓａｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）、プセウダシスタ・ペルセア（Ｐｓｅｕｄａｃｙｓｔａ　ｐ
ｅｒｓｅａ）、ロドニウス属種（Ｒｈｏｄｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、サールベルゲラ・シン
グラリス（Ｓａｈｌｂｅｒｇｅｌｌａ　ｓｉｎｇｕｌａｒｉｓ）、スカプトコリス・カス
タネア（Ｓｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｃａｓｔａｎｅａ）、スコチノホラ属種（Ｓｃｏｔｉ
ｎｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、ステファニチス・ナシ（Ｓｔｅｐｈａｎｉｔｉｓ　ｎａｓ
ｈｉ）、チブラカ属種（Ｔｉｂｒａｃａ　ｓｐｐ．）、トリアトマ属種（Ｔｒｉａｔｏｍ
ａ　ｓｐｐ．）；
　ハチ目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アクロミルメキス属種（Ａｃｒｏｍｙ
ｒｍｅｘ　ｓｐｐ．）、アタリア属種（Ａｔｈａｌｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、アタリア
・ロサエ（Ａｔｈａｌｉａ　ｒｏｓａｅ）、アッタ属種（Ａｔｔａ　ｓｐｐ．）、ジプリ
オン属種（Ｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｐｐ．）、例えば、ジプリオン・シミリス（Ｄｉｐｒｉｏ
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ｎ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、ホプロカムパ属種（Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ　ｓｐｐ．）、例えば
、ホプロカムパ・コオケイ（Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ　ｃｏｏｋｅｉ）、ホプロカムパ・テ
スツジネア（Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ　ｔｅｓｔｕｄｉｎｅａ）、ラシウス属種（Ｌａｓｉ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、リネピテマ・フミレ（Ｌｉｎｅｐｉｔｈｅｍａ　ｈｕｍｉｌｅ）、モ
ノモリウム・ファラオニス（Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｐｈａｒａｏｎｉｓ）、シレキス属
種（Ｓｉｒｅｘ　ｓｐｐ．）、ソレノプシス・インビクタ（Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｉｎ
ｖｉｃｔａ）、タピノマ属種（Ｔａｐｉｎｏｍａ　ｓｐｐ．）、ウロセルス属種（Ｕｒｏ
ｃｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ベスパ属種（Ｖｅｓｐａ　ｓｐｐ．）、例えば、ベスパ・クラ
ブロ（Ｖｅｓｐａ　ｃｒａｂｒｏ）、キセリス属種（Ｘｅｒｉｓ　ｓｐｐ．）；
　ワラジムシ目（Ｉｓｏｐｏｄａ）の、例えば、アルマジリジウム・ブルガレ（Ａｒｍａ
ｄｉｌｌｉｄｉｕｍ　ｖｕｌｇａｒｅ）、オニスクス・アセルス（Ｏｎｉｓｃｕｓ　ａｓ
ｅｌｌｕｓ）、ポルセリオ・スカベル（Ｐｏｒｃｅｌｌｉｏ　ｓｃａｂｅｒ）；
　シロアリ目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）の、例えば、コプトテルメス属種（Ｃｏｐｔｏｔｅｒ
ｍｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、コプトテルメス・ホルモサヌス（Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ
　ｆｏｒｍｏｓａｎｕｓ）、コルニテルメス・クムランス（Ｃｏｒｎｉｔｅｒｍｅｓ　ｃ
ｕｍｕｌａｎｓ）、クリプトテルメス属種（Ｃｒｙｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、イ
ンシシテルメス属種（Ｉｎｃｉｓｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、ミクロテルメス・オベシ
（Ｍｉｃｒｏｔｅｒｍｅｓ　ｏｂｅｓｉ）、オドントテルメス属種（Ｏｄｏｎｔｏｔｅｒ
ｍｅｓ　ｓｐｐ．）、レチクリテルメス属種（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．
）、例えば、レチクリテルメス・フラビペス（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｆｌａｖ
ｉｐｅｓ）、レチクリテルメス・ヘスペルス（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｈｅｓｐ
ｅｒｕｓ）；
　チョウ目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アクロイア・グリセラ（Ａｃｈｒｏ
ｉａ　ｇｒｉｓｅｌｌａ）、アクロニクタ・マジョル（Ａｃｒｏｎｉｃｔａ　ｍａｊｏｒ
）、アドキソフィエス属種（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アドキソフィ
エス・オラナ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎａ）、アエジア・レウコメラス（Ａｅｄ
ｉａ　ｌｅｕｃｏｍｅｌａｓ）、アグロチス属種（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば
、アグロチス・セゲツム（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｓｅｇｅｔｕｍ）、アグロチス・イプシロン
（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｉｐｓｉｌｏｎ）、アラバマ属種（Ａｌａｂａｍａ　ｓｐｐ．）、例
えば、アラバマ・アルギラセア（Ａｌａｂａｍａ　ａｒｇｉｌｌａｃｅａ）、アミエロイ
ス・トランシテラ（Ａｍｙｅｌｏｉｓ　ｔｒａｎｓｉｔｅｌｌａ）、アナルシア属種（Ａ
ｎａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、アンチカルシア属種（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、
例えば、アンチカルシア・ゲンマタリス（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｇｅｍｍａｔａｌｉｓ
）、アルギロププロセ属種（Ａｒｇｙｒｏｐｌｏｃｅ　ｓｐｐ．）、バラトラ・ブラシカ
エ（Ｂａｒａｔｈｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、ボルボ・シンナラ（Ｂｏｒｂｏ　ｃｉｎ
ｎａｒａ）、ブックラトリキス・ツルベリエラ（Ｂｕｃｃｕｌａｔｒｉｘ　ｔｈｕｒｂｅ
ｒｉｅｌｌａ）、ブパルス・ピニアリウス（Ｂｕｐａｌｕｓ　ｐｉｎｉａｒｉｕｓ）、ブ
ッセオラ属種（Ｂｕｓｓｅｏｌａ　ｓｐｐ．）、カコエシア属種（Ｃａｃｏｅｃｉａ　ｓ
ｐｐ．）、カロプチリア・テイボラ（Ｃａｌｏｐｔｉｌｉａ　ｔｈｅｉｖｏｒａ）、カプ
ア・レチクラナ（Ｃａｐｕａ　ｒｅｔｉｃｕｌａｎａ）、カルポカプサ・ポモネラ（Ｃａ
ｒｐｏｃａｐｓａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）、カルポシナ・ニポネンシス（Ｃａｒｐｏｓｉ
ｎａ　ｎｉｐｏｎｅｎｓｉｓ）、ケイマトビア・ブルマタ（Ｃｈｅｉｍａｔｏｂｉａ　ｂ
ｒｕｍａｔａ）、キロ属種（Ｃｈｉｌｏ　ｓｐｐ．）、例えば、キロ・プレジャデルス（
Ｃｈｉｌｏ　ｐｌｅｊａｄｅｌｌｕｓ）、キロ・スプレッサリス（Ｃｈｉｌｏ　ｓｕｐｐ
ｒｅｓｓａｌｉｓ）、コリストネウラ属種（Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．）、
クリシア・アムビグエラ（Ｃｌｙｓｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、クナファロセルス属
種（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、クナファロクロシス・メジナリス（Ｃｎ
ａｐｈａｌｏｃｒｏｃｉｓ　ｍｅｄｉｎａｌｉｓ）、クネファシア属種（Ｃｎｅｐｈａｓ
ｉａ　ｓｐｐ．）、コノポモルファ属種（Ｃｏｎｏｐｏｍｏｒｐｈａ　ｓｐｐ．）、コノ
トラケルス属種（Ｃｏｎｏｔｒａｃｈｅｌｕｓ　ｓｐｐ．）、コピタルシア属種（Ｃｏｐ
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ｉｔａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、シジア属種（Ｃｙｄｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、シジア・
ニグリカナ（Ｃｙｄｉａ　ｎｉｇｒｉｃａｎａ）、シジア・ポモネラ（Ｃｙｄｉａ　ｐｏ
ｍｏｎｅｌｌａ）、ダラカ・ノクツイデス（Ｄａｌａｃａ　ｎｏｃｔｕｉｄｅｓ）、ジア
ファニア属種（Ｄｉａｐｈａｎｉａ　ｓｐｐ．）、ジアトラエア・サッカラリス（Ｄｉａ
ｔｒａｅａ　ｓａｃｃｈａｒａｌｉｓ）、エアリアス属種（Ｅａｒｉａｓ　ｓｐｐ．）、
エクジトロファ・アウランチウム（Ｅｃｄｙｔｏｌｏｐｈａ　ａｕｒａｎｔｉｕｍ）、エ
ラスモパルプス・リグノセルス（Ｅｌａｓｍｏｐａｌｐｕｓ　ｌｉｇｎｏｓｅｌｌｕｓ）
、エルダナ・サッカリナ（Ｅｌｄａｎａ　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）、エフェスチア属種（
Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、エフェスチア・エルテラ（Ｅｐｈｅｓｔｉａ　
ｅｌｕｔｅｌｌａ）、エフェスチア・クエーニエラ（Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｋｕｅｈｎｉｅ
ｌｌａ）、エピノチア属種（Ｅｐｉｎｏｔｉａ　ｓｐｐ．）、エピフィアス・ポストビッ
タナ（Ｅｐｉｐｈｙａｓ　ｐｏｓｔｖｉｔｔａｎａ）、エチエラ属種（Ｅｔｉｅｌｌａ　
ｓｐｐ．）、エウリア属種（Ｅｕｌｉａ　ｓｐｐ．）、エウポエシリア・アムビグエラ（
Ｅｕｐｏｅｃｉｌｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、エウプロクチス属種（Ｅｕｐｒｏｃｔ
ｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、エウプロクチス・クリソロエア（Ｅｕｐｒｏｃｔｉｓ　ｃｈ
ｒｙｓｏｒｒｈｏｅａ）、エウキソア属種（Ｅｕｘｏａ　ｓｐｐ．）、フェルチア属種（
Ｆｅｌｔｉａ　ｓｐｐ．）、ガレリア・メロネラ（Ｇａｌｌｅｒｉａ　ｍｅｌｌｏｎｅｌ
ｌａ）、グラシラリア属種（Ｇｒａｃｉｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、グラホリタ属種（Ｇ
ｒａｐｈｏｌｉｔｈａ　ｓｐｐ．）、例えば、グラホリタ・モレスタ（Ｇｒａｐｈｏｌｉ
ｔａ　ｍｏｌｅｓｔａ）、グラホリタ・プルニボラ（Ｇｒａｐｈｏｌｉｔａ　ｐｒｕｎｉ
ｖｏｒａ）、ヘジレプタ属種（Ｈｅｄｙｌｅｐｔａ　ｓｐｐ．）、ヘリコベルパ属種（Ｈ
ｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｓｐｐ．）、例えば、ヘリコベルパ・アルミゲラ（Ｈｅｌｉｃｏ
ｖｅｒｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ）、ヘリコベルパ・ゼア（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｚｅ
ａ）、ヘリオチス属種（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ヘリオチス・ビレセ
ンス（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ）、ホフマンノフィラ・プセウドスプレ
テラ（Ｈｏｆｍａｎｎｏｐｈｉｌａ　ｐｓｅｕｄｏｓｐｒｅｔｅｌｌａ）、ホモエオソマ
属種（Ｈｏｍｏｅｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、ホモナ属種（Ｈｏｍｏｎａ　ｓｐｐ．）、ヒ
ポノメウタ・パデラ（Ｈｙｐｏｎｏｍｅｕｔａ　ｐａｄｅｌｌａ）、カキボリア・フラボ
ファシアタ（Ｋａｋｉｖｏｒｉａ　ｆｌａｖｏｆａｓｃｉａｔａ）、ラフィグマ属種（Ｌ
ａｐｈｙｇｍａ　ｓｐｐ．）、レウシノデス・オルボナリス（Ｌｅｕｃｉｎｏｄｅｓ　ｏ
ｒｂｏｎａｌｉｓ）、レウコプテラ属種（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、
レウコプテラ・コフェエラ（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｃｏｆｆｅｅｌｌａ）、リトコレチ
ス属種（Ｌｉｔｈｏｃｏｌｌｅｔｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、リトコレチス・ブランカル
デラ（Ｌｉｔｈｏｃｏｌｌｅｔｉｓ　ｂｌａｎｃａｒｄｅｌｌａ）、リトファネ・アンテ
ンナタ（Ｌｉｔｈｏｐｈａｎｅ　ａｎｔｅｎｎａｔａ）、ロベシア属種（Ｌｏｂｅｓｉａ
　ｓｐｐ．）、例えば、ロベシア・ボトラナ（Ｌｏｂｅｓｉａ　ｂｏｔｒａｎａ）、ロキ
サグロチス・アルビコスタ（Ｌｏｘａｇｒｏｔｉｓ　ａｌｂｉｃｏｓｔａ）、リマントリ
ア属種（Ｌｙｍａｎｔｒｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、リマントリア・ジスパル（Ｌｙｍａ
ｎｔｒｉａ　ｄｉｓｐａｒ）、リオネチア属種（Ｌｙｏｎｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、例えば
、リオネチア・クレルケラ（Ｌｙｏｎｅｔｉａ　ｃｌｅｒｋｅｌｌａ）、マラコソマ・ネ
ウストリア（Ｍａｌａｃｏｓｏｍａ　ｎｅｕｓｔｒｉａ）、マルカ・テスツラリス（Ｍａ
ｒｕｃａ　ｔｅｓｔｕｌａｌｉｓ）、マメストラ・ブラシカエ（Ｍａｍｅｓｔｒａ　ｂｒ
ａｓｓｉｃａｅ）、メラニチス・レダ（Ｍｅｌａｎｉｔｉｓ　ｌｅｄａ）、モシス属種（
Ｍｏｃｉｓ　ｓｐｐ．）、モノピス・オブビエラ（Ｍｏｎｏｐｉｓ　ｏｂｖｉｅｌｌａ）
、ミチムナ・セパラタ（Ｍｙｔｈｉｍｎａ　ｓｅｐａｒａｔａ）、ネマポゴン・クロアセ
ルス（Ｎｅｍａｐｏｇｏｎ　ｃｌｏａｃｅｌｌｕｓ）、ニムフラ属種（Ｎｙｍｐｈｕｌａ
　ｓｐｐ．）、オイケチクス属種（Ｏｉｋｅｔｉｃｕｓ　ｓｐｐ．）、オリア属種（Ｏｒ
ｉａ　ｓｐｐ．）、オルタガ属種（Ｏｒｔｈａｇａ　ｓｐｐ．）、オストリニア属種（Ｏ
ｓｔｒｉｎｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、オストリニア・ヌビラリス（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　
ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）、オウレマ・メラノプス（Ｏｕｌｅｍａ　ｍｅｌａｎｏｐｕｓ）、
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オウレマ・オリザエ（Ｏｕｌｅｍａ　ｏｒｙｚａｅ）、パノリス・フランメア（Ｐａｎｏ
ｌｉｓ　ｆｌａｍｍｅａ）、パルナラ属種（Ｐａｒｎａｒａ　ｓｐｐ．）、ペクチノホラ
属種（Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、ペクチノホラ・ゴッシピエラ（
Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｇｏｓｓｙｐｉｅｌｌａ）、ペリレウコプテラ属種（Ｐｅｒ
ｉｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、フトリマエア属種（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｓ
ｐｐ．）、例えば、フトリマエア・オペルクレラ（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｏｐｅｒｃ
ｕｌｅｌｌａ）、フィロクニスチス・シトレラ（Ｐｈｙｌｌｏｃｎｉｓｔｉｓ　ｃｉｔｒ
ｅｌｌａ）、フィロノリクテル属種（Ｐｈｙｌｌｏｎｏｒｙｃｔｅｒ　ｓｐｐ．）、例え
ば、フィロノリクテル・ブランカルデラ（Ｐｈｙｌｌｏｎｏｒｙｃｔｅｒ　ｂｌａｎｃａ
ｒｄｅｌｌａ）、フィロノリクテル・クラタエゲラ（Ｐｈｙｌｌｏｎｏｒｙｃｔｅｒ　ｃ
ｒａｔａｅｇｅｌｌａ）、ピエリス属種（Ｐｉｅｒｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ピエリス
・ラパエ（Ｐｉｅｒｉｓ　ｒａｐａｅ）、プラチノタ・スツルタナ（Ｐｌａｔｙｎｏｔａ
　ｓｔｕｌｔａｎａ）、プロジア・インテルプンクテラ（Ｐｌｏｄｉａ　ｉｎｔｅｒｐｕ
ｎｃｔｅｌｌａ）、プルシア属種（Ｐｌｕｓｉａ　ｓｐｐ．）、プルテラ・キシロステラ
（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）（＝プルテラ・マクリペンニス（Ｐｌｕｔ
ｅｌｌａ　ｍａｃｕｌｉｐｅｎｎｉｓ））、プライス属種（Ｐｒａｙｓ　ｓｐｐ．）、プ
ロデニア属種（Ｐｒｏｄｅｎｉａ　ｓｐｐ．）、プロトパルセ属種（Ｐｒｏｔｏｐａｒｃ
ｅ　ｓｐｐ．）、プセウダレチア属種（Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、
プセウダレチア・ウニプンクタ（Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｕｎｉｐｕｎｃｔａ）、プセ
ウドプルシア・インクルデンス（Ｐｓｅｕｄｏｐｌｕｓｉａ　ｉｎｃｌｕｄｅｎｓ）、ピ
ラウスタ・ヌビラリス（Ｐｙｒａｕｓｔａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）、ラキプルシア・ヌ（
Ｒａｃｈｉｐｌｕｓｉａ　ｎｕ）、スコエノビウス属種（Ｓｃｈｏｅｎｏｂｉｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、例えば、スコエノビウス・ビプンクチフェル（Ｓｃｈｏｅｎｏｂｉｕｓ　ｂｉｐ
ｕｎｃｔｉｆｅｒ）、シルポファガ属種（Ｓｃｉｒｐｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、例えば
、シルポファガ・インノタタ（Ｓｃｉｒｐｏｐｈａｇａ　ｉｎｎｏｔａｔａ）、スコチア
・セゲツム（Ｓｃｏｔｉａ　ｓｅｇｅｔｕｍ）、セサミア属種（Ｓｅｓａｍｉａ　ｓｐｐ
．）、例えば、セサミア・インフェレンス（Ｓｅｓａｍｉａ　ｉｎｆｅｒｅｎｓ）、スパ
ルガノチス属種（Ｓｐａｒｇａｎｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、スポドプテラ属種（Ｓｐｏｄ
ｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、スポドプテラ・エラジアナ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ
　ｅｒａｄｉａｎａ）、スポドプテラ・エキシグア（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕ
ａ）、スポドプテラ・フルギペルダ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ）、
スポドプテラ・プラエフィカ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｐｒａｅｆｉｃａ）、スタトモポ
ダ属種（Ｓｔａｔｈｍｏｐｏｄａ　ｓｐｐ．）、ストモプテリキス・スブセシベラ（Ｓｔ
ｏｍｏｐｔｅｒｙｘ　ｓｕｂｓｅｃｉｖｅｌｌａ）、シナンテドン属種（Ｓｙｎａｎｔｈ
ｅｄｏｎ　ｓｐｐ．）、テシア・ソラニボラ（Ｔｅｃｉａ　ｓｏｌａｎｉｖｏｒａ）、テ
ルメシア・ゲンマタリス（Ｔｈｅｒｍｅｓｉａ　ｇｅｍｍａｔａｌｉｓ）、チネア・クロ
アセラ（Ｔｉｎｅａ　ｃｌｏａｃｅｌｌａ）、チネア・ペリオネラ（Ｔｉｎｅａ　ｐｅｌ
ｌｉｏｎｅｌｌａ）、チネオラ・ビッセリエラ（Ｔｉｎｅｏｌａ　ｂｉｓｓｅｌｌｉｅｌ
ｌａ）、トルトリキス属種（Ｔｏｒｔｒｉｘ　ｓｐｐ．）、トリコファガ・タペトゼラ（
Ｔｒｉｃｈｏｐｈａｇａ　ｔａｐｅｔｚｅｌｌａ）、トリコプルシア属種（Ｔｒｉｃｈｏ
ｐｌｕｓｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、トリコプルシア・ニ（Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　
ｎｉ）、トリポリザ・インセルツラス（Ｔｒｙｐｏｒｙｚａ　ｉｎｃｅｒｔｕｌａｓ）、
ツタ・アブソルタ（Ｔｕｔａ　ａｂｓｏｌｕｔａ）、ビラコラ属種（Ｖｉｒａｃｈｏｌａ
　ｓｐｐ．）；
　バッタ目（Ｏｒｔｈｏｐｔｅｒａ）または（Ｓａｌｔａｔｏｒｉａ）の、例えば、アケ
タ・ドメスチクス（Ａｃｈｅｔａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃｕｓ）、ジクロプルス属種（Ｄｉｃ
ｈｒｏｐｌｕｓ　ｓｐｐ．）、グリロタルパ属種（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐａ　ｓｐｐ．）
、例えば、グリロタルパ・グリロタルパ（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐａ　ｇｒｙｌｌｏｔａｌ
ｐａ）、ヒエログリフス属種（Ｈｉｅｒｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ロクスタ属種（
Ｌｏｃｕｓｔａ　ｓｐｐ．）、例えば、ロクスタ・ミグラトリア（Ｌｏｃｕｓｔａ　ｍｉ
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ｇｒａｔｏｒｉａ）、メラノプルス属種（Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、
メラノプルス・デバスタトル（Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｄｅｖａｓｔａｔｏｒ）、パラト
ランチクス・ウスリエンシス（Ｐａｒａｔｌａｎｔｉｃｕｓ　ｕｓｓｕｒｉｅｎｓｉｓ）
、スキストセルカ・グレガリア（Ｓｃｈｉｓｔｏｃｅｒｃａ　ｇｒｅｇａｒｉａ）；
　シラミ目（Ｐｈｔｈｉｒａｐｔｅｒａ）の、例えば、ダマリニア属種（Ｄａｍａｌｉｎ
ｉａ　ｓｐｐ．）、ハエマトピヌス属種（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、リノ
グナツス属種（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ペジクルス属種（Ｐｅｄｉｃｕｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、フィロキセラ・バスタトリキス（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｖａｓｔａ
ｔｒｉｘ）、フチルス。プビス（Ｐｈｔｈｉｒｕｓ　ｐｕｂｉｓ）、トリコデクテス属種
（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）；
　チャタテムシ目（Ｐｓｏｃｏｐｔｅｒａ）の、例えば、レピノツス属種（Ｌｅｐｉｎｏ
ｔｕｓ　ｓｐｐ．）、リポセリス属種（Ｌｉｐｏｓｃｅｌｉｓ　ｓｐｐ．）；
　ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒａ）の、例えば、セラトフィルス属種（Ｃｅｒａｔｏ
ｐｈｙｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）、クテノセファリデス属種（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅ
ｓ　ｓｐｐ．）、例えば、クテノセファリデス・カニス（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅ
ｓ　ｃａｎｉｓ）、クテノセファリデス・フェリス（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　
ｆｅｌｉｓ）、プレキス・イリタンス（Ｐｕｌｅｘ　ｉｒｒｉｔａｎｓ）、ツンガ・ペネ
トランス（Ｔｕｎｇａ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、キセノプシラ・ケオピス（Ｘｅｎｏｐｓ
ｙｌｌａ　ｃｈｅｏｐｉｓ）；
　アザミウマ目（Ｔｈｙｓａｎｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アナホトリプス・オブスクル
ス（Ａｎａｐｈｏｔｈｒｉｐｓ　ｏｂｓｃｕｒｕｓ）、バリオトリプス・ビホルミス（Ｂ
ａｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｂｉｆｏｒｍｉｓ）、ドレパノトリプス・レウテリ（Ｄｒｅｐａ
ｎｏｔｈｒｉｐｓ　ｒｅｕｔｅｒｉ）、エンネオトリプス・フラベンス（Ｅｎｎｅｏｔｈ
ｒｉｐｓ　ｆｌａｖｅｎｓ）、フランクリニエラ属種（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｓ
ｐｐ．）、例えば、フランクリニエラ・フスカ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｆｕｓｃ
ａ）、フランクリニエラ・オッシデンタリス（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄ
ｅｎｔａｌｉｓ）、フランクリニエラ・スクルトゼイ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｓ
ｃｈｕｌｔｚｅｉ）、フランクリニエラ・トリチシ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｔｒ
ｉｔｉｃｉ）、フランクリニエラ・バシニイ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｖａｃｃｉ
ｎｉｉ）、フランクリニエラ・ウィリアムシ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｗｉｌｌｉ
ａｍｓｉ）、ヘリオトリプス属種（Ｈｅｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、ヘルシノトリ
プス・フェモラリス（Ｈｅｒｃｉｎｏｔｈｒｉｐｓ　ｆｅｍｏｒａｌｉｓ）、リピホロト
リプス・クルエンタツス（Ｒｈｉｐｉｐｈｏｒｏｔｈｒｉｐｓ　ｃｒｕｅｎｔａｔｕｓ）
、シルトトリプス属種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、タエニノトリプス・カ
ルダモミ（Ｔａｅｎｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｃａｒｄａｍｏｍｉ）、トリプス属種（Ｔｈｒｉ
ｐｓ　ｓｐｐ．）、例えば、トリプス・パルミ（Ｔｈｒｉｐｓ　ｐａｌｍｉ）、トリプス
タバシ（Ｔｈｒｉｐｓ　ｔａｂａｃｉ）；
　シミ目（Ｚｙｇｅｎｔｏｍａ（＝Ｔｈｙｓａｎｕｒａ））の、例えば、クテノレピスマ
属種（Ｃｔｅｎｏｌｅｐｉｓｍａ　ｓｐｐ．）、レピスマ・サッカリナ（Ｌｅｐｉｓｍａ
　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）、レスピモデス・インクイリヌス（Ｌｅｐｉｓｍｏｄｅｓ　ｉ
ｎｑｕｉｌｉｎｕｓ）、テルモビア・ドメスチカ（Ｔｈｅｒｍｏｂｉａ　ｄｏｍｅｓｔｉ
ｃａ）；
　コムカデ綱（Ｓｙｍｐｈｙｌａ）の、例えば、スクチゲレラ属種（Ｓｃｕｔｉｇｅｒｅ
ｌｌａ　ｓｐｐ．）、例えば、スクチゲレラ・インマクラタ（Ｓｃｕｔｉｇｅｒｅｌｌａ
　ｉｍｍａｃｕｌａｔａ）；
　軟体動物門（Ｍｏｌｌｕｓｃａ）の害虫、特には、ニマイガイ綱（Ｂｉｖａｌｖｉａ）
の、例えば、ドレイセナ属種（Ｄｒｅｉｓｓｅｎａ　ｓｐｐ．）；および、さらに、
　マキガイ綱（Ｇａｓｔｒｏｐｏｄａ）の、例えば、アリオン属種（Ａｒｉｏｎ　ｓｐｐ
．）、例えば、アリオン・アテル・ルフス（Ａｒｉｏｎ　ａｔｅｒ　ｒｕｆｕｓ）、ビオ
ムファラリア属種（Ｂｉｏｍｐｈａｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ブリヌス属種（Ｂｕｌｉｎ
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ｕｓ　ｓｐｐ．）、デロセラス属種（Ｄｅｒｏｃｅｒａｓ　ｓｐｐ．）、例えば、デロセ
ラス・ラエベ（Ｄｅｒｏｃｅｒａｓ　ｌａｅｖｅ）、ガルバ属種（Ｇａｌｂａ　ｓｐｐ．
）、リムナエア属種（Ｌｙｍｎａｅａ　ｓｐｐ．）、オンコメラニア属種（Ｏｎｃｏｍｅ
ｌａｎｉａ　ｓｐｐ．）、ポマセア属種（Ｐｏｍａｃｅａ　ｓｐｐ．）、スクシネア属種
（Ｓｕｃｃｉｎｅａ　ｓｐｐ．）；
　扁形動物門（Ｐｌａｔｙｈｅｌｍｉｎｔｈｅｓ）および線形動物門（Ｎｅｍａｔｏｄａ
）の、動物およびヒトの寄生生物、例えば、アエルロストロンギルス属種（Ａｅｌｕｒｏ
ｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、アミドストムム属種（Ａｍｉｄｏｓｔｏｍｕｍ　ｓ
ｐｐ．）、アンシロストマ属種（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ）、アンギオストロン
ギルス属種（Ａｎｇｉｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、アニサキス属種（Ａｎｉｓ
ａｋｉｓ　ｓｐｐ．）、アノプロセファラ属種（Ａｎｏｐｌｏｃｅｐｈａｌａ　ｓｐｐ．
）、アスカリス属種（Ａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、アスカリジア属種（Ａｓｃａｒｉｄ
ｉａ　ｓｐｐ．）、バイリサスカリス属種（Ｂａｙｌｉｓａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、
ブルギア属種（Ｂｒｕｇｉａ　ｓｐｐ．）、ブノストムム属種（Ｂｕｎｏｓｔｏｍｕｍ　
ｓｐｐ．）、カピラリア属種（Ｃａｐｉｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、カベルチア属種（Ｃ
ｈａｂｅｒｔｉａ　ｓｐｐ．）、クロノルキス属種（Ｃｌｏｎｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）
、コオペリア属種（Ｃｏｏｐｅｒｉａ　ｓｐｐ．）、クレノソマ属種（Ｃｒｅｎｏｓｏｍ
ａ　ｓｐｐ．）、シアトストマ属種（Ｃｙａｔｈｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、ジクロコエ
リウム属種（Ｄｉｃｒｏｃｏｅｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジクチオカウルス属種（Ｄｉｃｔ
ｙｏｃａｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ジフィロボトリウム属種（Ｄｉｐｈｙｌｌｏｂｏｔｈｒ
ｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジフィリジウム属種（Ｄｉｐｙｌｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジロフ
ィラリア（Ｄｉｒｏｆｉｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ドラクンクルス属種（Ｄｒａｃｕｎｃ
ｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、エキノコックス属種（Ｅｃｈｉｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、
エキノストマ属種（Ｅｃｈｉｎｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、エンテロビウス属種（Ｅｎｔ
ｅｒｏｂｉｕｓ　ｓｐｐ．）、エウコレウス属種（Ｅｕｃｏｌｅｕｓ　ｓｐｐ．）、ファ
シオラ属種（Ｆａｓｃｉｏｌａ　ｓｐｐ．）、ファシオロイデス属種（Ｆａｓｃｉｏｌｏ
ｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ファシオロプシス属種（Ｆａｓｃｉｏｌｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）
、フィラロイデス属種（Ｆｉｌａｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ゴンギロネマ属種（Ｇｏｎ
ｇｙｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ギロダクチルス属種（Ｇｙｒｏｄａｃｔｙｌｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、ハブロネマ属種（Ｈａｂｒｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ハエモンクス属種（Ｈａｅ
ｍｏｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘリグモソモイデス属種（Ｈｅｌｉｇｍｏｓｏｍｏｉｄｅ
ｓ　ｓｐｐ．）、ヘテラキス属種（Ｈｅｔｅｒａｋｉｓ　ｓｐｐ．）、ヒメノレピス属種
（Ｈｙｍｅｎｏｌｅｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ヒオストロンギルス属種（Ｈｙｏｓｔｒｏｎｇ
ｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、リトモソイデス属種（Ｌｉｔｏｍｏｓｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、
ロア属種（Ｌｏａ　ｓｐｐ．）、メタストロンギルス属種（Ｍｅｔａｓｔｒｏｎｇｙｌｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、メトルキス属種（Ｍｅｔｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、メソセストイデス
属種（Ｍｅｓｏｃｅｓｔｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、モニエジア属種（Ｍｏｎｉｅｚｉａ　
ｓｐｐ．）、ムエレリウス属種（Ｍｕｅｌｌｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）、ネカトル属種（Ｎ
ｅｃａｔｏｒ　ｓｐｐ．）、ネマトジルス属種（Ｎｅｍａｔｏｄｉｒｕｓ　ｓｐｐ．）、
ニッポストロンギルス属種（Ｎｉｐｐｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、オエソファ
ゴストムム属種（Ｏｅｓｏｐｈａｇｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、オルラヌス属種（Ｏｌ
ｌｕｌａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、オンコセルカ属種（Ｏｎｃｈｏｃｅｒｃａ　ｓｐｐ）、オ
ピストルキス属種（Ｏｐｉｓｔｈｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、オスレルス属種（Ｏｓｌｅ
ｒｕｓ　ｓｐｐ．）、オステルタギア属種（Ｏｓｔｅｒｔａｇｉａ　ｓｐｐ．）、オキシ
ウリス属種（Ｏｘｙｕｒｉｓ　ｓｐｐ．）、パラカピラリア属種（Ｐａｒａｃａｐｉｌｌ
ａｒｉａ　ｓｐｐ．）、パラフィラリア属種（Ｐａｒａｆｉｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、パ
ラゴニムス属種（Ｐａｒａｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、パラムフィストムム属種（Ｐａ
ｒａｍｐｈｉｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、パラノプロセファラ属種（Ｐａｒａｎｏｐｌｏ
ｃｅｐｈａｌａ　ｓｐｐ．）、パラスカリス属種（Ｐａｒａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、
パッサルルス属種（Ｐａｓｓａｌｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、プロトストロンギルス属種（Ｐ
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ｒｏｔｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、スキストソマ属種（Ｓｃｈｉｓｔｏｓｏｍ
ａ　ｓｐｐ．）、セタリア属種（Ｓｅｔａｒｉａ　ｓｐｐ．）、スピロセルカ属種（Ｓｐ
ｉｒｏｃｅｒｃａ　ｓｐｐ．）、ステファノフィラリア属種（Ｓｔｅｐｈａｎｏｆｉｌａ
ｒｉａ　ｓｐｐ．）、ステファヌルス属種（Ｓｔｅｐｈａｎｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、スト
ロンギロイデス属種（Ｓｔｒｏｎｇｙｌｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ストロンギルス属種（
Ｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シンガムス属種（Ｓｙｎｇａｍｕｓ　ｓｐｐ．）、
タエニア属種（Ｔａｅｎｉａ　ｓｐｐ．）、テラドルサギア属種（Ｔｅｌａｄｏｒｓａｇ
ｉａ　ｓｐｐ．）、テラジア属種（Ｔｈｅｌａｚｉａ　ｓｐｐ．）、トキサスカリス属種
（Ｔｏｘａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、トキソカラ属種（Ｔｏｘｏｃａｒａ　ｓｐｐ．）
、トリキネラ属種（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、トリコビルハルジア属種（Ｔ
ｒｉｃｈｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）、トリコストロンギルス属種（Ｔｒｉｃｈｏ
ｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、トリクリス属種（Ｔｒｉｃｈｕｒｉｓ　ｓｐｐ．）
、ウンシナリア属種（Ｕｎｃｉｎａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ウケレリア属種（Ｗｕｃｈｅｒ
ｅｒｉａ　ｓｐｐ．）；
　線形動物門（Ｎｅｍａｔｏｄａ）の植物害虫（即ち、植物寄生性線虫）、特に、アグレ
ンクス属種（Ａｇｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アグレンクス・アグリコラ（Ａ
ｇｌｅｎｃｈｕｓ　ａｇｒｉｃｏｌａ）、アングイナ属種（Ａｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ．）
、例えば、アングイナ・トリチシ（Ａｎｇｕｉｎａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、アフェレンコイ
デス属種（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アフェレンコイデス・
アラキジス（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ａｒａｃｈｉｄｉｓ）、アフェレンコイデ
ス・フラガリアエ（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）、ベロノライ
ムス属種（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ベロノライムス・グラシリ
ス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｇｒａｃｉｌｉｓ）、ベロノライムス・ロンギカウザツ
ス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）、ベロノライムス・ノル
トニ（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｎｏｒｔｏｎｉ）、ブルサフェレンクス属種（Ｂｕｒ
ｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ブルサフェレンクス・ココフィルス（
Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｃｏｐｈｉｌｕｓ）、ブルサフェレンクス・エレ
ムス（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｅｒｅｍｕｓ）、ブルサフェレンク・スキシロ
フィルス（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｘｙｌｏｐｈｉｌｕｓ）、カコパウルス属
種（Ｃａｃｏｐａｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、カコパウルス・ペスチス（Ｃａｃｏｐ
ａｕｒｕｓ　ｐｅｓｔｉｓ）、クリコネメラ属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｓｐｐ．
）、例えば、クリコネメラ・クルバタ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｃｕｒｖａｔａ）、
クリコネメラ・オノエンシス（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｏｎｏｅｎｓｉｓ）、クリコ
ネメラ・オルナタ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｏｒｎａｔａ）、クリコネメラ・ルシウ
ム（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｒｕｓｉｕｍ）、クリコネメラ・キセノプラキス（Ｃｒ
ｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｘｅｎｏｐｌａｘ）（＝メソクリコネマ・キセノプラキス（Ｍｅ
ｓｏｃｒｉｃｏｎｅｍａ　ｘｅｎｏｐｌａｘ））、クリコネモイデス属種（Ｃｒｉｃｏｎ
ｅｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、クリコネモイデス・フェルニアエ（Ｃｒｉｃｏｎ
ｅｍｏｉｄｅｓ　ｆｅｒｎｉａｅ）、クリコネモイデス・オノエンセ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍ
ｏｉｄｅｓ　ｏｎｏｅｎｓｅ）、クリコネモイデス・オルナツム（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉ
ｄｅｓ　ｏｒｎａｔｕｍ）、ジチレンクス属種（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、
例えば、ジチレンクス・ジプサシ（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）、ドリコ
ドルス属種（Ｄｏｌｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、グロボデラ属種（Ｇｌｏｂｏｄｅ
ｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、グロボデラ・パリダ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｐａｌｌｉｄａ
）、グロボデラ・ロストキエンシス（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃｈｉｅｎｓｉｓ
）、ヘリコチレンクス属種（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ヘ
リコチレンクス・ジヒステラ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｈｙｓｔｅｒａ）
、ヘミクリコネモイデス属種（Ｈｅｍｉｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ヘミ
シクリオホラ属種（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、ヘテロデラ属種（Ｈ
ｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、ヘテロデラ・アベナエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒ
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ａ　ａｖｅｎａｅ）、ヘテロデラ・グルシネス（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅ
ｓ）、ヘテロデラ・スカクチイ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｃｈａｃｈｔｉｉ）、ホプロ
ライムス属種（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ロンギドルス属種（Ｌｏｎｇｉｄ
ｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ロンギドルス・アフリカヌス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　
ａｆｒｉｃａｎｕｓ）、メロイドギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）、例え
ば、メロイドギネ・キトウォオジ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｃｈｉｔｗｏｏｄｉ）、メ
ロイドギネ・ファラキス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｆａｌｌａｘ）、メロイドギネ・ハ
プラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏ
ｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイネマ属種（Ｍｅｌｏｉｎｅｍａ　ｓｐｐ
．）、ナコッブス属種（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ｓｐｐ．）、ネオチレンクス属種（Ｎｅｏｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、パラフェレンクス属種（Ｐａｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ
　ｓｐｐ．）、パラトリコドルス属種（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、
例えば、パラトリコドルス・ミノル（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、
プラチレンクス属種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、プラチレンクス
・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、プセウドハレンク
ス属種（Ｐｓｅｕｄｏｈａｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プシレンクス属種（Ｐｓｉｌｅ
ｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プンクトデラ属種（Ｐｕｎｃｔｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、クイ
ニスルシウス属種（Ｑｕｉｎｉｓｕｌｃｉｕｓ　ｓｐｐ．）、ラドホルス属種（Ｒａｄｏ
ｐｈｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ラドホルス・シトロフィルス（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕ
ｓ　ｃｉｔｒｏｐｈｉｌｕｓ）、ラドホルス・シミリス（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍ
ｉｌｉｓ）、ロチレンクルス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ロチレン
クス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、スクテロネマ属種（Ｓｃｕｔｅｌｌｏ
ｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、スバングイナ属種（Ｓｕｂａｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ．）、トリコ
ドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、トリコドルス・オブツスス
（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｏｂｔｕｓｕｓ）、トリコドルス・プリミチブス（Ｔｒｉｃ
ｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｉｍｉｔｉｖｕｓ）、チレンコリンクス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒ
ｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、チレンコリンクス・アンヌラツス（Ｔｙｌｅｎｃ
ｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ａｎｎｕｌａｔｕｓ）、チレンクルス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、チレンクルス・セミペネトランス（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ
　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、キシフィネマ属種（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）
、例えば、キシフィネマ・インデキス（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｉｎｄｅｘ）。
【０１２７】
　さらにまた、原生動物亜界（Ｐｒｏｔｏｚｏａ）の、コクシジウム目（Ｃｏｃｃｉｄｉ
ａ）、例えば、エイメリア属種（Ｅｉｍｅｒｉａ　ｓｐｐ．）なども防除することができ
る。
【０１２８】
　線虫類
　本発明に関連して、「線虫類」という用語は、線形動物門の全ての種を包含し、ここで
、特に、植物もしくは菌類に対する寄生性生物として作用するか、これらの生物の体内も
しくは表面上に損傷を引き起こす種（例えば、アフェレンキダ目（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｉ
ｄａ）、メロイドギネ目（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ）、チレンキダ目（Ｔｙｌｅｎｃｈｉ
ｄａ）などの目の各種）、または、ヒトおよび動物に対する寄生性生物として作用するか
またはこれらの生物の体内もしくは表面上に損傷を引き起こす種（例えば、トリキネリダ
目（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌｉｄａ）、チレンキダ目（Ｔｙｌｅｎｃｈｉｄａ）、ラブジチ
ダ目（Ｒｈａｂｄｉｔｉｄａ）およびスピルリダ目（Ｓｐｉｒｕｒｉｄａ）などの目の各
種）を包含し、および、さらに、別の寄生性の蠕虫類も包含する。
【０１２９】
　作物保護における殺線虫剤は、本明細書中に記載されている場合、線虫類を防除するこ
とが可能である。
【０１３０】
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　「線虫類を防除する」という用語は、線虫類を殺すことを意味するか、または、線虫類
の発育もしくは成長を妨げるかもしくは遅延させることを意味するか、または、線虫類が
植物組織の中に侵入するかもしくは植物組織から吸汁することを妨げるかもしくは遅延さ
せることを意味する。
【０１３１】
　ここで、当該化合物の効力は、式（Ｉ）の化合物で処理された植物もしくは植物の部分
または処理された土壌と処理されていない植物もしくは植物の部分または処理されていな
い土壌（１００％）の間で、線虫類の死虫率、こぶの形成、シストの形成、土壌の単位体
積当たりの線虫類の密度、根１本当たりの線虫類の密度、土壌の単位体積当たりの線虫の
卵の数、線虫類の運動性を比較することによって、確認される。好ましくは、処理されて
いない植物、植物の部分または処理されていない土壌と比較して、２５から５０％の低減
が達成され、より好ましくは、５１から７９％の低減が達成され、最も好ましくは、完全
に殺すこと、または、線虫類の発育および成長の完全な防止（８０％から１００％低減）
が達成される。本明細書中に記載されている「線虫類の防除」は、線虫類の増殖（シスト
および／または卵の発育）を防除することも意味する。同様に、式（Ｉ）の化合物は、植
物または動物の健康を維持のに使用することも可能であり、それらは、治療的、予防的ま
たは全身的に線虫類を防除するのに使用することが可能である。
【０１３２】
　当業者には、線虫類の死虫率、こぶの形成、シストの形成、土壌の単位体積当たりの線
虫類の密度、根１本当たりの線虫類の密度、土壌の単位体積当たりの線虫の卵の数、線虫
類の運動性について確認する方法は公知である。
【０１３３】
　式（Ｉ）の化合物を使用することで、植物を健康な状態に維持することが可能であり、
また、式（Ｉ）の化合物を使用することは、線虫類に起因する損傷を低減させることおよ
び収穫量を増大させることも包含する。
【０１３４】
　本発明に関連して、「線虫類」という用語は、植物に対して損傷を引き起こす全ての線
虫を包含する植物線虫類を示している。植物線虫類は、植物寄生性線虫類および土壌介在
性線虫類を包含する。植物寄生性線虫類としては、以下のものを挙げることができる：外
部寄生虫、例えば、キシフィネマ属種（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ロンギドルス
属種（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）およびトリコドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒ
ｕｓ　ｓｐｐ．）；半寄生虫、例えば、チレンクルス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓ
ｐｐ．）；移動性内部寄生虫（ｍｉｇｒａｔｏｒｙ　ｅｎｄｏｐａｒａｓｉｔｅ）、例え
ば、プラチレンクス属種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ラドホルス属種（Ｒ
ａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）およびスクテロネマ属種（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　
ｓｐｐ．）；非移動性寄生虫（ｎｏｎ－ｍｉｇｒａｔｏｒｙ　ｐａｒａｓｉｔｅ）、例え
ば、ヘテロデラ属種（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、グロボデラ属種（Ｇｌｏｂｏ
ｄｅｒａ　ｓｐｐ．）およびメロイドギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）；
および、さらに、茎および葉内部寄生虫、例えば、ジチレンクス属種（Ｄｉｔｙｌｅｎｃ
ｈｕｓ　ｓｐｐ．）、アフェレンコイデス属種（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ
．）およびヒルシュマニエラ属種（Ｈｉｒｓｃｈｍａｎｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）。特に有
害な根寄生性土壌線虫類は、例えば、ヘテロデラ属（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ）もしくはグ
ロボデラ属（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ）のシスト形成性線虫類、および／または、メロイドギ
ネ属（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ）のネコブ線虫類などである。これらの属の有害な種は、
例えば、以下のものである：メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉ
ｎｃｏｇｎｉｔａ）、ヘテロデラ・グリシネス（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅ
ｓ）（ダイズシストセンチュウ）、グロボデラ・パリダ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｐａｌｌ
ｉｄａ）およびグロボデラ・ロストキエンシス（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃｈｉ
ｅｎｓｉｓ）（ジャガイモシストセンチュウ）；これらの種は、本明細書中に記載されて
いる化合物で効果的に防除される。しかしながら、本明細書中に記載されている化合物を
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使用することは、決してこれらの属または種に限定されるものではなく、さらに、他の線
虫類にも同様に及ぶ。
【０１３５】
　植物線虫類としては、例えば、以下のものを挙げることができる：アグレンクス・アグ
リコラ（Ａｇｌｅｎｃｈｕｓ　ａｇｒｉｃｏｌａ）、アングイナ・トリチシ（Ａｎｇｕｉ
ｎａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、アフェレンコイデス・アラキジス（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄ
ｅｓ　ａｒａｃｈｉｄｉｓ）、アフェレンコイデス・フラガリア（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏ
ｉｄｅｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）、ならびに、茎および葉内部寄生虫、アフェレンコイデ
ス属種（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ベロノライムス・グラシリス（Ｂ
ｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｇｒａｃｉｌｉｓ）、ベロノライムス・ロンギカウダツス（Ｂ
ｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）、ベロノライムス・ノルトニ（
Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｎｏｒｔｏｎｉ）、ブルサフェレンクス・ココフィルス（Ｂ
ｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｃｏｐｈｉｌｕｓ）、ブルサフェレンクス・エレム
ス（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｅｒｅｍｕｓ）、ブルサフェレンクス・キシロフ
ィルス（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｘｙｌｏｐｈｉｌｕｓ）、および、ブルサフ
ェレンクス属種（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、カコパウルス・ペスチ
ス（Ｃａｃｏｐａｕｒｕｓ　ｐｅｓｔｉｓ）、クリコネメラ・クルバタ（Ｃｒｉｃｏｎｅ
ｍｅｌｌａ　ｃｕｒｖａｔａ）、クリコネメラ・オノエンシス（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌ
ａ　ｏｎｏｅｎｓｉｓ）、クリコネメラ・オルナタ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｏｒｎ
ａｔａ）、クリコネメラ・ルシウム（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｒｕｓｉｕｍ）、クリ
コネメラ・キセノプラキス（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｘｅｎｏｐｌａｘ）（＝メソク
リコネマ・キセノプラキス（Ｍｅｓｏｃｒｉｃｏｎｅｍａ　ｘｅｎｏｐｌａｘ））、およ
び、クリコネメラ属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、クリコネモイデス・フ
ェルニアエ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｆｅｒｎｉａｅ）、クリコネモイデス・オノ
エンセ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｏｎｏｅｎｓｅ）、クリコネモイデス・オルナツ
ム（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｏｒｎａｔｕｍ）、および、クリコネモイデス属種（
Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ジチレンクス・デストルクトル（Ｄｉｔｙｌ
ｅｎｃｈｕｓ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、ジチレンクス・ジプサシ（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）、ジチレンクス・ミセリオファグス（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　
ｍｙｃｅｌｉｏｐｈａｇｕｓ）、ならびに、茎および葉内部寄生虫、ジチレンクス属種（
Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ドリコドルス・ヘテロセファルス（Ｄｏｌｉｃｈ
ｏｄｏｒｕｓ　ｈｅｔｅｒｏｃｅｐｈａｌｕｓ）、グロボデラ・パリダ（Ｇｌｏｂｏｄｅ
ｒａ　ｐａｌｌｉｄａ）（＝ヘテロデラ・パリダ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｐａｌｌｉｄ
ａ））、グロボデラ・ロストキエンシス（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃｈｉｅｎｓ
ｉｓ）（ジャガイモシストセンチュウ）、グロボデラ・ソラナセアルム（Ｇｌｏｂｏｄｅ
ｒａ　ｓｏｌａｎａｃｅａｒｕｍ）、グロボデラ・タバクム（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｔａ
ｂａｃｕｍ）、グロボデラ・ビルギニア（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｖｉｒｇｉｎｉａ）、な
らびに、非移動性シスト形成性寄生虫、グロボデラ属種（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．
）、ヘリコチレンクス・ジゴニクス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｇｏｎｉｃ
ｕｓ）、ヘリコチレンクス・ジヒステラ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｈｙｓ
ｔｅｒａ）、ヘリコチレンクス・エリトリネ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｅｒｙ
ｔｈｒｉｎｅ）、ヘリコチレンクス・ムルチシンクツス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ｍｕｌｔｉｃｉｎｃｔｕｓ）、ヘリコチレンクス・ナンヌス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅ
ｎｃｈｕｓ　ｎａｎｎｕｓ）、ヘリコチレンクス・プセウドロブスツス（Ｈｅｌｉｃｏｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｓｅｕｄｏｒｏｂｕｓｔｕｓ）、および、ヘリコチレンクス属種（
Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘミクリコネモイデス（Ｈｅｍｉｃｒｉ
ｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ）、ヘミシクリオホラ・アレナリア（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏ
ｒａ　ａｒｅｎａｒｉａ）、ヘミシクリオホラ・ヌダタ（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒ
ａ　ｎｕｄａｔａ）、ヘミシクリオホラ・パルバナ（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　
ｐａｒｖａｎａ）、ヘテロデラ・アベナエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ａｖｅｎａｅ）、ヘ
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テロデラ・クルシフェラエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｃｒｕｃｉｆｅｒａｅ）、ヘテロデ
ラ・グリシネス（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）（ダイズシストセンチュウ
）、ヘテロデラ・オリザエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｏｒｙｚａｅ）、ヘテロデラ・スカ
ハクチイ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｃｈａｃｈｔｉｉ）、ヘテロデラ・ゼアエ（Ｈｅｔ
ｅｒｏｄｅｒａ　ｚｅａｅ）、ならびに、非移動性シスト形成性線虫、ヘテロデラ属種（
Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、ヒルシュマニエラ・グラシリス（Ｈｉｒｓｃｈｍａ
ｎｉｅｌｌａ　ｇｒａｃｉｌｉｓ）、ヒルシュマニエラ・オリザエ（Ｈｉｒｓｃｈｍａｎ
ｉｅｌｌａ　ｏｒｙｚａｅ）、ヒルシュマニエラ・スピニカウダタ（Ｈｉｒｓｃｈｍａｎ
ｉｅｌｌａ　ｓｐｉｎｉｃａｕｄａｔａ）、ならびに、茎および葉内部寄生虫、ヒルシュ
マニエラ属種、ホプロライムス・アエギプチイ（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ａｅｇｙｐｔ
ｉｉ）、ホプロライムス・カリホルニクス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｃａｌｉｆｏｒｎ
ｉｃｕｓ）、ホプロライムス・コルムブス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｃｏｌｕｍｂｕｓ
）、ホプロライムス・ガレアツス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｇａｌｅａｔｕｓ）、ホプ
ロライムス・インジクス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｉｎｄｉｃｕｓ）、ホプロライムス
・マグニスチルス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｍａｇｎｉｓｔｙｌｕｓ）、ホプロライム
ス・パラロブスツス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｐａｒａｒｏｂｕｓｔｕｓ）、ロンギド
ルス・アフリカヌス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ａｆｒｉｃａｎｕｓ）、ロンギドルス・ブ
レビアンヌラツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｂｒｅｖｉａｎｎｕｌａｔｕｓ）、ロンギド
ルス・エロンガツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｅｌｏｎｇａｔｕｓ）、ロンギドルス・ラ
エビカピタツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｌａｅｖｉｃａｐｉｔａｔｕｓ）、ロンギドル
ス・ビネアコラ（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｖｉｎｅａｃｏｌａ）、および、外部寄生虫、
ロンギドルス属種（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、メロイドギネ・アクロネア（Ｍ
ｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｃｒｏｎｅａ）、メロイドギネ・アフリカナ（Ｍｅｌｏｉｄｏ
ｇｙｎｅ　ａｆｒｉｃａｎａ）、メロイドギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　
ａｒｅｎａｒｉａ）、メロイドギネ・アレナリア・タメシ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａ
ｒｅｎａｒｉａ　ｔｈａｍｅｓｉ）、メロイドギネ・アルチエラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎ
ｅ　ａｒｔｉｅｌｌａ）、メロイドギネ・キトウォオジ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｃｈ
ｉｔｗｏｏｄｉ）、メロイドギネ・コフェイコラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｃｏｆｆｅ
ｉｃｏｌａ）、メロイドギネ・エチオピカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｅｔｈｉｏｐｉｃ
ａ）、メロイドギネ・エキシグア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｅｘｉｇｕａ）、メロイド
ギネ・ファラキス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｆａｌｌａｘ）、メロイドギネ・グラミニ
コラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）、メロイドギネ・グラミニス
（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、メロイドギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄ
ｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉ
ｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイドギネ・インコグニタ・アクリタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ
　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ　ａｃｒｉｔａ）、メロイドギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇ
ｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、メロイドギネ・キクイエンシス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ
　ｋｉｋｕｙｅｎｓｉｓ）、メロイドギネ・ミノル（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｍｉｎｏ
ｒ）、メロイドギネ・ナアシ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｎａａｓｉ）、メロイドギネ・
パラナエンシス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｐａｒａｎａｅｎｓｉｓ）、メロイドギネ・
タメシ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｔｈａｍｅｓｉ）、および、非移動性寄生虫、メロイ
ドギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）、メロイネマ属種（Ｍｅｌｏｉｎｅｍ
ａ　ｓｐｐ．）、ナコブス・アベルランス（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ａｂｅｒｒａｎｓ）、ネ
オチレンクス・ビギシ（Ｎｅｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｉｇｉｓｓｉ）、パラフェレンク
ス・プセウドパリエチヌス（Ｐａｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｓｅｕｄｏｐａｒｉｅｔ
ｉｎｕｓ）、パラトリコドルス・アリウス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ａｌｌｉ
ｕｓ）、パラトリコドルス・ロバツス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｌｏｂａｔｕ
ｓ）、パラトリコドルス・ミノル（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、パ
ラトリコドルス・ナヌス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｎａｎｕｓ）、パラトリコ
ドルス・ポロスス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｏｒｏｓｕｓ）、パラトリコド
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ルス・テレス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｔｅｒｅｓ）、および、パラトリコド
ルス属種（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、パラチレンクス・ハマツス（
Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈａｍａｔｕｓ）、パラチレンクス・ミヌツス（Ｐａｒａ
ｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｉｎｕｔｕｓ）、パラチレンクス・プロジェクツス（Ｐａｒａｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒｏｊｅｃｔｕｓ）、および、パラチレンクス属種（Ｐａｒａｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プラチレンクス・アギリス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　
ａｇｉｌｉｓ）、プラチレンクス・アレニ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｌｌｅｎｉ）
、プラチレンクス・アンジヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｎｄｉｎｕｓ）、プラチ
レンクス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチ
レンクス・セレアリス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｅｒｅａｌｉｓ）、プラチレンク
ス・コフェアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、プラチレンクス・クレ
ナツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｒｅｎａｔｕｓ）、プラチレンクス・デラトレイ
（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｅｌａｔｔｒｅｉ）、プラチレンクス・ギイビカウダツ
ス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｇｉｉｂｂｉｃａｕｄａｔｕｓ）、プラチレンクス・ゴ
オデイイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｇｏｏｄｅｙｉ）、プラチレンクス・ハマツス（
Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈａｍａｔｕｓ）、プラチレンクス・ヘキシンシスス（Ｐｒ
ａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈｅｘｉｎｃｉｓｕｓ）、プラチレンクス・ロオシ（Ｐｒａｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｓ　ｌｏｏｓｉ）、プラチレンクス・ネグレクツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｓ　ｎｅｇｌｅｃｔｕｓ）、プラチレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、プラチレンクス・プラテンシス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ
　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）、プラチレンクス・スクリブネリ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　
ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、プラチレンクス・テレス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｅｒｅ
ｓ）、プラチレンクス・トルネイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｈｏｒｎｅｉ）、プラ
チレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、プラチレンクス・
ゼアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｚｅａｅ）、および、移動性内部寄生虫、プラチレ
ンクス属種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プセウドハレンクス・ミヌツス（
Ｐｓｅｕｄｏｈａｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｉｎｕｔｕｓ）、プシレンクス・マグニデンス（Ｐ
ｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　ｍａｇｎｉｄｅｎｓ）、プシレンクス・ツミズス（Ｐｓｉｌｅｎｃ
ｈｕｓ　ｔｕｍｉｄｕｓ）、プンクトデラ・カルコエンシス（Ｐｕｎｃｔｏｄｅｒａ　ｃ
ｈａｌｃｏｅｎｓｉｓ）、キニスルシウス・アクツス（Ｑｕｉｎｉｓｕｌｃｉｕｓ　ａｃ
ｕｔｕｓ）、ラドホルス・シトロフィルス（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｃｉｔｒｏｐｈｉｌ
ｕ
ｓ）、ラドホルス・シミリス（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、移動性内部寄
生虫、ラドホルス属種（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ロチレンクルス・ボレアリ
ス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｂｏｒｅａｌｉｓ）、ロチレンクルス・パルブス（Ｒ
ｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｐａｒｖｕｓ）、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）、および、ロチレンクルス属種（Ｒｏｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ロチレンクス・ラウレンチヌス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｓ　ｌａｕｒｅｎｔｉｎｕｓ）、ロチレンクス・マクロドラツス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｓ　ｍａｃｒｏｄｏｒａｔｕｓ）、ロチレンクス・ロブスツス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ｒｏｂｕｓｔｕｓ）、ロチレンクス・ウニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｕｎ
ｉｆｏｒｍｉｓ）、および、ロチレンクス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、
スクテロネマ・ブラキウルム（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｍ）、ス
クテロネマ・ブラジス（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｂｒａｄｙｓ）、スクテロネマ・ク
ラトリカウダツム（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｃｌａｔｈｒｉｃａｕｄａｔｕｍ）、お
よび、移動性内部寄生虫、スクテロネマ属種（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、
スバングイナ・ラジシオラ（Ｓｕｂａｎｇｕｉｎａ　ｒａｄｉｃｉｏｌａ）、テチレンク
ス・ニコチアナエ（Ｔｅｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ）、トリコドルス・
シリンドリクス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｃｙｌｉｎｄｒｉｃｕｓ）、トリコドルス・
ミノル（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、トリコドルス・プリミチブス（Ｔｒｉ
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ｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｉｍｉｔｉｖｕｓ）、トリコドルス・プロキシムス（Ｔｒｉｃｈ
ｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｏｘｉｍｕｓ）、トリコドルス・シミリス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ
　ｓｉｍｉｌｉｓ）、トリコドルス・スパルスス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐａｒｓ
ｕｓ）、および、外部寄生虫、トリコドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）
、チレンコリンクス・アグリ（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ａｇｒｉ）、チレン
コリンクス・ブラシカエ（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、
チレンコリンクス・クラルス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｃｌａｒｕｓ）、チ
レンコリンクス・クライトニ（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｃｌａｙｔｏｎｉ）
、チレンコリンクス・ジギタツス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｄｉｇｉｔａｔ
ｕｓ）、チレンコリンクス・エブリエンシス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｅｂ
ｒｉｅｎｓｉｓ）、チレンコリンクス・マキシムス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ
　ｍａｘｉｍｕｓ）、チレンコリンクス・ヌズス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　
ｎｕｄｕｓ）、チレンコリンクス・ブルガリス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｖ
ｕｌｇａｒｉｓ）、および、チレンコリンクス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ
　ｓｐｐ．）、チレンクルス・セミペネトランス（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｅｍｉｐ
ｅｎｅｔｒａｎｓ）、および、半寄生虫、チレンクルス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　
ａｐｐ．）、キシフィネマ・アメリカヌム（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ
）、キシフィネマ・ブレビコレ（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｂｒｅｖｉｃｏｌｌｅ）、キシフ
ィネマ・ジモルフィカウダツム（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｄｉｍｏｒｐｈｉｃａｕｄａｔｕ
ｍ）、キシフィネマ・インデキス（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｉｎｄｅｘ）、および、外部寄
生虫、キシフィネマ属種（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）。
【０１３６】
　防除するために式（Ｉ）の化合物を使用することが可能な線虫類としては、以下のもの
を挙げることができる：メロイドギネ属の線虫、例えば、サツマイモネコブセンチュウ（
Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、ジャワネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉ
ｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、キタネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　
ｈａｐｌａ）、および、アレナリアネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅ
ｎａｒｉａ）；　ジチレンクス属の線虫、例えば、イモグサレセンチュウ（Ｄｉｔｙｌｅ
ｎｃｈｕｓ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、および、ナミクキセンチュウ（Ｄｉｔｙｌｅｎｃ
ｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）；　プラチレンクス属の線虫、例えば、キタネグサレセンチュ
ウ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、キクネグサレセンチュウ（Ｐｒ
ａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｆａｌｌａｘ）、ミナミネグサレセンチュウ（Ｐｒａｔｙｌｅｎ
ｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、チャネグサレセンチュウ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｌ
ｏｏｓｉ）、および、クルミネグサレセンチュウ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎ
ｕｓ）；　グロボデラ属の線虫、例えば、ジャガイモシストセンチュウ（ｙｅｌｌｏｗ　
ｐｏｔａｔｏ　ｃｙｓｔ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃｈｉ
ｅｎｓｉｓ）、および、ジャガイモシストセンチュウ（ｗｈｉｔｅ　ｐｏｔａｔｏ　ｃｙ
ｓｔ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｐａｌｌｉｄａ）；　ヘテロデラ属の
線虫、例えば、ダイズシストセンチュウ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、
および、テンサイシストセンチュウ（ｂｅｅｔ　ｃｙｓｔ　ｅｅｌｗｏｒｍ）（Ｈｅｔｅ
ｒｏｄｅｒａ　ｓｃｈａｃｈｔｉｉ）；　アフェレンコイデス属の線虫、例えば、イネシ
ンガレセンチュウ（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｂｅｓｓｅｙｉ）、ハガレセンチュ
ウ（ｃｈｒｙｓａｎｔｈｅｍｕｍ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ
　ｒｉｔｚｅｍａｂｏｓｉ）、および、イチゴセンチュウ（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅ
ｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）；　アフェレンクス属の線虫、例えば、ニセネグサレセンチュ
ウ（ｆｕｎｇｉｖｏｒｏｕｓ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ａｖｅｎ
ａｅ）；　ラドホルス属の線虫、例えば、ネモグリセンチュウ（ｂｕｒｒｏｗｉｎｇ　ｎ
ｅｍａｔｏｄｅ）（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）；　チレンクルス属の線虫
、例えば、ミカンネセンチュウ（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａｎｓ
）；　ロチレンクルス属の線虫、例えば、ニセフクロセンチュウ（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕ
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ｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）；　樹木に生息する線虫、例えば、マツノザイセンチュ
ウ（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｘｙｌｏｐｈｉｌｕｓ）、および、赤輪病センチ
ュウ（ｒｅｄ　ｒｉｎｇ　ｎｅｍａｔｏｄｅ）（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏ
ｃｏｐｈｉｌｕｓ）；など。
【０１３７】
　保護するために式（Ｉ）の化合物を使用することが可能な植物としては、例えば、以下
のものを挙げることができる：禾穀類（例えば、イネ、オオムギ、コムギ、ライムギ、エ
ンバク、トウモロコシなど）、マメ類（ダイズ、アズキ、ソラマメ、エンドウマメ、ピー
ナッツなど）、果樹／果実（リンゴ、柑橘類、ナシ、ブドウの木、モモ、ウメ、サクラ、
クルミ、アーモンド、バナナ、イチゴなど）、野菜種（キャベツ、トマト、ホウレンソウ
、ブロッコリー、レタス、タマネギ、ネギ、コショウなど）、根菜類（ニンジン、ジャガ
イモ、サツマイモ、ラディッシュ、レンコン、カブなど）、工業原料用の植物（ワタ、ア
サ、カジノキ、ミツマタ、アブラナ、ビート、ホップ、サトウキビ、テンサイ、オリーブ
、ゴム、ヤシ、コーヒー、タバコ、チャなど）、ウリ科植物（カボチャ、キュウリ、スイ
カ、メロンなど）、牧草類（カモガヤ、ソルガム、チモシー、クローバー、アルファルフ
ァなど）、芝草類（コウシュンシバ（ｍａｓｃａｒｅｎｅ　ｇｒａｓｓ）、ベントグラス
など）、香料植物など（ラベンダー、ローズマリー、タイム、パセリ、コショウ、ショウ
ガなど）、および、花卉類（キク、バラ、ランなど）。
【０１３８】
　式（Ｉ）の化合物は、コーヒーの線虫類、特に、以下のものを防除するのに特に適して
いる：プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕ
ｓ）、プラチレンクス・コフェアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、メ
ロイドギネ・エキシグア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｅｘｉｇｕａ）、メロイドギネ・イ
ンコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイドギネ・コフェイ
コラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｃｏｆｆｅｉｃｏｌａ）、ヘリコチレンクス属種（Ｈｅ
ｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、および、さらに、メロイドギネ・パラナエン
シス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｐａｒａｎａｅｎｓｉｓ）、ロチレンクス属種（Ｒｏｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、キシフィネマ属種（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、
チレンコリンクス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、および、スク
テロネマ属種（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）。
【０１３９】
　式（Ｉ）の化合物は、ジャガイモの線虫類、特に、以下のものを防除するのに特に適し
ている：プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒ
ｕｓ）、プラチレンクス・プラテンシス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉ
ｓ）、プラチレンクス・スクリブネリ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ
）、プラチレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）
、プラチレンクス・コフェアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、ジチレ
ンクス・ジプサシ（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）、さらには、プラチレン
クス・アレニ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｌｌｅｎｉ）、プラチレンクス・アンジヌ
ス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｎｄｉｎｕｓ）、プラチレンクス・セレアリス（Ｐｒ
ａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｅｒｅａｌｉｓ）、プラチレンクス・クレナツス（Ｐｒａｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｒｅｎａｔｕｓ）、プラチレンクス・ヘキシンシスス（Ｐｒａｔｙｌ
ｅｎｃｈｕｓ　ｈｅｘｉｎｃｉｓｕｓ）、プラチレンクス・ロオシ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃ
ｈｕｓ　ｌｏｏｓｉ）、プラチレンクス・ネグレクツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎ
ｅｇｌｅｃｔｕｓ）、プラチレンクス・テレス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｅｒｅｓ
）、プラチレンクス・トルネイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｈｏｒｎｅｉ）、プラチ
レンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、ベロノライムス・ロ
ンギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）、トリコド
ルス・シリンドリクス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｃｙｌｉｎｄｒｉｃｕｓ）、トリコド
ルス・プリミチブス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｉｍｉｔｉｖｕｓ）、トリコドルス
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・プロキシムス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｏｘｉｍｕｓ）、トリコドルス・シミリ
ス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、トリコドルス・スパルスス（Ｔｒｉｃ
ｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐａｒｓｕｓ）、パラトリコドルス・ミノル（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏ
ｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、パラトリコドルス・アリウス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒ
ｕｓ　ａｌｌｉｕｓ）、パラトリコドルス・ナヌス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　
ｎａｎｕｓ）、パラトリコドルス・テレス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｔｅｒｅ
ｓ）、メロイドギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）、メロ
イドギネ・ファラキス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｆａｌｌａｘ）、メロイドギネ・ハプ
ラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイドギネ・タメシ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇ
ｙｎｅ　ｔｈａｍｅｓｉ）、メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉ
ｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイドギネ・キトウォオジ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｃｈｉｔ
ｗｏｏｄｉ）、メロイドギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ
）、ナコブス・アベルランス（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ａｂｅｒｒａｎｓ）、グロボデラ・ロ
ストキエンシス（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃｈｉｅｎｓｉｓ）、グロボデラ・パ
リダ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｐａｌｌｉｄａ）、ジチレンクス・デストルクトル（Ｄｉｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、ラドホルス・シミリス（Ｒａｄｏｐｈｏｌ
ｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ
　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）、ネオチレンクス・ビギシ（Ｎｅｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｉ
ｇｉｓｓｉ）、パラフェレンクス・プセウドパリエチヌス（Ｐａｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ｐｓｅｕｄｏｐａｒｉｅｔｉｎｕｓ）、アフェレンコイデス・フラガリアエ（Ａｐｈ
ｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）、および、メロイネマ属種（Ｍｅｌｏｉ
ｎｅｍａ　ｓｐｐ．）。
【０１４０】
　式（Ｉ）の化合物は、トマトの線虫類、特に、以下のものを防除するのに特に適してい
る：メロイドギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）、メロイ
ドギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイドギネ・ジャバニカ（
Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏ
ｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、プラチレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌ
ｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、および、さらに、プラチレンクス・ブラキウルス
（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・コフェアエ（
Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、プラチレンクス・スクリブネリ（Ｐｒａ
ｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌ
ｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、パラトリコドルス・ミノル（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏ
ｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、メロイドギネ・エキシグア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｅｘｉｇ
ｕａ）、ナコブス・アベルランス（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ａｂｅｒｒａｎｓ）、グロボデラ
・ソラナセアルム（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｓｏｌａｎａｃｅａｒｕｍ）、ドリコドルス・
ヘテロセファルス（Ｄｏｌｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｈｅｔｅｒｏｃｅｐｈａｌｕｓ）、およ
び、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉ
ｓ）。
【０１４１】
　式（Ｉ）の化合物は、ウリ科植物の線虫類、特に、以下のものを防除するのに特に適し
ている：メロイドギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）、メ
ロイドギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイドギネ・ジャバニ
カ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅ
ｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）、および、プラチレンクス・トルネイ（Ｐ
ｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｈｏｒｎｅｉ）。
【０１４２】
　式（Ｉ）の化合物は、ワタの線虫類、特に、以下のものを防除するのに特に適している
：ベロノライムス・ロンギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄ
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ａｔｕｓ）、メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔ
ａ）、ホプロライムス・コルムブス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｃｏｌｕｍｂｕｓ）、ホ
プロライムス・ガレアツス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｇａｌｅａｔｕｓ）、および、ロ
チレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）。
【０１４３】
　式（Ｉ）の化合物は、トウモロコシの線虫類、特に、以下のものを防除するのに特に適
している：ベロノライムス・ロンギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉ
ｃａｕｄａｔｕｓ）、パラトリコドルス・ミノル（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍ
ｉｎｏｒ）、および、さらに、プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・デラトレイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ
　ｄｅｌａｔｔｒｅｉ）、プラチレンクス・ヘキシンシスス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ
　ｈｅｘｉｎｃｉｓｕｓ）、プラチレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ
　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、プラチレンクス・ゼアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｚｅａ
ｅ）、（ベロノライムス・グラシリス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｇｒａｃｉｌｉｓ）
）、ベロノライムス・ノルトニ（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｎｏｒｔｏｎｉ）、ロンギ
ドルス・ブレビアンヌラツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｂｒｅｖｉａｎｎｕｌａｔｕｓ）
、メロイドギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）、メロイド
ギネ・アレナリア・タメシ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ　ｔｈａｍｅｓ
ｉ）、メロイドギネ・グラミニス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、メロ
イドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイドギ
ネ・インコグニタ・アクリタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ　ａｃｒｉ
ｔａ）、メロイドギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、メ
ロイドギネ・ナアシ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｎａａｓｉ）、ヘテロデラ・アベナエ（
Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ａｖｅｎａｅ）、ヘテロデラ・オリザエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ
　ｏｒｙｚａｅ）、ヘテロデラ・ゼアエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｚｅａｅ）、プンクト
デラ・カルコエンシス（Ｐｕｎｃｔｏｄｅｒａ　ｃｈａｌｃｏｅｎｓｉｓ）、ジチレンク
ス・ジプサシ（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）、ホプロライムス・アエギプ
チイ（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ａｅｇｙｐｔｉｉ）、ホプロライムス・マグニスチルス
（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｍａｇｎｉｓｔｙｌｕｓ）、ホプロライムス・ガレアツス（
Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｇａｌｅａｔｕｓ）、ホプロライムス・インジクス（Ｈｏｐｌ
ｏｌａｉｍｕｓ　ｉｎｄｉｃｕｓ）、ヘリコチレンクス・ジゴニクス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｇｏｎｉｃｕｓ）、ヘリコチレンクス・ジヒステラ（Ｈｅｌｉｃｏ
ｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｈｙｓｔｅｒａ）、ヘリコチレンクス・プセウドロブスツス（
Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｓｅｕｄｏｒｏｂｕｓｔｕｓ）、キシフィネマ・ア
メリカヌム（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、ドリコドルス・ヘテロセフ
ァルス（Ｄｏｌｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｈｅｔｅｒｏｃｅｐｈａｌｕｓ）、クリコネメラ・
オルナタ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｏｒｎａｔａ）、クリコネメラ・オノエンシス（
Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｏｎｏｅｎｓｉｓ）、ラドホルス・シミリス（Ｒａｄｏｐｈ
ｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、ロチレンクルス・ボレアリス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕ
ｓ　ｂｏｒｅａｌｉｓ）、ロチレンクルス・パルブス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｐ
ａｒｖｕｓ）、チレンコリンクス・アグリ（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ａｇｒ
ｉ）、チレンコリンクス・クラルス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｃｌａｒｕｓ
）、チレンコリンクス・クライトニ（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｃｌａｙｔｏ
ｎｉ）、チレンコリンクス・マキシムス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｍａｘｉ
ｍｕｓ）、チレンコリンクス・ヌズス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｎｕｄｕｓ
）、チレンコリンクス・ブルガリス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｇａｒ
ｉｓ）、キニスルシウス・アクツス（Ｑｕｉｎｉｓｕｌｃｉｕｓ　ａｃｕｔｕｓ）、パラ
チレンクス・ミヌツス（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｉｎｕｔｕｓ）、ヘミシクリオ
ホラ・パルバナ（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ｐａｒｖａｎａ）、アグレンクス・
アグリコラ（Ａｇｌｅｎｃｈｕｓ　ａｇｒｉｃｏｌａ）、アングイナ・トリチシ（Ａｎｇ
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ｕｉｎａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、アフェレンコイデス・アラキジス（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏ
ｉｄｅｓ　ａｒａｃｈｉｄｉｓ）、スクテロネマ・ブラキウルム（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅ
ｍａ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｍ）、および、スバングイナ・ラジシオラ（Ｓｕｂａｎｇｕｉ
ｎａ　ｒａｄｉｃｉｏｌａ）。
【０１４４】
　式（Ｉ）の化合物は、ダイズの線虫類、特に、以下のものを防除するのに特に適してい
る：プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ
）、プラチレンクス・プラテンシス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）
、プラチレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、
プラチレンクス・スクリブネリ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、ベ
ロノライムス・ロンギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔ
ｕｓ）、ヘテロデラ・グリシネス（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、ホプロ
ライムス・コルムブス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｃｏｌｕｍｂｕｓ）、および、さらに
、プラチレンクス・コフェアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、プラチ
レンクス・ヘキシンシスス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈｅｘｉｎｃｉｓｕｓ）、プラ
チレンクス・ネグレクツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｅｇｌｅｃｔｕｓ）、プラチ
レンクス・クレナツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｒｅｎａｔｕｓ）、プラチレンク
ス・アレニ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｌｌｅｎｉ）、プラチレンクス・アギリス（
Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｇｉｌｉｓ）、プラチレンクス・ゼアエ（Ｐｒａｔｙｌｅ
ｎｃｈｕｓ　ｚｅａｅ）、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕ
ｌｎｕｓ）、（ベロノライムス・グラシリス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｇｒａｃｉｌ
ｉｓ））、メロイドギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）、
メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイ
ドギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、メロイドギネ・ハ
プラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、ホプロライムス・コルムブス（Ｈｏｐｌ
ｏｌａｉｍｕｓ　ｃｏｌｕｍｂｕｓ）、ホプロライムス・ガレアツス（Ｈｏｐｌｏｌａｉ
ｍｕｓ　ｇａｌｅａｔｕｓ）、および、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎ
ｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）。
【０１４５】
　式（Ｉ）の化合物は、タバコの線虫類、特に、以下のものを防除するのに特に適してい
る：メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メ
ロイドギネ・ジャバニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、および、さら
に、プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ
）、プラチレンクス・プラテンシス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）
、プラチレンクス・ヘキシンシスス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈｅｘｉｎｃｉｓｕｓ
）、プラチレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）
、プラチレンクス・ネグレクツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｅｇｌｅｃｔｕｓ）、
プラチレンクス・クレナツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｒｅｎａｔｕｓ）、プラチ
レンクス・トルネイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｈｏｒｎｅｉ）、プラチレンクス・
ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、プラチレンクス・ゼアエ（Ｐｒ
ａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｚｅａｅ）、ロンギドルス・エロンガツ（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ
　ｅｌｏｎｇａｔｕ）、パラトリコドルス・ロバツス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ
　ｌｏｂａｔｕｓ）、トリコドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、メロイ
ドギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）、メロイドギネ・ハ
プラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、グロボデラ・タバクム（Ｇｌｏｂｏｄｅ
ｒａ　ｔａｂａｃｕｍ）、グロボデラ・ソラナセアルム（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｓｏｌａ
ｎａｃｅａｒｕｍ）、グロボデラ・ビルギニアエ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｖｉｒｇｉｎｉ
ａｅ）、ジチレンクス・ジプサシ（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）、ロチレ
ンクス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘリコチレンクス属種（Ｈｅｌｉｃ
ｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、キシフィネマ・アメリカヌム（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ
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　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、クリコネメラ属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｓｐｐ．）
、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ
）、チレンコリンクス・クライトニ（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｃｌａｙｔｏ
ｎｉ）、パラチレンクス属種（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、および、テチ
レンクス・ニコチアナエ（Ｔｅｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ）。
【０１４６】
　式（Ｉ）の化合物は、柑橘類の線虫類、特に、以下のものを防除するのに特に適してい
る：プラチレンクス・コフェアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、およ
び、さらに、プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙ
ｕｒｕｓ）、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、
ベロノライムス・ロンギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａ
ｔｕｓ）、パラトリコドルス・ミノル（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）
、パラトリコドルス・ポロスス（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｏｒｏｓｕｓ）、
トリコドルス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ）、メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄ
ｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイドギネ・インコグニタ・アクリタ（Ｍｅｌｏ
ｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ　ａｃｒｉｔａ）、メロイドギネ・ジャバニカ（Ｍ
ｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、ロチレンクス・マクロドラツス（Ｒｏｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｓ　ｍａｃｒｏｄｏｒａｔｕｓ）、キシフィネマ・アメリカヌム（Ｘｉｐｈ
ｉｎｅｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、キシフィネマ・ブレビコレ（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ
　ｂｒｅｖｉｃｏｌｌｅ）、キシフィネマ・インデキス（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｉｎｄｅ
ｘ）、クリコネメラ属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、ヘミクリコネモイデ
ス（Ｈｅｍｉｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ）、ラドホルス・シミリス（Ｒａｄｏｐｈｏｌ
ｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、および、ラドホルス・シトロフィルス（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ
　ｃｉｔｒｏｐｈｉｌｕｓ）、ヘミシクリオホラ・アレナリア（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐ
ｈｏｒａ　ａｒｅｎａｒｉａ）、ヘミシクリオホラ・ヌダタ（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈ
ｏｒａ　ｎｕｄａｔａ）、および、チレンクルス・セミペネトランス（Ｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｌｕｓ　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａｎｓ）。
【０１４７】
　式（Ｉ）の化合物は、バナナの線虫類、特に、以下のものを防除するのに特に適してい
る：プラチレンクス・コフェアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、ラド
ホルス・シミリス（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、および、さらに、プラチ
レンクス・ギイビカウダツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｇｉｉｂｂｉｃａｕｄａｔｕ
ｓ）、プラチレンクス・ロオシ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｌｏｏｓｉ）、メロイドギ
ネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）、ヘリコチレンクス・ムルチシンクツス（
Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｕｌｔｉｃｉｎｃｔｕｓ）、ヘリコチレンクス・ジ
ヒステラ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｈｙｓｔｅｒａ）、および、ロチレン
クルス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）。
【０１４８】
　式（Ｉ）の化合物は、パイナップルの線虫類、特に、以下のものを防除するのに特に適
している：プラチレンクス・ゼアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｚｅａｅ）、プラチレ
ンクス・プラテンシス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）、プラチレン
クス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレン
クス・ゴオデイイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｇｏｏｄｅｙｉ）、メロイドギネ属種（
Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）、ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎ
ｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）、および、さらに、ロンギドルス・エロンガツス
（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｅｌｏｎｇａｔｕｓ）、ロンギドルス・ラエビカピタツス（Ｌ
ｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｌａｅｖｉｃａｐｉｔａｔｕｓ）、トリコドルス・プリミチブス（
Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｉｍｉｔｉｖｕｓ）、トリコドルス・ミノル（Ｔｒｉｃｈ
ｏｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、ヘテロデラ属種（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、ジ
チレンクス・ミセリオファグス（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｙｃｅｌｉｏｐｈａｇｕｓ



(57) JP 2018-505855 A 2018.3.1

10

20

30

40

50

）、ホプロライムス・カリホルニクス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃ
ｕｓ）、ホプロライムス・パラロブスツス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｐａｒａｒｏｂｕ
ｓｔｕｓ）、ホプロライムス・インジクス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｉｎｄｉｃｕｓ）
、ヘリコチレンクス・ジヒステラ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｈｙｓｔｅｒ
ａ）、ヘリコチレンクス・ナンヌス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎａｎｎｕｓ）
、ヘリコチレンクス・ムルチシンクツス（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｕｌｔｉ
ｃｉｎｃｔｕｓ）、ヘリコチレンクス・エリトリネ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　
ｅｒｙｔｈｒｉｎｅ）、キシフィネマ・ジモルフィカウダツム（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｄ
ｉｍｏｒｐｈｉｃａｕｄａｔｕｍ）、ラドホルス・シミリス（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓ
ｉｍｉｌｉｓ）、チレンコリンクス・ジギタツス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　
ｄｉｇｉｔａｔｕｓ）、チレンコリンクス・エブリエンシス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎ
ｃｈｕｓ　ｅｂｒｉｅｎｓｉｓ）、パラチレンクス・ミヌツス（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈ
ｕｓ　ｍｉｎｕｔｕｓ）、スクテロネマ・クラトリカウダツム（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍ
ａ　ｃｌａｔｈｒｉｃａｕｄａｔｕｍ）、スクテロネマ・ブラジス（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎ
ｅｍａ　ｂｒａｄｙｓ）、プシレンクス・ツミズス（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　ｔｕｍｉｄ
ｕｓ）、プシレンクス・マグニデンス（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　ｍａｇｎｉｄｅｎｓ）、
プセウドハレンクス・ミヌツス（Ｐｓｅｕｄｏｈａｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｉｎｕｔｕｓ）、
クリコネモイデス・フェルニアエ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｆｅｒｎｉａｅ）、ク
リコネモイデス・オノエンセ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｏｎｏｅｎｓｅ）、および
、クリコネモイデス・オルナツム（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｏｒｎａｔｕｍ）。
【０１４９】
　式（Ｉ）の化合物は、ブドウの木の線虫類、特に、以下のものを防除するのに特に適し
ている：プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、メロ
イドギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）、メロイドギネ・
インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイドギネ・ジャバ
ニカ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、キシフィネマ・アメリカヌム（Ｘ
ｉｐｈｉｎｅｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、キシフィネマ・インデキス（Ｘｉｐｈｉｎ
ｅｍａ　ｉｎｄｅｘ）、および、さらに、プラチレンクス・プラテンシス（Ｐｒａｔｙｌ
ｅｎｃｈｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）、プラチレンクス・スクリブネリ（Ｐｒａｔｙｌｅ
ｎｃｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、プラチレンクス・ネグレクツス（Ｐｒａｔｙｌｅｎ
ｃｈｕｓ　ｎｅｇｌｅｃｔｕｓ）、プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃ
ｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・トルネイ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ｔｈｏｒｎｅｉ）、および、チレンクルス・セミペネトランス（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌ
ｕｓ　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａｎｓ）。
【０１５０】
　式（Ｉ）の化合物は、樹木作物－仁果類の線虫類、特に、以下のものを防除するのに特
に適している：プラチレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔ
ｒａｎｓ）、および、さらに、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　
ｖｕｌｎｕｓ）、ロンギドルス・エロンガツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｅｌｏｎｇａｔ
ｕｓ）、メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）
、および、メロイドギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）。
【０１５１】
　式（Ｉ）の化合物は、樹木作物－核果類の線虫類、特に、以下のものを防除するのに特
に適している：プラチレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔ
ｒａｎｓ）、プラチレンクス・ブルヌス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｖｕｌｎｕｓ）、
メロイドギネ・アレナリア（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）、メロイドギ
ネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイドギネ・ジャバニカ（Ｍｅ
ｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃａ）、メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄ
ｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、クリコネメラ・キセノプラキス（Ｃｒｉｃｏｎｅｍ
ｅｌｌａ　ｘｅｎｏｐｌａｘ）、さらには、プラチレンクス・ブラキウルス（Ｐｒａｔｙ



(58) JP 2018-505855 A 2018.3.1

10

20

30

40

50

ｌｅｎｃｈｕｓ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｓ）、プラチレンクス・コフェアエ（Ｐｒａｔｙｌ
ｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、プラチレンクス・スクリブネリ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃ
ｈｕｓ　ｓｃｒｉｂｎｅｒｉ）、プラチレンクス・ゼアエ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　
ｚｅａｅ）、ベロノライムス・ロンギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇ
ｉｃａｕｄａｔｕｓ）、ヘリコチレンクス・ジヒステラ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｓ　ｄｉｈｙｓｔｅｒａ）、キシフィネマ・アメリカヌム（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ａｍｅ
ｒｉｃａｎｕｍ）、クリコネメラ・クルバタ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｃｕｒｖａｔ
ａ）、チレンコリンクス・クライトニ（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｃｌａｙｔ
ｏｎｉ）、パラチレンクス・ハマツス（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｈａｍａｔｕｓ）
、パラチレンクス・プロジェクツス（Ｐａｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｒｏｊｅｃｔｕｓ
）、スクテロネマ・ブラキウルム（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｂｒａｃｈｙｕｒｕｍ）
、および、ホプロライムス・ガレアツス（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｇａｌｅａｔｕｓ）
。
【０１５２】
　式（Ｉ）の化合物は、樹木作物、サトウキビおよびイネの線虫類、特に、以下のものを
防除するのに特に適している：トリコドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）
、クリコネメラ属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、および、さらに、プラチ
レンクス属種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、パラトリコドルス属種（Ｐａｒ
ａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、メロイドギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　
ｓｐｐ．）、ヘリコチレンクス属種（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、チ
レンコリンクス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、アフェレンコイ
デス（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ヘテロデラ属種（Ｈｅｔｅｒｏｄｅ
ｒａ　ｓｐｐ．）、キシフィネマ属種（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、および、カコ
パウルス・ペスチス（Ｃａｃｏｐａｕｒｕｓ　ｐｅｓｔｉｓ）。
【０１５３】
　本発明に関連して、「線虫類」という用語は、ヒトまたは動物に対して損傷を引き起こ
す線虫類も示している。
【０１５４】
　ヒトまたは動物に対して有害な特定の線虫種は、以下のものである。
【０１５５】
　ベンチュウ目（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌｉｄａ）の、例えば：トリクリス属種（Ｔｒｉｃ
ｈｕｒｉｓ　ｓｐｐ．）、カピラリア属種（Ｃａｐｉｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、パラカ
ピラリア属種（Ｐａｒａｃａｐｉｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、エウコレウス属種（Ｅｕｃ
ｏｌｅｕｓ　ｓｐｐ．）、トリコモソイデス属種（Ｔｒｉｃｈｏｍｏｓｏｉｄｅｓ　ｓｐ
ｐ．）、トリキネラ属種（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．）；
　クキセンチュウ目（Ｔｙｌｅｎｃｈｉｄａ）の、例えば：ミクロネマ属種（Ｍｉｃｒｏ
ｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ストロンギロイデス属種（Ｓｔｒｏｎｇｙｌｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ
．）；
　カンセンチュウ目（Ｒｈａｂｄｉｔｉｄａ）の、例えば：ストロンギルス属種（Ｓｔｒ
ｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、トリオドントホルス属種（Ｔｒｉｏｄｏｎｔｏｐｈｏｒｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、オエソファゴドンツス属種（Ｏｅｓｏｐｈａｇｏｄｏｎｔｕｓ　ｓｐｐ
．）、トリコネマ属種（Ｔｒｉｃｈｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ギアロセファルス属種（Ｇ
ｙａｌｏｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シリンドロファリンキス属種（Ｃｙｌｉｎｄｒ
ｏｐｈａｒｙｎｘ　ｓｐｐ．）、ポテリオストムム属種（Ｐｏｔｅｒｉｏｓｔｏｍｕｍ　
ｓｐｐ．）、シクロコセルクス属種（Ｃｙｃｌｏｃｏｃｅｒｃｕｓ　ｓｐｐ．）、シリコ
ステファヌス属種（Ｃｙｌｉｃｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、オエソファゴストム
ム属種（Ｏｅｓｏｐｈａｇｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、カベルチア属種（Ｃｈａｂｅｒ
ｔｉａ　ｓｐｐ．）、ステファヌルス属種（Ｓｔｅｐｈａｎｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、アン
シロストマ属種（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、ウンシナリア属種（Ｕｎｃｉｎ
ａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ネカトル属種（Ｎｅｃａｔｏｒ　ｓｐｐ．）、ブノストムム属種
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（Ｂｕｎｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、グロボセファルス属種（Ｇｌｏｂｏｃｅｐｈａｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、シンガムス属種（Ｓｙｎｇａｍｕｓ　ｓｐｐ．）、シアトストマ属種
（Ｃｙａｔｈｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、メタストロンギルス属種（Ｍｅｔａｓｔｒｏｎ
ｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ジクチオカウルス属種（Ｄｉｃｔｙｏｃａｕｌｕｓ　ｓｐｐ．
）、ムエレリウス属種（Ｍｕｅｌｌｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）、プロトストロンギルス属種
（Ｐｒｏｔｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ネオストロンギルス属種（Ｎｅｏｓｔ
ｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シストカウルス属種（Ｃｙｓｔｏｃａｕｌｕｓ　ｓｐｐ
．）、プネウモストロンギルス属種（Ｐｎｅｕｍｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、
スピコカウルス属種（Ｓｐｉｃｏｃａｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、エラホストロンギルス属種
（Ｅｌａｐｈｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、パレラホストロンギルス属種（Ｐａ
ｒｅｌａｐｈｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、クレノソマ属種（Ｃｒｅｎｏｓｏｍ
ａ　ｓｐｐ．）、パラクレノソマ属種（Ｐａｒａｃｒｅｎｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、オス
レルス属種（Ｏｓｌｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、アンギオストロンギルス属種（Ａｎｇｉｏｓ
ｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、アエルロストロンギルス属種（Ａｅｌｕｒｏｓｔｒｏ
ｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、フィラロイデス属種（Ｆｉｌａｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、
パラフィラロイデス属種（Ｐａｒａｆｉｌａｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、トリコストロン
ギルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ハエモンクス属種（Ｈａ
ｅｍｏｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、オステルタギア属種（Ｏｓｔｅｒｔａｇｉａ　ｓｐｐ．
）、テラドルサギア属種（Ｔｅｌａｄｏｒｓａｇｉａ　ｓｐｐ．）、マルシャラギア属種
（Ｍａｒｓｈａｌｌａｇｉａ　ｓｐｐ．）、クーペリア属種（Ｃｏｏｐｅｒｉａ　ｓｐｐ
．）、ニッポストロンギルス属種（Ｎｉｐｐｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘリ
グモソモイデス属種（Ｈｅｌｉｇｍｏｓｏｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ネマトジルス属種
（Ｎｅｍａｔｏｄｉｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒオストロンギルス属種（Ｈｙｏｓｔｒｏｎｇ
ｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、オベリスコイデス属種（Ｏｂｅｌｉｓｃｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）
、アミドストムム属種（Ａｍｉｄｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、オルラヌス属種（Ｏｌｌ
ｕｌａｎｕｓ　ｓｐｐ．）；
　センビセンチュウ目（Ｓｐｉｒｕｒｉｄａ）の、例えば：オキシウリス属種（Ｏｘｙｕ
ｒｉｓ　ｓｐｐ．）、エンテロビウス属種（Ｅｎｔｅｒｏｂｉｕｓ　ｓｐｐ．）、パサル
ルス属種（Ｐａｓｓａｌｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、シファシア属種（Ｓｙｐｈａｃｉａ　ｓ
ｐｐ．）、アスピクルリス属種（Ａｓｐｉｃｕｌｕｒｉｓ　ｓｐｐ．）、ヘテラキス属種
（Ｈｅｔｅｒａｋｉｓ　ｓｐｐ．）、アスカリス属種（Ａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、ト
キサスカリス属種（Ｔｏｘａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、トキソカラ属種（Ｔｏｘｏｃａ
ｒａ　ｓｐｐ．）、バイリサスカリス属種（Ｂａｙｌｉｓａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、
パラスカリス属種（Ｐａｒａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、アニサキス属種（Ａｎｉｓａｋ
ｉｓ　ｓｐｐ．）アスカリジア属種、（Ａｓｃａｒｉｄｉａ　ｓｐｐ．）、グナトストマ
属種（Ｇｎａｔｈｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、フィサロプテラ属種（Ｐｈｙｓａｌｏｐｔ
ｅｒａ　ｓｐｐ．）、テラジア属種（Ｔｈｅｌａｚｉａ　ｓｐｐ．）、ゴンギロネマ属種
（Ｇｏｎｇｙｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ハブロネマ属種（Ｈａｂｒｏｎｅｍａ　ｓｐｐ
．）、パラブロネマ属種（Ｐａｒａｂｒｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ドラスキア属種（Ｄｒ
ａｓｃｈｉａ　ｓｐｐ．）、ドラクンクルス属種（Ｄｒａｃｕｎｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）
、ステファノフィラリア属種（Ｓｔｅｐｈａｎｏｆｉｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、パラフィ
ラリア属種（Ｐａｒａｆｉｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、セタリア属種（Ｓｅｔａｒｉａ　ｓ
ｐｐ．）、ロア属種（Ｌｏａ　ｓｐｐ．）、ジロフィラリア属種（Ｄｉｒｏｆｉｌａｒｉ
ａ　ｓｐｐ．）、リトモソイデス属種（Ｌｉｔｏｍｏｓｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ブルギ
ア属種（Ｂｒｕｇｉａ　ｓｐｐ．）、ウケレリア属種（Ｗｕｃｈｅｒｅｒｉａ　ｓｐｐ．
）、オンコセルカ属種（Ｏｎｃｈｏｃｅｒｃａ　ｓｐｐ．）、スピロセルカ属種（Ｓｐｉ
ｒｏｃｅｒｃａ　ｓｐｐ．）。
【０１５６】
　多くの種類の既知殺線虫剤は、別の寄生性蠕虫類に対しても活性を示し、従って、ヒト
および動物における寄生虫である蠕虫類（これらは、必ずしも線虫の群に属する必要はな
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い）を防除するために使用される。本発明は、式（Ｉ）の化合物の駆虫薬としての使用に
も関する。病原性を有する内部寄生性蠕虫類としては、扁形動物門（Ｐｌａｔｙｈｅｌｍ
ｉｎｔｈｅｓ）［例えば、単生類（Ｍｏｎｏｇｅｎｅａ）、条虫類（ｃｅｓｔｏｄｅｓ）
および吸虫類（ｔｒｅｍａｔｏｄｅｓ）］、鉤頭動物門（Ａｃａｎｔｈｏｃｅｐｈａｌａ
）および舌形動物門（Ｐｅｎｔａｓｔｏｍａ）などがある。以下の蠕虫類を好ましいもの
として挙げることができる。
【０１５７】
　単生類（Ｍｏｎｏｇｅｎｅａ）：例えば：ギロダクチルス属種（Ｇｙｒｏｄａｃｔｙｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、ダクチロギルス属種（Ｄａｃｔｙｌｏｇｙｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ポリ
ストマ属種（Ｐｏｌｙｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）；
　条虫類（Ｃｅｓｔｏｄｅｓ）：ギョウジョウチュウ目（Ｐｓｅｕｄｏｐｈｙｌｌｉｄｅ
ａ）の、例えば：ジフィロボトリウム属種（Ｄｉｐｈｙｌｌｏｂｏｔｈｒｉｕｍ　ｓｐｐ
．）、スピロメトラ属種（Ｓｐｉｒｏｍｅｔｒａ　ｓｐｐ．）、シストセファルス属種（
Ｓｃｈｉｓｔｏｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、リグラ属種（Ｌｉｇｕｌａ　ｓｐｐ．）
、ボトリジウム属種（Ｂｏｔｈｒｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジプロゴノポルス属種（Ｄｉ
ｐｌｏｇｏｎｏｐｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）；
　エンヨウジョウチュウ目（Ｃｙｃｌｏｐｈｙｌｌｉｄａ）の、例えば：メソセストイデ
ス属種（Ｍｅｓｏｃｅｓｔｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、アノプロセファラ属種（Ａｎｏｐｌ
ｏｃｅｐｈａｌａ　ｓｐｐ．）、パラノプロセファラ属種（Ｐａｒａｎｏｐｌｏｃｅｐｈ
ａｌａ　ｓｐｐ．）、モニエジア属種（Ｍｏｎｉｅｚｉａ　ｓｐｐ．）、チサノソマ属種
（Ｔｈｙｓａｎｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、チサニエジア属種（Ｔｈｙｓａｎｉｅｚｉａ　
ｓｐｐ．）、アビテリナ属種（Ａｖｉｔｅｌｌｉｎａ　ｓｐｐ．）、スチレシア属種（Ｓ
ｔｉｌｅｓｉａ　ｓｐｐ．）、シトタエニア属種（Ｃｉｔｔｏｔａｅｎｉａ　ｓｐｐ．）
、アンジラ属種（Ａｎｄｙｒａ　ｓｐｐ．）、ベルチエラ属種（Ｂｅｒｔｉｅｌｌａ　ｓ
ｐｐ．）、タエニア属種（Ｔａｅｎｉａ　ｓｐｐ．）、エキノコックス属種（Ｅｃｈｉｎ
ｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒダチゲラ属種（Ｈｙｄａｔｉｇｅｒａ　ｓｐｐ．）、ダ
バイネア属種（Ｄａｖａｉｎｅａ　ｓｐｐ．）、ライリエチナ属種（Ｒａｉｌｌｉｅｔｉ
ｎａ　ｓｐｐ．）、ヒメノレピス属種（Ｈｙｍｅｎｏｌｅｐｉｓ　ｓｐｐ．）、エキノレ
ピス属種（Ｅｃｈｉｎｏｌｅｐｉｓ　ｓｐｐ．）、エキノコチレ属種（Ｅｃｈｉｎｏｃｏ
ｔｙｌｅ　ｓｐｐ．）、ジオルキス属種（Ｄｉｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、ジピリジウム
属種（Ｄｉｐｙｌｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジョイエウキシエラ属種（Ｊｏｙｅｕｘｉｅ
ｌｌａ　ｓｐｐ．）、ジプロピリジウム属種（Ｄｉｐｌｏｐｙｌｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）
；
　吸虫類（Ｔｒｅｍａｔｏｄｅｓ）：二生亜綱（Ｄｉｇｅｎｅａ）の、例えば：ジプロス
トムム属種（Ｄｉｐｌｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、ポストジプロストムム属種（Ｐｏｓ
ｔｈｏｄｉｐｌｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、シストソマ属種（Ｓｃｈｉｓｔｏｓｏｍａ
　ｓｐｐ．）、トリコビルハルジア属種（Ｔｒｉｃｈｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）
、オルニトビルハルジア属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）、アウス
トロビルハルジア属種（Ａｕｓｔｒｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）、ギガントビルハ
ルジア属種（Ｇｉｇａｎｔｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）、レウコクロリジウム属種
（Ｌｅｕｃｏｃｈｌｏｒｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ブラキライマ属種（Ｂｒａｃｈｙｌａ
ｉｍａ　ｓｐｐ．）、エキノストマ属種（Ｅｃｈｉｎｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、エキノ
パリフィウム属種（Ｅｃｈｉｎｏｐａｒｙｐｈｉｕｍ　ｓｐｐ．）、エキノカスムス属種
（Ｅｃｈｉｎｏｃｈａｓｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒポラエウム属種（Ｈｙｐｏｒａｅｕｍ　
ｓｐｐ．）、ファシオラ属種（Ｆａｓｃｉｏｌａ　ｓｐｐ．）、ファシオリデス属種（Ｆ
ａｓｃｉｏｌｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ファシオロプシス属種（Ｆａｓｃｉｏｌｏｐｓｉｓ
　ｓｐｐ．）、シクロコエルム属種（Ｃｙｃｌｏｃｏｅｌｕｍ　ｓｐｐ．）、チフロコエ
ルム属種（Ｔｙｐｈｌｏｃｏｅｌｕｍ　ｓｐｐ．）、パラムフィストムム属種（Ｐａｒａ
ｍｐｈｉｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、カリコホロン属種（Ｃａｌｉｃｏｐｈｏｒｏｎ　ｓ
ｐｐ．）、コチロホロン属種（Ｃｏｔｙｌｏｐｈｏｒｏｎ　ｓｐｐ．）、ギガントコチレ
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属種（Ｇｉｇａｎｔｏｃｏｔｙｌｅ　ｓｐｐ．）、フィスコエデリウス属種（Ｆｉｓｃｈ
ｏｅｄｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）、ガストロチラクス属種（Ｇａｓｔｒｏｔｈｙｌａｃｕｓ
　ｓｐｐ．）、ノトコチルス属種（Ｎｏｔｏｃｏｔｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、カタトロピス
属種（Ｃａｔａｔｒｏｐｉｓ　ｓｐｐ．）、プラギオルキス属種（Ｐｌａｇｉｏｒｃｈｉ
ｓ　ｓｐｐ．）、プロストゴニムス属種（Ｐｒｏｓｔｈｏｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、
ジクロコエリウム属種（Ｄｉｃｒｏｃｏｅｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、エウリトレマ属種（Ｅ
ｕｒｙｔｒｅｍａ　ｓｐｐ．）、トログロトレマ属種（Ｔｒｏｇｌｏｔｒｅｍａ　ｓｐｐ
．）、パラゴニムス属種（Ｐａｒａｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、コリリクルム属種（Ｃ
ｏｌｌｙｒｉｃｌｕｍ　ｓｐｐ．）、ナノフィエツス属種（Ｎａｎｏｐｈｙｅｔｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、オピストルキス属種（Ｏｐｉｓｔｈｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、クロノルキス
属種（Ｃｌｏｎｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、メトルキス属種（Ｍｅｔｏｒｃｈｉｓ　ｓｐ
ｐ．）、ヘテロフィエス属種（Ｈｅｔｅｒｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、メタゴニムス属種
（Ｍｅｔａｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）；
　鉤頭動物門（Ａｃａｎｔｏｃｅｐｈａｌａ）：ダイコウトウチュウ目（Ｏｌｉｇａｃａ
ｎｔｈｏｒｈｙｎｃｈｉｄａ）の、例えば：マクラカントリンクス属種（Ｍａｃｒａｃａ
ｎｔｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プロステノルキス属種（Ｐｒｏｓｔｈｅｎｏｒ
ｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）；ポリモルフス目（Ｐｏｌｙｍｏｒｐｈｉｄａ）の、例えば：フィ
リコリス属種（Ｆｉｌｉｃｏｌｌｉｓ　ｓｐｐ．）；サジョウコウトウチュウ目（Ｍｏｎ
ｉｌｉｆｏｒｍｉｄａ）の、例えば：モニリホルミス属種（Ｍｏｎｉｌｉｆｏｒｍｉｓ　
ｓｐｐ．）；
　コウトウチュウ目（Ｅｃｈｉｎｏｒｈｙｎｃｈｉｄａ）の、例えば：アカントセファル
ス属種（Ａｃａｎｔｈｏｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、エキノリンクス属種（Ｅｃｈｉ
ｎｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、レプトリンコイデス属種（Ｌｅｐｔｏｒｈｙｎｃｈ
ｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）；
　舌形動物門（Ｐｅｎｔａｓｔｏｍａ）：シタムシ目（Ｐｏｒｏｃｅｐｈａｌｉｄａ）の
、例えば：リングアツラ属種（Ｌｉｎｇｕａｔｕｌａ　ｓｐｐ．）。
【０１５８】
　獣医学の分野や畜産において、式（Ｉ）の化合物の投与は、当技術分野において公知の
方法で、直接行うか、または、好適な使用形態で、経腸的に、非経口的に、経皮的にもし
くは経鼻的に行う。投与は、予防的または治療的であり得る。
【０１５９】
　式（Ｉ）の化合物は、場合により、特定の濃度または特定の施用量において、除草剤、
薬害軽減剤、成長調節剤もしくは植物の特性を改善する作用薬としても使用し得るか、ま
たは、殺微生物剤（ｍｉｃｒｏｂｉｃｉｄｅ）もしくは除雄剤（ｇａｍｅｔｏｃｉｄｅ）
として、例えば、殺菌剤（ｆｕｎｇｉｃｉｄｅ）、抗真菌剤（ａｎｔｉｍｙｃｏｔｉｃ）
、殺細菌剤もしくは殺ウイルス剤（これは、ウイロイドに対する作用薬も包含する）とし
ても使用し得るか、または、ＭＬＯ（マイコプラズマ様生物）およびＲＬＯ（リケッチア
様生物）に対する作用薬としても使用し得る。適切な場合には、式（Ｉ）の化合物は、別
の活性化合物を合成するための中間体または前駆物質としても使用することができる。
【０１６０】
　製剤
　本発明は、さらに、式（Ｉ）で表される少なくとも1種類の化合物を含んでいる、農薬
としての製剤およびその製剤から調製される使用形態［例えば、潅注液、滴下液および散
布液］にも関する。場合により、該使用形態は、さらなる農薬、および／または、作用を
向上させるアジュバント、例えば、浸透剤、例えば、植物油（例えば、ナタネ油、ヒマワ
リ油）、鉱油（例えば、パラフィン油）、植物性脂肪酸アルキルエステル（例えば、ナタ
ネ油メチルエステルまたはダイズ油メチルエステル）、または、アルカノールアルコキシ
レート類、および／または、展着剤、例えば、アルキルシロキサン類および／または塩、
例えば、有機または無機のアンモニウム塩またはホスホニウム塩（例えば、硫酸アンモニ
ウムまたはリン酸水素二アンモニウム）、および／または、保持促進剤（ｒｅｔｅｎｔｉ



(62) JP 2018-505855 A 2018.3.1

10

20

30

40

50

ｏｎ　ｐｒｏｍｏｔｅｒ）（例えば、スルホコハク酸ジオクチルまたはヒドロキシプロピ
ルグアーポリマー）、および／または、湿潤剤（例えば、グリセロール）、および／また
は、肥料（例えば、アンモニウム含有肥料、カリウム含有肥料またはリン含有肥料）を含
有する。
【０１６１】
　一般的な製剤は、例えば、以下のものである：水溶性液剤（ＳＬ）、乳剤（ＥＣ）、水
中油型エマルション剤（ＥＷ）、懸濁製剤（ＳＣ、ＳＥ、ＦＳ、ＯＤ）、顆粒水和剤（Ｗ
Ｇ）、顆粒剤（ＧＲ）、カプセル製剤（ｃａｐｓｕｌｅ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅｓ）（
ＣＳ）；　これらの製剤型および別の可能な製剤型は、例えば、以下のものに記載されて
いる：Ｃｒｏｐ　Ｌｉｆｅ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　ａｎｄ　ｉｎ　Ｐｅｓｔｉｃ
ｉｄｅ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ，　Ｍａｎｕａｌ　ｏｎ　ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎ
ｔ　ａｎｄ　ｕｓｅ　ｏｆ　ＦＡＯ　ａｎｄ　ＷＨＯ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ　
ｆｏｒ　ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ，　ＦＡＯ　Ｐｌａｎｔ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　ａｎｄ
　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｐａｐｅｒｓ　－１７３（作製元：ｔｈｅ　ＦＡＯ／ＷＨＯ　
Ｊｏｉｎｔ　Ｍｅｅｔｉｎｇ　ｏｎ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ
ｓ，　２００４，　ＩＳＢＮ：９２５１０４８５７６）。該製剤は、式（Ｉ）で表される
1種類以上の化合物に加えて、場合により、さらなる農薬活性化合物を含有する。
【０１６２】
　好ましいものは、補助剤［例えば、増量剤、溶媒、自発性促進剤（ｓｐｏｎｔａｎｅｉ
ｔｙ　ｐｒｏｍｏｔｅｒ）、担体、乳化剤、分散剤、凍結防止剤、殺生物剤、増粘剤およ
び／または他の補助剤（例えば、アジュバント）など］を含有している製剤または使用形
態である。これに関連して、アジュバントは、当該製剤の生物学的効果を増強する成分で
あって、その成分自体が生物学的効果を有するものではない。アジュバントの例は、葉の
表面への保持、拡展（ｓｐｒｅａｄｉｎｇ）、付着を促進する作用物質または浸透を促進
する作用物質である。
【０１６３】
　これらの製剤は、既知方法で、例えば、式（Ｉ）の化合物を補助剤（例えば、増量剤、
溶媒および／もしくは固体担体、ならびに／または、別の補助剤、例えば、界面活性剤）
と混合させることにより調製する。そのような製剤は、適切な設備で製造するか、または
、施用前もしくは施用中に製造する。
【０１６４】
　使用する補助剤は、式（Ｉ）の化合物の製剤またはそのよう製剤から調製された使用形
態（例えば、即時使用可能な農薬、例えば、散布液または種子粉衣製品）に、特別な特性
、例えば、特定の物理的特性、技術的特性および／または生物学的特性などを付与するの
に適している物質であり得る。
【０１６５】
　適切な増量剤は、例えば、水、ならびに、極性および非極性の有機化学的液体、例えば
、以下の類から選択されるものである：芳香族および非芳香族の炭化水素類（例えば、パ
ラフィン類、アルキルベンゼン類、アルキルナフタレン類、クロロベンゼン類）、アルコ
ール類およびポリオール類（これらは、適切な場合には、置換されていてもよく、エーテ
ル化されていてもよく、および／または、エステル化されていてもよい）、ケトン類（例
えば、アセトン、シクロヘキサノン）、エステル類（これは、脂肪類および油類を包含す
る）および（ポリ）エーテル類、置換されていないおよび置換されているアミン類、アミ
ド類、ラクタム類（例えば、Ｎ－アルキルピロリドン類）、および、ラクトン類、スルホ
ン類およびスルホキシド類（例えば、ジメチルスルホキシド）。
【０１６６】
　使用する増量剤が水である場合、例えば有機溶媒を補助溶媒として使用することもでき
る。好適な液体溶媒は、本質的に以下のものである：芳香族化合物、例えば、キシレン、
トルエンまたはアルキルナフタレン類、塩素化芳香族化合物または塩素化脂肪族炭化水素
、例えば、クロロベンゼン類、クロロエチレン類または塩化メチレン、脂肪族炭化水素、
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例えば、シクロヘキサンまたはパラフィン類、例えば、鉱油留分、鉱油および植物油、ア
ルコール類、例えば、ブタノールまたはグリコールとそれらのエーテルおよびエステル、
ケトン類、例えば、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトンまたはシク
ロヘキサノン、強極性溶媒、例えば、ジメチルホルムアミドおよびジメチルスルホキシド
、および水。
【０１６７】
　原則として、適切な全ての溶媒を使用することが可能である。適切な溶媒の例は、芳香
族炭化水素、例えば、キシレン、トルエンまたはアルキルナフタレン類、塩素化された芳
香族もしくは脂肪族炭化水素、例えば、クロロベンゼン、クロロエチレンまたは塩化メチ
レン、脂肪族炭化水素、例えば、シクロヘキサン、パラフィン類、鉱油留分、鉱油および
植物油、アルコール類、例えば、メタノール、エタノール、イソプロパノール、ブタノー
ルまたはグリコールとそれらのエーテルおよびエステル、ケトン類、例えば、アセトン、
メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトンまたはシクロヘキサノン、強極性溶媒、例
えば、ジメチルスルホキシド、および、さらに、水である。
【０１６８】
　原則として、適切な全ての担体を使用することが可能である。有用な担体としては、特
に、以下のものを挙げることができる：例えば、アンモニウム塩、および、粉砕された天
然鉱物、例えば、カオリン、クレー、タルク、チョーク、石英、アタパルジャイト、モン
モリロナイトまたはケイ藻土、および、粉砕された合成物質、例えば、微粉化シリカ、ア
ルミナ、および、天然シリケートまたは合成シリケート、樹脂、蝋、および／または、固
形肥料。そのような担体の混合物を使用することも同様に可能である。粒剤に関して有用
な担体としては、以下のものを挙げることができる：例えば、粉砕して分別した天然岩石
、例えば、方解石、大理石、軽石、海泡石、苦灰岩、ならびに、無機および有機の粗びき
粉からなる合成顆粒、ならびに、さらに、有機材料（例えば、おがくず、紙、ココナッツ
殻、トウモロコシ穂軸およびタバコの葉柄など）からなる顆粒。
【０１６９】
　液化ガスの増量剤または溶媒を使用することも可能である。特に好適なものは、標準温
度および標準圧下では気体である増量剤または担体であり、例えば、エアロゾル噴射剤、
例えば、ハロゲン化炭化水素類、さらには、ブタン、プロパン、窒素および二酸化炭素な
どである。
【０１７０】
　イオン特性もしくは非イオン特性を有する乳化剤および／もしくは泡形成剤、分散剤ま
たは湿展剤の例、または、これらの界面活性物質の混合物の例としては、以下のものを挙
げることができる：ポリアクリル酸の塩、リグノスルホン酸の塩、フェノールスルホン酸
もしくはナフタレンスルホン酸の塩、エチレンオキシドと脂肪アルコールの重縮合物もし
くはエチレンオキシドと脂肪酸の重縮合物もしくはエチレンオキシドと脂肪アミンの重縮
合物、エチレンオキシドと置換されているフェノール（好ましくは、アルキルフェノール
またはアリールフェノール）の重縮合物、スルホコハク酸エステルの塩、タウリン誘導体
（好ましくは、アルキルタウレート）、ポリエトキシ化アルコールのリン酸エステルもし
くはポリエトキシ化フェノールのリン酸エステル、ポリオールの脂肪酸エステル、ならび
に、硫酸アニオン、スルホン酸アニオンおよびリン酸アニオンを含んでいる該化合物の誘
導体、例えば、アルキルアリールポリグリコールエーテル類、アルキルスルホネート類、
アルキルスルフェート類、アリールスルホネート類、タンパク質加水分解物、リグノスル
ファイト廃液、および、メチルセルロース。式（Ｉ）の化合物のうちの１種類および／ま
たは該不活性担体のうちの１種類が水不溶性であり、かつ施用が水で行われる場合は、界
面活性剤を存在させることが有利である。
【０１７１】
　該製剤およびその製剤から誘導される使用形態の中に存在させ得るさらなる補助剤とし
ては、着色剤、例えば、無機顔料、例えば、酸化鉄、酸化チタンおよびプルシアンブルー
（Ｐｒｕｓｓｉａｎ　Ｂｌｕｅ）、ならびに、有機染料、例えば、アリザリン染料、アゾ
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染料および金属フタロシアニン染料、ならびに、栄養素および微量栄養素、例えば、鉄塩
、マンガン塩、ホウ素塩、銅塩、コバルト塩、モリブデン塩および亜鉛塩がある。
【０１７２】
　さらなる成分は、安定剤（例えば、低温安定剤）、防腐剤、酸化防止剤、光安定剤、ま
たは、化学的および／もしくは物理的安定性を向上させる別の作用剤であり得る。泡生成
剤または消泡剤も存在させることができる。
【０１７３】
　さらにまた、該製剤およびその製剤から誘導される使用形態には、付加的な補助剤とし
て、粘着剤、例えば、カルボキシメチルセルロース、ならびに、粉末または顆粒またはラ
テックスの形態にある天然ポリマーおよび合成ポリマー、例えば、アラビアゴム、ポリビ
ニルアルコールおよびポリ酢酸ビニル、または、天然リン脂質、例えば、セファリンおよ
びレシチン、および、合成リン脂質なども含有させることができる。さらなる補助剤は、
鉱油および植物油であることができる。
【０１７４】
　適切であれば、該製剤およびその製剤から誘導される使用形態の中に、さらなる補助剤
も存在させることができる。そのような添加剤の例としては、芳香物質、保護コロイド、
結合剤、接着剤、増粘剤、揺変剤、浸透剤、保持促進剤、安定化剤、金属イオン封鎖剤、
錯化剤、湿潤剤、展着剤がある。一般的に、式（Ｉ）の化合物は、製剤を目的として通常
使用される固体または液体の任意の添加剤と組み合わせることができる。
【０１７５】
　有用な保持促進剤には、動的表面張力を低減させる全ての物質（例えば、スルホコハク
酸ジオクチル）または粘弾性を増大させる全ての物質（例えば、ヒドロキシプロピルグア
ーポリマー）が包含される。
【０１７６】
　本発明に関連して適切な浸透剤は、植物体内への農薬活性化合物の浸透を促進するため
に通常使用される全ての物質である。これに関連して、浸透剤は、それらが、（一般には
、水性の）施用液から、および／または、散布による被膜から、植物のクチクラの中に浸
透し、従って、活性化合物のクチクラ内での移動性を増強することができる能力によって
定義される。この特性を確認するために、文献（Ｂａｕｒ　ｅｔ　ａｌ．，　１９９７，
　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　５１，　１３１－１５２）に記載されている方
法を用いることができる。その例としては、アルコールアルコキシレート、例えば、ココ
ナッツ脂肪エトキシレート（ｃｏｃｏｎｕｔ　ｆａｔｔｙ　ｅｔｈｏｘｙｌａｔｅ）（１
０）もしくはイソトリデシルエトキシレート（１２）、脂肪酸エステル、例えば、ナタネ
油メチルエステルもしくはダイズ油メチルエステル、脂肪アミンアルコキシレート、例え
ば、獣脂アミンエトキシレート（１５）、または、アンモニウム塩および／もしくはホス
ホニウム塩、例えば、硫酸アンモニウムもしくはリン酸水素二アンモニウムなどを挙げる
ことができる。
【０１７７】
　当該製剤は、その製剤の重量に基づいて、好ましくは、０．０００００００１重量％か
ら９８重量％の式（Ｉ）の化合物を含んでおり、より好ましくは、０．０１重量％から９
５重量％の式（Ｉ）の化合物を含んでおり、最も好ましくは、０．５重量％から９０重量
％の式（Ｉ）の化合物を含んでいる。
【０１７８】
　当該製剤（特に、農薬）から調製された使用形態の中の式（Ｉ）の化合物の含有量は、
広い範囲内でさまざまであり得る。該使用形態中の式（Ｉ）の化合物の濃度は、その使用
形態の重量に基づいて、一般に、０．０００００００１重量％から９５重量％の式（Ｉ）
の化合物、好ましくは、０．００００１重量％から１重量％の式（Ｉ）の化合物である。
施用は、その使用形態に適した慣習的な方法で行う。
【０１７９】
　混合物
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　式（Ｉ）の化合物は、例えば、作用スペクトルを拡大し、作用の持続期間を延長し、作
用速度を高め、撥水性を防止するために、または、抵抗性の発達を防止するために、１種
類以上の適切な殺菌剤、殺細菌剤、殺ダニ剤、軟体動物駆除剤、殺線虫剤、殺虫剤、微生
物剤、有益生物、除草剤、肥料、鳥忌避剤、植物強化剤（ｐｈｙｔｏｔｏｎｉｃ）、不妊
剤、薬害軽減剤、情報化学物質および／または植物成長調節剤との混合物で使用すること
も可能である。さらに、この種の活性化合物組合せは、植物の成長を向上させることが可
能であり、および／または、非生物的要因（例えば、高温または低温）に対する耐性、渇
水に対する耐性または水中もしくは土壌中の塩分の含有量の上昇に対する耐性を向上させ
ることが可能である。さらにまた、開花性能および結果性能を改善することも可能であり
、発芽能力および根の発達を最適化することも可能であり、収穫を容易にすることも可能
であり、収穫高を向上させることも可能であり、成熟に影響を及ぼすことも可能であり、
収穫された生産物の品質および／もしくは栄養価を向上させることも可能であり、収穫さ
れた生産物の貯蔵寿命を長くすることも可能であり、ならびに／または、収穫された生産
物の加工性を改善することも可能である。
【０１８０】
　さらに、式（Ｉ）の化合物は、別の活性化合物または情報化学物質（例えば、誘引剤、
および／または、鳥忌避剤、および／または、植物活性化剤、および／または、成長調節
剤、および／または、肥料）との混合物の中に存在させることができる。同様に、式（Ｉ
）の化合物は、植物の特性（例えば、生長、収穫量および収穫物の品質）を向上させるた
めの作用剤と混合して使用することも可能である。
【０１８１】
　本発明による特定の実施形態では、式（Ｉ）の化合物は、製剤またはそのような製剤か
ら調製された使用形態の中に、さらなる化合物（好ましくは、以下に記載されている化合
物）と混合された状態で存在している。
【０１８２】
　以下に記載されている化合物のうちの１種類が種々の互変異性体形態で存在し得る場合
、それらの形態も、いずれの場合にも、たとえ明確に言及されていなくても、同様に包含
される。
【０１８３】
　殺虫剤／殺ダニ剤／殺線虫剤
　本明細書中において「一般名」によって特定されている活性化合物は、既知であり、そ
して、例えば、「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」　１６ｔｈ　Ｅｄ．，　
Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ　２０１２に記載さ
れているか、または、インターネット上で検索することができる（例えば、「ｈｔｔｐ：
／／ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ」）。
【０１８４】
　（１）アセチルコリンエステラーゼ（ＡＣｈＥ）阻害薬、例えば、カーバメート系、例
えば、アラニカルブ、アルジカルブ、ベンジオカルブ、ベンフラカルブ、ブトカルボキシ
ム、ブトキシカルボキシム、カルバリル、カルボフラン、カルボスルファン、エチオフェ
ンカルブ、フェノブカルブ、ホルメタネート、フラチオカルブ、イソプロカルブ、メチオ
カルブ、メソミル、メトルカルブ、オキサミル、ピリミカーブ、プロポクスル、チオジカ
ルブ、チオファノックス、トリアザメート、トリメタカルブ、ＸＭＣ、および、キシリル
カルブ；または、有機リン酸エステル系、例えば、アセフェート、アザメチホス、アジン
ホス－エチル、アジンホス－メチル、カズサホス、クロルエトキシホス、クロルフェンビ
ンホス、クロルメホス、クロルピリホス、クロルピリホス－メチル、クマホス、シアノホ
ス、ジメトン－Ｓ－メチル、ダイアジノン、ジクロルボス／ＤＤＶＰ、ジクロトホス、ジ
メトエート、ジメチルビンホス、ダイスルホトン、ＥＰＮ、エチオン、エトプロホス、フ
ァムフール、フェナミホス、フェニトロチオン、フェンチオン、ホスチアゼート、ヘプテ
ノホス、イミシアホス、イソフェンホス、Ｏ－（メトキシアミノチオホスホリル）サリチ
ル酸イソプロピル、イソキサチオン、マラチオン、メカルバム、メタミドホス、メチダチ
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オン、メビンホス、モノクロトホス、ナレド、オメトエート、オキシジメトン－メチル、
パラチオン、パラチオン－メチル、フェントエート、ホレート、ホサロン、ホスメット、
ホスファミドン、ホキシム、ピリミホス－メチル、プロフェノホス、プロペタムホス、プ
ロチオホス、ピラクロホス、ピリダフェンチオン、キナルホス、スルホテップ、テブピリ
ムホス、テメホス、テルブホス、テトラクロルビンホス、チオメトン、トリアゾホス、ト
リクロルホン、および、バミドチオン；
　（２）ＧＡＢＡ依存性塩化物チャンネル拮抗薬、例えば、シクロジエン有機塩素系、例
えば、クロルダン、および、エンドスルファン；または、フェニルピラゾール系（フィプ
ロール系）、例えば、エチプロール、および、フィプロニル；
　（３）ナトリウムチャンネル調節剤／電位依存性ナトリウムチャンネル遮断薬、例えば
、ピレスロイド系、例えば、アクリナトリン、アレスリン、ｄ－シス－トランスアレスリ
ン、ｄ－トランスアレスリン、ビフェントリン、ビオアレスリン、ビオアレスリンｓ－シ
クロペンテニル異性体、ビオレスメトリン、シクロプロトリン、シフルトリン、ベータ－
シフルトリン、シハロトリン、ラムダ－シハロトリン、ガンマ－シハロトリン、シペルメ
トリン、アルファ－シペルメトリン、ベータ－シペルメトリン、シータ－シペルメトリン
、ゼータ－シペルメトリン、シフェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体］、デルタメト
リン、エムペントリン［（ＥＺ）－（１Ｒ）－異性体］、エスフェンバレレート、エトフ
ェンプロックス、フェンプロパトリン、フェンバレレート、フルシトリネート、フルメト
リン、タウ－フルバリネート、ハルフェンプロックス、イミプロトリン、カデトリン、ペ
ルメトリン、フェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体］、プラレトリン、ピレトリン類
（除虫菊（ｐｙｒｅｔｈｒｕｍ））、レスメトリン、シラフルオフェン、テフルトリン、
テトラメトリン、テトラメトリン［（１Ｒ）異性体］、トラロメトリン、および、トラン
スフルトリン；または、ＤＤＴ；または、メトキシクロル；
　（４）ニコチン作動性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）作動薬、例えば、ネオニコ
チノイド系、例えば、アセタミプリド、クロチアニジン、ジノテフラン、イミダクロプリ
ド、ニテンピラム、チアクロプリド、および、チアメトキサム；または、ニコチン；また
は、スルホキサフロルもしくはフルピラジフロン；
　（５）ニコチン作動性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）のアロステリック活性化薬
、例えば、スピノシン系、例えば、スピネトラム、および、スピノサド；
　（６）塩化物チャンネル活性化薬、例えば、アベルメクチン系／ミルベマイシン系、例
えば、アバメクチン、エマメクチン安息香酸塩、レピメクチン、および、ミルベメクチン
；
　（７）幼若ホルモン模倣物質、例えば、幼若ホルモン類似体、例えば、ハイドロプレン
、キノプレン、および、メトプレン；または、フェノキシカルブ；または、ピリプロキシ
フェン；
　（８）作用機序が未知であるか特定されていない活性化合物、例えば、ハロゲン化アル
キル系、例えば、臭化メチル、および、別のハロゲン化アルキル；または、クロロピクリ
ン；または、フッ化スルフリル；または、ホウ砂；または、吐酒石；
　（９）選択的摂食阻害薬、例えば、ピメトロジン；または、フロニカミド；
　（１０）ダニ成長阻害薬、例えば、クロフェンテジン、ヘキシチアゾクス、および、ジ
フロビダジン；または、エトキサゾール；
　（１１）昆虫腸管膜の微生物ディスラプター、例えば、バシルス・ツリンギエンシス・
亜種・イスラエレンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ
ｅｃｉｅｓ　ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ）、バシルス・スファエリクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ
　ｓｐｈａｅｒｉｃｕｓ）、バシルス・ツリンギエンシス・亜種・アイザワイ（Ｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ａｉｚａｗａｉ）、バ
シルス・ツリンギエンシス・亜種・クルスタキ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅ
ｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｋｕｒｓｔａｋｉ）、バシルス・ツリンギエンシス・
亜種・テネブリオニス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅ
ｃｉｅｓ　ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）、および、ＢＴ植物タンパク質：Ｃｒｙ１Ａｂ、Ｃ
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ｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆａ、Ｃｒｙ２Ａｂ、ｍＣｒｙ３Ａ、Ｃｒｙ３Ａｂ、Ｃｒｙ３Ｂｂ
、Ｃｒｙ３４／３５Ａｂ１；
　（１２）酸化的リン酸化阻害薬、ＡＴＰディスラプター、例えば、ジアフェンチウロン
；または、有機スズ化合物、例えば、アゾシクロチン、シヘキサチン、および、酸化フェ
ンブタスズ；または、プロパルギット；または、テトラジホン；
　（１３）Ｈプロトン勾配を遮断する酸化的リン酸化デカップラー、例えば、クロルフェ
ナピル、ＤＮＯＣ、および、スルフルラミド；
　（１４）ニコチン作動性アセチルコリン受容体拮抗薬、例えば、ベンスルタップ、カル
タップ塩酸塩、チオシクラム、および、チオスルタップ－ナトリウム；
　（１５）キチン生合成阻害薬（タイプ０）、例えば、ビストリフルロン、クロルフルア
ズロン、ジフルベンズロン、フルシクロクスロン、フルフェノクスロン、ヘキサフルムロ
ン、ルフェヌロン、ノバルロン、ノビフルムロン、テフルベンズロン、および、トリフル
ムロン；
　（１６）キチン生合成阻害薬（タイプ１）、例えば、ブプロフェジン；
　（１７）脱皮阻害薬（特に、双翅目、すなわち双翅類に関する）、例えば、シロマジン
；
　（１８）エクジソン受容体作動薬、例えば、クロマフェノジド、ハロフェノジド、メト
キシフェノジド、および、テブフェノジド；
　（１９）オクトパミン作動性作動薬、例えば、アミトラズ；
　（２０）複合体ＩＩＩ電子伝達阻害薬、例えば、ヒドラメチルノン；または、アセキノ
シル；または、フルアクリピリム；
　（２１）複合体Ｉ電子伝達阻害薬、例えば、ＭＥＴＩ殺ダニ剤、例えば、フェナザキン
、フェンピロキシメート、ピリミジフェン、ピリダベン、テブフェンピラド、および、ト
ルフェンピラド；または、ロテノン（Ｄｅｒｒｉｓ）；
　（２２）電位依存性ナトリウムチャンネル遮断薬、例えば、インドキサカルブ；または
、メタフルミゾン；
　（２３）アセチルＣｏＡカルボキシラーゼの阻害薬、例えば、テトロン酸誘導体および
テトラミン酸誘導体、例えば、スピロジクロフェン、スピロメシフェン、および、スピロ
テトラマト；
　（２４）複合体ＩＶ電子伝達阻害薬、例えば、ホスフィン系、例えば、リン化アルミニ
ウム、リン化カルシウム、ホスフィン、および、リン化亜鉛；または、
　シアン化物；
　（２５）複合体ＩＩ電子伝達阻害薬、例えば、シエノピラフェン、および、シフルメト
フェン；
　（２８）リアノジン受容体エフェクター、例えば、ジアミド系、例えば、クロラントラ
ニリプロール、シアントラニルプロール、および、フルベンジアミド。
【０１８５】
　作用機序が未知であるか解明されていないさらなる活性化合物、例えば、アフィドピロ
ペン、アフォキソレイナー、アザジラクチン、ベンクロチアズ、ベンゾキシメート、ビフ
ェナゼート、ブロモプロピレート、キノメチオナート、氷晶石（ｃｒｙｏｌｉｔｅ）、シ
クラニリプロール、シクロキサプリド、シハロジアミド（ｃｙｈａｌｏｄｉａｍｉｄｅ）
、ジクロロメゾチアズ、ジコホル、ジフロビダジン、フロメトキン、フルエンスルホン、
フルフェネリム、フルフェノキシストロビン、フルフィプロール、フルヘキサホン（ｆｌ
ｕｈｅｘａｆｏｎ）、フルオピラム、フルララネル、フフェノジド（ｆｕｆｅｎｏｚｉｄ
ｅ）、グアジピル、ヘプタフルトリン、イミダクロチズ、イプロジオン、メペルフルトリ
ン、パイコングディング（ｐａｉｃｈｏｎｇｄｉｎｇ）、ピフルブミド、ピリダリル、ピ
リフルキナゾン、ピリミノストロビン、テトラメチルフルトリン、テトラニリプロール、
テトラクロルアントラニリプロール（ｔｅｔｒａｃｈｌｏｒａｎｔｒａｎｉｌｉｐｒｏｌ
ｅ）、チオキサザフェン、トリフルメゾピリム（ｔｒｉｆｌｕｍｅｚｏｐｙｒｉｍ）およ
び、ヨードメタン；さらには、バシルス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ
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）に基づく調製物（Ｉ－１５８２，　ＢｉｏＮｅｅｍ，　Ｖｏｔｉｖｏ）、および以下の
公知の活性化合物：１－｛２－フルオロ－４－メチル－５－［（２，２，２－トリフルオ
ロエチル）スルフィニル］フェニル｝－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－１，２，４
－トリアゾール－５－アミン（ＷＯ２００６／０４３６３５から公知）、｛１′－［（２
Ｅ）－３－（４－クロロフェニル）プロパ－２－エン－１－イル］－５－フルオロスピロ
［インドール－３，４′－ピペリジン］－１（２Ｈ）－イル｝（２－クロロピリジン－４
－イル）メタノン（ＷＯ２００３／１０６４５７から公知）、２－クロロ－Ｎ－［２－｛
１－［（２Ｅ）－３－（４－クロロフェニル）プロパ－２－エン－１－イル］ピペリジン
－４－イル｝－４－（トリフルオロメチル）フェニル］イソニコチンアミド（ＷＯ２００
６／００３４９４から公知）、３－（２，５－ジメチルフェニル）－４－ヒドロキシ－８
－メトキシ－１，８－ジアザスピロ［４．５］デカ－３－エン－２－オン（ＷＯ２００９
／０４９８５１から公知）、３－（２，５－ジメチルフェニル）－８－メトキシ－２－オ
キソ－１，８－ジアザスピロ［４．５］デカ－３－エン－４－イル－エチルカルボネート
（ＷＯ２００９／０４９８５１から公知）、４－（ブタ－２－イン－１－イルオキシ）－
６－（３，５－ジメチルピペリジン－１－イル）－５－フルオロピリミジン（ＷＯ２００
４／０９９１６０から公知）、４－（ブタ－２－イン－１－イルオキシ）－６－（３－ク
ロロフェニル）ピリミジン（ＷＯ２００３／０７６４１５から公知）、ＰＦ１３６４（Ｃ
ＡＳ登録番号１２０４７７６－６０－２）、２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－ク
ロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－
クロロ－３－メチルベンゾイル］－２－メチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００
５／０８５２１６から公知）、２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン
－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－シアノ－３－
メチルベンゾイル］－２－エチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００５／０８５２
１６から公知）、２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）
－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－シアノ－３－メチルベンゾ
イル］－２－メチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００５／０８５２１６から公知
）、２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－
イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）ベンゾイル］－２－エチル
ヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００５／０８５２１６から公知）、Ｎ－［２－（５
－アミノ－１，３，４－チアジアゾール－２－イル）－４－クロロ－６－メチルフェニル
］－３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－カル
ボキサミド（ＣＮ１０２０５７９２５から公知）、８－クロロ－Ｎ－［（２－クロロ－５
－メトキシフェニル）スルホニル］－６－（トリフルオロメチル）イミダゾ［１，２－ａ
］ピリジン－２－カルボキサミド（ＷＯ２０１０／１２９５００から公知）、４－［５－
（３，５－ジクロロフェニル）－５－（トリフルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１，
２－オキサゾール－３－イル］－２－メチル－Ｎ－（１－オキシドチエタン－３－イル）
ベンズアミド（ＷＯ２００９／０８０２５０から公知）、Ｎ－［（２Ｅ）－１－［（６－
クロロピリジン－３－イル）メチル］ピリジン－２（１Ｈ）－イリデン］－２，２，２－
トリフルオロアセトアミド（ＷＯ２０１２／０２９６７２から公知）、１－［（２－クロ
ロ－１，３－チアゾール－５－イル）メチル］－４－オキソ－３－フェニル－４Ｈ－ピリ
ド［１，２－ａ］ピリミジン－１－イウム－２－オレート（ＷＯ２００９／０９９９２９
から公知）、１－［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］－４－オキソ－３－フェ
ニル－４Ｈ－ピリド［１，２－ａ］ピリミジン－１－イウム－２－オレート（ＷＯ２００
９／０９９９２９から公知）、４－（３－｛２，６－ジクロロ－４－［（３，３－ジクロ
ロプロパ－２－エン－１－イル）オキシ］フェノキシ｝プロポキシ）－２－メトキシ－６
－（トリフルオロメチル）ピリミジン（ＣＮ１０１３３７９４０から公知）、Ｎ－［２－
（ｔｅｒｔ－ブチルカルバモイル）－４－クロロ－６－メチルフェニル］－１－（３－ク
ロロピリジン－２－イル）－３－（フルオロメトキシ）－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボ
キサミド（ＷＯ２００８／１３４９６９から公知）、３－［ベンゾイル（メチル）アミノ
］－Ｎ－［２－ブロモ－４－［１，２，２，２－テトラフルオロ－１－（トリフルオロメ
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チル）エチル］－６－（トリフルオロメチル）フェニル］－２－フルオロベンズアミド（
ＷＯ２０１００１８７１４から公知）、ブチル［２－（２，４－ジクロロフェニル）－３
－オキソ－４－オキサスピロ［４．５］デカ－１－エン－１－イル］カーボネート（ＣＮ
１０２０６０８１８から公知）、４－［５－（３，５－ジクロロフェニル）－５－（トリ
フルオロメチル）－４Ｈ－イソオキサゾール－３－イル］－Ｎ－［（Ｚ）－メトキシイミ
ノメチル］－２－メチルベンズアミド（ＷＯ２００７／０２６９６５から公知）、（３Ｅ
）－３－［１－［（６－クロロ－３－ピリジル）メチル］－２－ピリジリデン］－１，１
，１－トリフルオロプロパン－２－オン（ＷＯ２０１３／１４４２１３から公知）、Ｎ－
（メチルスルホニル）－６－［２－（ピリジン－３－イル）－１，３－チアゾール－５－
イル］ピリジン－２－カルボキサミド（ＷＯ２０１２／０００８９６から公知）、Ｎ－［
３－（ベンジルカルバモイル）－４－クロロフェニル］－１－メチル－３－（ペンタフル
オロエチル）－４－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（
ＷＯ２０１０／０５１９２６から公知）。
【０１８６】
　殺菌剤
　本明細書中において「一般名」によって特定されている活性化合物は、既知であり、そ
して、例えば、「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」に記載されているか、ま
たは、インターネット上に記載されている（例えば、「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｌａｎ
ｗｏｏｄ．ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ）」）。
【０１８７】
　下記の分類（１）から（１５）に挙げられた全ての殺菌剤混合成分は、好適な官能基が
存在する場合、相当する塩基もしくは酸と塩を形成していても良い。さらに、分類（１）
から（１５）に挙げられた殺菌剤混合成分は、互変異性が可能である場合は互変異型も含
む。
【０１８８】
　１）エルゴステロール生合成の阻害薬、例えば、（１．０１）アルジモルフ、（１．０
２）アザコナゾール、（１．０３）ビテルタノール、（１．０４）ブロムコナゾール、（
１．０５）シプロコナゾール、（１．０６）ジクロブトラゾール、（１．０７）ジフェノ
コナゾール、（１．０８）ジニコナゾール、（１．０９）ジニコナゾール－Ｍ、（１．１
０）ドデモルフ、（１．１１）酢酸ドデモルフ、（１．１２）エポキシコナゾール、（１
．１３）エタコナゾール、（１．１４）フェナリモール、（１．１５）フェンブコナゾー
ル、（１．１６）フェンヘキサミド、（１．１７）フェンプロピジン、（１．１８）フェ
ンプロピモルフ、（１．１９）フルキンコナゾール、（１．２０）フルルプリミドール、
（１．２１）フルシラゾール、（１．２２）フルトリアホール、（１．２３）フルコナゾ
ール、（１．２４）フルコナゾール－シス、（１．２５）ヘキサコナゾール、（１．２６
）イマザリル、（１．２７）硫酸イマザリル、（１．２８）イミベンコナゾール、（１．
２９）イプコナゾール、（１．３０）メトコナゾール、（１．３１）ミクロブタニル、（
１．３２）ナフチフィン、（１．３３）ヌアリモール、（１．３４）オキシポコナゾール
、（１．３５）パクロブトラゾール、（１．３６）ペフラゾエート、（１．３７）ペンコ
ナゾール、（１．３８）ピペラリン、（１．３９）プロクロラズ、（１．４０）プロピコ
ナゾール、（１．４１）プロチオコナゾール、（１．４２）ピリブチカルブ、（１．４３
）ピリフェノックス、（１．４４）キンコナゾール、（１．４５）シメコナゾール、（１
．４６）スピロキサミン、（１．４７）テブコナゾール、（１．４８）テルビナフィン、
（１．４９）テトラコナゾール、（１．５０）トリアジメホン、（１．５１）トリアジメ
ノール、（１．５２）トリデモルフ、（１．５３）トリフルミゾール、（１．５４）トリ
ホリン、（１．５５）トリチコナゾール、（１．５６）ウニコナゾール、（１．５７）ウ
ニコナゾール－ｐ、（１．５８）ビニコナゾール、（１．５９）ボリコナゾール、（１．
６０）１－（４－クロロフェニル）－２－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル
）シクロヘプタノール、（１．６１）１－（２，２－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ
－インデン－１－イル）－１Ｈ－イミダゾール－５－カルボン酸メチル、（１．６２）Ｎ
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′－｛５－（ジフルオロメチル）－２－メチル－４－［３－（トリメチルシリル）プロポ
キシ］フェニル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１．６３）Ｎ－エチ
ル－Ｎ－メチル－Ｎ′－｛２－メチル－５－（トリフルオロメチル）－４－［３－（トリ
メチルシリル）プロポキシ］フェニル｝イミドホルムアミド、（１．６４）Ｏ－［１－（
４－メトキシフェノキシ）－３，３－ジメチルブタン－２－イル］　１Ｈ－イミダゾール
－１－カルボチオエート、（１．６５）ピリソキサゾール、（１．６６）２－｛［３－（
２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メ
チル｝－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１．６７
）１－｛［３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラ
ン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－５－イルチオシアネート、
（１．６８）５－（アリルスルファニル）－１－｛［３－（２－クロロフェニル）－２－
（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－
トリアゾール、（１．６９）２－［１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ
－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４
－トリアゾール－３－チオン、（１．７０）２－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｓ）－３－（２－
クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル
｝－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１．７１）２
－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｒ）－３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロ
フェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－ト
リアゾール－３－チオン、（１．７２）１－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｓ）－３－（２－クロ
ロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－
１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－５－イルチオシアネート、（１．７３）１－｛［ｒｅ
ｌ（２Ｒ，３Ｒ）－３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）
オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－５－イルチオシア
ネート、（１．７４）５－（アリルスルファニル）－１－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｓ）－３
－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル
］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール、（１．７５）５－（アリルスルファニル
）－１－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｒ）－３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフ
ルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール、
（１．７６）２－［（２Ｓ，４Ｓ，５Ｓ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒ
ドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１
，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１．７７）２－［（２Ｒ，４Ｓ，５Ｓ）－１－
（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４
－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１．７
８）２－［（２Ｒ，４Ｒ，５Ｒ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ
－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４
－トリアゾール－３－チオン、（１．７９）２－［（２Ｓ，４Ｒ，５Ｒ）－１－（２，４
－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］
－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１．８０）２－
［（２Ｓ，４Ｓ，５Ｒ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６
，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリア
ゾール－３－チオン、（１．８１）２－［（２Ｒ，４Ｓ，５Ｒ）－１－（２，４－ジクロ
ロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４
－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１．８２）２－［（２Ｒ
，４Ｒ，５Ｓ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－ト
リメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－
３－チオン、（１．８３）２－［（２Ｓ，４Ｒ，５Ｓ）－１－（２，４－ジクロロフェニ
ル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒド
ロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１．８４）２－［４－（４－クロ
ロフェノキシ）－２－（トリフルオロメチル）フェニル］－１－（１Ｈ－１，２，４－ト
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リアゾール－１－イル）プロパン－２－オール、（１．８５）２－［４－（４－クロロフ
ェノキシ）－２－（トリフルオロメチル）フェニル］－１－（１Ｈ－１，２，４－トリア
ゾール－１－イル）ブタン－２－オール、（１．８６）２－［４－（４－クロロフェノキ
シ）－２－（トリフルオロメチル）フェニル］－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール
－１－イル）ペンタン－２－オール、（１．８７）２－［２－クロロ－４－（４－クロロ
フェノキシ）フェニル］－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）ブタン－
２－オール、（１．８８）２－［２－クロロ－４－（２，４－ジクロロフェノキシ）フェ
ニル］－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）プロパン－２－オール、（
１．８９）（２Ｒ）－２－（１－クロロシクロプロピル）－４－［（１Ｒ）－２，２－ジ
クロロシクロプロピル］－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）ブタン－
２－オール、（１．９０）（２Ｒ）－２－（１－クロロシクロプロピル）－４－［（１Ｓ
）－２，２－ジクロロシクロプロピル］－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－
イル）ブタン－２－オール、（１．９１）（２Ｓ）－２－（１－クロロシクロプロピル）
－４－［（１Ｓ）－２，２－ジクロロシクロプロピル］－１－（１Ｈ－１，２，４－トリ
アゾール－１－イル）ブタン－２－オール、（１．９２）（２Ｓ）－２－（１－クロロシ
クロプロピル）－４－［（１Ｒ）－２，２－ジクロロシクロプロピル］－１－（１Ｈ－１
，２，４－トリアゾール－１－イル）ブタン－２－オール、（１．９３）（１Ｓ，２Ｒ，
５Ｒ）－５－（４－クロロベンジル）－２－（クロロメチル）－２－メチル－１－（１Ｈ
－１，２，４－トリアゾール－１－イルメチル）シクロペンタノール、（１．９４）（１
Ｒ，２Ｓ，５Ｓ）－５－（４－クロロベンジル）－２－（クロロメチル）－２－メチル－
１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イルメチル）シクロペンタノール、（１．
９５）５－（４－クロロベンジル）－２－（クロロメチル）－２－メチル－１－（１Ｈ－
１，２，４－トリアゾール－１－イルメチル）シクロペンタノール。
【０１８９】
　２）複合体ＩまたはＩＩでの呼吸鎖の阻害薬、例えば、（２．０１）ビキサフェン、（
２．０２）ボスカリド、（２．０３）カルボキシン、（２．０４）ジフルメトリム、（２
．０５）フェンフラム、（２．０６）フルオピラム、（２．０７）フルトラニル、（２．
０８）フルキサピロキサド、（２．０９）フラメトピル、（２．１０）フルメシクロック
ス、（２．１１）イソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９Ｒ
Ｓ）とアンチ－エピマー性ラセミ体（１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲ）の混合物）、（２．１２
）イソピラザム（アンチ－エピマー性ラセミ体１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲ）、（２．１３）
イソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー１Ｒ，４Ｓ，９Ｓ）、（２．１４）イ
ソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー１Ｓ，４Ｒ，９Ｒ）、（２．１５）イソ
ピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ）、（２．１６）イソ
ピラザム（シン－エピマー性エナンチオマー１Ｒ，４Ｓ，９Ｒ）、（２．１７）イソピラ
ザム（シン－エピマー性エナンチオマー１Ｓ，４Ｒ，９Ｓ）、（２．１８）メプロニル、
（２．１９）オキシカルボキシン、（２．２０）ペンフルフェン、（２．２１）ペンチオ
ピラド、（２．２２）セダキサン、（２．２３）チフルザミド、（２．２４）１－メチル
－Ｎ－［２－（１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－３－（トリフル
オロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．２５）３－（ジフルオロ
メチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェニ
ル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．２６）３－（ジフルオロメチル）
－Ｎ－［４－フルオロ－２－（１，１，２，３，３，３－ヘキサフルオロプロポキシ）フ
ェニル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．２７）Ｎ－［１
－（２，４－ジクロロフェニル）－１－メトキシプロパン－２－イル］－３－（ジフルオ
ロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．２８）５，８
－ジフルオロ－Ｎ－［２－（２－フルオロ－４－｛［４－（トリフルオロメチル）ピリジ
ン－２－イル］オキシ｝フェニル）エチル］キナゾリン－４－アミン、（２．２９）ベン
ゾビンジフルピル、（２．３０）Ｎ－［（１Ｓ，４Ｒ）－９－（ジクロロメチレン）－１
，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオ
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ロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３１）Ｎ－［
（１Ｒ，４Ｓ）－９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－
メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－カルボキサミド、（２．３２）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－
（１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）－１Ｈ－ピ
ラゾール－４－カルボキサミド、（２．３３）１，３，５－トリメチル－Ｎ－（１，１，
３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド、（２．３４）１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－（１
，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－カルボキサミド、（２．３５）１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ
－［（３Ｒ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル
］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３６）１－メチル－３－（トリフル
オロメチル）－Ｎ－［（３Ｓ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イ
ンデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３７）３－（ジフ
ルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［（３Ｓ）－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒ
ドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．３
８）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１，３－トリメチル
－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド、（２．３９）１，３，５－トリメチル－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１，３－トリメチル
－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド、（２．４０）１，３，５－トリメチル－Ｎ－［（３Ｓ）－１，１，３－トリメチル
－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド、（２．４１）ベノダニル、（２．４２）２－クロロ－Ｎ－（１，１，３－トリメチ
ル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）ピリジン－３－カルボキサミド、（
２．４３）イソフェタミド、（２．４４）１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ
－［２′－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、（２．４５）Ｎ－（４′－クロロビフェニル－２－イル）－３－（ジフル
オロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．４６）Ｎ－
（２′，４′－ジクロロビフェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．４７）３－（ジフルオロメチル）－
１－メチル－Ｎ－［４′－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラ
ゾール－４－カルボキサミド、（２．４８）Ｎ－（２′，５′－ジフルオロビフェニル－
２－イル）－１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボ
キサミド、（２．４９）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［４′－（プロパ
－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミ
ド、（２．５０）５－フルオロ－１，３－ジメチル－Ｎ－［４′－（プロパ－１－イン－
１－イル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．５
１）２－クロロ－Ｎ－［４′－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］
ニコチンアミド、（２．５２）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４′－（３，３－ジメ
チルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド、（２．５３）Ｎ－［４′－（３，３－ジメチルブタ－１－イン
－１－イル）ビフェニル－２－イル］－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－カルボキサミド、（２．５４）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（４′－エチ
ニルビフェニル－２－イル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（
２．５５）Ｎ－（４′－エチニルビフェニル－２－イル）－５－フルオロ－１，３－ジメ
チル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．５６）２－クロロ－Ｎ－（４′－
エチニルビフェニル－２－イル）ニコチンアミド、（２．５７）２－クロロ－Ｎ－［４′
－（３，３－ジメチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ニコチンアミ
ド、（２．５８）４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－Ｎ－［４′－（トリフルオロ
メチル）ビフェニル－２－イル］－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド、（２．５
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９）５－フルオロ－Ｎ－［４′－（３－ヒドロキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イ
ル）ビフェニル－２－イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミ
ド、（２．６０）２－クロロ－Ｎ－［４′－（３－ヒドロキシ－３－メチルブタ－１－イ
ン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ニコチンアミド、（２．６１）３－（ジフルオロ
メチル）－Ｎ－［４′－（３－メトキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェ
ニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．６２）
５－フルオロ－Ｎ－［４′－（３－メトキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビ
フェニル－２－イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（
２．６３）２－クロロ－Ｎ－［４′－（３－メトキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－
イル）ビフェニル－２－イル］ニコチンアミド、（２．６４）１，３－ジメチル－Ｎ－（
１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）－１Ｈ－ピラ
ゾール－４－カルボキサミド、（２．６５）１，３－ジメチル－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１
，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール
－４－カルボキサミド、（２．６６）１，３－ジメチル－Ｎ－［（３Ｓ）－１，１，３－
トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－
カルボキサミド、（２．６７）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－メトキシ－１－メチル－
Ｎ－［１－（２，４，６－トリクロロフェニル）プロパン－２－イル］－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド、（２．６８）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（７－フルオロ
－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）－１－メチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．６９）３－（ジフルオロメチル）－
Ｎ－［（３Ｒ）－７－フルオロ－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イ
ンデン－４－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．７０
）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［（３Ｓ）－７－フルオロ－１，１，３－トリメチル
－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４
－カルボキサミド。
【０１９０】
　３）複合体ＩＩＩでの呼吸鎖の阻害薬、例えば、（３．０１）アメトクトラジン、（３
．０２）アミスルブロム、（３．０３）アゾキシストロビン、（３．０４）シアゾファミ
ド、（３．０５）クメトキシストロビン（ｃｏｕｍｅｔｈｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、（３
．０６）クモキシストロビン、（３．０５）ジモキシストロビン、（３．０８）エノキサ
ストロビン、（３．０９）ファモキサドン、（３．１０）フェンアミドン、（３．１１）
フルフェノキシストロビン（ｆｌｕｆｅｎｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、（３．１２）フルオ
キサストロビン、（３．１３）クレソキシム－メチル、（３．１４）メトミノストロビン
、（３．１５）オリサストロビン、（３．１６）ピコキシストロビン、（３．１７）ピラ
クロストロビン、（３．１８）ピラメトストロビン、（３．１９）ピラオキシストロビン
、（３．２０）ピリベンカルブ、（３．２１）トリクロピリカルブ、（３．２２）トリフ
ロキシストロビン、（３．２３）（２Ｅ）－２－（２－｛［６－（３－クロロ－２－メチ
ルフェノキシ）－５－フルオロピリミジン－４－イル］オキシ｝フェニル）－２－（メト
キシイミノ）－Ｎ－メチルアセトアミド、（３．２４）（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ
）－Ｎ－メチル－２－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェ
ニル］エチリデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）アセトアミド、（３．２５）（
２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－｛２－［（Ｅ）－（｛１－［３－（
トリフルオロメチル）フェニル］エトキシ｝イミノ）メチル］フェニル｝エタンアミド、
（３．２６）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（１Ｅ）－１－（３－｛［（Ｅ）－１－フル
オロ－２－フェニルビニル］オキシ｝フェニル）エチリデン］アミノ｝オキシ）メチル］
フェニル｝－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルアセトアミド、（３．２７）フェナミ
ノストロビン（ｆｅｎａｍｉｎｏｓｔｒｏｂｉｎ）、（３．２８）５－メトキシ－２－メ
チル－４－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エチ
ルデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－
トリアゾール－３－オン、（３．２９）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛シクロプロピル［（
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４－メトキシフェニル）イミノ］メチル｝スルファニル）メチル］フェニル｝－３－メト
キシアクリル酸メチル、（３．３０）Ｎ－（３－エチル－３，５，５－トリメチルシクロ
ヘキシル）－３－ホルムアミド－２－ヒドロキシベンズアミド、（３．３１）２－｛２－
［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセ
トアミド、（３．３２）２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］フェニル
｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド、（３．３３）（２Ｅ，３Ｚ）－５－｛［１
－（４－クロロフェニル）－１Ｈ－ピラゾール－３－イル］オキシ｝－２－（メトキシイ
ミノ）－Ｎ，３－ジメチルペンタ－３－エンアミド。
【０１９１】
　４）有糸分裂および細胞分裂の阻害薬、例えば、（４．０１）ベノミル、（４．０２）
カルベンダジム、（４．０３）クロルフェナゾール、（４．０４）ジエトフェンカルブ、
（４．０５）エタボキサム、（４．０６）フルオピコリド、（４．０７）フベリダゾール
、（４．０８）ペンシクロン、（４．０９）チアベンダゾール、（４．１０）チオファネ
ート－メチル、（４．１１）チオファネート、（４．１２）ゾキサミド、（４．１３）５
－クロロ－７－（４－メチルピペリジン－１－イル）－６－（２，４，６－トリフルオロ
フェニル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン、（４．１４）３－クロ
ロ－５－（６－クロロピリジン－３－イル）－６－メチル－４－（２，４，６－トリフル
オロフェニル）ピリダジン。
【０１９２】
　５）多部位作用を有することができる化合物、例えば、（５．０１）ボルドー液、（５
．０２）カプタホール、（５．０３）キャプタン、（５．０４）クロロタロニル、（５．
０５）水酸化銅、（５．０６）ナフテン酸銅、（５．０７）酸化銅、（５．０８）塩基性
塩化銅、（５．０９）硫酸銅（２＋）、（５．１０）ジクロフルアニド、（５．１１）ジ
チアノン、（５．１２）ドジン、（５．１３）ドジン遊離塩基、（５．１４）ファーバム
、（５．１５）フルオロホルペット、（５．１６）ホルペット、（５．１７）グアザチン
、（５．１８）酢酸グアザチン、（５．１９）イミノクタジン、（５．２０）イミノクタ
ジンアルベシル酸塩、（５．２１）イミノクタジン三酢酸塩、（５．２２）マンカッパー
、（５．２３）マンゼブ、（５．２４）マンネブ、（５．２５）メチラム、（５．２６）
メチラム亜鉛、（５．２７）オキシン－銅（ｏｘｉｎｅ－ｃｏｐｐｅｒ）、（５．２８）
プロパミジン（ｐｒｏｐａｍｉｄｉｎｅ）、（５．２９）プロピネブ、（５．３０）硫黄
および硫黄剤、例えば多硫化カルシウム、（５．３１）チウラム、（５．３２）トリルフ
ルアニド、（５．３３）ジネブ、（５．３４）ジラム、（５．３５）アニラジン。
【０１９３】
　６）宿主防可能な化合物、例えば、（６．０１）アシベンゾラル－Ｓ－メチル、（６．
０２）イソチアニル、（６．０３）プロベナゾール、（６．０４）チアジニル、（６．０
５）ラミナリン（ｌａｍｉｎａｒｉｎ）。
【０１９４】
　７）アミノ酸および／またはタンパク質の生合成の阻害薬、例えば、（７．０１）アン
ドプリム（ａｎｄｏｐｒｉｍ）、（７．０２）ブラストサイジン－Ｓ、（７．０３）シプ
ロジニル、（７．０４）カスガマイシン、（７．０５）カスガマイシン塩酸塩水和物、（
７．０６）メパニピリム、（７．０７）ピリメタニル、（７．０８）３－（５－フルオロ
－３，３，４，４－テトラメチル－３，４－ジヒドロイソキノリン－１－イル）キノリン
、（７．０９）オキシテトラサイクリン、（７．１０）ストレプトマイシン。
【０１９５】
　８）ＡＴＰ産生の阻害薬、例えば、（８．０１）酢酸トリフェニルスズ、（８．０２）
塩化トリフェニルスズ、（８．０３）水酸化トリフェニルスズ、（８．０４）シルチオフ
ァム。
【０１９６】
　９）細胞壁合成の阻害薬、例えば、（９．０１）ベンチアバリカルブ、（９．０２）ジ
メトモルフ、（９．０３）フルモルフ、（９．０４）イプロバリカルブ、（９．０５）マ
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ンジプロパミド、（９．０６）ポリオキシン、（９．０７）ポリオキソリム、（９．０８
）バリダマイシン、（９．０９）バリフェナレート、（９．１０）ポリオキシンＢ、（９
．１１）（２Ｅ）－３－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（２－クロロピリジン
－４－イル）－１－（モルホリン－４－イル）プロパ－２－エン－１－オン、（９．１２
）（２Ｚ）－３－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（２－クロロピリジン－４－
イル）－１－（モルホリン－４－イル）プロパ－２－エン－１－オン。
【０１９７】
　１０）脂質および膜の合成の阻害薬、例えば、（１０．０１）ビフェニル、（１０．０
２）クロロネブ、（１０．０３）ジクロラン、（１０．０４）エジフェンホス、（１０．
０５）エトリジアゾール、（１０．０６）ヨードカルブ（ｉｏｄｏｃａｒｂ）、（１０．
０７）イプロベンホス、（１０．０８）イソプロチオラン、（１０．０９）プロパモカル
ブ、（１０．１０）プロパモカルブ塩酸塩、（１０．１１）プロチオカルブ、（１０．１
２）ピラゾホス、（１０．１３）キントゼン、（１０．１４）テクナゼン、（１０．１５
）トルクロホス－メチル。
【０１９８】
　１１）メラニン生合成の阻害薬、例えば、（１１．０１）カルプロパミド、（１１．０
２）ジクロシメット、（１１．０３）フェノキサニル、（１１．０４）フタリド、（１１
．０５）ピロキロン、（１１．０６）トリシクラゾール、（１１．０７）｛３－メチル－
１－［（４－メチルベンゾイル）アミノ］ブタン－２－イル｝カルバミン酸２，２，２－
トリフルオロエチル。
【０１９９】
　１２）核酸合成の阻害薬、例えば、（１２．０１）ベナラキシル、（１２．０２）ベナ
ラキシル－Ｍ（キララキシル（ｋｉｒａｌａｘｙｌ））、（１２．０３）ブピリメート、
（１２．０４）クロジラコン、（１２．０５）ジメチリモール、（１２．０６）エチリモ
ール、（１２．０７）フララキシル、（１２．０８）ヒメキサゾール、（１２．０９）メ
タラキシル、（１２．１０）メタラキシル－Ｍ（メフェノキサム）、（１２．１１）オフ
ラセ、（１２．１２）オキサジキシル、（１２．１３）オキソリン酸，（１２．１４）オ
クチリノン。
【０２００】
　１３）シグナル伝達の阻害薬、例えば、（１３．０１）クロゾリネート、（１３．０２
）フェンピクロニル、（１３．０３）フルジオキソニル、（１３．０４）イプロジオン、
（１３．０５）プロシミドン、（１３．０６）キノキシフェン、（１３．０７）ビンクロ
ゾリン、（１３．０８）プロキナジド。
【０２０１】
　１４）アンカプラーとして作用し得る化合物、例えば、（１４．０１）ビナパクリル、
（１４．０２）ジノカップ、（１４．０３）フェリムゾン、（１４．０４）フルアジナム
、（１４．０５）メプチルジノカップ。
【０２０２】
　１５）さらなる化合物、例えば、（１５．００１）ベンチアゾール、（１５．００２）
ベトキサジン、（１５．００３）カプシマイシン（ｃａｐｓｉｍｙｃｉｎ）、（１５．０
０４）カルボン、（１５．００５）キノメチオネート、（１５．００６）ピリオフェノン
（クラザフェノン（ｃｈｌａｚａｆｅｎｏｎｅ））、（１５．００７）クフラネブ、（１
５．００８）シフルフェナミド、（１５．００９）シモキサニル、（１５．０１０）シプ
ロスルファミド、（１５．０１１）ダゾメット、（１５．０１２）デバカルブ、（１５．
０１３）ジクロロフェン、（１５．０１４）ジクロメジン、（１５．０１５）ジフェンゾ
コート、（１５．０１６）ジフェンゾコートメチル硫酸塩、（１５．０１７）ジフェニル
アミン、（１５．０１８）エコメイト、（１５．０１９）フェンピラザミン、（１５．０
２０）フルメトベル、（１５．０２１）フルオルイミド、（１５．０２２）フルスルファ
ミド、（１５．０２３）フルチアニル、（１５．０２４）ホセチル－アルミニウム、（１
５．０２５）ホセチル－カルシウム、（１５．０２６）ホセチル－ナトリウム、（１５．
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０２７）ヘキサクロロベンゼン、（１５．０２８）イルママイシン、（１５．０２９）メ
タスルホカルブ、（１５．０３０）イソチオシアン酸メチル、（１５．０３１）メトラフ
ェノン、（１５．０３２）ミルディオマイシン、（１５．０３３）ナタマイシン、（１５
．０３４）ジメチルジチオカルバミン酸ニッケル、（１５．０３５）ニトロタル－イソプ
ロピル、（１５．０３６）オキサモカルブ（ｏｘａｍｏｃａｒｂ）、（１５．０３７）オ
キシフェンチイン（ｏｘｙｆｅｎｔｈｉｉｎ）、（１５．０３８）ペンタクロロフェノー
ルおよび塩、（１５．０３９）フェノトリン、（１５．０４０）リン酸およびそれの塩、
（１５．０４１）プロパモカルブ－ホセチレート（ｐｒｏｐａｍｏｃａｒｂ－ｆｏｓｅｔ
ｙｌａｔｅ）、（１５．０４２）プロパノシン－ナトリウム（ｐｒｏｐａｎｏｓｉｎｅ－
ｓｏｄｉｕｍ）、（１５．０４３）ピリモルフ、（１５．０４４）ピロールニトリン、（
１５．０４５）テブフロキン、（１５．０４６）テクロフタラム、（１５．０４７）トル
ニファニド、（１５．０４８）トリアゾキシド、（１５．０４９）トリクラミド、（１５
．０５０）ザリラミド、（１５．０５１）（３Ｓ，６Ｓ，７Ｒ，８Ｒ）－８－ベンジル－
３－［（｛３－［（イソブチリルオキシ）メトキシ］－４－メトキシピリジン－２－イル
｝カルボニル）アミノ］－６－メチル－４，９－ジオキソ－１，５－ジオキソナン－７－
イル　２－メチルプロパノエート、（１５．０５２）１－（４－｛４－［（５Ｒ）－５－
（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル
］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－
（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン、（１５．０５３）１
－（４－｛４－［（５Ｓ）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－
１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－
イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル
］エタノン、（１５．０５４）オキサチアプロリン（ｏｘａｔｈｉａｐｒｏｌｉｎ）、（
１５．０５５）１－（４－メトキシフェノキシ）－３，３－ジメチルブタン－２－イル１
Ｈ－イミダゾール－１－カルボキシレート、（１５．０５６）２，３，５，６－テトラク
ロロ－４－（メチルスルホニル）ピリジン、（１５．０５７）２，３－ジブチル－６－ク
ロロチエノ［２，３－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン、（１５．０５８）２，６－ジ
メチル－１Ｈ，５Ｈ－［１，４］ジチイノ［２，３－ｃ：５，６－ｃ′］ジピロール－１
，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトロン、（１５．０５９）２－［５－メチル－３－（ト
リフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［（５Ｒ）－５
－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾー
ル－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エタノン、（１５．０６０）２－［５－メチル－
３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［（５
Ｓ）－５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－
チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エタノン、（１５．０６１）２－［５－
メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－｛４－［４
－（５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル）－１，３－チ
アゾール－２－イル］ピペリジン－１－イル｝エタノン、（１５．０６２）２－ブトキシ
－６－ヨード－３－プロピル－４Ｈ－クロメン－４－オン、（１５．０６３）２－クロロ
－５－［２－クロロ－１－（２，６－ジフルオロ－４－メトキシフェニル）－４－メチル
－１Ｈ－イミダゾール－５－イル］ピリジン、（１５．０６４）２－フェニルフェノール
および塩、（１５．０６５）３－（４，４，５－トリフルオロ－３，３－ジメチル－３，
４－ジヒドロイソキノリン－１－イル）キノリン、（１５．０６６）３，４，５－トリク
ロロピリジン－２，６－ジカルボニトリル、（１５．０６７）３－クロロ－５－（４－ク
ロロフェニル）－４－（２，６－ジフルオロフェニル）－６－メチルピリダジン、（１５
．０６８）４－（４－クロロフェニル）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－３，６
－ジメチルピリダジン、（１５．０６９）５－アミノ－１，３，４－チアジアゾール－２
－チオール、（１５．０７０）５－クロロ－Ｎ′－フェニル－Ｎ′－（プロパ－２－イン
－１－イル）チオフェン－２－スルホノヒドラジド、（１５．０７１）５－フルオロ－２
－［（４－フルオロベンジル）オキシ］ピリミジン－４－アミン、（１５．０７２）５－
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フルオロ－２－［（４－メチルベンジル）オキシ］ピリミジン－４－アミン、（１５．０
７３）５－メチル－６－オクチル［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン－
７－アミン、（１５．０７４）（２Ｚ）－３－アミノ－２－シアノ－３－フェニルアクリ
ル酸エチル、（１５．０７５）Ｎ′－（４－｛［３－（４－クロロベンジル）－１，２，
４－チアジアゾール－５－イル］オキシ｝－２，５－ジメチルフェニル）－Ｎ－エチル－
Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．０７６）Ｎ－（４－クロロベンジル）－３－［
３－メトキシ－４－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］プロパンアミド、
（１５．０７７）Ｎ－［（４－クロロフェニル）（シアノ）メチル］－３－［３－メトキ
シ－４－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］プロパンアミド、（１５．０
７８）Ｎ－［（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）メチル］－２，４－ジクロ
ロニコチンアミド、（１５．０７９）Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２
－イル）エチル］－２，４－ジクロロニコチンアミド、（１５．０８０）Ｎ－［１－（５
－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）エチル］－２－フルオロ－４－ヨードニコチ
ンアミド、（１５．０８１）Ｎ－｛（Ｅ）－［（シクロプロピルメトキシ）イミノ］［６
－（ジフルオロメトキシ）－２，３－ジフルオロフェニル］メチル｝－２－フェニルアセ
トアミド、（１５．０８２）Ｎ－｛（Ｚ）－［（シクロプロピルメトキシ）イミノ］［６
－（ジフルオロメトキシ）－２，３－ジフルオロフェニル］メチル｝－２－フェニルアセ
トアミド、（１５．０８３）Ｎ′－｛４－［（３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－シアノ－１，
２－チアゾール－５－イル）オキシ］－２－クロロ－５－メチルフェニル｝－Ｎ－エチル
－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．０８４）Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メ
チル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジ
ン－４－イル）－Ｎ－（１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル）－１，３
－チアゾール－４－カルボキサミド、（１５．０８５）Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－
メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリ
ジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｒ）－１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イ
ル］－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド、（１５．０８６）Ｎ－メチル－２－（
１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセ
チル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｓ）－１，２，３，４－テトラヒドロナフタ
レン－１－イル］－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド、（１５．０８７）｛６－
［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチレン］アミノ
｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバミン酸ペンチル、（１５．０８８）フェ
ナジン－１－カルボン酸、（１５．０８９）キノリン－８－オール、（１５．０９０）キ
ノリン－８－オールスルフェート（２：１）、（１５．０９１）｛６－［（｛［（１－メ
チル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチル
］ピリジン－２－イル｝カルバミン酸ｔｅｒｔ－ブチル、（１５．０９２）（５－ブロモ
－２－メトキシ－４－メチルピリジン－３－イル）（２，３，４－トリメトキシ－６－メ
チルフェニル）メタノン、（１５．０９３）Ｎ－［２－（４－｛［３－（４－クロロフェ
ニル）プロパ－２－イン－１－イル］オキシ｝－３－メトキシフェニル）エチル］－Ｎ２
－（メチルスルホニル）バリンアミド、（１５．０９４）４－オキソ－４－［（２－フェ
ニルエチル）アミノ］ブタン酸、（１５．０９５）ブタ－３－イン－１－イル｛６－［（
｛［（Ｚ）－（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチレン］ア
ミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバメート、（１５．０９６）４－アミ
ノ－５－フルオロピリミジン－２－オール（互変異性体形態：４－アミノ－５－フルオロ
ピリミジン－２（１Ｈ）－オン）、（１５．０９７）３，４，５－トリヒドロキシ安息香
酸プロピル、（１５．０９８）［３－（４－クロロ－２－フルオロフェニル）－５－（２
，４－ジフルオロフェニル）－１，２－オキサゾール－４－イル］（ピリジン－３－イル
）メタノール、（１５．０９９）（Ｓ）－［３－（４－クロロ－２－フルオロフェニル）
－５－（２，４－ジフルオロフェニル）－１，２－オキサゾール－４－イル］（ピリジン
－３－イル）メタノール、（１５．１００）（Ｒ）－［３－（４－クロロ－２－フルオロ
フェニル）－５－（２，４－ジフルオロフェニル）－１，２－オキサゾール－４－イル］
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（ピリジン－３－イル）メタノール、（１５．１０１）２－フルオロ－６－（トリフルオ
ロメチル）－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－
イル）ベンズアミド、（１５．１０２）２－（６－ベンジルピリジン－２－イル）キナゾ
リン、（１５．１０３）２－［６－（３－フルオロ－４－メトキシフェニル）－５－メチ
ルピリジン－２－イル］キナゾリン、（１５．１０４）３－（４，４－ジフルオロ－３，
３－ジメチル－３，４－ジヒドロイソキノリン－１－イル）キノリン、（１５．１０５）
アブシシン酸、（１５．１０６）Ｎ′－［５－ブロモ－６－（２，３－ジヒドロ－１Ｈ－
インデン－２－イルオキシ）－２－メチルピリジン－３－イル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチ
ルイミドホルムアミド、（１５．１０７）Ｎ′－｛５－ブロモ－６－［１－（３，５－ジ
フルオロフェニル）エトキシ］－２－メチルピリジン－３－イル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メ
チルイミドホルムアミド、（１５．１０８）Ｎ′－｛５－ブロモ－６－［（１Ｒ）－１－
（３，５－ジフルオロフェニル）エトキシ］－２－メチルピリジン－３－イル｝－Ｎ－エ
チル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．１０９）Ｎ′－｛５－ブロモ－６－［（
１Ｓ）－１－（３，５－ジフルオロフェニル）エトキシ］－２－メチルピリジン－３－イ
ル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．１１０）Ｎ′－｛５－ブロ
モ－６－［（シス－４－イソプロピルシクロヘキシル）オキシ］－２－メチルピリジン－
３
－イル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．１１１）Ｎ′－｛５－
ブロモ－６－［（トランス－４－イソプロピルシクロヘキシル）オキシ］－２－メチルピ
リジン－３－イル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．１１２）Ｎ
－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（２－イソプロピル
ベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１１３）Ｎ
－シクロプロピル－Ｎ－（２－シクロプロピルベンジル）－３－（ジフルオロメチル）－
５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１１４）
Ｎ－（２－ｔｅｒｔ－ブチルベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル
）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１１
５）Ｎ－（５－クロロ－２－エチルベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロ
メチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５
．１１６）Ｎ－（５－クロロ－２－イソプロピルベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－
（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド、（１５．１１７）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（２－エ
チル－５－フルオロベンジル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、（１５．１１８）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－
フルオロ－Ｎ－（５－フルオロ－２－イソプロピルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラ
ゾール－４－カルボキサミド、（１５．１１９）Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－（２－シクロ
プロピル－５－フルオロベンジル）－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メ
チル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１２０）Ｎ－（２－シクロペン
チル－５－フルオロベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－
フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１２１）Ｎ－
シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（２－フルオロ－６－
イソプロピルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５
．１２２）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（２－エチル－５－メ
チルベンジル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、
（１５．１２３）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－
（２－イソプロピル－５－メチルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボキサミド、（１５．１２４）Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－（２－シクロプロピル－５－メ
チルベンジル）－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－カルボキサミド、（１５．１２５）Ｎ－（２－ｔｅｒｔ－ブチル－５－メチル
ベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１２６）Ｎ－［５－クロロ－２－
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（トリフルオロメチル）ベンジル］－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－
５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１２７）
Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－Ｎ－［５
－メチル－２－（トリフルオロメチル）ベンジル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド、（１５．１２８）Ｎ－［２－クロロ－６－（トリフルオロメチル）ベンジル］－Ｎ
－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラ
ゾール－４－カルボキサミド、（１５．１２９）Ｎ－［３－クロロ－２－フルオロ－６－
（トリフルオロメチル）ベンジル］－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－
５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１５．１３０）
Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（２－エチル－４，５－ジメチル
ベンジル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１
５．１３１）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（２
－イソプロピルベンジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボチオアミド、（
１５．１３２）Ｎ′－（２，５－ジメチル－４－フェノキシフェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ
－メチルイミドホルムアミド、（１５．１３３）Ｎ′－｛４－［（４，５－ジクロロ－１
，３－チアゾール－２－イル）オキシ］－２，５－ジメチルフェニル｝－Ｎ－エチル－Ｎ
－メチルイミドホルムアミド、（１５．１３４）Ｎ－（４－クロロ－２，６－ジフルオロ
フェニル）－４－（２－クロロ－４－フルオロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピ
ラゾール－５－アミン、（１５．１３５）９－フルオロ－２，２－ジメチル－５－（キノ
リン－３－イル）－２，３－ジヒドロ－１，４－ベンゾオキサゼピン、（１５．１３６）
２－｛２－フルオロ－６－［（８－フルオロ－２－メチルキノリン－３－イル）オキシ］
フェニル｝プロパン－２－オール、（１５．１３７）２－｛２－［（７，８－ジフルオロ
－２－メチルキノリン－３－イル）オキシ］－６－フルオロフェニル｝プロパン－２－オ
ール、（１５．１３８）４－（２－クロロ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－フルオ
ロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（１５．１３９）４
－（２－クロロ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２，６－ジフルオロフェニル）－１，
３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（１５．１４０）４－（２－クロロ－４
－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－クロロ－６－フルオロフェニル）－１，３－ジメチル
－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（１５．１４１）４－（２－ブロモ－４－フルオロフ
ェニル）－Ｎ－（２－クロロ－６－フルオロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラ
ゾール－５－アミン、（１５．１４２）Ｎ－（２－ブロモ－６－フルオロフェニル）－４
－（２－クロロ－４－フルオロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－
アミン、（１５．１４３）４－（２－ブロモ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－ブロ
モフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（１５．１４４）４
－（２－ブロモ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－ブロモ－６－フルオロフェニル）
－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（１５．１４５）４－（２－ブロ
モ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－クロロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－
ピラゾール－５－アミン、（１５．１４６）Ｎ－（２－ブロモフェニル）－４－（２－ク
ロロ－４－フルオロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（
１５．１４７）４－（２－クロロ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－クロロフェニル
）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（１５．１４８）４－（２－ブ
ロモ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２，６－ジフルオロフェニル）－１，３－ジメチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（１５．１４９）４－（２－ブロモ－４－フルオロ
フェニル）－Ｎ－（２－フルオロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５
－アミン、（１５．１５０）Ｎ′－（４－｛３－［（ジフルオロメチル）スルファニル］
フェノキシ｝－２，５－ジメチルフェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミ
ド、（１５．１５１）Ｎ′－（２，５－ジメチル－４－｛３－［（１，１，２，２－テト
ラフルオロエチル）スルファニル］フェノキシ｝フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイ
ミドホルムアミド、（１５．１５２）Ｎ′－（２，５－ジメチル－４－｛３－［（２，２
，２－トリフルオロエチル）スルファニル］フェノキシ｝フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－
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メチルイミドホルムアミド、（１５．１５３）Ｎ′－（２，５－ジメチル－４－｛３－［
（２，２，３，３－テトラフルオロプロピル）スルファニル］フェノキシ｝フェニル）－
Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．１５４）Ｎ′－（２，５－ジメチ
ル－４－｛３－［（ペンタフルオロエチル）スルファニル］フェノキシ｝フェニル）－Ｎ
－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．１５５）Ｎ′－（４－｛［３－（ジ
フルオロメトキシ）フェニル］スルファニル｝－２，５－ジメチルフェニル）－Ｎ－エチ
ル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．１５６）Ｎ′－（２，５－ジメチル－４－
｛［３－（１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］スルファニル｝フェニ
ル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．１５７）Ｎ′－（２，５－
ジメチル－４－｛［３－（２，２，２－トリフルオロエトキシ）フェニル］スルファニル
｝フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．１５８）Ｎ′－（
２，５－ジメチル－４－｛［３－（２，２，３，３－テトラフルオロプロポキシ）フェニ
ル］スルファニル｝フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．
１５９）Ｎ′－（２，５－ジメチル－４－｛［３－（ペンタフルオロエトキシ）フェニル
］スルファニル｝フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．１
６０）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－
［４－（４－｛５－［２－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４，５－
ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）ピペリ
ジン－１－イル］エタノン、（１５．１６１）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）
－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－［４－（４－｛５－［２－フルオロ－６－（プロ
パ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール
－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、（１
５．１６２）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］
－１－［４－（４－｛５－［２－クロロ－６－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フ
ェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール
－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、（１５．１６３）２－｛３－［２－（１
－｛［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピ
ペリジン－４－イル）－１，３－チアゾール－４－イル］－４，５－ジヒドロ－１，２－
オキサゾール－５－イル｝フェニルメタンスルホネート、（１５．１６４）２－｛３－［
２－（１－｛［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセ
チル｝ピペリジン－４－イル）－１，３－チアゾール－４－イル］－４，５－ジヒドロ－
１，２－オキサゾール－５－イル｝－３－クロロフェニルメタンスルホネート、（１５．
１６５）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１
－［４－（４－｛（５Ｓ）－５－［２－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル
］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－
イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、（１５．１６６）２－［３，５－ビス（ジフル
オロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－［４－（４－｛（５Ｒ）－５－［２
－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキ
サゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノ
ン、（１５．１６７）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１
－イル］－１－［４－（４－｛（５Ｓ）－５－［２－フルオロ－６－（プロパ－２－イン
－１－イルオキシ）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝
－１，３－チアゾール－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、（１５．１６８）
２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－［４－
（４－｛（５Ｒ）－５－［２－フルオロ－６－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フ
ェ
ニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－
２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、（１５．１６９）２－［３，５－ビス（ジ
フルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－［４－（４－｛（５Ｓ）－５－
［２－クロロ－６－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４，５－ジヒド
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ロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）ピペリジン－
１－イル］エタノン、（１５．１７０）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ
－ピラゾール－１－イル］－１－［４－（４－｛（５Ｒ）－５－［２－クロロ－６－（プ
ロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾー
ル－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、（
１５．１７１）２－｛（５Ｓ）－３－［２－（１－｛［３，５－ビス（ジフルオロメチル
）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－１，３－チアゾ
ール－４－イル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－５－イル｝フェニルメタ
ンスルホネート、（１５．１７２）２－｛（５Ｒ）－３－［２－（１－｛［３，５－ビス
（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル
）－１，３－チアゾール－４－イル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－５－
イル｝フェニルメタンスルホネート、（１５．１７３）２－｛（５Ｓ）－３－［２－（１
－｛［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピ
ペリジン－４－イル）－１，３－チアゾール－４－イル］－４，５－ジヒドロ－１，２－
オキサゾール－５－イル｝－３－クロロフェニルメタンスルホネート、（１５．１７４）
２－｛（５Ｒ）－３－［２－（１－｛［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラ
ゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－１，３－チアゾール－４－イル
］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－５－イル｝－３－クロロフェニルメタン
スルホネート。
【０２０３】
　混合成分としての生物農薬
　式（Ｉ）の化合物は、生物農薬と組み合わせることができる。
【０２０４】
　生物農薬としては、特に、細菌類、菌類、酵母類、植物抽出物および微生物によって形
成される生成物（例えば、タンパク質または二次代謝産物）などがある。
【０２０５】
　生物農薬としては、細菌類、例えば、芽胞形成性細菌、根にコロニーを形成する細菌お
よび生物学的殺虫剤、殺菌剤または殺線虫剤として作用する細菌などがある。
【０２０６】
　生物農薬として使用される、または使用可能なそのような細菌類の例は、以下のもので
ある：
　バシルス・アミロリクエファシエンス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａ
ｃｉｅｎｓ）株ＦＺＢ４２（ＤＳＭ　２３１１７９）、または、バシルス・セレウス（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）、特に、バシルス・セレウス（Ｂ．　ｃｅｒｅｕｓ）株
ＣＮＣＭ　Ｉ－１５６２、または、バシルス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍ
ｕｓ）株Ｉ－１５８２（受託番号ＣＮＣＭ　Ｉ－１５８２）、または、バシルス・プミル
ス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）、特に、株ＧＢ３４（受託番号ＡＴＣＣ　７０
０８１４）および株ＱＳＴ２８０８（受託番号ＮＲＲＬ　Ｂ－３００８７）、または、バ
シルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＧＢ０３（受託
番号ＡＴＣＣ　ＳＤ－１３９７）、または、バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　
ｓｕｂｔｉｌｉｓ）株ＱＳＴ７１３（受託番号ＮＲＲＬ　Ｂ－２１６６１）、または、バ
シルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）株ＯＳＴ　３０００２（受
託番号ＮＲＲＬ　Ｂ－５０４２１）、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　
ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）、特に、バシルス・ツリンギエンシス　亜種　イスラエレ
ンシス（Ｂ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｉｓｒａｅｌｅｎ
ｓｉｓ）（抗原型　Ｈ－１４）株ＡＭ６５－５２（受託番号ＡＴＣＣ　１２７６）、また
は、バシルス・ツリンギエンシス　亜種　アイザワイ（Ｂ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ　ｓｕｂｓｐ．　ａｉｚａｗａｉ）、特に、株ＡＢＴＳ－１８５７（ＳＤ－１３７２）
、または、バシルス・ツリンギエンシス　亜種　クルスタキ（Ｂ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅ
ｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｋｕｒｓｔａｋｉ）株ＨＤ－１、または、バシルス・ツリンギ
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エンシス　亜種　テネブリオニス（Ｂ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　
ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）株ＮＢ　１７６（ＳＤ－５４２８）、パステウリア・ペネトラ
ンス（Ｐａｓｔｅｕｒｉａ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、パステウリア属種（Ｐａｓｔｅｕｒ
ｉａ　ｓｐｐ．）（ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅ
ｎｉｆｏｒｍｉｓ）線虫）－ＰＲ３（受託番号ＡＴＣＣ　ＳＤ－５８３４）、ストレプト
ミセス・ミクロフラブス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｍｉｃｒｏｆｌａｖｕｓ）株ＡＱ
６１２１（＝　ＱＲＤ　３１．０１３、ＮＲＲＬ　Ｂ－５０５５０）、ストレプトミセス
・ガルブス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇａｌｂｕｓ）株ＡＱ　６０４７（受託番号Ｎ
ＲＲＬ　３０２３２）。
【０２０７】
　生物農薬として使用されるか使用可能な菌類および酵母類の例は、以下のものである。
【０２０８】
　ベアウベリア・バシアナ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂａｓｓｉａｎａ）、特に、株ＡＴＣ
Ｃ　７４０４０、コニオチリウム・ミニタンス（Ｃｏｎｉｏｔｈｙｒｉｕｍ　ｍｉｎｉｔ
ａｎｓ）、特に、株ＣＯＮ／Ｍ／９１－８（受託番号ＤＳＭ－９６６０）、レカニシリウ
ム属種（Ｌｅｃａｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、特に、株ＨＲＯ　ＬＥＣ　１２、レ
カニシリウム・レカニイ（Ｌｅｃａｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｌｅｃａｎｉｉ）（以前は、ベ
ルチシリウム・レカニイ（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｌｅｃａｎｉｉ））として知られ
ていた）、特に、株ＫＶ０１、メタリジウム・アニソプリアエ（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ
　ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ）、特に、株Ｆ５２（ＤＳＭ３８８４／　ＡＴＣＣ　９０４４８
）、メトスクニコウィア・フルクチコラ（Ｍｅｔｓｃｈｎｉｋｏｗｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃ
ｏｌａ）、特に、株ＮＲＲＬ　Ｙ－３０７５２、パエシロミセス・フモソロセウス（Ｐａ
ｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｆｕｍｏｓｏｒｏｓｅｕｓ）（現在：イサリア・フモソロセア（
Ｉｓａｒｉａ　ｆｕｍｏｓｏｒｏｓｅａ））、特に、株ＩＦＰＣ　２００６１３または株
Ａｐｏｐｋａ　９７（受託番号ＡＴＣＣ　２０８７４）、パエシロミセス・リラシヌス（
Ｐａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｌｉｌａｃｉｎｕｓ）、特に、パエシロミセス・リラシヌス
（Ｐ．　ｌｉｌａｃｉｎｕｓ）株２５１（ＡＧＡＬ　８９／０３０５５０）、タラロミセ
ス・フラブス（Ｔａｌａｒｏｍｙｃｅｓ　ｆｌａｖｕｓ）、特に、株Ｖ１１７ｂ、トリコ
デルマ・アトロビリデ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ａｔｒｏｖｉｒｉｄｅ）、特に、株Ｓ
Ｃ１（受託番号ＣＢＳ　１２２０８９）、トリコデルマ・ハルジアヌム（Ｔｒｉｃｈｏｄ
ｅｒｍａ　ｈａｒｚｉａｎｕｍ）、特に、トリコデルマ・ハルジアヌム・リファイ（Ｔ．
　ｈａｒｚｉａｎｕｍ　ｒｉｆａｉ）Ｔ３９（受託番号ＣＮＣＭ　Ｉ－９５２）。
【０２０９】
　生物農薬として使用されるか使用可能なウィルス類の例は、以下のものである：
　リンゴコカクモンハマキ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎａ）顆粒病ウイルス（ＧＶ
）、コドリンガ（Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）顆粒病ウイルス（ＧＶ）、オオタバ
コガ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ）核多角体病ウイルス（ＮＰＶ）、シ
ロイチモジヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕａ）ｍＮＰＶ、ツマジロクサヨト
ウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ）ｍＮＰＶ、エジプトヨトウ（Ａｆｒ
ｉｃａｎ　ｃｏｔｔｏｎ　ｌｅａｆｗｏｒｍ）（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａ
ｌｉｓ）ＮＰＶ。
【０２１０】
　植物または植物の部分または植物の器官に対して「接種源」として加えられて、それら
の特定に特性によって植物の成長および植物の健康を増進する細菌類および菌類も、同様
に包含される。例としては、以下のものを挙げることができる：
　アグロバクテリウム属種（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐｐ．）、アゾリゾビウム
・カウリノダンス（Ａｚｏｒｈｉｚｏｂｉｕｍ　ｃａｕｌｉｎｏｄａｎｓ）、アゾスピリ
ルム属種（Ａｚｏｓｐｉｒｉｌｌｕｍ　ｓｐｐ．）、アゾトバクテル属種（Ａｚｏｔｏｂ
ａｃｔｅｒ　ｓｐｐ．）、ブラジリゾビウム属種（Ｂｒａｄｙｒｈｉｚｏｂｉｕｍ　ｓｐ
ｐ．）、ブルクホルデリア属種（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｓｐｐ．）、特に、ブルク
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ホルデリア・セパシア（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｃｅｐａｃｉａ）（以前は、プセウ
ドモナス・セパシア（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｃｅｐａｃｉａ）として知られていた）
、ギガスポラ属種（Ｇｉｇａｓｐｏｒａ　ｓｐｐ．）またはギガスポラ・モノスポルム（
Ｇｉｇａｓｐｏｒａ　ｍｏｎｏｓｐｏｒｕｍ）、グロムス属種（Ｇｌｏｍｕｓ　ｓｐｐ．
）、ラッカリア属種（Ｌａｃｃａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ラクトバシルス・ブクネリ（Ｌａ
ｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂｕｃｈｎｅｒｉ）、パラグロムス属種（Ｐａｒａｇｌｏｍｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、ピソリツス・チンクトルス（Ｐｉｓｏｌｉｔｈｕｓ　ｔｉｎｃｔｏｒｕ
ｓ）、プセウドモナス属種（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｐｐ．）、リゾビウム属種（Ｒ
ｈｉｚｏｂｉｕｍ　ｓｐｐ．）、特に、リゾビウム・トリホリイ（Ｒｈｉｚｏｂｉｕｍ　
ｔｒｉｆｏｌｉｉ）、リゾポゴン属種（Ｒｈｉｚｏｐｏｇｏｎ　ｓｐｐ．）、スクレロデ
ルマ属種（Ｓｃｌｅｒｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、スイルス属種（Ｓｕｉｌｌｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、ストレプトミセス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｐ．）。
【０２１１】
　生物農薬として使用されるか使用可能な、植物抽出物および微生物によって形成される
生成物（これは、タンパク質および二次代謝産物を包含する）の例は、以下のものである
：
　ニンニク（Ａｌｌｉｕｍ　ｓａｔｉｖｕｍ）、ニガヨモギ（Ａｒｔｅｍｉｓｉａ　ａｂ
ｓｉｎｔｈｉｕｍ）、アザジラクチン（ａｚａｄｉｒａｃｈｔｉｎ）、Ｂｉｏｋｅｅｐｅ
ｒ　ＷＰ、カッシア・ニグリカンス（Ｃａｓｓｉａ　ｎｉｇｒｉｃａｎｓ）、セラストル
ス・アングラツス（Ｃｅｌａｓｔｒｕｓ　ａｎｇｕｌａｔｕｓ）、アメリカアリタソウ（
Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ａｎｔｈｅｌｍｉｎｔｉｃｕｍ）、キチン、Ａｒｍｏｕｒ－Ｚ
ｅｎ、セイヨウオシダ（Ｄｒｙｏｐｔｅｒｉｓ　ｆｉｌｉｘ－ｍａｓ）、スギナ（Ｅｑｕ
ｉｓｅｔｕｍ　ａｒｖｅｎｓｅ）、Ｆｏｒｔｕｎｅ　Ａｚａ、Ｆｕｎｇａｓｔｏｐ、Ｈｅ
ａｄｓ　Ｕｐ（キノア（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ｑｕｉｎｏａ）サポニン抽出物）、除
虫菊（Ｐｙｒｅｔｈｒｕｍ）／ピレトリン類、スリナムニガキ（Ｑｕａｓｓｉａ　ａｍａ
ｒａ）、コナラ属（Ｑｕｅｒｃｕｓ）、キラヤ属（Ｑｕｉｌｌａｊａ）、Ｒｅｇａｌｉａ
、（「Ｒｅｑｕｉｅｍ（商標名）Ｉｎｓｅｃｔｉｃｉｄｅ」）、ロテノン、リアニア／リ
アノジン、ヒレハリソウ（Ｓｙｍｐｈｙｔｕｍ　ｏｆｆｉｃｉｎａｌｅ）、ヨモギギク（
Ｔａｎａｃｅｔｕｍ　ｖｕｌｇａｒｅ）、チモール、Ｔｒｉａｃｔ　７０、ＴｒｉＣｏｎ
、キンレンカ（Ｔｒｏｐａｅｕｌｕｍ　ｍａｊｕｓ）、セイヨウイラクサ（Ｕｒｔｉｃａ
　ｄｉｏｉｃａ）、Ｖｅｒａｔｒｉｎ、セイヨウヤドリギ（Ｖｉｓｃｕｍ　ａｌｂｕｍ）
、アブラナ科（Ｂｒａｓｓｉｃａｃｅａｅ）抽出物、特に、ナタネ粉末またはカラシナ粉
末。
【０２１２】
　混合成分としての薬害軽減剤
　式（Ｉ）の化合物は、薬害軽減剤、例えば、ベノキサコール、クロキントセット（－メ
キシル）、シオメトリニル、シプロスルファミド、ジクロルミド、フェンクロラゾール（
－エチル）、フェンクロリム、フルラゾール、フルキソフェニム、フリラゾール、イソキ
サジフェン（－エチル）、メフェンピル（－ジエチル）、ナフタル酸無水物、オキサベト
リニル、２－メトキシ－Ｎ－（｛４－［（メチルカルバモイル）アミノ］フェニル｝スル
ホニル）ベンズアミド（ＣＡＳ　１２９５３１－１２－０）、４－（ジクロロアセチル）
－１－オキサ－４－アザスピロ［４．５］デカン（ＣＡＳ　７１５２６－０７－３）、２
，２，５－トリメチル－３－（ジクロロアセチル）－１，３－オキサゾリジン（ＣＡＳ　
５２８３６－３１－４）。
【０２１３】
　植物および植物の部分
　本発明に従って、全ての植物および植物部分を処理することができる。ここで、植物は
、望ましいおよび望ましくない野生植物または作物植物（天然に発生している作物植物を
包含する）のような全ての植物および植物個体群、例えば、穀類（コムギ、イネ、ライコ
ムギ、オオムギ、ライムギ、エンバク）、トウモロコシ、ダイズ、ジャガイモ、テンサイ
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、サトウキビ、トマト、エンドウマメおよび他の野菜種、ワタ、タバコ、ナタネ、ならび
に、さらに、果実植物（果実のリンゴ、ナシ、柑橘類果実を有するものおよびブドウ）な
どを意味するものと理解される。作物植物は、慣習的な育種法と最適化法によって得るこ
とができる植物であり得るか、または、生物工学的方法と遺伝子工学的方法によって得る
ことができる植物であり得るか、または、前記方法の組合せによって得ることができる植
物であることができる。そのような作物植物には、トランスジェニック植物も包含され、
また、植物育種家の権利によって保護され得る植物品種または保護され得ない植物品種も
包含される。植物部分は、苗条、葉、花および根などの、植物の地上部および地下部の全
ての部分および器官を意味するものと理解されるべきであり、挙げられる例は、葉、針状
葉、茎、幹、花、子実体、果実および種子、さらには、根、塊茎および根茎などである。
植物部分には、収穫物、ならびに、栄養繁殖器官（ｖｅｇｅｔａｔｉｖｅ　ｐｒｏｐａｇ
ａｔｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ）および生殖繁殖器官（ｇｅｎｅｒａｔｉｖｅ　ｐｒｏｐ
ａｇａｔｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ）、例えば、挿穂（ｃｕｔｔｉｎｇ）、塊茎、根茎、
かき苗（ｓｌｉｐ）および種子などもある。
【０２１４】
　式（Ｉ）の化合物を用いた植物および植物の部分の本発明による処理は、慣習的な処理
方法によって、例えば、浸漬、散布、気化、煙霧（ｆｏｇｇｉｎｇ）、ばらまき、塗布、
注入などによって、直接的に行うか、または、該化合物を植物および植物の部分の周囲、
生息環境もしくは貯蔵空間に作用させることにより行い、また、繁殖器官（ｐｒｏｐａｇ
ａｔｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ）の場合、特に種子の場合は、さらに、１以上のコーティ
ングを施すことによっても行う。
【０２１５】
　上記で既に述べたように、本発明に従って、全ての植物およびそれの部分を処理するこ
とができる。好ましい実施形態では、野生の植物種および植物品種、または、交雑もしく
はプロトプラスト融合のような慣習的な生物育種法により得られた植物種および植物品種
、ならびに、それらの部分を処理する。好ましいさらに別の実施形態では、適切な場合に
は慣習的な方法と組み合わせた遺伝子工学的方法により得られたトランスジェニック植物
および植物品種（遺伝子組換え生物）およびそれらの部分を処理する。「部分（ｐａｒｔ
ｓ）」または「植物の部分（ｐａｒｔｓ　ｏｆ　ｐｌａｎｔｓ）」または「植物の部分（
ｐｌａｎｔ　ｐａｒｔｓ）」という用語については、既に上記で説明した。本発明に従っ
て、特に好ましくは、個々の市販の慣習的な植物品種または使用されている慣習的な品種
の植物を処理する。植物品種は、慣習的な育種または突然変異誘発または組換えＤＮＡ技
術によって得られた、新しい特性（「形質」）を有する植物を意味するものと理解される
。それらは、品種、変種、生物型または遺伝子型であることができる。
【０２１６】
　トランスジェニック植物、種子処理、および、統合事象
　本発明に従って処理される好ましいトランスジェニック植物または植物品種（遺伝子工
学により得られたもの）は、特定の有利な有用特性（「形質」）を植物に付与する遺伝物
質を遺伝子修飾を介して受け取った全ての植物を含むものである。そのような特性の例は
、植物の向上した生育、高温または低温に対する向上した耐性、渇水または水中もしくは
土壌中に含まれる塩分のレベルに対する向上した耐性、高められた開花能力、向上した収
穫の容易性、成熟促進、収穫量向上、収穫された生産物の向上した品質および／または向
上した栄養価、収穫された生産物の改善された貯蔵寿命および／または改善された加工性
などである。そのような特性のさらなる特に強調される例は、害虫および有害微生物に対
する（例えば、昆虫類、クモ形類動物、線虫類、ダニ類、ナメクジ類およびカタツムリ類
に対する）植物の向上した抵抗性、例えば、植物体内で形成された毒素による、特に、バ
シルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）に由来す
る遺伝物質［例えば、遺伝子ＣｒｙＩＡ（ａ）、ＣｒｙＩＡ（ｂ）、ＣｒｙＩＡ（ｃ）、
ＣｒｙＩＩＡ、ＣｒｙＩＩＩＡ、ＣｒｙＩＩＩＢ２、Ｃｒｙ９ｃ、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ
３ＢｂおよびＣｒｙＩＦならびにそれらの組合せ］によって植物体内で形成された毒素に



(85) JP 2018-505855 A 2018.3.1

10

20

30

40

50

よる、害虫および有害微生物に対する（例えば、昆虫類、クモ形類動物、線虫類、ダニ類
、ナメクジ類およびカタツムリ類に対する）植物の向上した抵抗性、さらに、植物病原性
の菌類、細菌類および／またはウイルス類に対する植物の向上した抵抗性、例えば、全身
獲得抵抗性（ＳＡＲ）、システミン（ｓｙｓｔｅｍｉｎ）、フィトアレキシン、誘導因子
ならびに抵抗性遺伝子とそれにより発現されるタンパク質および毒素による、植物病原性
の菌類、細菌類および／またはウイルス類に対する植物の向上した抵抗性、および、さら
に、特定の除草活性化合物（例えば、イミダゾリノン系、スルホニル尿素系、グリホセー
トまたはホスフィノトリシン）に対する植物の向上した耐性（例えば、「ＰＡＴ」遺伝子
）である。対象となる所望の特定（「形質」）を付与する遺伝子は、トランスジェニック
植物体内で、互いに組み合わせて存在させることも可能である。トランスジェニック植物
の例としては、重要な作物植物、例えば、穀類（コムギ、イネ、ライコムギ、オオムギ、
ライムギ、エンバク）、トウモロコシ、ダイズ、ジャガイモ、テンサイ、サトウキビ、ト
マト、エンドウマメおよび他の野菜種、ワタ、タバコ、ナタネ、ならびに、さらに、果実
植物（果実のリンゴ、ナシ、柑橘類果実およびブドウを有するもの）などを挙げることが
でき、トウモロコシ、ダイズ、コムギ、イネ、ジャガイモ、ワタ、サトウキビ、タバコお
よびナタネは特に重要である。特に強調される特性（「形質」）は、昆虫類、クモ形類動
物、線虫類ならびにナメクジ類およびカタツムリ類に対する植物の向上した抵抗性である
。
【０２１７】
　作物保護－処理の種類
　植物および植物部分は、慣習的な処理方法を用いて、例えば、浸漬、散布、噴霧、潅漑
、気化、散粉、煙霧、ばらまき、泡状化、塗布、拡散（ｓｐｒｅａｄｉｎｇ－ｏｎ）、注
入、潅水（潅注（ｄｒｅｎｃｈｉｎｇ））、点滴潅漑などによって、直接、または、植物
および植物部分の周囲、生息環境もしくは貯蔵空間に対する作用させることにより、さら
には、繁殖器官（ｐｒｏｐａｇａｔｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ）の場合、特に種子の場合
は、さらに、乾式種子処理、液体種子処理、スラリー処理により、被覆、１以上の被膜に
よるコーティングなどによって式（Ｉ）の化合物で処理される。さらに、式（Ｉ）の化合
物を微量散布法（ｕｌｔｒａ－ｌｏｗ　ｖｏｌｕｍｅ　ｍｅｔｈｏｄ）によって施用する
ことも可能であり、または、該施用形態もしくは式（Ｉ）の化合物自体を土壌中に注入す
ることも可能である。
【０２１８】
　植物の好ましい直接的な処理は、茎葉施用である。即ち、式（Ｉ）の化合物を茎葉部に
施用し、その際、処理頻度および施用量は、当該有害生物の発生のレベルに従って適合さ
せるべきである。
【０２１９】
　浸透移行性活性化合物の場合、式（Ｉ）の化合物は、さらにまた、根系を介しても植物
に達する。従って、植物は、その植物の生息環境に対して式（Ｉ）の化合物を作用させる
ことによって処理する。これは、例えば、潅注（ｄｒｅｎｃｈｉｎｇ）によって、または
、土壌もしくは栄養溶液に混合させる［即ち、植物の成育場所（例えば、土壌、または、
水耕系）に式（Ｉ）の化合物の液体形態を含浸させる］ことによって、または、土壌施用
［即ち、式（Ｉ）の化合物を固体形態で（例えば、顆粒形態で）植物の成育場所に導入す
る］ことによって、達成することができる。水稲作物の場合には、これは、固体施用形態
にある式（Ｉ）の化合物（例えば、粒剤として）を計量して湛水された水田に供給するこ
とによっても、達成することができる。
【０２２０】
　種子の処理
　植物の種子を処理することによる害虫の防除は、長い間知られており、継続的に改良が
加えられている。しかしながら、種子の処理には、必ずしも満足のいくように解決するこ
とができるわけではない一連の問題が伴っている。かくして、植物の貯蔵中、播種後また
は出芽後に農薬を追加で施用することを不要とするかまたは少なくとも著しく低減させる
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ような、種子および発芽中の植物を保護する方法を開発することは望ましい。さらに、使
用する活性化合物によって植物自体に損傷を引き起こすことなく、害虫による攻撃から種
子および発芽中の植物が最適に保護されるように、使用する活性化合物の量を最適化する
ことも望ましい。特に、種子を処理する方法では、最少量の農薬を使用して種子および発
芽中の植物の最適な保護を達成するために、害虫抵抗性トランスジェニック植物または害
虫耐性トランスジェニック植物の内因性の殺虫特性または殺線虫特性も考慮に入れるべき
である。
【０２２１】
　従って、本発明は、特に、害虫による攻撃から種子および発芽中の植物を保護する方法
にも関し、ここで、該方法は、当該種子を式（Ｉ）の化合物のうちの１種類で処理するこ
とによる。種子および発芽中の植物を害虫による攻撃から保護するための本発明の方法は
、さらに、該種子を、式（Ｉ）の化合物と混合成分によって、１回の操作で同時にまたは
順次に処理するような方法も包含する。それは、さらにまた、該種子を、式（Ｉ）の化合
物と混合成分によって、異なった時点で処理するような方法も包含する。
【０２２２】
　本発明は、さらに、種子およびその種子から生じた植物を害虫に対して保護するために
種子を処理するための、式（Ｉ）の化合物の使用にも関する。
【０２２３】
　さらに、本発明は、害虫に対して保護されるように、式（Ｉ）の化合物で処理された種
子にも関する。本発明は、さらに、式（Ｉ）の化合物と混合成分によって同時に処理され
た種子にも関する。本発明は、さらに、式（Ｉ）の化合物と混合成分によって異なった時
点で処理された種子にも関する。式（Ｉ）の化合物と混合成分によって異なった時点で処
理された種子の場合、個々の物質は、その種子の表面上の異なった層の中に存在し得る。
この場合、式（Ｉ）の化合物と混合成分を含んでいる層は、場合により、中間層によって
分離させることができる。本発明は、さらにまた、式（Ｉ）の化合物と混合成分が被膜の
一部分としてまたは被膜に加えられたさらなる１つの層もしくは複数の層として施用され
ている種子にも関する。
【０２２４】
　本発明は、さらに、式（Ｉ）の化合物で処理された後で、埃による種子の摩耗を防止す
るために、フィルムコーティングプロセスに付される種子にも関する。
【０２２５】
　式（Ｉ）で表される浸透移行性化合物による有利な点の一つは、種子を処理することに
よって、害虫に対して、その種子自体が保護されるのみではなく、その種子から生じる植
物も出芽後に保護されるという事実である。このようにして、播種時または播種後間もな
くに作物を直接処理する手間を省くことができる。
【０２２６】
　別の有利な点は、式（Ｉ）の化合物で種子を処理することによって、処理された種子の
発芽および出芽が増進され得るということである。
【０２２７】
　式（Ｉ）の化合物を、特に、トランスジェニック種子に対しても使用することが可能で
あるということも、有利であると考えられる。
【０２２８】
　さらに、式（Ｉ）の化合物は、シグナル伝達技術の組成物と組合せて使用することが可
能であり、その結果として、共生生物（例えば、根粒菌、菌根菌および／または内部寄生
性の細菌もしくは菌類）によるコロニー形成が良好になり、および／または、窒素固定が
最適化される。
【０２２９】
　式（Ｉ）の化合物は、農業において、温室内で、森林でまたは園芸において使用される
全ての植物品種の種子を保護するのに適している。特に、これは、穀類（例えば、コムギ
、オオムギ、ライムギ、アワおよびエンバク）、トウモロコシ、ワタ、ダイズ、イネ、ジ
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ャガイモ、ヒマワリ、コーヒー、タバコ、カノラ、ナタネ、ビート（例えば、テンサイお
よび飼料用ビート）、ラッカセイ、野菜（例えば、トマト、キュウリ、インゲンマメ、ア
ブラナ科野菜、タマネギおよびレタス）、果実植物、芝生および観賞植物の種子を包含す
る。穀類（例えば、コムギ、オオムギ、ライムギおよびエンバク）、トウモロコシ、ダイ
ズ、ワタ、カノラ、ナタネおよびイネの種子を処理することは、特に重要である。
【０２３０】
　既に上記で記載したように、式（Ｉ）の化合物によるトランスジェニック種子の処理も
、特に重要である。これは、ポリペプチド（特に、殺虫特性および／または殺線虫特性を
有するポリペプチド）の発現を制御する少なくとも１種類の異種遺伝子を概して含んでい
る植物の種子を包含する。トランスジェニック種子内のこれらの異種遺伝子は、バシルス
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ）種、リゾビウム（Ｒｈｉｚｏｂｉｕｍ）種、プセウドモナス（Ｐｓ
ｅｕｄｏｍｏｎａｓ）種、セラチア（Ｓｅｒｒａｔｉａ）種、トリコデルマ（Ｔｒｉｃｈ
ｏｄｅｒｍａ）種、クラビバクテル（Ｃｌａｖｉｂａｃｔｅｒ）種、グロムス（Ｇｌｏｍ
ｕｓ）種またはグリオクラジウム（Ｇｌｉｏｃｌａｄｉｕｍ）種などの微生物に由来し得
る。本発明は、バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）に由来する少なくとも１種類
の異種遺伝子を含んでいるトランスジェニック種子を処理するのに特に適している。該異
種遺伝子は、さらに好ましくは、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓｔｈｕ
ｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）に由来する。
【０２３１】
　本発明に関連して、式（Ｉ）の化合物は、種子に対して施用する。該種子は、好ましく
は、処理の過程で損傷が起こらないように充分に安定な状態で処理する。一般に、該種子
は、収穫と播種の間の任意の時点で処理することができる。慣習的には、植物から分離さ
れていて、穂軸、殻、葉柄、外皮、被毛または果肉が除かれている種子を使用する。例え
ば、収穫され、不純物が取り除かれ、および、貯蔵を可能とする含水量となるまで乾燥さ
れた種子を使用することができる。あるいは、乾燥後に例えば水で処理され、その後再度
乾燥された種子（例えば、プライミング）を使用することもできる。イネ種子の場合、例
えば一定段階（鳩胸段階（ｐｉｇｅｏｎ　ｂｒｅａｓｔ　ｓｔａｇｅ））まで水中で吸水
させ、それによって発芽が改善され、より均一な出芽となる種子を用いることも可能であ
る。
【０２３２】
　種子を処理する場合、種子の発芽が悪影響を受けないように、または、種子から生じた
植物が損傷を受けないように、種子に施用する式（Ｉ）の化合物の量および／またはさら
なる添加剤の量を選択することに、概して注意しなければならない。このことは、とりわ
け、特定の施用量で薬害作用を示し得る活性化合物の場合に、確実に実施しなければなら
ない。
【０２３３】
　一般に、式（Ｉ）の化合物は、適切な製剤の中に含ませて種子に施用する。種子を処理
するための適切な製剤およびプロセスは、当業者には知られている。
【０２３４】
　式（Ｉ）の化合物は、慣習的な種子粉衣製剤、例えば、溶液剤、エマルション剤、懸濁
液剤、粉末剤、泡剤、スラリー剤または種子用の別のコーティング組成物などに変換する
ことが可能であり、および、さらに、ＵＬＶ製剤に変換することも可能である。
【０２３５】
　これらの製剤は、既知方法で、式（Ｉ）の化合物を、慣習的な添加剤、例えば、慣習的
な増量剤、および、さらに、溶媒または希釈剤、色素、湿潤剤、分散剤、乳化剤、消泡剤
、防腐剤、第２の増粘剤、接着剤、ジベレリン類などと混合させ、および、さらに、水と
混合させることによって、調製する。
【０２３６】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる着色
剤は、そのような目的に関して慣習的な全ての着色剤である。水中であまり溶解しない顔
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料または水中で溶解する染料を使用することができる。その例としては、「Ｒｈｏｄａｍ
ｉｎ　Ｂ」、「Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１１２」および「Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅ
ｎｔ　Ｒｅｄ　１」の名称で知られている着色剤などを挙げることができる。
【０２３７】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる有用
な湿潤剤は、農薬活性化合物の製剤に関して慣習的に使用される、湿潤を促進する全ての
物質である。好ましくは、アルキルナフタレンスルホネート類、例えば、ジイソプロピル
ナフタレンスルホネートまたはジイソブチルナフタレンスルホネートなどを使用する。
【０２３８】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる適切
な分散剤および／または乳化剤は、農薬活性化合物の製剤に一般的な非イオン性、アニオ
ン性およびカチオン性の全ての分散剤である。好ましくは、非イオン性もしくはアニオン
性の分散剤または非イオン性もしくはアニオン性の分散剤の混合物を使用する。適してい
る非イオン性分散剤としては、特に、エチレンオキシド／プロピレンオキシドブロックポ
リマー類、アルキルフェノールポリグリコールエーテル類およびトリスチリルフェノール
ポリグリコールエーテル類、ならびに、それらのリン酸化誘導体または硫酸化誘導体など
がある。適しているアニオン性分散剤は、特に、リグノスルホネート類、ポリアクリル酸
塩類およびアリールスルホネート／ホルムアルデヒド縮合物である。
【０２３９】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる消泡
剤は、農薬活性化合物の製剤に関して慣習的に使用される全ての泡抑制物質である。好ま
しくは、シリコーン消泡剤およびステアリン酸マグネシウムを使用する。
【０２４０】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる防腐
剤は、農薬組成物中で当該目的のために使用することが可能な全ての物質である。例とし
て、ジクロロフェンおよびベンジルアルコールヘミホルマールなどを挙げることができる
。
【０２４１】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる第２
の増粘剤は、農薬組成物中で当該目的のために使用することが可能な全ての物質である。
好ましい例としては、セルロース誘導体、アクリル酸誘導体、キサンタン、改質粘土およ
び微粉化シリカなどを挙げることができる。
【０２４２】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる有用
な接着剤は、種子粉衣製品中で使用可能な全ての慣習的な結合剤である。好ましい例とし
ては、ポリビニルピロリドン、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルアルコールおよびチロースな
どを挙げることができる。
【０２４３】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができるジベ
レリン類は、好ましくは、ジベレリンＡ１、ジベレリンＡ３（＝ジベレリン酸）、ジベレ
リンＡ４およびジベレリンＡ７である。特に好ましくは、ジベレリン酸を使用する。ジベ
レリン類は知られている（ｃｆ．　Ｒ．　Ｗｅｇｌｅｒ　″Ｃｈｅｍｉｅ　ｄｅｒ　Ｐｆ
ｌａｎｚｅｎｓｃｈｕｔｚ－　ａｎｄ　Ｓｃｈａｄｌｉｎｇｓｂｅｋａｍｐｆｕｎｇｓｍ
ｉｔｔｅｌ″　ｖｏｌ．　２，　Ｓｐｒｉｎｇｅｒ　Ｖｅｒｌａｇ，　１９７０，　ｐｐ
．　４０１－４１２）。
【０２４４】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤は、広い範囲のさまざまな種類の種
子を処理するために、直接的に使用することができるか、または、予め水で希釈したあと
で使用することができる。例えば、濃厚製剤（ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ）または水で希釈
することによって濃厚製剤から得ることができる調製物は、穀類、例えば、コムギ、オオ
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ムギ、ライムギ、エンバクおよびライコムギなどの種子を粉衣するのに使用することが可
能であり、ならびに、さらに、トウモロコシ、イネ、ナタネ、エンドウマメ、インゲンマ
メ、ワタ、ヒマワリ、ダイズおよびビートの種子を粉衣するのに使用することも可能であ
り、または、広い範囲のさまざまな野菜の種子を粉衣するのに使用することが可能である
。本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤またはそれらの希釈された使用形態
は、トランスジェニック植物の種子を粉衣するのにも使用することが可能である。
【０２４５】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤またはその種子粉衣製剤から調製さ
れた使用形態を用いて種子を処理する場合、種子粉衣のために慣習的に使用可能な全ての
混合装置が有用である。具体的には、種子粉衣における手順は、種子を混合機（これは、
バッチ式または連続的に作動される）の中に入れること、所望される特定量の種子粉衣製
剤を、そのままで添加するかまたは予め水で希釈したあとで添加すること、および、該製
剤が当該種子の表面に均質に分配されるまで混合させることである。適切な場合には、続
いて乾燥工程を行う。
【０２４６】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の施用量は、比較的広い範囲内で変
えることができる。それは、当該製剤中の式（Ｉ）の化合物の特定の含有量および当該種
子に左右される。式（Ｉ）の化合物の施用量は、一般に、種子１ｋｇ当たり０．００１か
ら５０ｇであり、好ましくは、種子１ｋｇ当たり０．０１から１５ｇである。
【０２４７】
　動物衛生
　動物衛生の分野、即ち、獣医学の分野においては、式（Ｉ）の化合物は、動物寄生生物
に対して、特に、外部寄生生物または内部寄生生物に対して、活性を示す。「内部寄生生
物」という用語は、特に、蠕虫類および原生動物（例えば、コクシジウム）を包含する。
外部寄生生物は、代表的には、および、好ましくは、節足動物、特に、昆虫類およびダニ
類である。
【０２４８】
　獣医学の分野において、恒温動物に対する毒性が好ましい程度である式（Ｉ）の化合物
は、動物育種および畜産業において、家畜動物、育種用動物、動物園の動物、研究室の動
物、実験動物および家庭内動物（ｄｏｍｅｓｔｉｃ　ａｎｉｍａｌ）において発生する寄
生生物を防除するのに適している。
【０２４９】
　農業用家畜としては、例えば、以下のものを挙げることができる：哺乳動物、例えば、
ヒツジ、ヤギ、ウマ、ロバ、ラクダ、スイギュウ、ウサギ、トナカイ、ダマジカ、ならび
に、特に、ウシおよびブタ；家禽類、例えば、シチメンチョウ、アヒル、ガチョウ、およ
び、特に、ニワトリ；魚類および甲殻類の動物、例えば、水産養殖における魚類および甲
殻類の動物；および、さらに、昆虫類、例えば、ミツバチ類。
【０２５０】
　家庭内動物としては、例えば、以下のものを挙げることができる：哺乳動物、例えば、
ハムスター、テンジクネズミ、ラット、マウス、チンチラ、フェレット、および、特に、
イヌ、ネコ、籠の鳥、爬虫類、両生類、または、水槽の魚。
【０２５１】
　好ましい実施形態では、式（Ｉ）の化合物は、哺乳動物に対して投与される。
【０２５２】
　好ましい別の実施形態では、式（Ｉ）の化合物は、鳥類に対して、即ち、籠の鳥、およ
び、特に、家禽類に対して、投与される。
【０２５３】
　動物寄生生物を防除するために式（Ｉ）の化合物を使用することは、上記動物の病気、
死亡事例を低減または予防すること、および、生産性（ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ）（肉、
ミルク、羊毛、皮革、卵、蜂蜜などの場合）の低下を低減または予防することが意図され
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、その結果、より経済で且つより容易な畜産業が可能となり、および、より良好な動物の
健康状態が達成され得る。
【０２５４】
　動物衛生の分野に関連して、「防除する（ｃｏｎｔｒｏｌ）」または「防除する（ｃｏ
ｎｔｒｏｌｌｉｎｇ）」という用語は、式（Ｉ）の化合物が、寄生生物に感染している動
物におけるその個々の寄生生物の発生を害がない程度にまで低減させることにおいて有効
であることを意味する。さらに具体的には、「防除する」は、本発明に関連して、式（Ｉ
）の化合物が、個々の寄生生物を殺すことが可能であること、その成長を阻害することが
可能であること、または、その増殖を阻害することが可能であることを意味する。
【０２５５】
　節足動物としては、以下のものを挙げることができる：
　アノプルリダ目（Ａｎｏｐｌｕｒｉｄａ）の、例えば、ハエマトピヌス属種（Ｈａｅｍ
ａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、リノグナツス属種（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．
）、ペジクルス属種（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、プチルス属種（Ｐｈｔｉｒｕｓ
　ｓｐｐ．）、ソレノポテス属種（Ｓｏｌｅｎｏｐｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）；　マロファギ
ダ目（Ｍａｌｌｏｐｈａｇｉｄａ）ならびにアムブリセリナ亜目（Ａｍｂｌｙｃｅｒｉｎ
ａ）およびイスクノセリナ亜目（Ｉｓｃｈｎｏｃｅｒｉｎａ）の、例えば、トリメノポン
属種（Ｔｒｉｍｅｎｏｐｏｎ　ｓｐｐ．）、メノポン属種（Ｍｅｎｏｐｏｎ　ｓｐｐ．）
、トリノトン属種（Ｔｒｉｎｏｔｏｎ　ｓｐｐ．）、ボビコラ属種（Ｂｏｖｉｃｏｌａ　
ｓｐｐ．）、ウェルネキエラ属種（Ｗｅｒｎｅｃｋｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、レピケント
ロン属種（Ｌｅｐｉｋｅｎｔｒｏｎ　ｓｐｐ．）、ダマリナ属種（Ｄａｍａｌｉｎａ　ｓ
ｐｐ．）、トリコデクテス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）、フェリコラ属
種（Ｆｅｌｉｃｏｌａ　ｓｐｐ．）；　双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ）ならびにネマトセリナ
亜目（Ｎｅｍａｔｏｃｅｒｉｎａ）およびブラキセリナ亜目（Ｂｒａｃｈｙｃｅｒｉｎａ
）の、例えば、アエデス属種（Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．）、アノフェレス属種（Ａｎｏｐｈ
ｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）、クレキス属種（Ｃｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）、シムリウム属種（Ｓｉ
ｍｕｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、エウシムリウム属種（Ｅｕｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、
フレボトムス属種（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ルトゾミイヤ属種（Ｌｕｔｚ
ｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、クリコイデス属種（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、クリ
ソプス属種（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ｓｐｐ．）、オダグミア属種（Ｏｄａｇｍｉａ　ｓｐｐ
．）、ウィルヘルミア属種（Ｗｉｌｈｅｌｍｉａ　ｓｐｐ．）、ヒボミトラ属種（Ｈｙｂ
ｏｍｉｔｒａ　ｓｐｐ．）、アチロツス属種（Ａｔｙｌｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、タバヌス
属種（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ハエマトポタ属種（Ｈａｅｍａｔｏｐｏｔａ　ｓｐ
ｐ．）、フィリポミイア属種（Ｐｈｉｌｉｐｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、ブラウラ属種（Ｂ
ｒａｕｌａ　ｓｐｐ．）、ムスカ属種（Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．）、ヒドロタエア属種（Ｈ
ｙｄｒｏｔａｅａ　ｓｐｐ．）、ストモキス属種（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｓｐｐ．）、ハエ
マトビア属種（Ｈａｅｍａｔｏｂｉａ　ｓｐｐ．）、モレリア属種（Ｍｏｒｅｌｌｉａ　
ｓｐｐ．）、ファンニア属種（Ｆａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）、グロシナ属種（Ｇｌｏｓｓｉ
ｎａ　ｓｐｐ．）、カリホラ属種（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、ルシリア属種（
Ｌｕｃｉｌｉａ　ｓｐｐ．）、クリソミイア属種（Ｃｈｒｙｓｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、
ウォールファールチア属種（Ｗｏｈｌｆａｈｒｔｉａ　ｓｐｐ．）、サルコファガ属種（
Ｓａｒｃｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、オエストルス属種（Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、
ヒポデルマ属種（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、ガステロフィルス属種（Ｇａｓｔｅ
ｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒポボスカ属種（Ｈｉｐｐｏｂｏｓｃａ　ｓｐｐ．）、
リポプテナ属種（Ｌｉｐｏｐｔｅｎａ　ｓｐｐ．）、メロファグス属種（Ｍｅｌｏｐｈａ
ｇｕｓ　ｓｐｐ．）、リノエストルス属種（Ｒｈｉｎｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、チプ
ラ属種（Ｔｉｐｕｌａ　ｓｐｐ．）；　ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒｉｄａ）の、例
えば、プレキス属種（Ｐｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）、クテノセファリデス属種（Ｃｔｅｎｏｃ
ｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ツンガ属種（Ｔｕｎｇａ　ｓｐｐ．）、キセノプシラ
属種（Ｘｅｎｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、セラトフィルス属種（Ｃｅｒａｔｏｐｈｙｌ
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ｌｕｓ　ｓｐｐ．）；
　ヘテロプテリダ目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒｉｄａ）の、例えば、シメキス属種（Ｃｉｍ
ｅｘ　ｓｐｐ．）、トリアトマ属種（Ｔｒｉａｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、ロドニウス属種（
Ｒｈｏｄｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、パンストロンギルス属種（Ｐａｎｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ
　ｓｐｐ．）；ならびに、さらに、ゴキブリ目（Ｂｌａｔｔａｒｉｄａ）の有害害虫およ
び衛生害虫。
【０２５６】
　節足動物としては、さらに、以下のものを挙げることができる：
　ダニ亜綱（Ａｃａｒｉ（Ａｃａｒｉｎａ））およびメタスチグマタ目（Ｍｅｔａｓｔｉ
ｇｍａｔａ）の、例えば、ヒメダニ科（Ａｒｇａｓｉｄａｅ）の、例えば、アルガス属種
（Ａｒｇａｓ　ｓｐｐ．）、オルニトドルス属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．
）、オトビウス属種（Ｏｔｏｂｉｕｓ　ｓｐｐ．）、マダニ科（Ｉｘｏｄｉｄａｅ）の、
例えば、イキソデス属種（Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、アンブリオンマ属種（Ａｍｂｌｙ
ｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、リピセファルス（ボオフィルス）属種（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌ
ｕｓ（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ）　ｓｐｐ．）、デルマセントル属種（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏ
ｒ　ｓｐｐ．）、ハエマフィサリス属種（Ｈａｅｍａｐｈｙｓａｌｉｓ　ｓｐｐ．）、ヒ
アロンマ属種（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、リピセファルス属種（Ｒｈｉｐｉｃｅｐ
ｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）（多宿主ダニの原属）；　メソスチグマタ目（Ｍｅｓｏｓｔｉｇ
ｍａｔａ）の、例えば、デルマニスス属種（Ｄｅｒｍａｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、オル
ニトニスス属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、プネウモニスス属種（Ｐｎ
ｅｕｍｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、ライリエチア属種（Ｒａｉｌｌｉｅｔｉａ　ｓｐｐ
．）、プネウモニスス属種（Ｐｎｅｕｍｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、ステルノストマ属
種（Ｓｔｅｒｎｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、バロア属種（Ｖａｒｒｏａ　ｓｐｐ．）、ア
カラピス属種（Ａｃａｒａｐｉｓ　ｓｐｐ．）；　アクチネジダ目（Ａｃｔｉｎｅｄｉｄ
ａ（Ｐｒｏｓｔｉｇｍａｔａ））の、例えば、アカラピス属種（Ａｃａｒａｐｉｓ　ｓｐ
ｐ．）、ケイレチエラ属種（Ｃｈｅｙｌｅｔｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、オルニトケイレチ
ア属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｃｈｅｙｌｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、ミオビア属種（Ｍｙｏｂｉａ
　ｓｐｐ．）、プソレルガテス属種（Ｐｓｏｒｅｒｇａｔｅｓ　ｓｐｐ．）、デモデキス
属種（Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｓｐｐ．）、トロムビクラ属種（Ｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ｓｐｐ
．）、ネオトロムビクラ属種（Ｎｅｏｔｒｏｍｂｉｃｕｌｌａ　ｓｐｐ．）、リストロホ
ルス属種（Ｌｉｓｔｒｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）；および、アカリジダ目（Ａｃａｒｉ
ｄｉｄａ（Ａｓｔｉｇｍａｔａ））の、例えば、アカルス属種（Ａｃａｒｕｓ　ｓｐｐ．
）、チロファグス属種（Ｔｙｒｏｐｈａｇｕｓ　ｓｐｐ．）、カログリフス属種（Ｃａｌ
ｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒポデクテス属種（Ｈｙｐｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）
、プテロリクス属種（Ｐｔｅｒｏｌｉｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プソロプテス属種（Ｐｓｏ
ｒｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、コリオプテス属種（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、オ
トデクテス属種（Ｏｔｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）、サルコプテス属種（Ｓａｒｃｏｐｔ
ｅｓ　ｓｐｐ．）、ノトエドレス属種（Ｎｏｔｏｅｄｒｅｓ　ｓｐｐ．）、クネミドコプ
テス属種（Ｋｎｅｍｉｄｏｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、シトジテス属種（Ｃｙｔｏｄｉｔ
ｅｓ　ｓｐｐ．）、ラミノシオプテス属種（Ｌａｍｉｎｏｓｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）。
【０２５７】
　寄生性原生動物としては、以下のものを挙げることができる：
　鞭毛虫亜門（Ｍａｓｔｉｇｏｐｈｏｒａ）（鞭毛虫類（Ｆｌａｇｅｌｌａｔａ））、例
えば、トリパノソーマ科（Ｔｒｙｐａｎｏｓｏｍａｔｉｄａｅ）、例えば、トリパノソー
マ．ｂ．・ブルセイ（Ｔｒｙｐａｎｏｓｏｍａ　ｂ．　ｂｒｕｃｅｉ）、トリパノソーマ
．ｂ．・ガムビエンセ（Ｔ．ｂ．　ｇａｍｂｉｅｎｓｅ）、トリパノソーマ．ｂ．・ロデ
シエンセ（Ｔ．ｂ．　ｒｈｏｄｅｓｉｅｎｓｅ）、トリパノソーマ・コンゴレンセ（Ｔ．
　ｃｏｎｇｏｌｅｎｓｅ）、トリパノソーマ・クルジ（Ｔ．　ｃｒｕｚｉ）、トリパノソ
ーマ・エバンシ（Ｔ．　ｅｖａｎｓｉ）、トリパノソーマ・エクイヌム（Ｔ．　ｅｑｕｉ
ｎｕｍ）、トリパノソーマ・レウィシ（Ｔ．　ｌｅｗｉｓｉ）、トリパノソーマ・ペルカ
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エ（Ｔ．　ｐｅｒｃａｅ）、トリパノソーマ・シミアエ（Ｔ．　ｓｉｍｉａｅ）、トリパ
ノソーマ・ビバキス（Ｔ．　ｖｉｖａｘ）、レイスマニア・ブラシリエンシス（Ｌｅｉｓ
ｈｍａｎｉａ　ｂｒａｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）、レイスマニア・ドノバニ（Ｌ．　ｄｏｎｏ
ｖａｎｉ）、レイスマニア・トロピカ（Ｌ．　ｔｒｏｐｉｃａ）；例えば、トリコモナス
科（Ｔｒｉｃｈｏｍｏｎａｄｉｄａｅ）、例えば、ギアルジア・ラムブリア（Ｇｉａｒｄ
ｉａ　ｌａｍｂｌｉａ）、ギアルジア・カニス（Ｇ．　ｃａｎｉｓ）；
　有毛根足虫亜門（Ｓａｒｃｏｍａｓｔｉｇｏｐｈｏｒａ）（根足虫類（Ｒｈｉｚｏｐｏ
ｄａ））；例えば、エントアメーバ科（Ｅｎｔａｍｏｅｂｉｄａｅ）、例えば、エンタモ
エバ・ヒストリチカ（Ｅｎｔａｍｏｅｂａ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃａ）；　ハルトマネリ
ダエ科（Ｈａｒｔｍａｎｅｌｌｉｄａｅ）、例えば、アカンタモエバ属種（Ａｃａｎｔｈ
ａｍｏｅｂａ　ｓｐ．）、ハルマレラ属種（Ｈａｒｍａｎｅｌｌａ　ｓｐ．）；
　アピコンプレックス門（Ａｐｉｃｏｍｐｌｅｘａ）（胞子虫類（Ｓｐｏｒｏｚｏａ））
、例えば、エイメリア科（Ｅｉｍｅｒｉｄａｅ）、例えば、エイメリア・アセルブリナ（
Ｅｉｍｅｒｉａ　ａｃｅｒｖｕｌｉｎａ）、エイメリア・アデノイデス（Ｅ．　ａｄｅｎ
ｏｉｄｅｓ）、エイメリア・アラバメンシス（Ｅ．　ａｌａｂａｍｅｎｓｉｓ）、エイメ
リア・アナチス（Ｅ．　ａｎａｔｉｓ）、エイメリア・アンセリナ（Ｅ．　ａｎｓｅｒｉ
ｎａ）、エイメリア・アルロインギ（Ｅ．　ａｒｌｏｉｎｇｉ）、エイメリア・アシャタ
（Ｅ．　ａｓｈａｔａ）、エイメリア・アウブルネンシス（Ｅ．　ａｕｂｕｒｎｅｎｓｉ
ｓ）、エイメリア・ボビス（Ｅ．　ｂｏｖｉｓ）、エイメリア・ブルネッチ（Ｅ．　ｂｒ
ｕｎｅｔｔｉ）、エイメリア・カニス（Ｅ．　ｃａｎｉｓ）、エイメリア・キンキラエ（
Ｅ．　ｃｈｉｎｃｈｉｌｌａｅ）、エイメリア・クルペアルム（Ｅ．　ｃｌｕｐｅａｒｕ
ｍ）、エイメリア・コルムバエ（Ｅ．　ｃｏｌｕｍｂａｅ）、エイメリア・コントルタ（
Ｅ．　ｃｏｎｔｏｒｔａ）、エイメリア・クランダリス（Ｅ．　ｃｒａｎｄａｌｉｓ）、
エイメリア・デブリエクキ（Ｅ．　ｄｅｂｌｉｅｃｋｉ）、エイメリア・ジスペルサ（Ｅ
．　ｄｉｓｐｅｒｓａ）、エイメリア・エリプソイダレス（Ｅ．　ｅｌｌｉｐｓｏｉｄａ
ｌｅｓ）、エイメリア・ファルシホルミス（Ｅ．　ｆａｌｃｉｆｏｒｍｉｓ）、エイメリ
ア・ファウレイ（Ｅ．　ｆａｕｒｅｉ）、エイメリア・フラベセンス（Ｅ．　ｆｌａｖｅ
ｓｃｅｎｓ）、エイメリア・ガロパボニス（Ｅ．　ｇａｌｌｏｐａｖｏｎｉｓ）、エイメ
リア・ハガニ（Ｅ．　ｈａｇａｎｉ）、エイメリア・インテスチナリス（Ｅ．　ｉｎｔｅ
ｓｔｉｎａｌｉｓ）、エイメリア・イロクオイナ（Ｅ．　ｉｒｏｑｕｏｉｎａ）、エイメ
リア・イレシズア（Ｅ．　ｉｒｒｅｓｉｄｕａ）、エイメリア・ラベアナ（Ｅ．　ｌａｂ
ｂｅａｎａ）、エイメリア・レウカルチ（Ｅ．　ｌｅｕｃａｒｔｉ）、エイメリア・マグ
ナ（Ｅ．　ｍａｇｎａ）、エイメリア・マキシマ（Ｅ．　ｍａｘｉｍａ）、エイメリア・
メジア（Ｅ．　ｍｅｄｉａ）、エイメリア・メレアグリジス（Ｅ．　ｍｅｌｅａｇｒｉｄ
ｉｓ）、エイメリア・メレアグリミチス（Ｅ．　ｍｅｌｅａｇｒｉｍｉｔｉｓ）、エイメ
リア・ミチス（Ｅ．　ｍｉｔｉｓ）、エイメリア・ネカトリキス（Ｅ．　ｎｅｃａｔｒｉ
ｘ）、エイメリア・ニナコーリアキモバエ（Ｅ．　ｎｉｎａｋｏｈｌｙａｋｉｍｏｖａｅ
）、エイメリア・オビス（Ｅ．　ｏｖｉｓ）、エイメリア・パルバ（Ｅ．　ｐａｒｖａ）
、エイメリア・パボニス（Ｅ．　ｐａｖｏｎｉｓ）、エイメリア・ペルホランス（Ｅ．　
ｐｅｒｆｏｒａｎｓ）、エイメリア・ファサニ（Ｅ．　ｐｈａｓａｎｉ）、エイメリア・
ピリホルミス（Ｅ．　ｐｉｒｉｆｏｒｍｉｓ）、エイメリア・プラエコキス（Ｅ．　ｐｒ
ａｅｃｏｘ）、エイメリア・レシズア（Ｅ．　ｒｅｓｉｄｕａ）、エイメリア・スカブラ
（Ｅ．　ｓｃａｂｒａ）、エイメリア属種（Ｅ．　ｓｐｅｃ．）、エイメリア・スチエダ
イ（Ｅ．　ｓｔｉｅｄａｉ）、エイメリア・スイス（Ｅ．　ｓｕｉｓ）、エイメリア・テ
ネラ（Ｅ．　ｔｅｎｅｌｌａ）、エイメリア・ツルンカタ（Ｅ．　ｔｒｕｎｃａｔａ）、
エイメリア・ツルッタエ（Ｅ．　ｔｒｕｔｔａｅ）、エイメリア・ズエルニイ（Ｅ．　ｚ
ｕｅｒｎｉｉ）、グロビジウム属種（Ｇｌｏｂｉｄｉｕｍ　ｓｐｅｃ．）、イソスポラ・
ベリ（Ｉｓｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｌｉ）、イソスポラ・カニス（Ｉ．　ｃａｎｉｓ）、イ
ソスポラ・フェリス（Ｉ．　ｆｅｌｉｓ）、イソスポラ・オヒオエンシス（Ｉ．　ｏｈｉ
ｏｅｎｓｉｓ）、イソスポラ・リボルタ（Ｉ．　ｒｉｖｏｌｔａ）、イソスポラ属種（Ｉ
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．　ｓｐｅｃ．）、イソスポラ・スイス（Ｉ．　ｓｕｉｓ）、シスチソスポラ属種（Ｃｙ
ｓｔｉｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐｅｃ．）、クリプトスポリジウム属種（Ｃｒｙｐｔｏｓｐｏ
ｒｉｄｉｕｍ　ｓｐｅｃ．）、特に、クリプトスポリジウム・パルブム（Ｃ．　ｐａｒｖ
ｕｍ）；例えば、トキソプラズマ科（Ｔｏｘｏｐｌａｓｍａｄｉｄａｅ）、例えば、トキ
ソプラズマ・ゴンジイ（Ｔｏｘｏｐｌａｓｍａ　ｇｏｎｄｉｉ）、ハモンジア・ヘイドル
ニイ（Ｈａｍｍｏｎｄｉａ　ｈｅｙｄｏｒｎｉｉ）、ネオスポラ・カニヌム（Ｎｅｏｓｐ
ｏｒａ　ｃａｎｉｎｕｍ）、ベスノイチア・ベスノイチイ（Ｂｅｓｎｏｉｔｉａ　ｂｅｓ
ｎｏｉｔｉｉ）；例えば、肉胞子虫科（Ｓａｒｃｏｃｙｓｔｉｄａｅ）、例えば、サルコ
シスチス・ボビカニス（Ｓａｒｃｏｃｙｓｔｉｓ　ｂｏｖｉｃａｎｉｓ）、サルコシスチ
ス・ボビホルミス（Ｓ．　ｂｏｖｉｈｏｍｉｎｉｓ）、サルコシスチス・オビカニス（Ｓ
．　ｏｖｉｃａｎｉｓ）、サルコシスチス・オビフェリス（Ｓ．　ｏｖｉｆｅｌｉｓ）、
サルコシスチス・ネウロナ（Ｓ．　ｎｅｕｒｏｎａ）、サルコシスチス属種（Ｓ．　ｓｐ
ｅｃ．）、サルコシスチス・スイホミニス（Ｓ．　ｓｕｉｈｏｍｉｎｉｓ）；例えば、レ
ウコゾイダエ科（Ｌｅｕｃｏｚｏｉｄａｅ）、例えば、レウコジトゾオン・シモンジ（Ｌ
ｅｕｃｏｚｙｔｏｚｏｏｎ　ｓｉｍｏｎｄｉ）；例えば、プラスモディウム科（Ｐｌａｓ
ｍｏｄｉｉｄａｅ）、例えば、プラスモジウム・ベルゲイ（Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｂｅ
ｒｇｈｅｉ）、プラスモジウム・ファルシパルム（Ｐ．　ｆａｌｃｉｐａｒｕｍ）、プラ
スモジウム・マラリアエ（Ｐ．　ｍａｌａｒｉａｅ）、プラスモジウム・オバレ（Ｐ．　
ｏｖａｌｅ）、プラスモジウム・ビバキス（Ｐ．　ｖｉｖａｘ）、プラスモジウム属種（
Ｐ．　ｓｐｅｃ．）；例えば、ピロプラズマ亜目（Ｐｉｒｏｐｌａｓｍｅａ）、例えば、
バベシア・アルゲンチナ（Ｂａｂｅｓｉａ　ａｒｇｅｎｔｉｎａ）、バベシア・ボビス（
Ｂ．　ｂｏｖｉｓ）、バベシア・カニス（Ｂ．　ｃａｎｉｓ）、バベシア属種（Ｂ．　ｓ
ｐｅｃ．）、テイレリア・パルバ（Ｔｈｅｉｌｅｒｉａ　ｐａｒｖａ）、テイレリア属種
（Ｔｈｅｉｌｅｒｉａ　ｓｐｅｃ．）；例えば、アデレア亜目（Ａｄｅｌｅｉｎａ）、例
えば、ヘパトゾオン・カニス（Ｈｅｐａｔｏｚｏｏｎ　ｃａｎｉｓ）、ヘパトゾオン属種
（Ｈ．　ｓｐｅｃ．）。
【０２５８】
　病原性内部寄生生物（これは、蠕虫類である）としては、扁形動物門（Ｐｌａｔｙｈｅ
ｌｍｉｎｔｈａ）［例えば、単生類（Ｍｏｎｏｇｅｎｅａ）、条虫類（ｃｅｓｔｏｄｅｓ
）および吸虫類（ｔｒｅｍａｔｏｄｅｓ）］、線虫、鉤頭動物門（Ａｃａｎｔｈｏｃｅｐ
ｈａｌａ）および舌形動物門（Ｐｅｎｔａｓｔｏｍａ）などがある。これらのものとして
は、以下のものを挙げることができる：
　単生綱（Ｍｏｎｏｇｅｎｅａ）：例えば：ギロダクチルス属種（Ｇｙｒｏｄａｃｔｙｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、ダクチロギルス属種（Ｄａｃｔｙｌｏｇｙｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ポリ
ストマ属種（Ｐｏｌｙｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）；
　条虫類（ｃｅｓｔｏｄｅｓ）：ギョウジョウチュウ目（Ｐｓｅｕｄｏｐｈｙｌｌｉｄｅ
ａ）の、例えば：ジフィロボトリウム属種（Ｄｉｐｈｙｌｌｏｂｏｔｈｒｉｕｍ　ｓｐｐ
．）、スピロメトラ属種（Ｓｐｉｒｏｍｅｔｒａ　ｓｐｐ．）、シストセファルス属種（
Ｓｃｈｉｓｔｏｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、リグラ属種（Ｌｉｇｕｌａ　ｓｐｐ．）
、ボトリジウム属種（Ｂｏｔｈｒｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジプロゴノポルス属種（Ｄｉ
ｐｌｏｇｏｎｏｐｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）；
　エンヨウジョウチュウ目（Ｃｙｃｌｏｐｈｙｌｌｉｄｅ）の、例えば：メソセストイデ
ス属種（Ｍｅｓｏｃｅｓｔｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、アノプロセファラ属種（Ａｎｏｐｌ
ｏｃｅｐｈａｌａ　ｓｐｐ．）、パラノプロセファラ属種（Ｐａｒａｎｏｐｌｏｃｅｐｈ
ａｌａ　ｓｐｐ．）、モニエジア属種（Ｍｏｎｉｅｚｉａ　ｓｐｐ．）、チサノソマ属種
（Ｔｈｙｓａｎｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、チサニエジア属種（Ｔｈｙｓａｎｉｅｚｉａ　
ｓｐｐ．）、アビテリナ属種（Ａｖｉｔｅｌｌｉｎａ　ｓｐｐ．）、スチレシア属種（Ｓ
ｔｉｌｅｓｉａ　ｓｐｐ．）、シトタエニア属種（Ｃｉｔｔｏｔａｅｎｉａ　ｓｐｐ．）
、アンジラ属種（Ａｎｄｙｒａ　ｓｐｐ．）、ベルチエラ属種（Ｂｅｒｔｉｅｌｌａ　ｓ
ｐｐ．）、タエニア属種（Ｔａｅｎｉａ　ｓｐｐ．）、エキノコックス属種（Ｅｃｈｉｎ
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ｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒダチゲラ属種（Ｈｙｄａｔｉｇｅｒａ　ｓｐｐ．）、ダ
バイネア属種（Ｄａｖａｉｎｅａ　ｓｐｐ．）、ライリエチナ属種（Ｒａｉｌｌｉｅｔｉ
ｎａ　ｓｐｐ．）、ヒメノレピス属種（Ｈｙｍｅｎｏｌｅｐｉｓ　ｓｐｐ．）、エキノレ
ピス属種（Ｅｃｈｉｎｏｌｅｐｉｓ　ｓｐｐ．）、エキノコチレ属種（Ｅｃｈｉｎｏｃｏ
ｔｙｌｅ　ｓｐｐ．）、ジオルキス属種（Ｄｉｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、ジピリジウム
属種（Ｄｉｐｙｌｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジョイエウキシエラ属種（Ｊｏｙｅｕｘｉｅ
ｌｌａ　ｓｐｐ．）、ジプロピリジウム属種（Ｄｉｐｌｏｐｙｌｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）
；
　吸虫類（ｔｒｅｍａｔｏｄｅｓ）：二生亜綱（Ｄｉｇｅｎｅａ）の、例えば：ジプロス
トムム属種（Ｄｉｐｌｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、ポストジプロストムム属種（Ｐｏｓ
ｔｈｏｄｉｐｌｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、シストソマ属種（Ｓｃｈｉｓｔｏｓｏｍａ
　ｓｐｐ．）、トリコビルハルジア属種（Ｔｒｉｃｈｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）
、オルニトビルハルジア属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）、アウス
トロビルハルジア属種（Ａｕｓｔｒｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）、ギガントビルハ
ルジア属種（Ｇｉｇａｎｔｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）、レウコクロリジウム属種
（Ｌｅｕｃｏｃｈｌｏｒｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ブラキライマ属種（Ｂｒａｃｈｙｌａ
ｉｍａ　ｓｐｐ．）、エキノストマ属種（Ｅｃｈｉｎｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、エキノ
パリフィウム属種（Ｅｃｈｉｎｏｐａｒｙｐｈｉｕｍ　ｓｐｐ．）、エキノカスムス属種
（Ｅｃｈｉｎｏｃｈａｓｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒポラエウム属種（Ｈｙｐｏｒａｅｕｍ　
ｓｐｐ．）、ファシオラ属種（Ｆａｓｃｉｏｌａ　ｓｐｐ．）、ファシオリデス属種（Ｆ
ａｓｃｉｏｌｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ファシオロプシス属種（Ｆａｓｃｉｏｌｏｐｓｉｓ
　ｓｐｐ．）、シクロコエルム属種（Ｃｙｃｌｏｃｏｅｌｕｍ　ｓｐｐ．）、チフロコエ
ルム属種（Ｔｙｐｈｌｏｃｏｅｌｕｍ　ｓｐｐ．）、パラムフィストムム属種（Ｐａｒａ
ｍｐｈｉｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、カリコホロン属種（Ｃａｌｉｃｏｐｈｏｒｏｎ　ｓ
ｐｐ．）、コチロホロン属種（Ｃｏｔｙｌｏｐｈｏｒｏｎ　ｓｐｐ．）、ギガントコチレ
属種（Ｇｉｇａｎｔｏｃｏｔｙｌｅ　ｓｐｐ．）、フィスコエデリウス属種（Ｆｉｓｃｈ
ｏｅｄｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）、ガストロチラクス属種（Ｇａｓｔｒｏｔｈｙｌａｃｕｓ
　ｓｐｐ．）、ノトコチルス属種（Ｎｏｔｏｃｏｔｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、カタトロピス
属種（Ｃａｔａｔｒｏｐｉｓ　ｓｐｐ．）、プラギオルキス属種（Ｐｌａｇｉｏｒｃｈｉ
ｓ　ｓｐｐ．）、プロストゴニムス属種（Ｐｒｏｓｔｈｏｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、
ジクロコエリウム属種（Ｄｉｃｒｏｃｏｅｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、エウリトレマ属種（Ｅ
ｕｒｙｔｒｅｍａ　ｓｐｐ．）、トログロトレマ属種（Ｔｒｏｇｌｏｔｒｅｍａ　ｓｐｐ
．）、パラゴニムス属種（Ｐａｒａｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、コリリクルム属種（Ｃ
ｏｌｌｙｒｉｃｌｕｍ　ｓｐｐ．）、ナノフィエツス属種（Ｎａｎｏｐｈｙｅｔｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、オピストルキス属種（Ｏｐｉｓｔｈｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、クロノルキス
属種（Ｃｌｏｎｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、メトルキス属種（Ｍｅｔｏｒｃｈｉｓ　ｓｐ
ｐ．）、ヘテロフィエス属種（Ｈｅｔｅｒｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、メタゴニムス属種
（Ｍｅｔａｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）；
　線虫類：ベンチュウ目（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌｉｄａ）の、例えば：トリクリス属種（
Ｔｒｉｃｈｕｒｉｓ　ｓｐｐ．）、カピラリア属種（Ｃａｐｉｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）
、パラカピラリア属種（Ｐａｒａｃａｐｉｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、エウコレウス属種
（Ｅｕｃｏｌｅｕｓ　ｓｐｐ．）、トリコモソイデス属種（Ｔｒｉｃｈｏｍｏｓｏｉｄｅ
ｓ　ｓｐｐ．）、トリキネラ属種（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．）；
　クキセンチュウ目（Ｔｙｌｅｎｃｈｉｄａ）の、例えば：ミクロネマ属種（Ｍｉｃｒｏ
ｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ストロンギロイデス属種（Ｓｔｒｏｎｇｙｌｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ
．）；
　カンセンチュウ目（Ｒｈａｂｄｉｔｉｄａ）の、例えば：ストロンギルス属種（Ｓｔｒ
ｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、トリオドントホルス属種（Ｔｒｉｏｄｏｎｔｏｐｈｏｒｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、オエソファゴドンツス属種（Ｏｅｓｏｐｈａｇｏｄｏｎｔｕｓ　ｓｐｐ
．）、トリコネマ属種（Ｔｒｉｃｈｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ギアロセファルス属種（Ｇ
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ｙａｌｏｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シリンドロファリンキス属種（Ｃｙｌｉｎｄｒ
ｏｐｈａｒｙｎｘ　ｓｐｐ．）、ポテリオストムム属種（Ｐｏｔｅｒｉｏｓｔｏｍｕｍ　
ｓｐｐ．）、シクロコセルクス属種（Ｃｙｃｌｏｃｏｃｅｒｃｕｓ　ｓｐｐ．）、シリコ
ステファヌス属種（Ｃｙｌｉｃｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、オエソファゴストム
ム属種（Ｏｅｓｏｐｈａｇｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、カベルチア属種（Ｃｈａｂｅｒ
ｔｉａ　ｓｐｐ．）、ステファヌルス属種（Ｓｔｅｐｈａｎｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、アン
シロストマ属種（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、ウンシナリア属種（Ｕｎｃｉｎ
ａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ネカトル属種（Ｎｅｃａｔｏｒ　ｓｐｐ．）、ブノストムム属種
（Ｂｕｎｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、グロボセファルス属種（Ｇｌｏｂｏｃｅｐｈａｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、シンガムス属種（Ｓｙｎｇａｍｕｓ　ｓｐｐ．）、シアトストマ属種
（Ｃｙａｔｈｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、メタストロンギルス属種（Ｍｅｔａｓｔｒｏｎ
ｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ジクチオカウルス属種（Ｄｉｃｔｙｏｃａｕｌｕｓ　ｓｐｐ．
）、ムエレリウス属種（Ｍｕｅｌｌｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）、プロトストロンギルス属種
（Ｐｒｏｔｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ネオストロンギルス属種（Ｎｅｏｓｔ
ｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シストカウルス属種（Ｃｙｓｔｏｃａｕｌｕｓ　ｓｐｐ
．）、プネウモストロンギルス属種（Ｐｎｅｕｍｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、
スピコカウルス属種（Ｓｐｉｃｏｃａｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、エラホストロンギルス属種
（Ｅｌａｐｈｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、パレラホストロンギルス属種（Ｐａ
ｒｅｌａｐｈｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、クレノソマ属種（Ｃｒｅｎｏｓｏｍ
ａ　ｓｐｐ．）、パラクレノソマ属種（Ｐａｒａｃｒｅｎｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、オス
レルス属種（Ｏｓｌｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、アンギオストロンギルス属種（Ａｎｇｉｏｓ
ｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、アエルロストロンギルス属種（Ａｅｌｕｒｏｓｔｒｏ
ｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、フィラロイデス属種（Ｆｉｌａｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、
パラフィラロイデス属種（Ｐａｒａｆｉｌａｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、トリコストロン
ギルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ハエモンクス属種（Ｈａ
ｅｍｏｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、オステルタギア属種（Ｏｓｔｅｒｔａｇｉａ　ｓｐｐ．
）、テラドルサギア属種（Ｔｅｌａｄｏｒｓａｇｉａ　ｓｐｐ．）、マルシャラギア属種
（Ｍａｒｓｈａｌｌａｇｉａ　ｓｐｐ．）、クーペリア属種（Ｃｏｏｐｅｒｉａ　ｓｐｐ
．）、ニッポストロンギルス属種（Ｎｉｐｐｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘリ
グモソモイデス属種（Ｈｅｌｉｇｍｏｓｏｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ネマトジルス属種
（Ｎｅｍａｔｏｄｉｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒオストロンギルス属種（Ｈｙｏｓｔｒｏｎｇ
ｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、オベリスコイデス属種（Ｏｂｅｌｉｓｃｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）
、アミドストムム属種（Ａｍｉｄｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、オルラヌス属種（Ｏｌｌ
ｕｌａｎｕｓ　ｓｐｐ．）；
　センビセンチュウ目（Ｓｐｉｒｕｒｉｄａ）の、例えば：オキシウリス属種（Ｏｘｙｕ
ｒｉｓ　ｓｐｐ．）、エンテロビウス属種（Ｅｎｔｅｒｏｂｉｕｓ　ｓｐｐ．）、パサル
ルス属種（Ｐａｓｓａｌｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、シファシア属種（Ｓｙｐｈａｃｉａ　ｓ
ｐｐ．）、アスピクルリス属種（Ａｓｐｉｃｕｌｕｒｉｓ　ｓｐｐ．）、ヘテラキス属種
（Ｈｅｔｅｒａｋｉｓ　ｓｐｐ．）、アスカリス属種（Ａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、ト
キサスカリス属種（Ｔｏｘａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、トキソカラ属種（Ｔｏｘｏｃａ
ｒａ　ｓｐｐ．）、バイリサスカリス属種（Ｂａｙｌｉｓａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、
パラスカリス属種（Ｐａｒａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、アニサキス属種（Ａｎｉｓａｋ
ｉｓ　ｓｐｐ．）、アスカリジア属種、（Ａｓｃａｒｉｄｉａ　ｓｐｐ．）、グナトスト
マ属種（Ｇｎａｔｈｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、フィサロプテラ属種（Ｐｈｙｓａｌｏｐ
ｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、テラジア属種（Ｔｈｅｌａｚｉａ　ｓｐｐ．）、ゴンギロネマ属
種（Ｇｏｎｇｙｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ハブロネマ属種（Ｈａｂｒｏｎｅｍａ　ｓｐ
ｐ．）、パラブロネマ属種（Ｐａｒａｂｒｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ドラスキア属種（Ｄ
ｒａｓｃｈｉａ　ｓｐｐ．）、ドラクンクルス属種（Ｄｒａｃｕｎｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．
）、ステファノフィラリア属種（Ｓｔｅｐｈａｎｏｆｉｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、パラフ
ィラリア属種（Ｐａｒａｆｉｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、セタリア属種（Ｓｅｔａｒｉａ　
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ｓｐｐ．）、ロア属種（Ｌｏａ　ｓｐｐ．）、ジロフィラリア属種（Ｄｉｒｏｆｉｌａｒ
ｉａ　ｓｐｐ．）、リトモソイデス属種（Ｌｉｔｏｍｏｓｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ブル
ギア属種（Ｂｒｕｇｉａ　ｓｐｐ．）、ウケレリア属種（Ｗｕｃｈｅｒｅｒｉａ　ｓｐｐ
．）、オンコセルカ属種（Ｏｎｃｈｏｃｅｒｃａ　ｓｐｐ．）、スピロセルカ属種（Ｓｐ
ｉｒｏｃｅｒｃａ　ｓｐｐ．）；
　鉤頭動物門（Ａｃａｎｔｈｏｃｅｐｈａｌａ）：ダイコウトウチュウ目（Ｏｌｉｇａｃ
ａｎｔｈｏｒｈｙｎｃｈｉｄａ）の、例えば：マクラカントリンクス属種（Ｍａｃｒａｃ
ａｎｔｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プロステノルキス属種（Ｐｒｏｓｔｈｅｎｏ
ｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）；　ポリモルフス目（Ｐｏｌｙｍｏｒｐｈｉｄａ）の、例えば：
フィリコリス属種（Ｆｉｌｉｃｏｌｌｉｓ　ｓｐｐ．）；　サジョウコウトウチュウ目（
Ｍｏｎｉｌｉｆｏｒｍｉｄａ）の、例えば：モニリホルミス属種（Ｍｏｎｉｌｉｆｏｒｍ
ｉｓ　ｓｐｐ．）；
　コウトウチュウ目（Ｅｃｈｉｎｏｒｈｙｎｃｈｉｄａ）の、例えば：アカントセファル
ス属種（Ａｃａｎｔｈｏｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、エキノリンクス属種（Ｅｃｈｉ
ｎｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、レプトリンコイデス属種（Ｌｅｐｔｏｒｈｙｎｃｈ
ｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）；
　舌形動物門（Ｐｅｎｔａｓｔｏｍａ）：ポロケファルス目（Ｐｏｒｏｃｅｐｈａｌｉｄ
ａ）の、例えば：リングアツラ属種（Ｌｉｎｇｕａｔｕｌａ　ｓｐｐ．）。
【０２５９】
　獣医学の分野において、および、畜産において、式（Ｉ）の化合物は、当技術分野にお
いて一般的に知られている方法によって、例えば、適切な調製物の形態で、経腸経路、非
経口的経路、経皮的経路または経鼻的経路を介して投与する。投与は、予防的または治療
的であり得る。
【０２６０】
　かくして、本発明の１実施形態は、薬物としての式（Ｉ）の化合物の使用である。
【０２６１】
　さらなる態様は、抗内部寄生生物剤としての、特に、殺蠕虫剤（ｈｅｌｍｉｎｔｈｉｃ
ｉｄａｌ　ａｇｅｎｔ）または抗原生動物剤（ａｎｔｉｐｒｏｔｏｚｏｉｃ　ａｇｅｎｔ
）としての、式（Ｉ）の化合物の使用である。式（Ｉ）の化合物は、例えば、動物育種に
いおて、畜産業において、畜舎において、そして衛生分野において、抗内部寄生生物剤と
して使用するのに、特に、殺蠕虫剤または抗原生動物剤として使用するのに適している。
【０２６２】
　さらなる態様は、抗外部寄生生物剤としての、特に、殺虫剤または殺ダニ剤などの殺節
足動物剤としての、式（Ｉ）の化合物の使用に関する。さらなる態様は、例えば、畜産業
における、動物育種における、畜舎における、または、衛生分野における、抗外部寄生生
物剤としての、特に、殺虫剤または殺ダニ剤などの殺節足動物剤としての、式（Ｉ）の化
合物の使用に関する。
【０２６３】
　駆虫性混合成分
　以下の駆虫性混合成分を例として挙げることができる：
　殺吸虫活性化合物（ｔｒｅｍａｔｉｃｉｄａｌｌｙ　ａｃｔｉｖｅ　ｃｏｍｐｏｕｎｄ
）および殺条虫活性化合物（ｃｅｓｔｏｃｉｄａｌｌｙ　ａｃｔｉｖｅ　ｃｏｍｐｏｕｎ
ｄ）を包含する駆虫活性化合物：
　大環状ラクトン系の、例えば、アバメクチン、ドラメクチン、エマメクチン、エプリノ
メクチン、イベルメクチン、ミルベマイシン、モキシデクチン、ネマデクチン、セラメク
チン；
　ベンゾイミダゾール系およびプロベンゾイミダゾール系の、例えば、アルベンダゾール
、アルベンダゾール－スルホキシド、カムベンダゾール、シクロベンダゾール、フェバン
テル、フェンベンダゾール、フルベンダゾール、メベンダゾール、ネトビミン（ｎｅｔｏ
ｂｉｍｉｎ）、オキシフェンダゾール（ｏｘｆｅｎｄａｚｏｌｅ）、オキシベンダゾール
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（ｏｘｉｂｅｎｄａｚｏｌｅ）、パルベンダゾール（ｐａｒｂｅｎｄａｚｏｌｅ）、チア
ベンダゾール（ｔｈｉａｂｅｎｄａｚｏｌｅ）、チオファネート（ｔｈｉｏｐｈａｎａｔ
ｅ）、トリクラベンダゾール（ｔｒｉｃｌａｂｅｎｄａｚｏｌｅ）；
　シクロオクタデプシペプチド系（ｃｙｃｌｏｏｃｔａｄｅｐｓｉｐｅｐｔｉｄｅｓ）の
、例えば、エモデプシド（ｅｍｏｄｅｐｓｉｄｅ）、ＰＦ１０２２；
　アミノアセトニトリル誘導体系の、例えば、モネパンテル（ｍｏｎｅｐａｎｔｅｌ）；
　テトラヒドロピリミジン系の、例えば、モランテル、ピランテル、オキサンテル；
　イミダゾチアゾール系の、例えば、ブタミソール、レバミソール、テトラミソール；
　サリチルアニリド系の、例えば、ブロモキサニド、ブロチアニド、クリオキサニド、ク
ロサンテル、ニクロサミド、オキシクロザニド、ラフォキサニド、トリブロムサラン；
　パラヘルクアミド系の、例えば、デルクアンテル、パラヘルクアミド；
　アミノフェニルアミジン系の、例えば、アミダンテル、デアシル化アミダンテル（ｄＡ
ＭＤ）、トリベンジミジン；
　有機リン酸エステル系の、例えば、クマホス、クルホメート、ジクロルボス、ハロキソ
ン、ナフタロホス（ｎａｐｈｔｈａｌｏｆｏｓ）、トリクロルホン；
　置換フェノール系の、例えば、ビチオノール、ジソフェノール、ヘキサクロロフェン、
ニクロホラン、メニクロホラン（ｍｅｎｉｃｌｏｐｈｏｌａｎ）、ニトロキシニル；
　ピペラジノン系の、例えば、プラジクアンテル（ｐｒａｚｉｑｕａｎｔｅｌ）、エプシ
プランテル；
　他の多様な分類の、例えば、アモスカネート（ａｍｏｓｃａｎａｔｅ）、ベフェニウム
、ブナミジン、クロナゼパム、クロルスロン、ジアンフェネチド、ジクロロフェン、ジエ
チルカルバマジン、エメチン、へトリン（ｈｅｔｏｌｉｎ）、ヒカントン、ルカントン、
ミラシル（Ｍｉｒａｃｉｌ）、ミラサン（ｍｉｒａｓａｎ）、ニクロサミド、ニリダゾー
ル、ニトロキシニル（ｎｉｔｒｏｘｙｎｉｌ）、ニトロスカネート、オルチプラズ、オム
ファロチン、オキサムニキン、パロモマイシン、ピペラジン、レソランテル。
【０２６４】
　媒介動物の防除
　式（Ｉ）の化合物は、媒介動物（ｖｅｃｔｏｒ）の防除において使用することも可能で
ある。本発明に関連して、媒介動物は、病原体（例えば、ウイルス類、蠕虫類（ｗｏｒｍ
ｓ）、単細胞生物および細菌類）を病原体保有宿主（植物、動物、ヒトなど）から宿主ま
で運ぶことが可能な節足動物（特に、昆虫またはクモ形類動物）である。該病原体は、宿
主に機械的に運ばれ得る（例えば、非刺咬性ハエによるトラコーマ）、または、宿主体内
への注入後に運ばれ得る（例えば、蚊によるマラリア原虫）。
【０２６５】
　媒介動物の例および媒介動物によって運ばれる疾患または病原体は、以下のとおりであ
る：
　１）蚊類
　－ハマダラカ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）：マラリア、フィラリア症；
　－アカイエカ（Ｃｕｌｅｘ）：日本脳炎、フィラリア症、別のウイルス性疾患、蠕虫類
の運搬；
　－ヤブカ（Ａｅｄｅｓ）：黄熱病、デング熱、フィラリア症、別のウイルス性疾患；
　－ブユ（Ｓｉｍｕｌｉｄａｅ）：蠕虫類（特に、回旋糸状虫（Ｏｎｃｈｏｃｅｒｃａ　
ｖｏｌｖｕｌｕｓ））の運搬；
　２）シラミ類：皮膚感染、流行性発疹チフス；
　３）ノミ類：伝染病、発疹熱；
　４）ハエ類：睡眠病（トリパノソーマ病）；コレラ、別の細菌性疾患；
　５）ダニ類：ダニ症（ａｃａｒｉｏｓｉｓ）、流行性発疹チフス、リケッチア痘瘡、野
兎病、セントルイス脳炎、ダニ媒介脳炎（ＴＢＥ）、クリミア・コンゴ出血熱、ボレリア
症（ｂｏｒｒｅｌｉｏｓｉｓ）；
　６）マダニ類：ボレリア症（ｂｏｒｅｌｌｉｏｓｅｓ）、例えば、ダットン回帰熱ボレ
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リア（Ｂｏｒｒｅｌｉａ　ｄｕｔｔｏｎｉ）、ダニ媒介脳炎、Ｑ熱（Ｃｏｘｉｅｌｌａ　
ｂｕｒｎｅｔｉｉ）、バベシア症（Ｂａｂｅｓｉａ　ｃａｎｉｓ　ｃａｎｉｓ）。
【０２６６】
　本発明に関連して、媒介動物の例は、植物ウイルスを植物に運ぶことが可能な昆虫類、
例えば、アブラムシ類、ハエ類、ヨコバイ類またはアザミウマ類などである。植物ウイル
スを運ぶことが可能な別の媒介動物は、ハダニ類、シラミ類、甲虫類および線虫類である
。
【０２６７】
　本発明に関連して、媒介動物のさらなる例は、病原体を動物および／またはヒトに運ぶ
ことが可能な昆虫類およびクモ形類動物、例えば、蚊類［特に、ヤブカ属（Ａｅｄｅｓ）
の蚊、ハマダラカ属（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）の蚊、例えば、ガンビエハマダラカ（Ａ．ｇ
ａｍｂｉａｅ）、アノフェレス・アラビエンシス（Ａ．ａｒａｂｉｅｎｓｉｓ）、アノフ
ェレス・フネスツス（Ａ．ｆｕｎｅｓｔｕｓ）、アノフェレス・ジルス（Ａ．ｄｉｒｕｓ
）（マラリア）、および、アカイエカ属（Ｃｕｌｅｘ）の蚊］、シラミ類、ノミ類、ハエ
類、ダニ類およびマダニ類である。
【０２６８】
　式（Ｉ）の化合物が抵抗性を打破する（ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ－ｂｒｅａｋｉｎｇ）場
合、媒介動物の防除は、同様に可能である。
【０２６９】
　式（Ｉ）の化合物は、疾患の予防および／または媒介動物によって運ばれる病原体の予
防において使用するのに適している。かくして、本発明のさらなる態様は、例えば、農業
において、園芸において、林業において、庭園やレジャー施設において、および、さらに
、材料物質や貯蔵生産物の保護において、媒介動物を防除するための式（Ｉ）の化合物の
使用である。
【０２７０】
　工業材料の保護
　式（Ｉ）の化合物は、昆虫類［例えば、コウチュウ目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ）、ハチ
目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ）、シロアリ目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）、チョウ目（Ｌｅｐｉ
ｄｏｐｔｅｒａ）、チャタテムシ目（Ｐｓｏｃｏｐｔｅｒａ）およびシミ目（Ｚｙｇｅｎ
ｔｏｍａ）の昆虫類］による攻撃または破壊に対して工業材料を保護するのに適している
。
【０２７１】
　本発明に関連して、工業材料は、非生物材料、例えば、好ましくは、プラスチック、接
着剤、サイズ、紙および厚紙、皮革、木材、加工木材製品および塗料などを意味するもの
と理解される。本発明は、木材を保護するために使用するのが特に好ましい。
【０２７２】
　さらなる実施形態では、式（Ｉ）の化合物は、少なくとも１種類のさらなる殺虫剤およ
び／または少なくとも１種類の殺菌剤と一緒に使用する。
【０２７３】
　さらなる実施形態では、式（Ｉ）の化合物は、即時使用可能な農薬として存在している
。即ち、それは、さらなる変更を加えることなく、当該材料物質に施用することが可能で
ある。適切なさらなる殺虫剤または殺菌剤は、特に、上記で挙げたものである。
【０２７４】
　驚くべきことに、式（Ｉ）の化合物は、海水または淡海水と接触するもの、特に、船体
、スクリーン、網、建造物、係船設備および信号システムなどを、付着物から保護するた
めに使用することができるということも分かった。同様に、式（Ｉ）の化合物は、単独で
、または、別の活性化合物と組合せて、防汚剤として使用することができる。
【０２７５】
　衛生分野における害虫の防除
　式（Ｉ）の化合物は、衛生分野において害虫を防除するのに適している。より特定的に
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は、本発明は、家庭内保護分野において、衛生保護分野において、および、貯蔵生産物の
保護において、特に、密閉空間（例えば、住居、工場の通路、オフィスおよび車両の客室
）において遭遇する昆虫類、クモ形類動物およびダニ類を防除する為に、使用することが
できる。害虫を防除するために、式（Ｉ）の化合物は、単独で使用するか、または、別の
活性化合物および／または補助剤と組み合わせて使用する。それらは、好ましくは、家庭
用殺虫剤製品に含ませて使用する。式（Ｉ）の化合物は、感受性種および抵抗性種に対し
て有効であり、さらに、全ての成育段階に対して有効である。
【０２７６】
　これらの害虫としては、例えば、クモ綱（Ａｒａｃｈｎｉｄａ）のサソリ目（Ｓｃｏｒ
ｐｉｏｎｅｓ）、クモ目（Ａｒａｎｅａｅ）およびザトウムシ目（Ｏｐｉｌｉｏｎｅｓ）
の害虫、ムカデ綱（Ｃｈｉｌｏｐｏｄａ）およびヤスデ綱（Ｄｉｐｌｏｐｏｄａ）の害虫
、昆虫綱（Ｉｎｓｅｃｔａ）のゴキブリ目（Ｂｌａｔｔｏｄｅａ）、コウチュウ目（Ｃｏ
ｌｅｏｐｔｅｒａ）、ハサミムシ目（Ｄｅｒｍａｐｔｅｒａ）、ハエ目（Ｄｉｐｔｅｒａ
）、カメムシ亜目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒａ）、ハチ目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ）、シ
ロアリ目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）、チョウ目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）、シラミ目（Ｐｈ
ｔｈｉｒａｐｔｅｒａ）、チャタテムシ目（Ｐｓｏｃｏｐｔｅｒａ）、バッタ目（Ｓａｌ
ｔａｔｏｒｉａ　または　Ｏｒｔｈｏｐｔｅｒａ）、ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒａ
）およびシミ目（Ｚｙｇｅｎｔｏｍａ）の害虫、ならびに、軟甲綱（Ｍａｌａｃｏｓｔｒ
ａｃａ）のワラジムシ目（Ｉｓｏｐｏｄａ）の害虫などをあげることができる。
【０２７７】
　施用は、例えば、エアロゾル、非加圧スプレー製品、例えば、ポンプスプレーおよび噴
霧スプレー、自動霧化システム（ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｆｏｇｇｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ）
、噴霧器（ｆｏｇｇｅｒ）、泡、ゲル、セルロース製またはプラスチック製のエバポレー
ター錠剤を有するエバポレーター製品、液体エバポレーター、ゲルおよび膜エバポレータ
ー、プロペラ駆動エバポレーター、エネルギーフリー型蒸発システムまたは受動型蒸発シ
ステム、防虫紙（ｍｏｔｈ　ｐａｐｅｒｓ）、防虫バッグ（ｍｏｔｈ　ｂａｇｓ）および
防虫ゲル（ｍｏｔｈ　ｇｅｌｓ）において実施するか、または、粒剤もしくは粉剤として
、ばらまき用の餌に入れて実施するか、または、餌場で実施する。
【０２７８】
　実施例：
　以下の製造実施例および使用実施例によって本発明について例証するが、それらの実施
例は、本発明を限定するものではない。生成物は、１Ｈ　ＮＭＲ分光法および／またはＬ
Ｃ－ＭＳ（液体クロマトグラフィー－質量分析法）および／またはＧＣ－ＭＳ（ガスクロ
マトグラフィー－質量分析法）によって特性決定を行った。
【０２７９】
　ｌｏｇＰ値は、「ＯＥＣＤ　Ｇｕｉｄｅｌｉｎｅ　１１７（ＥＣ　Ｄｉｒｅｃｔｉｖｅ
　９２／６９／ＥＥＣ」）と同様にして、下記方法によって、逆相カラム（Ｃ１８）を用
いるＨＰＬＣ（高速液体クロマトグラフィー）によって求めた。
【０２８０】
　［ａ］酸性範囲でのＬＣ－ＭＳの測定は、溶離液として０．１％ギ酸水溶液およびアセ
トニトリル（０．１％ギ酸含有）を使用し、１０％アセトニトリルから９５％アセトニト
リルまでの直線勾配で、ｐＨ２．７で実施した。ｌｏｇＰ［ａ］は、ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯ
Ｈ）とも称される。
【０２８１】
　［ｂ］中性範囲でのＬＣ－ＭＳの測定は、溶離液として０．００１モル炭酸水素アンモ
ニウム水溶液およびアセトニトリルを使用し、１０％アセトニトリルから９５％アセトニ
トリルまでの直線勾配で、ｐＨ７．８で実施した。ｌｏｇＰ［ｂ］は、ｌｏｇＰ（中性）
とも称される。
【０２８２】
　較正は、ｌｏｇＰ値（連続する２種類のアルカノンの間の線形補間により保持時間に基
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づいて測定したｌｏｇＰ値）が既知の非分枝アルカン－２－オン（３個から１６個の炭素
原子を有している）の同族列の溶液を用いて実施する。
【０２８３】
　ＮＭＲスペクトラムは、１．７ｍｍＴＣＩサンプルヘッドを取り付けたＢｒｕｋｅｒ　
ＩＩ　Ａｖａｎｃｅ４００を用いて測定した。個々の場合で、ＮＭＲスペクトラムは、Ｂ
ｒｕｋｅｒ　Ａｖａｎｃｅ　ＩＩ　６００を用いて測定した。
【０２８４】
　選択された実施例のＮＭＲデータは、旧来の形態（δ値、多重項分裂、水素原子の数）
で記載されている。シグナルの分裂は、以下のように記載した：ｓ（一重線）、ｄ（二重
線）、ｔ（三重線）、ｑ（四重線）、ｍ（多重線）、広い（広いシグナルの場合）。使用
した溶媒は、ＣＤ３ＣＮ、ＣＤＣｌ３またはＤ６－ＤＭＳＯであり、テトラメチルシラン
（０．００ｐｐｍ）を基準とし使用した。
【０２８５】
　ＧＣ－ＭＳスペクトラムは、５０℃から３２０℃までの温度勾配を使用し、ジメチルシ
リコーン相上でＡｇｉｌｅｎｔ　６８９０　ＧＣ，　ＨＰ　５９７３　ＭＳＤを用いて測
定する。ＧＣ－ＭＳインデックスは、ｎ－アルカン（８から３８の偶数個の炭素原子を有
している）の同族列の溶液を使用して、Ｋｏｖａｔｓインデックスとして求める。
【０２８６】
　製造実施例１：Ｎ－シクロプロピル－３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２
，２－トリフルオロエチルスルフィニル）フェニル］－２，４－ジオキソイミダゾリジン
－１－カルボキサミド（実施例番号３）
　段階１：Ｎ－シクロプロピル－３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－
トリフルオロエチルスルファニル）フェニル］－２，４－ジオキソイミダゾリジン－１－
カルボキサミド（実施例番号１）
【化１４】

【０２８７】
　最初に、３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエチルス
ルファニル）フェニル］イミダゾリジン－２，４－ジオン（ＩＩａ－１）１００ｍｇ（０
．３１ｍｍｏｌ）をジクロロメタン５ｍＬに入れた。シクロプロピルイソシアネート５２
ｍｇ（０．６２ｍｍｏｌ）を加え、懸濁液を室温で１時間撹拌した。次に、トリエチルア
ミン１３０μＬ（０．９３ｍｍｏｌ）を滴下し、反応混合物をさらに１時間撹拌した。Ｔ
ＬＣ（シクロヘキサン／アセトン３：１）によれば、反応は完了していた。溶媒をロータ
リーエバポレータで減圧下に除去し、残留物を、水／アセトニトリル／０．１％ギ酸の勾
配を用いるＲＰ－１８カラムでのＭＰＬＣによってクロマトグラフィー精製した。これに
よって標題化合物９５ｍｇ（ＬＣ／ＭＳにより純度９８％、理論値の７４％）を得た。
【０２８８】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：３．０７；ｌｏｇＰ（中性）：２．９８。
【０２８９】
　１Ｈ　ＮＭＲ（４００．０ＭＨｚ、Ｄ６－ＤＭＳＯ）δｐｐｍ：７．７９－７．７８（
ｍ、１Ｈ）、７．６７（ｄ、１Ｈ）、７．４４（ｄ、１Ｈ）、４．４７（広い、２Ｈ）、
３．８６（ｑ、２Ｈ）、２．７０－２．６６（ｍ、１Ｈ）、２．４５（ｓ、３Ｈ）、０．
７３－０．６８（ｍ、２Ｈ）、０．５６－０．５３（ｍ、２Ｈ）。
【０２９０】
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　段階２：Ｎ－シクロプロピル－３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－
トリフルオロエチルスルフィニル）フェニル］－２，４－ジオキソイミダゾリジン－１－
カルボキサミド（実施例番号３）
【化１５】

【０２９１】
　最初に、Ｎ－シクロプロピル－３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－
トリフルオロエチルスルファニル）フェニル］－２，４－ジオキソイミダゾリジン－１－
カルボキサミド６０ｍｇ（０．１５ｍｍｏｌ）を、ジクロロメタン６ｍＬに入れ、メタ－
クロロ過安息香酸３７ｍｇ（７５％、０．１６ｍｍｏｌ）を加え、反応混合物を室温で終
夜撹拌し、次にチオ硫酸ナトリウムおよび重炭酸ナトリウム溶液で洗浄した。有機相を無
水硫酸ナトリウムで脱水し、濾過した。減圧下に溶媒を除去した後、残留物を、水／アセ
トニトリル／０．１％ギ酸の勾配を用いるＲＰ－１８カラムでのＭＰＬＣによってクロマ
トグラフィー精製した。これによって標題化合物４９ｍｇ（ＬＣ／ＭＳにより純度１００
％、理論値の７８％）を得た。
【０２９２】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：２．１５；ｌｏｇＰ（中性）：２．１２。
【０２９３】
　１Ｈ　ＮＭＲ（４００．０ＭＨｚ、Ｄ６－ＤＭＳＯ）δｐｐｍ：７．９９（ｄ、１Ｈ）
、７．７８－７．７７（ｍ、１Ｈ）、７．５５（ｄ、１Ｈ）、４．４６（広い、２Ｈ）、
４．３７－４．２５（ｍ、１Ｈ）、３．８８－３．８２（ｍ、１Ｈ）、２．７１－２．６
６（ｍ、１Ｈ）、２．４３（ｓ、３Ｈ）、０．７３－０．６９（ｍ、２Ｈ）、０．５６－
０．５２（ｍ、２Ｈ）。
【０２９４】
　製造実施例２：Ｎ－シクロプロピル－３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２
，２－トリフルオロエチルスルフィニル）フェニル］－４－オキソ－２－チオキソイミダ
ゾリジン－１－カルボキサミド（実施例番号４）
　段階１：Ｎ－シクロプロピル－３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－
トリフルオロエチルスルファニル）フェニル］－４－オキソ－２－チオキソイミダゾリジ
ン－１－カルボキサミド（実施例番号２）

【化１６】

【０２９５】
　３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエチルスルファニ
ル）フェニル］－２－チオキソイミダゾリジン－４－オン（ＩＩａ－２）１００ｍｇ（０
．３０ｍｍｏｌ）を最初に、ジクロロメタン５ｍＬに入れた。シクロプロピルイソシアネ
ート４９ｍｇ（０．５９ｍｍｏｌ）を加え、懸濁液を室温で１時間撹拌した。トリエチル
アミン１２４μＬ（０．８９ｍｍｏｌ）を滴下し、反応混合物をさらに１時間撹拌した。
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溶媒をロータリーエバポレータで減圧下に除去し、残留物を、水／アセトニトリル／０．
１％ギ酸の勾配を用いるＲＰ－１８カラムでのＭＰＬＣによってクロマトグラフィー精製
した。これによって標題化合物５７ｍｇ（ＬＣ／ＭＳにより純度９３％、理論値の４２％
）を得た。
【０２９６】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：３．６６；ｌｏｇＰ（中性）：３．５６。
【０２９７】
　１Ｈ　ＮＭＲ（４００．０ＭＨｚ、Ｄ６－ＤＭＳＯ）δｐｐｍ：９．５０－９．４９（
ｍ、１Ｈ）、７．６５（ｄ、１Ｈ）、７．４５（ｄ、１Ｈ）、４．８６－４．６０（ｍ、
２Ｈ）、３．８６（ｑ、２Ｈ）、２．７７－２．７２（ｍ、１Ｈ）、２．４６（ｓ、３Ｈ
）、０．７９－０．７４（ｍ、２Ｈ）、０．６０－０．５２（ｍ、２Ｈ）。
【０２９８】
　段階２：Ｎ－シクロプロピル－３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－
トリフルオロエチルスルフィニル）フェニル］－４－オキソ－２－チオキソイミダゾリジ
ン－１－カルボキサミド（実施例番号４）
【化１７】

【０２９９】
　最初に、Ｎ－シクロプロピル－３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－
トリフルオロエチルスルファニル）フェニル］－４－オキソ－２－チオキソイミダゾリジ
ン－１－カルボキサミド４０ｍｇ（０．０９５ｍｍｏｌ）をジクロロメタン４ｍＬに入れ
、メタ－クロロ過安息香酸２４ｍｇ（７５％、０．１０ｍｍｏｌ）を加え、反応混合物を
室温で終夜撹拌し、チオ硫酸ナトリウムおよび重炭酸ナトリウム溶液で洗浄した。有機相
を無水硫酸ナトリウムで脱水し、濾過した。減圧下に溶媒を除去した後、残留物を、水／
アセトニトリル／０．１％ギ酸の勾配を用いるＲＰ－１８カラムでのＭＰＬＣによってク
ロマトグラフィー精製した。これによって標題化合物１８ｍｇ（ＬＣ／ＭＳにより純度１
００％、理論値の４４％）を得た。
【０３００】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：２．６４；ｌｏｇＰ（中性）：２．６５。
【０３０１】
　１Ｈ　ＮＭＲ（４００．０ＭＨｚ、Ｄ６－ＤＭＳＯ）δｐｐｍ：９．５０－９．４６（
ｍ、１Ｈ）、７．９９－７．９７（ｍ、１Ｈ）、７．５６（ｄ、１Ｈ）、４．８４－４．
７８（ｍ、１Ｈ）、４．６３－４．５８（ｍ、１Ｈ）、４．３９－４．２９（ｍ、１Ｈ）
、３．８８－３．７７（ｍ、１Ｈ）、２．７８－２．７３（ｍ、１Ｈ）、２．４４（ｓ、
３Ｈ）、０．８０－０．７４（ｍ、２Ｈ）、０．５７－０．５５（ｍ、２Ｈ）。
【０３０２】
　製造実施例３：３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエ
チルスルフィニル）フェニル］－Ｎ－イソブチル－２，４－ジオキソイミダゾリジン－１
－カルボキサミド（実施例番号１５）
　段階１：３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエチルス
ルファニル）フェニル］－Ｎ－イソブチル－２，４－ジオキソイミダゾリジン－１－カル
ボキサミド（実施例番号１２）
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【化１８】

【０３０３】
　最初に、３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエチルス
ルファニル）フェニル］イミダゾリジン－２，４－ジオン（ＩＩａ－１）１００ｍｇ（０
．３１ｍｍｏｌ）をジクロロメタン５ｍＬに入れた。イソブチルイソシアネート６２ｍｇ
（０．６２ｍｍｏｌ）を加え、懸濁液を室温で１時間撹拌した。トリエチルアミン１３０
μＬ（０．９３ｍｍｏｌ）を滴下し、反応混合物をさらに１時間撹拌した。溶媒をロータ
リーエバポレータで減圧下に除去し、残留物を、シクロヘキサン／アセトンの勾配を用い
るシリカゲルカラムでのＭＰＬＣによってクロマトグラフィー精製した。これによって標
題化合物８０ｍｇ（ＬＣ／ＭＳにより純度９７％、理論値の６０％）を得た。
【０３０４】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：３．６７；ｌｏｇＰ（中性）：３．５８。
【０３０５】
　１Ｈ　ＮＭＲ（４００．０ＭＨｚ、Ｄ６－ＤＭＳＯ）δｐｐｍ：７．８５（ｔ、１Ｈ）
、７．７０（ｄ、１Ｈ）、７．４５（ｄ、１Ｈ）、４．４６（広い、２Ｈ）、３．８７（
ｑ、２Ｈ）、３．０９－３．０５（ｍ、２Ｈ）、２．４６（ｓ、３Ｈ）、１．８０－１．
７７（ｍ、１Ｈ）、０．８７（ｄ、６Ｈ）。
【０３０６】
　段階２：３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエチルス
ルフィニル）フェニル］－Ｎ－イソブチル－２，４－ジオキソイミダゾリジン－１－カル
ボキサミド（実施例番号１５）

【化１９】

【０３０７】
　最初に、３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエチルス
ルファニル）フェニル］－Ｎ－イソブチル－２，４－ジオキソイミダゾリジン－１－カル
ボキサミド４５ｍｇ（０．１１ｍｍｏｌ）をジクロロメタン４．５ｍＬに入れ、メタ－ク
ロロ過安息香酸２７ｍｇ（７５％、０．１２ｍｍｏｌ）を加え、反応混合物を室温で終夜
撹拌し、次にチオ硫酸ナトリウムおよび重炭酸ナトリウム溶液で洗浄した。有機相を硫酸
ナトリウムで脱水し、濾過した。減圧下に溶媒を除去した後、残留物を、水／アセトニト
リル／０．１％ギ酸の勾配を用いるＲＰ－１８カラムでのＭＰＬＣによってクロマトグラ
フィー精製した。これによって標題化合物３２ｍｇ（ＬＣ／ＭＳにより純度１００％、理
論値の６９％）を得た。
【０３０８】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：２．７２；ｌｏｇＰ（中性）：２．６６。
【０３０９】
　１Ｈ　ＮＭＲ（４００．０ＭＨｚ、Ｄ６－ＤＭＳＯ）δｐｐｍ：８．０１（ｄ、１Ｈ）
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、７．８５（ｔ、１Ｈ）、７．５６（ｄ、１Ｈ）、４．５５（広い、２Ｈ）、４．３５－
４．２８（ｍ、１Ｈ）、３．９０－３．８３（ｍ、１Ｈ）、３．０７（ｔ、２Ｈ）、２．
４３（ｓ、３Ｈ）、１．８２－１．７５（ｍ、１Ｈ）、０．８８（ｄ、６Ｈ）。
【０３１０】
　製造実施例４：Ｎ－エチル－３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－ト
リフルオロエチルスルフィニル）フェニル］－５－メチル－２，４－ジオキソイミダゾリ
ジン－１－カルボキサミド（実施例番号２７）
　段階１：Ｎ－エチル－３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフル
オロエチルスルファニル）フェニル］－５－メチル－２，４－ジオキソイミダゾリジン－
１－カルボキサミド（実施例番号２４）
【化２０】

【０３１１】
　最初に、３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエチルス
ルファニル）フェニル］－５－メチルイミダゾリジン－２，４－ジオン（ＩＩａ－３）２
００ｍｇ（０．５９ｍｍｏｌ）をジクロロメタン１０ｍＬに入れた。エチルイソシアネー
ト８５ｍｇ（１．１８ｍｍｏｌ）およびトリエチルアミン２４９μＬ（１．７８ｍｍｏｌ
）を滴下し、反応混合物をさらに１時間撹拌した。揮発成分をロータリーエバポレータで
減圧下に除去した。残留物を、水／アセトニトリル／０．１％ギ酸の勾配を用いるＲＰ－
１８カラムでのＭＰＬＣによってクロマトグラフィー精製した。これによって標題化合物
１５３ｍｇ（ＬＣ／ＭＳにより純度９９％、理論値の６３％）を得た。
【０３１２】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：３．３８；ｌｏｇＰ（中性）：３．３０。
【０３１３】
　１Ｈ　ＮＭＲ（４００．０ＭＨｚ、Ｄ６－ＤＭＳＯ）δｐｐｍ：７．９１－７．８８（
ｍ、１Ｈ）、７．７４（広い、１Ｈ）、７．４５（ｄ、１Ｈ）、４．７３（広い、１Ｈ）
、３．８８（ｑ、２Ｈ）、３．２８－３．２１（ｍ、２Ｈ）、２．４６（ｓ、３Ｈ）、１
．５６（ｄ、３Ｈ）、１．１０（ｔ、３Ｈ）。
【０３１４】
　段階２：Ｎ－エチル－３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフル
オロエチルスルフィニル）フェニル］－５－メチル－２，４－ジオキソイミダゾリジン－
１－カルボキサミド（実施例番号２７）

【化２１】

【０３１５】
　最初に、Ｎ－エチル－３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフル
オロエチルスルファニル）フェニル］－５－メチル－２，４－ジオキソイミダゾリジン－
１－カルボキサミド１００ｍｇ（０．２４ｍｍｏｌ）をジクロロメタン１０ｍＬに入れ、
メタ－クロロ過安息香酸６２ｍｇ（７５％、０．２７ｍｍｏｌ）を加え、反応混合物を室
温で終夜撹拌し、次にチオ硫酸ナトリウムおよび重炭酸ナトリウム溶液で洗浄した。有機
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相を無水硫酸ナトリウムで脱水し、濾過した。減圧下に溶媒を除去した後、残留物を、水
／アセトニトリル／０．１％ギ酸の勾配を用いるＲＰ－１８カラムでのＭＰＬＣによって
クロマトグラフィー精製した。これによって標題化合物１１０ｍｇ（ＬＣ／ＭＳにより純
度９３％、理論値の９８％）を得た。
【０３１６】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：２．４２；ｌｏｇＰ（中性）：２．３９。
【０３１７】
　１Ｈ　ＮＭＲ（４００．０ＭＨｚ、Ｄ６－ＤＭＳＯ）δｐｐｍ：８．０６（ｄ、１Ｈ）
、７．９０－７．８７（ｍ、１Ｈ）、７．５６（ｄ、１Ｈ）、４．７１（広い、１Ｈ）、
４．３５－４．２８（ｍ、１Ｈ）、３．８９－３．８２（ｍ、１Ｈ）、３．２９－３．２
１（ｍ、２Ｈ）、２．４３（ｓ、３Ｈ）、１．５７（ｄ、３Ｈ）、１．１０（ｔ、３Ｈ）
。
【０３１８】
　製造実施例５：３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエ
チルスルフィニル）フェニル］－２，４－ジオキソ－Ｎ－（２，２，２－トリフルオロエ
チル）イミダゾリジン－１－カルボキサミド（実施例番号３６）
　段階１：３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエチルス
ルファニル）フェニル］－２，４－ジオキソ－Ｎ－（２，２，２－トリフルオロエチル）
イミダゾリジン－１－カルボキサミド（実施例番号３０）
【化２２】

【０３１９】
　最初に、３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエチルス
ルファニル）フェニル］イミダゾリジン－２，４－ジオン（ＩＩａ－１）３００ｍｇ（０
．９３ｍｍｏｌ）をジクロロメタン１５ｍＬに入れた。トリフルオロエチルイソシアネー
ト１７５ｍｇ（１．４０ｍｍｏｌ）およびトリエチルアミン２５９μＬ（１．８６ｍｍｏ
ｌ）を滴下し、反応混合物をさらに１．５時間撹拌した。反応混合物を飽和重炭酸ナトリ
ウム溶液で２回抽出した。水相をジクロロメタンで１回抽出した。有機相を合わせ、無水
硫酸ナトリウムで脱水し、濾過した。溶媒をロータリーエバポレータで減圧下に除去した
。残留物は、標題化合物３７６ｍｇ（ＬＣ／ＭＳにより純度１００％、理論値の９０％）
からなるものであった。
【０３２０】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：３．２８；ｌｏｇＰ（中性）：３．２１。
【０３２１】
　１Ｈ　ＮＭＲ（４００．０ＭＨｚ、Ｄ６－ＤＭＳＯ）δｐｐｍ：８．３２（ｔ、１Ｈ）
、７．７１（ｄ、１Ｈ）、７．４６（ｄ、１Ｈ）、４．５８－４．４０（広い、２Ｈ）、
４．１０－４．０５（ｍ、２Ｈ）、３．９１－３．８３（ｍ、２Ｈ）、２．４６（ｓ、３
Ｈ）。
【０３２２】
　段階２：３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエチルス
ルフィニル）フェニル］－２，４－ジオキソ－Ｎ－（２，２，２－トリフルオロエチル）
イミダゾリジン－１－カルボキサミド（実施例番号３６）
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【化２３】

【０３２３】
　最初に、３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエチルス
ルファニル）フェニル］－２，４－ジオキソ－Ｎ－（２，２，２－トリフルオロエチル）
イミダゾリジン－１－カルボキサミド２３４ｍｇ（０．５０ｍｍｏｌ）をジクロロメタン
１０ｍＬに入れ、メタ－クロロ過安息香酸１２６ｍｇ（７５％、０．５５ｍｍｏｌ）を加
え、反応混合物を室温で終夜撹拌し、次にチオ硫酸ナトリウムおよび重炭酸ナトリウム溶
液で洗浄した。有機相を無水硫酸ナトリウムで脱水し、濾過した。減圧下に溶媒を除去し
た後、残留物を、水／アセトニトリル／０．１％ギ酸の勾配を用いるＲＰ－１８カラムで
のＭＰＬＣによってクロマトグラフィー精製した。これによって標題化合物９３ｍｇ（Ｌ
Ｃ／ＭＳにより純度１００％、理論値の４０％）を得た。
【０３２４】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：２．４６；ｌｏｇＰ（中性）：２．４２。
【０３２５】
　１Ｈ　ＮＭＲ（４００．０ＭＨｚ、Ｄ６－ＤＭＳＯ）δｐｐｍ：８．３２（ｔ、１Ｈ）
、８．０３（ｄ、１Ｈ）、７．５７（ｄ、１Ｈ）、４．５４－４．４０（広い、２Ｈ）、
４．３９－４．２７（ｍ、１Ｈ）、４．１３－４．０４（ｍ、２Ｈ）、３．８８－３．８
２（ｍ、１Ｈ）、２．４３（ｓ、３Ｈ）。
【０３２６】
　エナンチオマーを、移動相ヘプタン／メタノール／エタノールを用いるキラルカラム（
ＣｈｉｒａｌＣｅｌ　ＯＪ－Ｈ、例えば５ｎｍ　２５０×４．６ｍｍ）でのＨＰＬＣによ
ってそれらを分取的に分離することでラセミ体から得た。
【０３２７】
　旋光度を、波長５８９ｎｍおよび温度２０℃でＰｅｒｋｉｎ　Ｅｌｍｅｒ　３４１、製
造番号９１２３で測定した。
【０３２８】
　下記の比旋光度は、５回の異なる測定からの平均として理解すべきである。
【０３２９】
　エナンチオマー１（実施例番号１３５）：アセトニトリル中－３５．６（ｃ＝０．０１
０）。
【０３３０】
　エナンチオマー２（実施例番号１３６）：アセトニトリル中３６．４（ｃ＝０．０１０
）。
【０３３１】
　製造実施例６：Ｎ－シクロプロピル－３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２
，２－トリフルオロエチルスルフィニル）フェニル］－５，５－ジメチル－２，４－ジオ
キソイミダゾリジン－１－カルボキサミド（実施例番号８４）
　段階１：Ｎ－シクロプロピル－３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－
トリフルオロエチルスルファニル）フェニル］－５，５－ジメチル－２，４－ジオキソイ
ミダゾリジン－１－カルボキサミド（実施例番号７４）
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【化２４】

【０３３２】
　最初に、３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエチルス
ルファニル）フェニル］－５，５－ジメチルイミダゾリジン－２，４－ジオン（ＩＩａ－
５）１００ｍｇ（０．２８ｍｍｏｌ）をジクロロメタン５ｍＬに入れた。シクロプロピル
イソシアネート４７ｍｇ（０．５７ｍｍｏｌ）およびトリエチルアミン１１９μＬ（０．
８５ｍｍｏｌ）を滴下し、反応混合物をさらに１時間撹拌した。揮発成分をロータリーエ
バポレータで減圧下に除去した。残留物を、水／アセトニトリル／０．１％ギ酸の勾配を
用いるＲＰ－１８カラムでのＭＰＬＣによってクロマトグラフィー精製した。これによっ
て標題化合物１０２ｍｇ（ＬＣ／ＭＳにより純度１００％、理論値の８２％）を得た。
【０３３３】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：３．７６；ｌｏｇＰ（中性）：３．７２。
【０３３４】
　１Ｈ　ＮＭＲ（４００．０ＭＨｚ、Ｄ６－ＤＭＳＯ）δｐｐｍ：８．０１－８．００（
ｍ、１Ｈ）、７．８１（ｄ、１Ｈ）、７．４５（ｄ、１Ｈ）、３．９０（ｑ、２Ｈ）、２
．７１－２．６７（ｍ、１Ｈ）、２．４５（ｓ、３Ｈ）、１．７０（ｓ、６Ｈ）、０．７
１－０．６９（ｍ、２Ｈ）、０．５３（広い、２Ｈ）。
【０３３５】
　段階２：Ｎ－シクロプロピル－３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－
トリフルオロエチルスルフィニル）フェニル］－５，５－ジメチル－２，４－ジオキソイ
ミダゾリジン－１－カルボキサミド（実施例番号８４）

【化２５】

【０３３６】
　最初に、Ｎ－シクロプロピル－３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－
トリフルオロエチルスルファニル）フェニル］－５，５－ジメチル－２，４－ジオキソイ
ミダゾリジン－１－カルボキサミド７０ｍｇ（０．１６ｍｍｏｌ）をジクロロメタン７ｍ
Ｌに入れ、メタ－クロロ過安息香酸４１ｍｇ（７５％、０．１７ｍｍｏｌ）を加え、反応
混合物を室温で終夜撹拌し、次にチオ硫酸ナトリウムおよび重炭酸ナトリウム溶液で洗浄
した。有機相を無水硫酸ナトリウムで脱水し、濾過し、濃縮した。これによって標題化合
物７４ｍｇ（ＬＣ／ＭＳにより純度９４％、理論値の９６％）を得た。
【０３３７】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：２．７３；ｌｏｇＰ（中性）：２．７３。
【０３３８】
　１Ｈ　ＮＭＲ（４００．０ＭＨｚ、Ｄ６－ＤＭＳＯ）δｐｐｍ：８．１４（ｄ、１Ｈ）
、８．００－７．９９（ｍ、１Ｈ）、７．５６（ｄ、１Ｈ）、４．４３－４．１８（ｍ、
１Ｈ）、４．０４－３．７２（ｍ、１Ｈ）、２．７２－２．６７（ｍ、１Ｈ）、２．４４



(108) JP 2018-505855 A 2018.3.1

10

20

30

40

50

（ｓ、３Ｈ）、１．７１（ｓ、６Ｈ）、０．７１－０．７０（ｍ、２Ｈ）、０．５３（広
い、２Ｈ）。
【０３３９】
　製造実施例７：３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエ
チルスルフィニル）フェニル］－１－（モルホリン－４－カルボニル）イミダゾリジン－
２，４－ジオン（実施例番号１２５）
　段階１：３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエチルス
ルファニル）フェニル］－１－（モルホリン－４－カルボニル）イミダゾリジン－２，４
－ジオン（実施例番号１２２）
【化２６】

【０３４０】
　最初に、３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエチルス
ルファニル）フェニル］イミダゾリジン－２，４－ジオン（ＩＩａ－１）３００ｍｇ（０
．９３ｍｍｏｌ）をトルエン１０ｍＬに入れた。トリエチルアミン０．２６ｍＬ（１．８
６ｍｍｏｌ）およびクロルギ酸トリクロロメチル０．１２ｍＬ（０．９３ｍｍｏｌ）を加
えた。反応混合物を還流温度で１時間攪拌し、冷却して０℃とした。モルホリン０．２５
ｍＬ（２．７８ｍｍｏｌ）を加えた後、反応混合物を室温で終夜撹拌した。得られた懸濁
液を濾過し、濾液から減圧下にロータリーエバポレータで溶媒を除去した。残留物をジク
ロロメタンに溶かし、飽和重炭酸ナトリウム溶液で２回および１０％強度塩酸溶液で２回
洗浄した。有機相を無水硫酸ナトリウムで脱水し、濾過し、濃縮した。残留物を、水／ア
セトニトリルの勾配を用いるＲＰ－１８カラムでのＭＰＬＣによってクロマトグラフィー
精製した。これによって標題化合物１７８ｍｇ（ＬＣ／ＭＳにより純度１００％、理論値
の４４％）を得た。
【０３４１】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：２．６１；ｌｏｇＰ（中性）：２．５８。
【０３４２】
　１Ｈ　ＮＭＲ（４００．０ＭＨｚ、Ｄ６－ＤＭＳＯ）δｐｐｍ：７．７２（ｄ、１Ｈ）
、７．４２（ｄ、１Ｈ）、４．５３（ｓ、２Ｈ）、３．８７（ｑ、２Ｈ）、３．６４－３
．６２（ｍ、４Ｈ）、３．４８－３．４６（ｍ、４Ｈ）、２．４５（ｓ、３Ｈ）。
【０３４３】
　段階２：３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエチルス
ルフィニル）フェニル］－１－（モルホリン－４－カルボニル）イミダゾリジン－２，４
－ジオン（実施例番号１２５）
【化２７】

【０３４４】
　最初に、３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエチルス
ルファニル）フェニル］－１－（モルホリン－４－カルボニル）イミダゾリジン－２，４
－ジオン１２８ｍｇ（０．２９ｍｍｏｌ）をジクロロメタン５ｍＬに入れ、メタ－クロロ
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過安息香酸７１ｍｇ（７５％、０．３１ｍｍｏｌ）を加えた。反応混合物を室温で終夜撹
拌し、チオ硫酸ナトリウムおよび重炭酸ナトリウム溶液で洗浄した。有機相を無水硫酸ナ
トリウムで脱水し、濾過し、濃縮した。これによって標題化合物１３７ｍｇ（ＬＣ／ＭＳ
により純度９８％、定量的）を得た。
【０３４５】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：１．７９；ｌｏｇＰ（中性）：１．７５。
【０３４６】
　１Ｈ　ＮＭＲ（４００．０ＭＨｚ、Ｄ６－ＤＭＳＯ）δｐｐｍ：８．０４（ｄ、１Ｈ）
、７．５３（ｄ、１Ｈ）、４．５３（ｓ、２Ｈ）、４．３３－４．２４（ｍ、１Ｈ）、３
．８８－３．７９（ｍ、１Ｈ）、３．６４－３．６２（ｍ、４Ｈ）、３．４９－３．４７
（ｍ、４Ｈ）、２．４３（ｓ、３Ｈ）。
【０３４７】
　合成中間体
　３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２）－トリフルオロエチルスルファ
ニル）フェニル］イミダゾリジン－２，４－ジオン（ＩＩａ－１）
【化２８】

【０３４８】
　最初に、エチルイソシアナトアセテート９．７２ｇ（７５．２ｍｍｏｌ）を、クロロホ
ルム２７０ｍＬに入れた。２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロ
エチルスルファニル）アニリン１８．００ｇ（７５．２ｍｍｏｌ）をクロロホルム２７０
ｍＬに入れ、ゆっくり滴下した。溶液を室温で終夜撹拌し、次に溶媒を減圧下に除去した
。残留物をエタノール／３５％強度塩酸１：１の混合物５４０ｍＬに取り、混合物を、還
流下に３時間加熱し、週末にわたり静置した。生成した白色固体を、ヌッチェフィルター
を用いて濾過し、ｐＨ５まで少量の氷冷水で洗浄した。これによって標題化合物１８．５
５ｇ（ＬＣ／ＭＳにより純度１００％、理論値の７７％）を得た。
【０３４９】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：２．１１；ｌｏｇＰ（中性）：２．０８。
【０３５０】
　１Ｈ　ＮＭＲ（４００．０ＭＨｚ、Ｄ６－ＤＭＳＯ）δｐｐｍ：８．４２（ｂｓ、１Ｈ
）、７．６２（ｄ、１Ｈ）、７．３９（ｄ、１Ｈ）、４．１５（広い、２Ｈ）、３．９１
（ｑ、２Ｈ）、２．４３（ｓ、３Ｈ）。
【０３５１】
　３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエチルスルファニ
ル）フェニル］－２－チオキソイミダゾリジン－４－オン（ＩＩａ－２）
【化２９】

【０３５２】
　最初に、エチルイソチオシアナトアセテート３０３ｍｇ（２．０９ｍｍｏｌ）をクロロ
ホルム７．５ｍＬに入れた。２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオ
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ロエチルスルファニル）アニリン５００ｍｇ（２．０９ｍｍｏｌ）をクロロホルム７．５
ｍＬに入れ、ゆっくり滴下した。溶液を室温で終夜撹拌し、次に溶媒を減圧下に除去した
。残留物をエタノール／３５％強度塩酸１：１の混合物１５ｍＬに取り、混合物を、還流
下に３時間加熱した。冷却後、溶媒を減圧下に除去した。残留物を、水／アセトニトリル
／０．１％ギ酸の勾配を用いるＲＰ－１８カラムでのＭＰＬＣによってクロマトグラフィ
ー精製した。これによって標題化合物５７６ｍｇ（ＬＣ／ＭＳにより純度９９％、理論値
の８１％）を得た。
【０３５３】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：２．５３；ｌｏｇＰ（中性）：２．５０。
【０３５４】
　１Ｈ　ＮＭＲ（４００．０ＭＨｚ、Ｄ６－ＤＭＳＯ）δｐｐｍ：１０．５６（ｓ、１Ｈ
）、７．６１（ｄ、１Ｈ）、７．３９（ｄ、１Ｈ）、４．４８－４．３０（ｍ、２Ｈ）、
３．９３－３．８５（ｍ、２Ｈ）、２．４４（ｓ、３Ｈ）。
【０３５５】
　３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２）－トリフルオロエチルスルフィ
ニル）フェニル］イミダゾリジン－２，４－ジオン（ＩＩｂ－１）
【化３０】

【０３５６】
　最初に、３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエチルス
ルファニル）フェニル］イミダゾリジン－２，４－ジオン（ＩＩａ－１）５０ｍｇ（０．
１５ｍｍｏｌ）をジクロロメタン５ｍＬに入れ、メタ－クロロ過安息香酸３８ｍｇ（７５
％、０．１６ｍｍｏｌ）を加え、反応混合物を室温で２時間撹拌し、チオ硫酸ナトリウム
および重炭酸ナトリウム溶液で洗浄した。有機相を無水硫酸ナトリウムで脱水し、濾過し
た。減圧下に溶媒を除去した後、残留物を、水／アセトニトリル／０．１％ギ酸の勾配を
用いるＲＰ－１８カラムでのＭＰＬＣによってクロマトグラフィー精製した。これによっ
て標題化合物２５ｍｇ（ＬＣ／ＭＳにより純度１００％、理論値の４９％）を得た。
【０３５７】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：１．３３；ｌｏｇＰ（中性）：１．３１。
【０３５８】
　１Ｈ　ＮＭＲ（４００．０ＭＨｚ、Ｄ６－ＤＭＳＯ）δｐｐｍ：８．４７（ｂｓ、１Ｈ
）、７．８９（ｄ、１Ｈ）、７．５０（ｄ、１Ｈ）、４．３１－４．２１（ｍ、１Ｈ）、
４．１６（広い、２Ｈ）、３．９６－３．８７（ｍ、１Ｈ）、２．４２（ｓ、３Ｈ）。
【０３５９】
　３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエチルスルファニ
ル）フェニル］－５－メチルイミダゾリジン－２，４－ジオン（ＩＩａ－３）
【化３１】

【０３６０】
　最初に、エチル２－イソシアナトプロピオネート５９８ｍｇ（４．１８ｍｍｏｌ）をク
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トリフルオロエチルスルファニル）アニリン１．００ｇ（４．１８ｍｍｏｌ）をクロロホ
ルム１５ｍＬに入れ、ゆっくり滴下した。溶液を室温で終夜撹拌し、次に溶媒を減圧下に
除去した。残留物をエタノール／３５％強度塩酸１：１の混合物３０ｍＬに取り、混合物
を、還流下に３時間加熱した。冷却後、溶媒を減圧下に除去した。残留物を、水／アセト
ニトリル／０．１％ギ酸の勾配を用いるＲＰ－１８カラムでのＭＰＬＣによってクロマト
グラフィー精製した。これによって標題化合物３９５ｍｇ（ＬＣ／ＭＳにより純度９９％
、理論値の２８％）を得た。
【０３６１】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：２．３４；ｌｏｇＰ（中性）：２．３１。
【０３６２】
　１Ｈ　ＮＭＲ（４００．０ＭＨｚ、Ｄ６－ＤＭＳＯ）δｐｐｍ：８．５６（ｓ、１Ｈ）
、７．６４（ｄ、１Ｈ）、７．３９（ｄ、１Ｈ）、４．３５－４．３３（ｍ、１Ｈ）、３
．９６－３．８８（ｍ、２Ｈ）、２．４３（ｓ、３Ｈ）、１．３６（ｄ、３Ｈ）。
【０３６３】
　３－［２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，２－トリフルオロエチルスルファニ
ル）フェニル］－５，５－ジメチルイミダゾリジン－２，４－ジオン（ＩＩａ－５）
【化３２】

【０３６４】
　最初に、エチル２－イソシアナト－２－メチルプロピオネート６５７ｍｇ（４．１８ｍ
ｍｏｌ）をクロロホルム１５ｍＬに入れた。２－フルオロ－４－メチル－５－（２，２，
２－トリフルオロエチルスルファニル）アニリン１．００ｇ（４．１８ｍｍｏｌ）を最初
に、クロロホルム１５ｍＬに入れ、ゆっくり滴下した。溶液を室温で終夜撹拌し、次に溶
媒を減圧下に除去した。残留物をエタノール／３５％強度塩酸１：１の混合物３０ｍＬに
取り、混合物を、還流下に３時間加熱した。冷却後、溶媒を減圧下に除去した。残留物を
、水／アセトニトリル／０．１％ギ酸の勾配を用いるＲＰ－１８カラムでのＭＰＬＣによ
ってクロマトグラフィー精製した。これによって標題化合物４０２ｍｇ（ＬＣ／ＭＳによ
り純度１００％、理論値の２７％）を得た。
【０３６５】
　ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）：２．６１；ｌｏｇＰ（中性）：２．５３。
【０３６６】
　１Ｈ　ＮＭＲ（４００．０ＭＨｚ、Ｄ６－ＤＭＳＯ）δｐｐｍ：８．６６（ｓ、１Ｈ）
、７．６７（ｄ、１Ｈ）、７．３８（ｄ、１Ｈ）、３．９６－３．９１（ｍ、２Ｈ）、２
．４３（ｓ、３Ｈ）、１．４１（ｓ、６Ｈ）。
【０３６７】
　上記で記載の方法によって、記の式（Ｉ）の化合物（表１参照）を製造した。
【０３６８】
　表１：式（Ｉ）の化合物
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【化３３】

【０３６９】
　式中、Ｗ＝Ｆである。
【表１】
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【０３７０】
　ＮＭＲピークリスト法
　選択された実施例の１Ｈ　ＮＭＲデータは１Ｈ－ＮＭＲピークリストの形態で記載され
る。各シグナルピークについて、最初にδ値（ｐｐｍ単位）と次に小括弧内のシグナル強
度が列記されている。異なるシグナルピークについてのδ値－シグナル強度数値のペアは
、セミコロンによって互いに分離されて列記されている。
【０３７１】
　従って、一つの実施例のピークリストは、下記の形を有する。
【０３７２】
　δ１（強度１）；δ２（強度２）．．．δｉ（強度ｉ）；．．．；δｎ（強度ｎ）
　鋭いシグナルの強度は、ｃｍ単位でのＮＭＲスペクトラムの印刷例におけるシグナルの
高さと相関しており、シグナル強度の真の比を示すものである。広いシグナルの場合、い
くつかのピークもしくはそのシグナルの中央ならびにそれの相対強度を、スペクトラム中
の最も強いシグナルとの比較で示すことができる。
【０３７３】
　１Ｈ　ＮＭＲスペクトラムの化学シフトの較正は、テトラメチルシランおよび／または
特にＤＭＳＯ中で測定されるスペクトラムの場合には使用される溶媒の化学シフトを用い
て行う。従って、ＮＭＲピークリストにおいては、テトラメチルシランピークがある場合
があるが、必ずしもそうである必要はない。
【０３７４】
　１Ｈ　ＮＭＲピークのリストは、旧来の１Ｈ　ＮＭＲ印刷と同様であることから、通常
は、旧来のＮＭＲ解釈で列記される全てのピークを含む。
【０３７５】
　さらに、旧来の１Ｈ　ＮＭＲ印刷のように、それらは、溶媒シグナル、標的化合物の立
体異性体（やはり、本発明の主題の一部を形成する。）のシグナルおよび／または不純物
のピークのシグナルを示し得る。
【０３７６】
　溶媒および／または水のδ範囲内で化合物シグナルを報告するにおいて、本発明者らの
１Ｈ－ＮＭＲピークリストでは、標準的な溶媒ピーク、例えば、通常は概して高い強度を
有するＤ６－ＤＭＳＯ中のＤＭＳＯのピークおよび水のピークが示されている。
【０３７７】
　標的化合物の立体異性体のピークおよび／または不純物のピークは、通常は、標的化合
物のピークより概して低い強度を有する（例えば、純度＞９０％）。
【０３７８】
　そのような立体異性体および／または不純物は、特定の製造方法に代表的なものであり
得る。従って、それらのピークは、「副生成物フィンガープリント」を参照して本発明者
らの製造方法の再現性を確認する上で役立ち得る。
【０３７９】
　公知の方法（ＭｅｓｔｒｅＣ、ＡＣＤシミュレーションで、さらには、経験的に評価さ
れる期待値で）で標的化合物のピークを計算する専門家であれば、必要に応じて適宜に別
の強度フィルターを用いて標的化合物のピークを分離することができる。この分離は、旧
来の１Ｈ　ＮＭＲ解釈での問題のピーク選択と同様であると考えられる。
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　研究開示データベース番号（ｔｈｅ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｄｉｓｃｌｏｓｕｒｅ　Ｄａ
ｔａｂａｓｅ　Ｎｕｍｂｅｒ）５６４０２５に、１Ｈ　ＮＭＲピークリストのさらなる詳
細がある。
【０３８１】
　表２：表１の化合物のスペクトル測定データ：
【表２】
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【０３８２】
　さらに、下記の式（ＩＩ）の化合物（表３参照）を、上記で記載の方法によって製造し
た。
【０３８３】
　表３：式（ＩＩ）の化合物

【化３４】

【０３８４】
　式中、Ｗ＝Ｆである（水素原子は、明瞭に記載されていても記載されていなくても良い
。）
【表３】
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【０３８５】
　使用例：
　１．オウシマダニ（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｍｉｃｒｏｐｌｕｓ）－注入試験
　溶媒：ジメチルスルホキシド
　好適な活性化合物製剤を製造するため、活性化合物１０ｍｇを溶媒０．５ｍＬと混合し
、その濃縮液を溶媒で希釈して所望の濃度とする。
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【０３８６】
　吸血した成体雌オウシマダニ（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｍｉｃｒｏｐｌｕｓ）５匹の腹部
に、活性化合物溶液１μＬを注入する。動物をシャーレに移し入れ、人工気象室（ｃｌｉ
ｍａｔｅ－ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ｒｏｏｍ）中で維持する。
【０３８７】
　７日後、受精卵の産卵によって効力を評価する。肉眼では受精卵に見えない卵は、約４
２日後の幼虫孵化まで人工気象室内に保存する。１００％効力は、受精卵を産卵したオウ
シマダニが全くなかったことを意味し、０％は、全ての卵が受精卵であることを意味する
。
【０３８８】
　この試験において、例えば、製造実施例の次の化合物：１、６、７、９、１０、１５、
２１、２３、２７、２８、２９、３６、４１、４２、４３、４６、４７、４８、５４、６
２、６３、６８、７２、７９、８８、８９、９１、９９が、２０μｇ／動物の施用量で、
１００％の効力を示した。
【０３８９】
　２．　サツマイモネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）
試験
　溶媒：アセトン１２５．０重量部
　好適な活性化合物製剤を製造するため、活性化合物１重量部を指定量の溶媒と混合し、
その濃縮液を水で希釈して所望の濃度とする。
【０３９０】
　容器に、砂、活性化合物の溶液、サツマイモネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎ
ｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）の卵／幼虫の懸濁液およびレタス種子を入れる。レタス種子が
発芽し、植物が成長する。根に、こぶが形成される。
【０３９１】
　１４日後、こぶの形成によって殺線虫効力（％）を求める。１００％は、こぶが全く見
られなかったことを意味し、０％は、処理された植物でのこぶの数が、処理されていない
対照に相当することを意味する。
【０３９２】
　この試験では例えば、製造実施例の次の化合物：９、１０、２０、２３、４３、４７、
５４、７８、１２５、１２６、１２８、１２９、１３０、１３１、１３２が、施用量２０
ｐｐｍで１００％の効力を示した。
【０３９３】
　この試験では例えば、製造実施例の次の化合物：１、６、７、２１、３６、４２、４８
、５０、６８、７１、７２、９９、１０１、１０３、１０８、１２１、１２２が、施用量
２０ｐｐｍで９０％の効力を示した。
【０３９４】
　３．モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）－噴霧試験
　溶媒：アセトン７８重量部
　　　　ジメチルホルムアミド１．５重量部
　乳化剤：アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の好適な製剤を製造するため、活性化合物１重量部を指定重量部の溶媒と混
合し、所望の濃度が得られるまで、乳化剤を濃度１０００ｐｐｍで含む水を追加する。さ
らなる試験濃縮液を製造するため、製剤を、乳化剤含有水で希釈する。
【０３９５】
　全ての成育段階のモモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）が発生してい
るハクサイ葉（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｐｅｋｉｎｅｎｓｉｓ）の円板に、所望濃度の活性化
合物製剤を噴霧する。
【０３９６】
　６日後に、効力（％）を求める。１００％は、全てのアブラムシが死んでいることを意
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味し、０％は死んだアブラムシがなかったことを意味する。
【０３９７】
　この試験では例えば、製造実施例からの次の化合物：４６が、施用量５００ｇ／ｈａで
９０％の効力を示した。
【０３９８】
　４．マスタードビートル（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉａｅ）－噴霧試験
　溶媒：アセトン７８．０重量部
　　　　ジメチルホルムアミド１．５重量部
　乳化剤：アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の好適な製剤を製造するため、活性化合物１重量部を指定重量部の溶媒を用
いて溶解させ、所望の濃度が得られるまで、乳化剤を濃度１０００ｐｐｍで含む水を追加
する。さらなる試験濃縮液を製造するため、製剤を、乳化剤含有水で希釈する。
【０３９９】
　ハクサイ葉（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｐｅｋｉｎｅｎｓｉｓ）の円板に、所望濃度の活性化
合物製剤を噴霧し、乾燥後にマスタードビートル（ｍｕｓｔａｒｄ　ｂｅｅｔｌｅ）（Ｐ
ｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉａｅ）の幼虫を寄生させる。
【０４００】
　７日後に、効力（％）を求める。１００％は、全てのビートル幼虫が死んだことを意味
し、０％は、死んだビートル幼虫が全くなかったことを意味する。
【０４０１】
　この試験では例えば、製造実施例からの次の化合物：３８、３９、４４、５４、７１、
７２、７９、１１８が、施用量５００ｇ／ｈａで１００％の効力を示した。
【０４０２】
　この試験では例えば、製造実施例からの次の化合物：３０、３７、４３、４８、５３、
１０１、１０６が、施用量５００ｇ／ｈａで８３％の効力を示した。
【０４０３】
　５．ナミハダニ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ）－噴霧試験；ＯＰ－抵抗
性
　溶媒：アセトン７８．０重量部
　　　　ジメチルホルムアミド１．５重量部
　乳化剤：アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の好適な製剤を製造するため、活性化合物１重量部を指定重量部の溶媒を用
いて溶解させ、所望の濃度が得られるまで、乳化剤を濃度１０００ｐｐｍで含む水を追加
する。さらなる試験濃縮液を製造するため、製剤を、乳化剤含有水で希釈する。
【０４０４】
　全ての成育段階のナミハダニ（ｇｒｅｅｎｈｏｕｓｅ　ｒｅｄ　ｓｐｉｄｅｒ　ｍｉｔ
ｅ）（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ）が発生しているマメ葉（インゲンマメ
（Ｐｈａｓｅｏｌｕｓ　ｖｕｌｇａｒｉｓ））の円板に、所望の濃度の活性化合物製剤を
噴霧する。
【０４０５】
　６日後、効力（％）を求める。１００％は、全てのナミハダニが死んだことを意味し、
０％は、死んだナミハダニが全くなかったことを意味する。
【０４０６】
　この試験では例えば、製造実施例からの次の化合物：１、３、４、６、７、９、１０、
１２、１４、１５、１６、２０、２１、２２、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３
２、３３、３４、３６、３７、３８、３９、４０、４１、４２、４３、４４、４５、４６
、４７、４８、４９、５０、５１、５２、５３、５４、５７、５８、５９、６０、６１、
６２、６３、６４、６６、６７、６８、７０、７１、７２、７４、７６、７７、７８、７
９、８０、８１、８２、８４、８５、８６、８７、８８、８９、９０、９１、９４、１０
０、１０１、１０２、１０４、１０５、１０６、１０８、１１０、１１１、１１２、１１
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６、１２７、１２９、１３０、１３１、１３３、ＩＩａ－２、ＩＩｂ－１が、施用量５０
０ｇ／ｈａで１００％の効力を示した。
【０４０７】
　この試験では例えば、製造実施例からの次の化合物：１３、１８、１９、３０、３１、
５５、５９、７６、８３、９２、９７、９８、１０３、１０９、１３０、１３２、１３４
、ＩＩａ－１が、施用量５００ｇ／ｈａで９０％の効力を示した。
【０４０８】
　この試験では例えば、製造実施例からの次の化合物：６５、６９、９９が、施用量１０
０ｇ／ｈａで９０％の効力を示した。
【０４０９】
　６．ナミハダニ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ）－噴霧試験；ＯＰ－抵抗
性
　溶媒：ジメチルホルムアミド７重量部
　乳化剤：アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性化合物の好適な製剤を製造するため、活性化合物１重量部を指定重量部の溶媒を用
いて溶解させ、所望の濃度が得られるまで、乳化剤を濃度１０００ｐｐｍで含む水を追加
する。さらなる試験濃縮液を製造するため、製剤を、乳化剤含有水で希釈する。アンモニ
ウム塩または／および浸透剤を加えることが必要な場合、これらはそれぞれ、製剤溶液に
対して１０００ｐｐｍの濃度で加える。
【０４１０】
　全ての成育段階のナミハダニ（ｇｒｅｅｎｈｏｕｓｅ　ｒｅｄ　ｓｐｉｄｅｒ　ｍｉｔ
ｅ）（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ）が多数発生しているマメ植物（インゲ
ンマメ（Ｐｈａｓｅｏｌｕｓ　ｖｕｌｇａｒｉｓ））を、所望の濃度の活性化合物製剤噴
霧によって処理する。
【０４１１】
　７日後、効力（％）を求める。１００％は、全てのナミハダニが死んだことを意味し、
０％は、死んだナミハダニが全くなかったことを意味する。
【０４１２】
　この試験では例えば、製造実施例からの次の化合物：１３６が、施用量２０ｐｐｍで１
００％の効力を示した。
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